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　退屈も極まると、胡コ久ク梨リは女を漁あさりに出かける。




　夜。慈じ久くう寺じの参道を南に外れて脂し粉ふんの匂においを辿たどっていくと、貧乏町の闇やみ間まの果てに干ひ乾からびた蚯蚓みみずのような小道が現れる。右手には泥じみた運河の支流、左手に点々と連なる迎え灯どう籠ろうの薄明かりはどれもひと目で知れる女郎屋のそれで、軒先の看板に小料理屋らしい屋号を記すことで辛かろうじて堅気の商売を装っているに過ぎない。「追い剝はぎ通り」という物騒な呼び名の由来は、その周到な店々の並びが近隣の造船工こう廠しようで働く人足たちの日当を残らず吸い上げてしまう仕組みになっているからだった。まず始まりは食い物の屋台、続いて濁酒どぶろくの立ち飲みときたら残るは息子の世話──寄せ場のぼろ宿へと帰り着く頃には、その日一日の汗水の対価など銅の一滴たりとも残ってはいないという寸法である。

　胡久梨は小道をのんびりと下っていく。擦すり切れた夏衣に荒染めの百姓帯、今どき流は行やらぬ南方趣味の皮かわ草履ぞうりという出いで立ちはまさしく右も左もわからぬおのぼりといった風に見える。絶好の鴨カモと踏んだ遣やり手て婆ばばあたちはお定まりの売り文句を並べてしきりに袖そでを引くが、どういうわけか胡コ久ク梨リはそれらを巧みに往いなすばかりで一向に店の敷居を跨またごうとしない。すでに目当ての店でもあるのか、とりあえずひと巡りしてからと決めているのか。やがて灯とう籠ろうの並びも呼び込みの声も背後に遠ざかり、周囲は柳の枝し垂だれが川風にざわめくばかりとなった頃──

「さっきから見ていたよ。兄さん、なかなかの遊び人じゃないか」

　路地の暗くら闇やみから囁ささやきかける声。

　胡久梨は格別驚きもしない。まさか、と照れ臭そうに頭を搔かいて、

「──たまの贅ぜい沢たくだと思うと駄目だね。ほんのちょっとでも失敗したくないもんだからさ、あちこち目移りするばっかりでどうにも踏ん切りがつかなくて」

　ひゃっひゃっと笑い声が上がり、泳ぐような足取りで近づいてきたのは占術師の装束を身に纏まとった跛は足そくの老婆だ。

「料理屋の客引きどもに捕まらなかったのは正解だよ。店はこを構えてる以上は逃げも隠れもできないからね、つまり、極道の仕切りってことさ。連中は玉ぎよくの仲介にも絡んでるから、まともに稼げる娘がいれば片っ端から引き抜いて川向こうへ連れてっちまう。下げ駄た番の小僧にまで銅の雨降らせて豪遊するってんならともかくね、この界かい隈わいじゃあ屋根の下をいくら探してみたってろくな娘はいないよ。噓うそ八百の口車に乗せられて、左官が化粧をしたような厚塗りのお化けをあてがわれるなんて馬鹿なことさ」

　そんな身も蓋ふたもない老婆の物言いに、胡久梨は邪気のない笑みを浮かべて応こたえる。

「──てことは、婆ばあさんはもぐりなんだ？」

　老婆はわざとらしい素振りで周囲を見回し、

「ちょいと、声が高いよ。──どうだい？　祝儀にほんの少しばかり色をつけてくれれば、六百貫や大鵬山あたりにいてもおかしくないような娘を紹介してやれるんだけどねえ」

　そして耳打ちされた花代の額は、「小料理屋の厚塗りお化け」で妥協するなら五人六人を侍はべらせてなお釣りが来るほどだった。胡久梨は大げさに顔を顰しかめて、

「冗談きついよ、そいつは話がおかしいよ。だって婆さんは、守みか代じめを収めなくてもいい身分のはずだろう？」

「そのあたりは察しとくれな。屋根のない稼業シノギの苦労は雨風に限った話じゃないんだ。そりゃ無理にとは言わないけどさ、塩あん梅ばいを任せてもらえるなら後悔はさせないよ。日陰者だからこそ客も選ぶし、お互いの信用は何よりも大切だからね」

「へえ。客を選ぶんだ──」

　胡久梨は苦笑して、ふと、

「──俺、そんなに助すけ平べえそうな顔してたかな」

　老婆は口を歪ゆがめて胡久梨の脇わきを肘ひじで小突いてくる。

「何言ってんだい、夜の夜中にここいらを歩あるってる野郎なんかひとり残らず助平に決まってるじゃないか。つまりさ、あたしが言ってるのはそいつが本当に信用できる奴かどうかってことだよ。まず第一に、あたしは人足どもは相手にしない。あいつらはどいつもこいつも根無し草のろくでなしで、面倒が起こるとすぐによその飯はん場ばにフケちまうからね。それと、酔っ払いも相手にしない。まともに話が通じないし、女の子に度を越した乱暴をする奴もいるからね。あとは顔つきを見て決める。間違いない、あんたの顔には善人の相があるよ。この術師の装束は伊だ達てじゃないんだ。お天道様が出ている間はこっちが本業さ」

　善相が云うん々ぬんのお愛あい想そは別としても、なるほど、声をかけた客が組し易やすい相手かどうかは老婆にとって重大な関心事であるはずだった。もし揉もめ事が起きても筋者の後ろ盾があるわけではない。話がこじれた挙句に裏路地に引っぱり込まれて袋ふくろ叩だたきにされるかもしれないし、もぐりで客を引いていることを所しよ場ばの地回りに密告されるかもしれない。そうした不測の事態に対してまったくの無策というわけでもないのだろうが、日陰者だからこそ客を選ぶ──という老婆の言葉にはそれなりに切実な響きがあった。

「──んじゃあ、こっちも、払う分だけの注文はつけさせてもらうけど」

「あいよ、やっぱり若い子がいいのかい？　それとも年増の業わざ師しがお好みかい？」

「一番下は？」

「十三が二人いるよ。惜しいことしたね、あと三日早く来てくれたら九つがいたんだけど」

「いや、そこまで下でも駄目なんだ。その二人の身体からだつきは？　あんまりがりがりの瘦やせっぽちだと困るな」

　さあて、老婆は考える風をして、

「どっちも瘦せてるってば瘦せてるけどねえ。雫雫ジヤジヤはよそで一度仕込まれてうちに来た子だから、古株の姉さん連中にも負けないくらい仕事は上手だよ。その点、兎ト兎トはまだ初々しい感じだね」

　ふうん、胡コ久ク梨リはしばし腕を組み、ぽつりと、

「──人気のない方はどっち？」

　その奇妙な問いに老婆は眉まゆ根ねを寄せた。普通なら「人気のある方はどちらか」と尋ねそうなものだ。しかし胡久梨は真ま面じ目めな顔で、

「だって、かわいそうだからさ。人気商売で人気がないなんて、首がないのと一緒だろ？」




　丸めた茣ご蓙ざを胸に固く抱きしめたまま、兎兎は目の前で自らの対価が支払われる様をじっと見つめている。

　今こ宵よい初めての客だ。荒染めの百姓帯に皮かわ草履ぞうり、まるで山出しの貧乏書生といった身なりにも関かかわらず、その腰袋から「銅どう餅へい」が幾つも出てきたのは少し意外だった。大きな街の商人が持ち歩いている大きなお金──という兎兎の理解はあまり正確な定義ではなくて、まとまった量の銅貨を扱いやすくするために一度溶かして板状に成型し直した大判貨幣のことを俗に「餅へい」と呼ぶ。その多くは専もつぱら商人たちの間で流通しているが、彼らの専有物と決まっているわけでもない。免状の下りた両替商に規定以上の量さえ持ち込めば、基本的には誰のどんな金であろうと「餅もちつき」はしてくれる。

　きっと、家が商家でお金持ちなのだろう。

　造船工こう廠しようの少し先に何とかいう難しい名前の学校があって、寄宿舎住まいの学生たちが夜遊びの勢いを駆ってこの界かい隈わいにまで流れてくることはよくある。目の前にいるこの男も、そんな連中の一人なのかもしれない──兎ト兎トはそう考えた。慣れてしまえば何でもないと雫雫ジヤジヤは言うが、兎兎は未いまだに客が怖い。つい人相や風体をじっと観察してしまう。そんなことをしている暇があるなら色っぽい流し目のひとつもくれて、少しでも余計に気に入られた方が結局は得だと頭ではわかっているのに。

　胡コ久ク梨リが振り返って、友達を遊びに誘う子供のような笑みを浮かべた。

「行こうか」

　長い長い夜が始まる。

　兎兎は自分から腕を絡ませて歩き出す。行く手の路地に闇やみはいつになく深い。

「さあ頑張りな色男。まったくお似合いの二人だね、たっぷり楽しんでおいで」

　妙にくどい羅ラ羅ラ婆ばあの台詞せりふは胡久梨の背中に向けられたものではなく、「そいつは赤犬だが恩を知らないので皮を剝はげ」──すなわち、ちょろい客だが再訪は期待できない口なので仕事を小出しにして有り金を搾しぼり取ってしまえ、という合図だった。

　──やだなあ、

　兎兎は内心でため息をつく。皮剝ぎは苦手だ。やり過ぎて客の機嫌を損ねたらこっちの身が危ないし、手をこまねいて上がりが少なかったら後で羅羅婆にこっぴどく叱しかられる。真ま面じ目めに相手をして喜ばせてやる方が、身体からだはともかく気持ちはよほど楽だと思う。

「何か食べる？」

　不意打ちのように話しかけられて、兎兎の肩がびくりと震えた。

「いや、お腹なか空すいてるんじゃないかと思って。正直、さっきの払いで素す寒かん貧ぴんなんだけど、そのへんの屋台で饂う飩どんを啜すするくらいの銭ならまだ残ってるから」

　考えるよりも先に首を横に振ってしまったが、本気で言っているのだとしたら何とも気の利かない申し出だ。もぐりの夜よ鷹たか丸出しの小娘がケツ持ちのいる屋台の椅い子すに座れるわけがないのに。それとも、すでに文無し同然であることを強調して「皮剝ぎにかけても無駄だよ」と釘くぎを刺しているつもりなのか。

「──この、」

　声が裏返ってしまう。

「この辺には、よく遊びに来るんですか？」

　いや、と胡久梨は肩をすくめて、

「仕事の都合で長いこと外地にいたんだ。元げん都とに戻って来てまだ日が浅いから、悪場所巡りをしようにも勝手がわからなくてね」

　噓うそではないと思った。夏衣に隠れた瘦そう軀くの意外な逞たくましさには身を寄せて三歩と歩かぬうちに気づいていたし、長く外地にいたという話も今は自然と腑ふに落ちる。それにしても──、我が事ながら憐あわれなほどの人を見る目の無さに兎ト兎トは内心暗あん澹たんとする。顔を合わせたときには脛すね齧かじりの不良学生で間違いないと思ったのに。

「当時の兄貴分とは今でも腐れ縁で、これが狷けん介かい固こ陋ろうを絵に描いたような堅物でさ。怒らせるとおっかないからいつもは一人で修行してるんだけど、人間たまには羽目を外したくなるもんだよな」

　一人で修行──という言い方がおかしくて、兎兎はくすりと笑った。なんだよ、と胡コ久ク梨リもまた照れたような笑みを向けてくる。口開けが嫌な客だと鬱うつ屈くつした気持ちを一晩中引きずってしまうが、急に怒り出したり意地悪なことを言ったりしないだけでもこの人はましな部類かもしれない。

　一見してどこも同じような夜の裏路地には、そこを活計の場とする街がい娼しようたちにとっての良し悪あしというものが歴然と存在する。人目につかぬことや役人の手の回らぬことはまず当然の条件としても、堅気の客が二の足を踏むような魔ま窟くつの暗がりへ連れ込むようなやり方ではさすがに商売として成り立たない。そうした諸もろ々もろに適かなう場所をどれだけ掌握しているか──それが街娼を束ねる者の腕の良し悪しでもあって、羅ラ羅ラ婆ばあの管理下にある女たちはその日の仕事始めに持ち場の割り当てを受け、付いた客をそれとなく誘導してから事に及ぶのが常だった。いずれも猫すら通わぬ死し胡こ同どうや二束三文で借り受けた廃屋といった侘わびしい所ばかりだが、もし問題が起きた際には付近に潜んでいる羅羅婆の「案か山か子し」が駆けつけてくれる手て筈はずになっている。

　兎兎の今夜の持ち場は「炭小屋」と「犬の路地」だった。

　とはいうものの、そうした指示はいつも厳格に守り通されるというものでもない。途中で地回りと鉢合わせしそうになって慌てて回れ右をすることもあるし、興奮した客にいきなり押し倒されたら否いやも応もなくその場で事を済ませなくてはならない。

「──ああ、小屋の中は勘弁してくれ。前に一度、ぼろ宿の物置みたいなところに連れ込まれてさ、身体からだ中を虫に食われて往生したことがあるんだ」

「じゃあ、」

　犬の路地へと案内しようとして袖そでを引くと、

「ちょっと待って、もう少し先に心当たりの場所があるんだ。そこにしよう」

　兎兎に異存があったわけではない。──ただ、この界かい隈わいによく遊びに来るのかと尋ねたときには否定していたのに、どうして場所に心当たりなどあるのだろう。

「そりゃあ、たまの散財だからね。明るいうちに下見くらいはするさ」

　少しのはずが随分歩いた。当てずっぽうのように右へ左へと手を引かれ、たどり着いた先は背の高い石壁に三方を囲まれた黴かび臭くさい袋小路だった。突き当たりには痢り病びよう神を祀まつった古い祠ほこら、路面は湿っぽい土がむき出しで、左右の壁には卯ウー室の打倒と素ソ仏ブ朝の復興を叫ぶ落書きが暗くら闇やみになお黒々と踊っている。

　こんな薄気味の悪い場所のどこがいいのか見当もつかなかったが、それを言うなら犬の路地とて似たり寄ったりの小汚い裏道に過ぎなかったし、そもそも場末の色街で十日も客を取れば「男の好み」とやらを理屈で理解しようなどとは思わなくなる。ため息をひとつ、孕はらみ除よけの呪まじないを呟つぶやいて地べたに茣ご蓙ざを広げようとしたとき、

　突然、胡コ久ク梨リが背後から抱きついてきた。

　少なくとも、兎ト兎トにはそう思えた。

　左の脇わきから滑り上がってきた掌てのひらに口を塞ふさがれ、背筋に鈍器がめり込むような衝撃を感じた。

　──ぶ、

　指の間から声にならない呻うめきが漏れる。衝撃が胸をひと巡りして腹に抜け、しかし胡久梨はすぐに手を放してくれて、兎兎は自らが広げた茣蓙の上にくったりと蹲うずくまった。こみ上げる胃液に何度も喉のどを鳴らし、大きく開いた口から涎よだれが糸を引いて滴したたり落ちる。

「大丈夫？」

　胡久梨が傍かたわらにしゃがみ込んで、心配そうにのぞき込んでくる。

　気丈にも、兎兎はこくんと頷うなずいてみせた。

「息はできる？」

　兎兎は再び頷く。──が、何かがおかしい。胸の底に岩を置かれたような息苦しさが一向に治まらない。胃の腑ふを絞り上げる吐き気に身動きもままならず、少しでも声を出そうとすると喉の奥が引き攣つれる。声が出ない、

　声が出ない。

「っていうよりもさ、呼吸が苦しくて声を出すどころじゃないって感じだろ？」

　──え。

　兎兎の脳裏にはじめて明確な形の恐怖が忍び込む。

　すん、と鼻を鳴らして胡久梨が身を起こした。

「雑な打ち方で悪いね、点てん穴けつって昔からどうも苦手なんだ。外地にいた頃は捕ほ虜りよを相手によく練習したもんだけど、未いまだに加減が摑つかめなくてさ。前に買った子なんか打ち込んだ途端に息が詰まって死んじゃったしな」

　他人事のように言い捨ててぶらりと踵きびすを返す。突き当たりにある祠ほこらの陰を手探りして、人毛の房飾りも禍まが々まがしいひと振りの長剣を当たり前のように摑み出す。

「金返せって言いに行くわけにもいかないしさあ、あの時は本当に丸損だったよ。死体なんかいくら綺き麗れいに斬きっても自慢にならないんだ。生きて動いてる奴が相手なら、肉の締まりに刃筋が引きずられたり、刀身が骨に絡んで抜けなくなったりするからね」

　無造作に鞘さやが払われる。

　夏衣の背がゆっくりと振り返る。

　兎ト兎トをひたと見据え、貧乏書生の笑みを浮かべて胡コ久ク梨リが近づいてくる。

　闇やみにぬめり光る白銀の刀身を目まの当たりにしてもなお、兎兎は事の重大さをうまく飲み込めていなかった。涙の滲にじむ目をただ見開いて、震える両の手足を操って不器用に後ずさる。

「──ただし、生きて動いてるなら犬の尻しりでもいいってわけじゃない。仲間内でこの話をして納得してくれた奴はまだ一人もいないけど、俺は、君くらいの歳としの女の子を斬きるのが一番難しいと思うんだ。──なんでだろうな、脂肪のつき方の問題かな。関節の柔らかさに打ち込みの力が流されちゃうのかな」

　声が出ない。

　走って逃げようにも、あまりの息苦しさに立ち上がることさえ難しい。

　それでも兎兎は石壁にすがってどうにか身を起こし、胡久梨をそれ以上近寄らせたくない一心で、後ろ髪から引き抜いた簪かんざしをただ闇雲に振り回そうとする。

　そこに胡久梨が出小手を合わせた。

　並へい歩ほのまま腰を沈め、長い刀身を小さく使って、兎兎の右の手首から先を斬り飛ばした。

　兎兎の表情が凍りつく。

　頰ほおに撥はね散る血潮が温ぬくい。

　地べたに落ちた右手が白い。

　痛くて怖くて信じられない。それらすべてを束にしても、声を限りに悲鳴を上げようという兎兎の努力は半分も成功しない。喉のどの奥から漏れ出てくるのは息を吸い込みながら発する嗄しやがれ声だけで、苦痛よりも恐怖に跳ね回る自分の身体からだをどうすることもできない。

「ほら、暴れるなって」

　そして、続く胡久梨の行動は実に手慣れたものだった。返り血などまるで気にする風もなく兎兎の身体を軽々と押さえ込み、腰袋から取り出したひと束の細縄で手首を縛り上げて瞬またたく間に出血を止めてしまった。

「結び目の輪っかに触るなよ。絞りが緩むと血が噴き出すぞ」

　触るなど言うも愚おろかだった。恐ろしくて傷口に目を向けることさえできず、亀かめの子のように背中を丸め、ひたすら瞼まぶたの裏に引き籠こもっていれば胡久梨の存在もどこかへ消えてしまうのではないかという想像にすがりつく。その傍かたわらで血染めの瘦そう軀くが不意に身を屈かがめ、切断された右手が絡んだままの簪をつまらなそうに拾い上げて、

「──なあ、俺が言うのもなんだけどさ、ちょっと用心が足りないんじゃないの？　毎晩毎晩どこの誰かもわからん奴と暗闇で二人きりになるんだろ？　もっと気の利いたもの持ってると思ってたんだけどな」

　竹製の、先端がさして鋭いわけでもないその簪を右手ごと放り捨て、胡久梨は刃物のような笑みに口の端を吊つり上げた。

「まあいいや。別に抵抗とかしなくていいからさ、できるだけ長い間生きて動いててくれるとすごく嬉うれしい。もし途中で息が詰まりそうになったらね、背筋をまっすぐに伸ばして──」

　誰か、

　誰か助けて、

　お願い助けて、誰か。

　兎ト兎トは猛然と地べたを這はいずり始めた。声にならない声に喉のどを鳴らして、片かた肘ひじと両りよう膝ひざを不格好に動かして、胡コ久ク梨リからほんの少しでも遠くへ逃れようと芋虫のように身を捩よじる。

「聞けよ人の話」

　脇わき腹ばらを力任せに蹴けられた。生ぬるい吐と瀉しや物ぶつに呼吸が詰まり、砕けた肋ろつ骨こつの苦痛と諸もろ共ともに壁かべ際ぎわまで弾はじき飛ばされる。それでも兎兎は諦あきらめない。血と涙と涎よだれにまみれたその顔にはすでに狂気の色さえ浮かび、両の手足をばたつかせて人間離れした唸うなり声を上げ、その蹴り足のひとつを選んで胡久梨は冷静に手の内を引き絞る。

　靴を脱ぎ飛ばす遊びのように、右の足首から先が向かいの壁に当たって跳ね返った。

　ああ、いやだいやだいやだ、

　痛い、怖い、

　暗い──

「──んだからさあ、せめてその分くらいはきっちり働こうよ。おはようございまーす」

　落雷のような激痛に兎兎の意識が引き戻される。いつの間に血止めを施されたのか、細縄で縛られた足首の断面を胡久梨が片足立ちで踏みにじっている。お願いだからやめてほしい、死にもの狂いの身み悶もだえはすぐに意味が通じて、胡久梨はその場に片膝を突いて身を乗り出すように屈かがみ込んできた。瞳ひとみをのぞき込まれ、首筋で脈を取られ、得体の知れぬ油っぽい液体を口移しに飲まされる。

「よし、じゃあ、今度は立ってもらえるかな。もし辛つらかったら壁に寄りかかってても構わないから。──ねえ、聞こえてる？」

　聞こえている。

　しかし声が出ない。すぐさま鳩尾みぞおちに爪つま先さきが蹴り込まれ、

「聞こえてるよね？」

　水が飲みたい。

　耳鳴りがひどい。

「ほれほれ、がんばれがんばれ」

　髪を摑つかまれて頭を引き起こされる。もうお腹なかを蹴られるのは嫌なので、兎兎は残された左足に力を込めて懸命に立ち上がろうとする。




　慈じ久くう寺じの鐘しよう楼ろうの天てつ辺ぺんに登って、犬の動きとその遠とお吠ぼえを慎重に辿たどった。

　裕福な地区からは棒もて追われ、貧しい地区からは残飯の上がりも乏しい。都市の野犬は日常的な飢えに肋あばらを浮かせ、路傍に血の滴したたる肉塊が放置されていれば組織的に反応する。すでに動き出している群れが三つ──最も先行している一群が眼下に広がる闇やみのある一点を中心に南へ南へと回り込もうとしている。珍しいことに首領はまだ歳とし若い雌めすで、遠巻きに追従してくる他の群れに対してしきりに警告を発していた。どうやらかなりの武闘派らしい──事と次第によっては一戦交えてでも「獲物」を独占しようという構えだ。将帥の傲ごう慢まんとも軍師の姑こ息そくとも無縁の用兵は純真無む垢くではあっても単純明快で、相応の目と耳をもってすれば獲物の在あり処かの特定はそう難しい話でもなかった。斥せつ候こうどもの右往左往ぶりから考えても胡コ久ク梨リがまだ現場を離れていないのは確実だと思っていたし、血臭漂う袋小路の入り口には飛ひ鏢ひようで始末された不運な一番乗りの骸むくろが何かの目印のように転がっていた。

「なんだこれは」

　そのひと声に胡久梨が振り返った。

　返り血にまみれた夏衣を上も下も脱ぎ捨てて、祠ほこらの陰に隠しておいた着替えの後ろ前を確かめているところだった。

「──禄ろく長ちよう？」

　胡久梨は目を丸くして、

「なんで？　よくここがわかりましたね？」

　羅寸ラズンは答えない。壁に印しるされた赤黒い手形と臓物の臭におい、悪びれる風もない胡久梨の背後はまるで天から血袋を落としたような有様だ。白濁した眼まなこをわずかに細め、腰に帯びた長剣の柄つか頭がしらに掌を置いて、

「──貴様が、二度言わなければわからん奴だとは思わなかった」

「おっと待った、お説教はなしにしてくださいよ」

　胡久梨は素早くその機先を制する。

「大丈夫です。禄長の言いつけは忘れちゃいませんから。今度のこれは、あのときとはまた事情が違うんです」

　何ひとつ違わない。夜の闇、物音が反響しにくい土敷きの路面、万一の際には追っ手を充分に阻み、しかし自分は軽けい功こうで飛び越えて逃げられる高さの壁に三方を囲まれた袋小路。胡久梨の手口はいつも同じで、今回もそうだ。

「禄長は最近、この界かい隈わいの仕切りが朴ぼく唐とう一家から寧ね馬ま幇はんに変わったのをご存知ですか？」

　胡久梨は着替えをばさりと肩にかけ、世間話でもするかのような口調で、

「実に行き届いたもんですよ。川沿いの盛り場を歩くと客引き連中が闇河アーガの難民どもみたいに群がってくるんですけどね、店の横幅より遠くへは深追いしてこない。余計な揉もめ事を減らすために寧馬の通達で禁じられているからです。ところが、ちょいと外れまで足を伸ばしたら案の定ですよ、もぐりの客引き婆ばばあがたちまちちょっかいかけてきやがってね。ケツ持ちがいないことを売り口上にしてたけど本当かどうか疑わしいな。若い衆に聞いた限りじゃ大層円満な島譲りだったはずなんですが、ひょっとすると、朴ぼく唐とう一家の方はそう思ってなかったのかもしれない」

　そして、胡コ久ク梨リはいかにも好青年といった笑みを浮かべた。

「許せないじゃないですか。俠きよう客かくとしての血が騒ぐじゃないですか。だから自分は、一宿一飯の恩義に報いんがために所しよ場ば荒らしの立ちんぼを成敗したわけです。胸を張って説明できる大義名分があるとないとでは大違いで、つまり、前回の騒ぎみたいなことにはならないと自分は思うわけです」

　羅寸ラズンは微かすかに目を伏せる。

　殺すな、とは言わない。

　今さら言えた義理でもない。

「あのとき」やら「前回の騒ぎ」やらで話が済むのは無論この二人の間に限ったことで、そこらの筋者が相手であれば「陽やん都と三の辻つじの大出入り」と言わなければ意味が通じない。その最終局面、祐ゆう山ざん大だい東とう寺じの包囲戦で伽が藍らん内の廃堂に立て籠こもり、一昼夜で数十人を斬きり殺した精せい明めい幇はん残党二名の名はいつしか「素仏来暗ロウアン」「素仏玲鵬レイホウ」であるとされ、今こん日にちでは先王朝忘れ形見の義挙とでも言いたげな逸話として斯し界かいに伝えられている。陽都に割拠する組織の勢力図もすでに大きく書き換わり、かの抗争の遠因が精明幇の縄張り周辺で一時期頻発した夜よ鷹たか殺しであったことなどもう誰も憶おぼえてはいないが、羅寸は後に、確かに厳命していたはずだったのだ。

　客分としてどこかに下げ駄たを預けている間は、せめて身の処し方を考えろ。

　さもなくば、

「──蚊に食われるぞ」

「は？」

　胡久梨は眉まゆ根ねを寄せ、自分が裸のまま長ちよう広こう舌ぜつを振るっていた無様に気づいて慌てて着替えの袖そでに腕を通そうとする。羅寸は袋小路の奥へと歩みを進め、泥田のような深い血ち溜だまりの中に平然と踏み込んで、知る限りにおいては七人目であるはずの犠牲者をじっと見下ろした。赤黒い泥血にまみれ、卯軍の血止めの作法で雁がん字じ搦がらめに縛り上げられた「それ」は、すでに人の形をしていなかった。

「ああ、そいつまだ生きてますよ。もしよかったら禄ろく」

　古流の五来は音を嫌う。

　暗殺のための剣術だから──というのは末期の千尋衆内部においてさえ信じられていた俗説に過ぎない。抜刀時の鞘さや鳴なりや踏み込みの足音は言うに及ばず、最終的には刀身の風切りも着衣が擦こすれる音もみな「僵きよう勁けい」──忌むべき力の淀よどみの産物に他ならない。

　頭上へと抜き放たれた羅寸の一刀は左回りに落空し、足元に横たわる細い首を獰どう猛もうな振り子のように切断してなお一切の音を知らなかった。電光石火の太た刀ち筋すじは最初から最後までただの一瞬も停滞することなく右一文字に残心し、その一部始終を目まの当たりにした胡コ久ク梨リをなす術すべもなく路傍に立ち竦すくませる。




　──ああ、




　これだから、と胡久梨は思う。

　これだから嫌になる。

　七年の昔に最期の命脈を閉ざされ、闇やみの歴史の彼方かなたへと失われゆく純血の千尋五来。

　己もまたその道程半ばにありながら、幾千幾万の修行を経て未いまだ指先すら届かないもの。

　素っ気のない血振りを経た刀身が迎え鞘ざやへと納まった。その足元、闇に生白く見える身体からだが最後に一度だけ大きく痙けい攣れんする。すでに両の腕を足を、そしてとうとう首を失なくして横たわるそれはまさかと思うほど小さく、羅寸ラズンは眼下の光景に無感動な一いち瞥べつを残して大魚のように身を翻ひるがえす。

　胡久梨の口から乾いた笑いが漏れた。

「──かっこいいすね」

　皮肉な物言いの奥底に潜む、ある種の粘りを帯びた熱のような気配。頰ほおを冷笑の形に歪ゆがめたまま羅寸の背中を見つめて、

「でも、どうせとどめを刺すんなら点てん穴けつを解いてからの方がよかったんじゃないのかな。啞あ穴けつを塞ふさがれたまま死ぬと来世も啞おしに生まれつくらしいですよ」

　羅寸は振り返らない。

「──何が言いたい？」

「言わなきゃわかりませんか？」

　一いつ時ときの沈黙。

　やがて、羅寸がぽつりと、

「つまらんことを考えるな」

「えー、そういう言い方されると傷つくなあ」

　胡久梨はおどけたように笑う。闇空に複数の遠とお吠ぼえが挙がり、羅寸は頭を仰あお向むかせて風の匂においを確かめ、

「──辻つじで見張る。犬どもが始末しやすいように、死体をもっと細かく砕いてそこらに撒まき散らしておけ」

「うわ面倒くせ。大丈夫ですよそこまでしなくて」

「──なら、せめて血止めの縄くらいは外せ」

「ああ、それはやります。結び目でしょ？」

「虎こ血けつは持ってるな」

「まあ、一応」

「脱いだ服と、縄と、他にも足がつきそうな物があったらこの場で焼き捨てろ」

「禄ろく長ちよう、」

　意識の継ぎ目に声をかけ、羅寸ラズンが振り返ろうとする寸前を胡コ久ク梨リは狙ねらった。

　ただ速いだけの踏み込みでは反応されるに決まっていた。胡久梨は全身を羅寸の影と化して間合いを詰める。右みぎ担かつぎから袈け裟さに落とす渾こん身しんの一撃、内息の巡りは充分、太た刀ち筋すじも決して悪いものではなかったはずで、羅寸の背中がわずかに沈み、それを追って振り下ろした諸もろ手ての内にいきなり太い腕が滑り込んで交こう叉さを作られたことは憶おぼえている。

　そこから先は、何がどうなったのかまったくわからない。

　気がつけば、身の丈に倍する距離を真っ逆さまに飛ばされて無様に身をもがいていた。ろくに受け身も取れなかったのは右の肩を外されていたからで、刀の傷とは温度の違う重ったるい痛みに胡久梨は歯を食いしばる。羅寸は胡久梨が仕掛けた場所から一歩も動いておらず、その右手に握られている柄つかの房飾りを目にして初めて、自分が剣を取り落としたのではなく術中に奪い取られたのだと気づいた。

　摔なげられたのだと思う。

　諸手を逸そらされ、背負いの形へと引き込まれて身体からだを振り飛ばされたのだろう。右の肩は単に力が集中した結果として外れただけで、羅寸の側には格別な害意などなかったに違いない。

　地べたに肩を押し当てて、強引に関節を捻ねじ込む。

　痛すぎて笑えてくる。蛞なめ蝓くじになったような脂汗に目を瞬しばたたき、両りよう膝ひざを突いたまま首をもたげて羅寸を真正面に見据える。──その昔、初めてあの男に斬きりかかったときには命を十回取られても足りないくらいの負け方をした。

　今回は──五回。

　と言ったら甘すぎるか。

「──悔しいんですよ。これでも」

　雲間から月がのぞいているのかもしれない。羅寸の白濁した瞳ひとみが丸々と輝いている。

「帰るぞ」

　胡久梨にはそれが、袋小路の闇やみ間まに佇たたずむ人外の眼まなこに見える。





	
		[image: ]

	







　　　　＊




　辻つじの芝居を見ながら道場のことがふと気になって、帰りがけに立ち寄って様子を見ていこうと心に決めていた。

　ところが、四番壁からここまで帰り着くだけでも大変な道のりだった。行きは恐れ知らずのお姫様にただ手を引かれていればよかったが、問題は帰りである。城壁近辺の地理には不案内だったし、そもそも涼孤ジヤンゴは歩きたい道を好きに歩ける身分ではない。何度も道に迷い、何度も遠回りをして、ようやく見み憶おぼえのある町並みの中へと生還した頃にはすでにとっぷりと夜も更けていた。夕刻にはあれほど見事に焼けていた全天が、日が落ちるや一転して墨を流したような闇やみ空ぞらである。

　案の定と言うべきか、行く手に静まる道場の正門は大扉も開け放たれたままだった。

　せめて戸締りくらいしてくれればいいのに。

　背セ守スとのいざこざがあって顔を出し辛づらかったここ数日間、自分に代わって誰かが掃除や洗濯を引き受けてくれていたとはよもや思わない。夜中に月明かりもなしではできる仕事など知れているが、今夜のうちに片づけられることは片づけておいた方がいい──正門へと足を踏み出しかけて、互いに支え合ってよろぼい歩く酔っ払いの歌声に気づいて慌てて路傍の物陰へと身を隠す。いつにも増して卑屈なこの体たらくにはもちろん理由があって、少女が一方的に約束していた銀流二枚を涼孤はとうとう押しつけられてしまったのである。

　正直なところ、懐ふところの重さもここまでくると笑えなかった。

　善人の愚ぐ直ちよくを気取るのではなく、こんなものは面倒事の種でしかないと心底から思う。腐り果てた残飯を巡って人が死ぬ巷ちまたでは銀貨など危なくて使えたものではないのだ。両替屋に持ち込んで銅に換えれば──などと一瞬でも考えたのは生半可に貧民街の外を知っているが故ゆえの浅知恵で、本当にそんな真ま似ねをしたらあらぬ疑いをかけられて縄を打たれるのが関の山だろう。第一、銀流二枚をまともに銅で割ったら二千滴になる。手数料として歩合を多少は落とされるにせよ、それが具体としてどれほどの量なのか、そもそも人力で持ち運べる重さなのか、涼孤にはそんな見当さえつかない。

　──それでも、

　闇空を見上げて思う。それでも、目端の利く奴がうまく立ち回るのならどうにかなるのだろう。これを元手に貧民街を抜け出して、様子のいい長屋に部屋のひとつも借りて、真っ当に給金を払ってもらえる仕事を見つけて、一度は落ちるところまで落ちた人生を再びやり直すことだってできるのかもしれない。

　だが、銀流二枚で黒い目が買えるわけではないのだ。

　酔っ払いの放歌が遠ざかっていく。

　正門の大扉は前々からだいぶガタがきており、ほんの少し押し引きしただけでも耳障りな軋きしみを上げる。修繕をしようにも一度手をつけたら大仕事になるのでつい後回しにしていたのだが、練武場の真ん中に腰を下ろしていた人影はその音を聞きつけたらしい──濁酒どぶろくの碗わんを片手に振り返って、涼孤ジヤンゴが気づくよりも先に声をかけてきた。

「よお。久しぶりだな」

　蓮空デクーだった。

　驚きのあまり言葉が出ない。棒立ちに突っ立ったまま、練武場が綺き麗れいに片付いていることに心の隅でちらりと気づいて、

「──してくれたんですか、掃除」

「おう。来たときにはもう薄暗かったしよ、目についた所だけひと通りな」

　──ああもう、

　それでひと息に胸の内が解ほぐれた。

　顔を見て初めて自覚した──道場で唯一の味方の不在が実はどれほど心細かったか。人に心配をさせるだけさせておいて、まるで風呂上がりのようにしれっとしたその面つらつきは何だ。

「今までどうしてたんですか！　次の師範が決まるまでは自分が道場を仕切るんだって鼻息荒かったくせに！　道場を空あけるなら空けるでせめて何かひと言くらい──」

「わかったわかった、心配かけたのは悪かった」

　口ぶりほどには悪びれた様子もなく、蓮空は傍かたわらの酒さけ甕がめをぽんと叩たたいて、

「ちょうどいいや。本当は明日の朝に出直して、いの一番でお前にわけを話そうと思ってたんだ。まあとにかく座れって──おっと、碗が一個しかねえな」

　言われなくても座る。碗など絵筆を洗う用のやつで充分だ。女が出来たか博打ばくちで負けたか知らないが、こうなったら納得のいく説明を聞くまで梃て子こでも動くものかと思う。

「──へへ、」

　絵墨の染みついた欠け碗に酌をしながら、蓮空がふと締まりのない笑みを浮かべる。

「何ですか」

「いや。お前に怒られたら何だか気が晴れた」

　涼孤は言葉に詰まる。むしろこちらの胸の内こそ見透かされているのではないかという気がして顔が赤くなる。嫌味のひとつも返してやろうと口を開きかけたとき、

「あれだ、俺様も思うところあってだな、ここは一発身を捨てて勝負をかけりゃあ浮かぶ瀬もあると腹を括くくったわけよ。ところがお前、いざ身辺の整理となるとあれもこれもで面倒臭くせえのなんのって。男一匹身軽な稼業のつもりでいたんだけどな、色々しがらみがあるもんさ」

　身辺整理？

「何ですか勝負って」

「これだよ」

　蓮空デクーは無造作に右手の甲を掲げてみせる。そこに施されていた刺青いれずみは、今時あまり見かけることのない略式の棒数字で「五十八」と読める。大卯国十六州と七天、王の尊名を知らない者は掃いて捨てるほどいても、武人の右手に刻まれた数字が意味するところを知らない奴は一人もいない。

　今度こそ度肝を抜かれた。

　大だい比ひ武ぶの出願番号だった。

「──おいおい、そりゃ多少は驚かすつもりでいたけどな、いくらなんでもそんな顔することねえだろう。俺が早まった真ま似ねでもやらかしたみてえじゃねえか」

　知るか。

　これが驚かずにいられるか。

　大比武と言ったらあの大比武だ。この卯国に生を受けた男なら、棒切れを剣と見立てて裏路地を走り回ったことが一度でもあるのなら、誰でも胸に思いを描くに違いない洞幡ドーハン演武場の真剣試合だ。

「心配すんなって。まさか独ひとつ峰みねのてっぺんまで登れると思うほど自惚うぬぼれちゃいねえよ」

　蓮空はにやりと笑い、

「でもな、行けるところまでは行ってみるつもりだ。音に聞こえし武の頂いただきってやつが本当に天より高いもんなのか、この身を張って確かめてやらあ」

　涼孤ジヤンゴはなみなみと注ぎ足された碗わんの中身をぐいとあおり、火を吐くような呼気とともに気分を落ち着けようとする。飲みつけぬ酒は少しも旨うまいと思わなかったが、なるほど、こういう時には重宝な代物かもしれないと考えを改める。

　──それにしても、

　すごい。

　信じられない。

　蓮空が──三十六番手講武所の師範代が、大比武の擂らい台たいに上るのか。

　武臣倫院がケツ持ちの兵法道場は番手が若いほど筋がいいと、三十番以降ともなれば師範も弟子もろくなものではないと皆が言う。〝口だけの朱風スーフアン〟もとうとうくたばって、残ったのは兵隊にもやくざにもなれない無駄飯喰ぐらいの半端者ばかりで、いつまでたっても次の師範が決まらないのは近々道場がお取り潰つぶしになるからだ──誰もがそう噂うわさする。

　末席も末席、練武場で振るうは木剣ならぬ竹たけ箒ぼうきであろうとも、そうした陰口を心のどこかで悔しいと思う気持ちが涼孤にもあったのだろう。蓮空の決意に熱く滾たぎるものを覚えたのは強引に飲み下した濁酒どぶろくのせいばかりではないはずだった。もちろん独どつ峰ぽうなどと大それたことは言わない、幾度か善戦して将官たちの目に留とまるだけでも天地がひっくり返るほどの快挙である。巷ちまたにはびこる悪評などひとたまりもなく覆くつがえるに違いない。師範の空席を巡って高名な武人が次々と名乗りを上げ、入門者が引きも切らず押しかけて──ついでに、下男の給金だって再び貰もらえるようになるかもしれない。

「すごい！」

　涼孤ジヤンゴは苛いら立だたしげに身を乗り出した。だったら、そういうことなら、酒さけ甕がめなど抱えて夜の練武場に一人ぽつんと座り込んでいたのは一体どういう了見なのか。

「ああもう、それならこんなところでくだ巻いてる場合じゃないのに！　師範代ならまず弟子に知らせるのが筋ってもんでしょう？　楽しみだなあ、みんなきっと腰を抜かすだろうなあ」

　そのとき、蓮空デクーがふと、




「──お前、人を斬きり殺したことあるか？」




　ありますよ、と気安く口にしかけて危うく思い留とどまった。

「──は？」

　蓮空は右手の碗わんに視線を落としたまま身動きもしない。どっしりと胡あ坐ぐらをかいた骨の太い体たい軀くはそのとき、水底の大岩のように頑かたくなに見えた。

「なあ、どう思う？　お前の目から見ても、俺は、噓うそも紛れもなく強いと思うか？」

　涼孤はまじまじと蓮空を見つめる。

　馬鹿かこいつは。

　手の甲に墨まで入れておきながら、この禿はげは今さら何を言い出すのか。

　単に叱しつ咤たや激励が欲しいのであれば百でも二百でも並べてみせる。しかし、たかが下男の口から出る言葉に一体どれほどの重みがあるというのだろう。

「──何だか気味悪いなあ。どうしたんですいきなり？」

　蓮空はびくりと顔を上げ、

「ああ、どうにも悪い酒になっちまってるな。俺もまだまだ苦労が足らねえらしいや」

　憑つき物が落ちたように表情を緩めて、しかし細いため息をひとつ、蓮空はらしからぬ弱気に背中を丸めて再び碗の底に視線を落とす。

　──いや、

　無理もないか、と涼孤は思い直す。

　不安はむしろ当然だろう。下男が相手だからこそ言える愚ぐ痴ちも、弟子連中の前では見せられない弱みもあろう。ここはひとつ腹を据えて、どんな弱音にも耳を傾けて、これと信じる道があるなら行くべきだと励ましてやるのが自分に与えられた役割というものなのだろう。

「──じゃあ、悪い酒がいい酒になるまで付き合いますよ」

　涼孤は酒甕の提げ縄を引ったくり、手酌で満たした碗の中身をがぶりと胃の腑ふに落としてみせる。蓮空は目を丸くして、

「お、おい。そんなに飛ばして大丈夫か？　明日も早いんだろ？」

　ふん、涼孤ジヤンゴは口に付いた絞り滓かすをぐいと拭ぬぐい、

「貧乏人の腹の強さを舐なめてもらっちゃ困ります。食い物に黴かびが生えたら捨てちまうような軟弱とは鍛え方が違うんです。そっちこそ明日は稽けい古こにならなくても知りませんからね」

　おお、蓮空デクーも負けじと啖たん呵かを返して、

「言ってくれるじゃねえか。自慢じゃねえが、こちとら餓が鬼きの時分の流は行やり病やまいでお頭つむの毛と一緒に腹の底も抜けちまったらしくてな、飲みっくらで負けたことは一度もねえんだ」

　涼孤はにやりと笑う──そうでなくては蓮空らしくない。二つの碗わんが競い合うように酌み交わされ、蓮空もそれきり弱気をのぞかせることはなく、ひと月の間に積もりに積もった話題は語れども尽きなかった。道場の母おも屋やに住み着いているぶち猫が五匹の子を産んだこと、練武場へ賽さいを持ち込むまでに至った近頃の弟子連中のさぼり癖ぐせ、刀剣価格の値崩れと出入りの武具商が顔を出す度に愚ぐ痴ちっていく商売の悩み。そこから昨今の武人事情へと繫つなげて、この天下太平の時代にどんな名家名門の大先生であろうと実際に人を斬きったことのある奴などそうそういるわけがないのだ──というところへ話をもっていく。

「考えすぎるのもよくないと思うな、知ってます？　〝槍王双朗サウロン〟や〝八面の亥隆把イブラハ〟だって、大だい比ひ武ぶに出るまでは真剣試合の経験なんて一度もなかったらしいですよ」

　蓮空が意外そうに眉まゆを上げ、

「へえ、妙なことに詳しいじゃねえか」

　そりゃまあ、と涼孤も得意顔で、

「毎年秋になると、掃除してても洗濯してても耳に入ってくるのはそんな話ばっかりですからね。歴代の峰名なんか琉河ルンガ刑場の昔まで遡さかのぼってそらで言えますよ。ねえねえ、その刺青いれずみ、もういっぺん近くで拝ませてもらっていいですか？」

　涼孤はそう言って大きく身を乗り出し、蓮空は邪魔臭そうに顔を顰しかめつつも内心まんざらではない様子で右手の甲を突き出す。新しい玩具おもちやを手に入れた餓が鬼き大将とその子分、といった態ていである。

　大比武の『手てつ甲こう墨ずみ』が意味するところは二つ──すなわち「番号」と「地名」だ。

　前者は略式の棒数字によって、後者はその下の小さな記号によって示され、蓮空の右手に刻まれたそれは「武臣倫院東局にて届出を受理された五十八番目の出願者」という意味になる。

　ほとんど直線ばかりの単純な意匠を眺めているうちに、涼孤の胸中に絵描きの端くれとしての美意識がもそりと蠢うごめいた。つい、

「──何だかぱっとしませんよね、見た感じ」

　気を悪くするかと思いきや、蓮空も得たりとばかりに頷うなずいて、

「なあ。正直、俺もちょっとがっかりしてるんだ。なんせ一生もんなんだからよ、どうせならもうちょっと格好良くやってくれりゃあいいのにさ。やくざ連中の『紛まがい墨』の方がよっぽどはったりが効いてるよな」

　排外護国をお題目に掲げる俠きよう客かく集団には、右手の甲に似たような彫り物を入れていきがってみせる浅はかなちんぴらがたまにいる。『俠徒は政まつりを語らず兵籍を汚けがさず、大だい比ひ武ぶに臨む憂ゆう国こくの士の志こころざしにせめて万分の一でも肖あやかるのみ』──といった連中なりの理屈もあって、絵柄も色彩も実に手の込んだものがすでにひとつの文化として定着していたりする。

　それらに比べて、蓮空デクーの右手に刻まれた本物の手てつ甲こう墨ずみは、どう贔屓ひいき目めに見ても垢あか抜ぬけているとは言えない代物だった。

　もっとも、実際に出願を処理する役人たちにとっては見栄えの良し悪あしなど知ったことではない。余計な手間などかからないに越したことはないし、図案がすべて記号化されているのは画数の多い文字をいちいち彫り込むよりも遥はるかに作業を簡略化できるからだった。

「──なあ、ここだけの話な、」

　蓮空が意地の悪い笑みを浮かべて身を寄せてくる。

「さすがの俺様も紋々なんぞ入れるのは生まれて初めてだからよ、一応は覚悟を決めて行ったつもりだったんだがこれがお前、もう痛いてぇのなんのって。墨屋の親父が笑うには、我慢できなくて途中で逃げ帰っちまう奴も結構いるらしい」

　えー、と涼孤ジヤンゴも笑って、

「でも、どうするんですかそれ。手の甲にはもう途中まで墨が入ってるんでしょ？」

「おうよ。もちろんそのままじゃ格好悪すぎて表も歩けねえさ。ところが世の中よくしたもんでな、ちょいと気の利いた職人に裏口からこっそり頼めば『続き』をやってくれるんだと。本物と同じように仕上げるのか、それともうまいこと別の絵柄に組み込むのか、そういう細かい注文も出すもん次第で思いのままなんだそうだ。ちんぴらどもの右手のお絵描きも、元を辿たどればそのあたりが始まりなのかもしれんなあ」

　そのとき、天から射さし込む青い光が練武場の闇やみを追い散らした。

　涼孤も蓮空も、どちらからともなく顔を上げて、

「──月が出たなあ」

「──月が出ましたね」

　遥かな高みを風が渡り、複雑に裂けた雲間から刃物のような欠け月がのぞいていた。降り注ぐ月光に照らし出された蓮空の顔に翳かげりの色はもうない。そこに見て取れるのはいつもの不敵な笑みであり、自らの行く先に対する貪どん欲よくな野心である。

「──やっぱり、軍隊に入るんですか？」

「あ？」

「ほら、うまいこと勝ち上がって、偉いさんの目に留とまったら」

　蓮空は胡あ坐ぐらを解いてその場にごろりと横になる。

「さあて。一足飛びで士官サマにでもなれりゃあ御の字だがな、もしお声がかからなくても他にいい仕事の口が見つかるかもしらんし。どっちにしろ気の早い話だよ」

　もし──

　欠け月を見上げて涼孤ジヤンゴは思う、

　もし、蓮空デクーにどこからも引く手がなかったら、この道場の正式な師範の座に収まればいい。

　無体な話ではあるまい。大だい比ひ武ぶの擂らい台たいで何度か勝ち上がりさえすれば資格は充分だろう。蓮空は今でも実質上の師範のようなものではあるが、その地位は自分の下男仕事と同様、〝一刀の朱風スーフアン〟亡き後の混乱が生み出した只ただ働きという格好に過ぎない。その名実を整理することには何の不都合もないと思う。蓮空は大比武帰りの箔はくをもって今まで通りに道場を束ね、自分はその下で今まで通りに下男として雑用をこなす──それが、涼孤の望む最上の結末だった。

　しかし、蓮空にとってそれは最悪の結末に違いない。

　いつかおん出てやる──事あるごとにそう言い続けていた肥こえ溜だめから、蓮空はとうとう足を踏み出す決意を固めたのだから。それがどれほどの勇気を必要とすることであったのかはよくわかっているつもりだし、飯まま事ごとじみた生ぬるい心配などしようとも思わない。貧乏人がその境遇から抜け出そうと足あ搔がくのなら安い命のひとつやふたつを賭として戦うのは当たり前の話だ。蓮空はその身と剣一本で武の頂いただきを勝ち上がり、望むだけの結果を手にして古巣を去っていくのだと思う。

　そして、自分はいつまでも肥溜めの底に留とどまる。

　この先もずっと、頭のいかれた犬のように同じところをぐるぐる回り続けて一生を終えるのだろう。

　それでいいと思っていた。

　何の不満もなかったはずだ。

　なのに、今夜はやけにそのことが身に堪こたえた。理由はただひとつ──言愚ゴングの分際で懐ふところに銀流など隠し持っているせいに違いない。やはり折を見てあの子に返す他はあるまい。こんな代物は、自分にとってはどう転んでも毒にしかならない。

「あ、」

　涼孤の頓とん狂きような呟つぶやきに、肘ひじ枕まくらでそろそろと碗わんを傾けていた蓮空が視線を上げる。

「──何か言ったか？」

　涼孤は密ひそかにため息をつく。まただ、

　これで何度目なのかも思い出せない。また、あの子の名前を聞くのを忘れてしまった。

「──いや、何でもないです」

　すると蓮空がいきなり、

「女か？」

「うぇっ!?」

　先にもまして頓狂な声が出た。涼孤は慌てふためいて、

「あ、その、べ、別にそういうわけじゃ──」

「おいおい何だよ、兄貴分が生きるか死ぬかの覚悟を決めていざ出陣ってときによお。お前も隅に置けねえなあ」うははは。

　黙っていても禿はげの老け顔、そこに意地悪な冷やかしなど口にするとまるで立ち飲み屋に吹き溜だまるおっさんのようではあるが、それもまたいつもの蓮空デクーの姿であると涼孤ジヤンゴは思う。

　蓮空はいい男だ。

　黙っていてさえ禿げで老け顔、口を開けば熱血が過ぎて時に鬱うつ陶とうしい台詞せりふを吐いたりもするけれど、この道場で唯一自分の味方をしてくれた兄貴分だ。

　その兄貴分が、大だい比ひ武ぶの擂らい台たいに上る。

　肥溜めの底を後にして武の頂いただきを目指す。

　自分には決して選ぶことのできない道を、兄貴分が命を賭として歩いていく。

　その背中を見届けることさえできれば充分だと思った。青い目の身の上でこれ以上何を望むのか。銀流二枚で黒い目は買えないが、蓮空が示してくれた勇気の分け前はこの先もずっと自分の腹の底に留とどまって、肥溜めの底を生きていくための定かな縁よすがとなるだろう。

　忘れないでくれとは言わない。

　たまには顔を見せてくれとも思わない。ひとたび武の頂の住人となったらもう二度と後ろを振り返るべきでない。「固めの杯」だの「義兄弟の契ちぎり」だの、荒事芝居の筋書きじみた言葉は自分ひとりの胸の内にしまっておけばいいことだった。

　それでいい。

　何の不満もない。

　ただ、晴れ晴れとした寂しさがあるのみだった。

「絶対に──」

　呟つぶやく。

「──絶対に、いいところまで勝ち上がると思います」

　本当は、「武運を祈ります」と言いたかった。

　だが、言愚ゴングの風情にとってそれは人前では口にしてはならない言葉である。肘ひじ枕まくらの蓮空は常に違たがわぬ不敵な笑みを浮かべて、ただひと言、

「おう」

　青い欠け月が練武場を照らしていた。

　兄貴分の門出の夜だった。




　　　　＊




　一般に、武家の子女は厨ちゆう房ぼうに立ち入るものではないとされている。

　その理由を甘葉カナハは知らない。

　誰に尋ねてみてもはっきりした答えを聞けたためしがない。唯一それらしいことを言ったのは、甘葉カナハの学問の師である惇トン大老だけだった。曰いわく──あまり深く考えぬがよろしい、昔から炊事は下しも々じもの仕事と決まっておりますからな。ましてや武家ともなればなおのこと、妻や娘が袖そでまくりをして鍋なべ釜かまを磨いておるようではうまくない。それはあたかも、男手がみな戦いくさ場ばで討ち死にをして家計逼ひつ迫ぱくのあまり下女も雇えぬ、といった有様を想起させるが故ゆえに外聞が悪いということでしょう。

「でも、それはおかしいと思うのです」

　昔からそう決まっているから──などという言い草は何も答えていないのと同じだが、家事を人に丸投げして足れりとする姿勢にそもそも甘葉は納得がいかないのだった。ましてや武家ともなればなおのこと、一方で「常在戦場」などと嘯うそぶきながら妻や娘が鍋釜の扱いさえ知らぬでは辻つじ褄つまが合わない。外聞をどうこう言うのであれば、常日頃から内助の陣頭に立って家を支えている方がよほど勇ましくていいと思う。

「あーあ、可愛かわいくないんだ。甘葉様も意外と強ごう情じようっ張ぱりなんですねえ」

　蒸し器に蓋ふたをしたら後は待つだけである。一番手講武所の母おも屋やは軍の官舎と同じ砦とりで屋や敷しきの造りで、二つ竈かまどの手狭な厨ちゆう房ぼうは心得の乏しい甘葉にはむしろ使いやすかった。土間の周囲には俗に「盗人ぬすつと転ばし」と呼ばれる土盛りの段差が設けられており、両手を拭ふき拭き右隣にぺたんと腰を下ろしてきた双菜ソーニヤの言葉は周囲の闇やみ間まへと複雑に反響して、まるで竈に棲すまう精霊か何かが面白半分の差し出口でもしているかに聞こえる。

　が、そこまで言われてはさすがに甘葉も穏やかではない。身体からだごと向き直り、華きや奢しやな肩を聳そびやかして精一杯の不満を表明する。格子窓から射さし込む月光と竈の炎の照り返しが周囲に複雑な陰影を投げかけて、線の細いその面おも差ざしに妙な迫力を与えていた。

「──それは、どういうことですか？」

「例えばですねえ、皆が褒ほめているものを自分はいいと思えない。それだけならよくある話です。でもそこで、『こんなのちっとも良くないと思う』ってはっきり言うならまだしも、『頼むからこれのどこがいいのか教えてくれ』っていう言い方する人いるでしょう？」

　双菜はにんまりと笑みを浮かべて、

「そんな人はですねえ、素直に教わって納得しようなんて気は端はなからないんです。腹の底では自分の方が正しいに決まってると思ってて、相手に議論をふっかけてへこましてやりたいだけなんですよ。教えてくれ、なんてのはそのための口実です。まあ、早い話が道場破りみたいなもんですねえ」

　あまりの言い草に甘葉は目を白黒させる。しかし、双菜の言葉が胸の内の幾いく許ばくかを言い当てていることも否定できなかった。だから余計にむきになって、

「でも、だって！　やっぱりおかしいと思うのですっ！　双菜はそう思わないのですか？　武家の娘が厨房に立ったら叱しかられるなんて、どう考えてもへんてこではないですか！」

「ああ、それは確かにへんてこです。甘葉カナハ様の仰おつしやることの方が道理だと思いますよ」

　双菜ソーニヤは最後まで落ち着いたものだった。髪かみ留どめの頭ず巾きんをくるりと丸めてお手玉のようにぽんぽんと放り上げながら、

「ただ、相手をわざわざ喧けん嘩かの土俵に引き込むような言い方をしてしまうのは頭に血が上っている証拠です。惇トン先生の言う理屈だって、本当はわからなくもないんでしょう？　甘葉様がいつまでもそんな態度ではこじれた話も余計にこじれますよ、と双菜は言いたいわけです」

　それでようやく甘葉にも話が見えた。

　事情はどうあれ、御お館やかた様と仲直りをしてはどうか。双菜はそう諫いさめているのだ。

　御館様とは誰あろう一番手講武所総師範、尖将童惨ドウザン──つまり、甘葉の父である。

　元げん都と一番手講武所のそもそもの始まりは素仏痘とう王の時代、貴族子弟の武術学校として設立された畔河バンガ兵法指南所の昔に遡さかのぼる。卯ウー家の治世に元都初の講武所として看板を掛け換え、平民の入門を受け入れるようになって以降も「畔河の桜は銀で咲く」と揶や揄ゆされた金まみれの内実は大して変わらず、その長たる者に求められる能力も力こぶよりは政治手腕が第一であって、実際に弟子の面前で木剣や木ぼく槍そうを振り回す機会などまず皆無と言っていい。

　しかし、最低限の実力も伴わないではさすがに格好がつかないというのもまた事実で、甘葉の父も、かつては〝三つ目の童惨〟と渾名あだなされたそれなりの武人ではあった。悪あく辣らつ極まる猟官活動が祟たたって武臣倫院から放逐されたのも今は昔のこと、一番手総師範の座は隠居先としてまさしく頃合いのはずだったのに、童惨は今も軍の中枢に返り咲かんとする野望を抱いて一向に省みる様子がない。近頃では様々な醜しゆう聞ぶんが娘の耳にまでしきりに届く。将軍たちの懐ふところへと消えていく賂まいないの額、内弟子たちの多くを実力ではなく家柄で選んでいること、さらには──

「──双菜は、父が〝三つ目〟と呼ばれる本当の理由を知っていますか」

　甘葉は顔を上げ、蒸し器の蓋ふたからしゅるしゅると吹き上がる湯気をじっと見つめながら、

「吞のん気き者ものと笑われるかもしれませんが、わたしはつい先頃まで、あたかも背中に目があるかの如ごとき達人、という意味だとばかり思っていました」

　双菜はぼりぼりと頭を搔かいて、隠しても仕方がない、と言わんばかりに背筋を伸ばした。

「はい、知っていますよ。人呼んで〝三つ目の童惨〟。その心は、あれほど大勢の恨みを買えばさぞ仕返しが怖かろう、寝床に入って両の目を閉じていても、額にもうひとつおまけの目ん玉でもひん剝むいていないことにはおちおち眠ってもいられまい──というわけですねえ」

　格子窓から吹き込む夜風が甘葉の前髪を静かに混ぜ返す。竈かまどの炎がばちりと爆はぜ、米こめ櫃びつの陰に迷い込んだ蟋蟀こおろぎが退屈そうに鳴き始める。

「──父には悪いけど、それを聞いたときには怒るより先に笑ってしまいました。うまいこと言うもんだなあって」

　双菜を見つめ、柔らかな笑みを浮かべて、

「でもね、あんな父でもわたしには優しいのです。今までずいぶん苦労をかけてしまったことも申し訳なく思っています。──ほら、わたしは昔から、色々と手のかかる子供だったから」

　生家の井戸水から三代前の先祖の悪行に至るまで、幼少の頃より甘葉カナハを苛さいなむ病弱な質たちの原因についてはこれまでにも様々な識者が様々な見解を述べてきた。齢よわいも十六を数える今こん日にちまで命があると予言した者は一人もいなかったが、今でも少し無理をすると頭から血の気が引いて何日も寝込んでしまうことがある。薬や祈き禱とうにかかる費用は確かに大きな負担であったし、この調子ではどこぞの玉の輿こしに乗って一族安泰というわけにもいくまい。

　そんな甘葉にとって、阿鈴アレイが許婚いいなずけと決まったときの喜びは大変なものだった。

　損得勘定の引き合わない不肖の娘だからこそ、さすがの父もその幸福だけを考えるより他になかったのだろうと甘葉は信じてしまったのだ。弟子たちがしきりに囁ささやき交わす陰口も、このときばかりは耳に入らなかった。

　──何のこたあねえ、阿鈴が手て駒ごまでいるうちに首に縄をつけておくつもりなのさ──

「厳しいことを申し上げますが、」

　双菜ソーニヤは足元の暗がりから這はい出てきたごきぶりを目ざとく見つけ、甘葉に気取られぬよう素早く踏み潰つぶして竈かまどの中に蹴けり込んだ。

「御お館やかた様は、最初から損得しか考えておられなかったと思います。恐らく、阿鈴様が講武所を上がって軍隊に入営する際に、普通なら兵長止まりのところを一足飛びに将官補くらいの待遇で迎えられるよう工作をなさっておられたのでは。ところが、阿鈴様の大だい比ひ武ぶ出願ですべてが水の泡になってしまった。そもそも御館様にしてみれば、阿鈴様に自力で出世してもらっては困るわけですよ。それでは少しも貸しを作れませんから」

　うん。甘葉はまっすぐに頷うなずいて、

「だからね、わたしは戦おうと思うのです」

　甘葉の口から出たとは到底思えぬその力強いひと言に、双菜は意外そうな横目を使った。

「父がそういうつもりなら、これからはわたしだって何でも好きなことを好きなようにやるのです。わたしはもう、厨ちゆう房ぼうに立つのはみっともないと言われたくらいで簡単に引き下がったりはしないのです」

　結局のところ、弟子たちの陰口は一から十まで正しかったことが証明されてしまった。

　阿鈴の翻ほん意いが叶かなわぬと見るや、童惨ドウザンはすぐさま許婚の話を撤回した。甘葉自身の胸の内などどこ吹く風、あの恩知らずの若造が、味み噌そと糞くその区別もつかぬ南なん邑おうのどん百姓めが、お前もあんな奴のことは早く忘れてしまえと口を極めて罵ののしり倒す始末である。

　しかし──

「──今度のことは、本当にいい薬でした。母が早くに亡くなってから、男手ひとつでわたしを育ててくれた父です。余計な苦労をかけないように、ただじっと息を殺しているのが不出来な娘にできるせめてもの孝行と思っていましたが、その言動を否いなむ者が周囲に一人もいないということは、実は父にとっても不幸なことだったと思うのです。──そのことに、ようやく気がつきました」

　双菜ソーニヤはぼんやりと宙を見つめ、甘葉カナハの言葉を反はん芻すうするかのように何度か頷うなずいた。

「──なるほど。御事情はよくわかりました」

　とは言うものの、双菜の瞳ひとみには事の先行きを案ずる気配がむしろ強まったかに見える。これまで悪い人生を生きてきた双菜は、物事の道理や人の善意がすべからく状況を好転させるとは毛ほども信じていない。

「それでは、双菜とふたつ約束をしてください」

　甘葉は居住まいを正して、

「はい、何でしょう」

「ひとつ。決して早まった真ま似ねはしないこと。勝手を知らぬ喧けん嘩かというのは往々にして血を見ます。殊ことに甘葉様は不慣れでしょうから、落ち着け落ち着けとお題目のように唱え続けているくらいで丁度よろしい。一方の御お館やかた様にとってはこの手の諍いさかい事など日常茶飯事です。おかしな褒ほめ方になりますが、見た目ほどには冷静さも失ってはおられないはず。現に、阿鈴アレイ様をあれほど悪あし様に罵ののしる一方で破門はおろか内弟子から除籍しようともしないのは、事態がどちらに転んでもいいように二ふた股またをかけているのだと思います。──大丈夫ですよ、阿鈴様が大だい比ひ武ぶで立派な結果を残せば、許婚いいなずけの話だってもう一度ひっくり返るに決まっていますから。今は軽挙妄動こそ一番の敵。考えなしの駆け落ちなどもっての外ほかです」

　甘葉は年寄りの繰り言に対するような苦笑を見せて、

「はい。肝に銘じておきます。──もうひとつは？」

「それでもなお万策尽きて、いざ駆け落ちという際には是非この双菜にもひと声お掛けを」

「は？」

　双菜は身体からだごと向き直り、甘葉をまっすぐに見つめてぴしりと姿勢を正した。

「若じやく輩はいながらこの双菜、奉公人としては海千山千の自負がございます。場末の酒家を振り出しに臥が薪しん嘗しよう胆たん、時には殴られ時には蹴けられ、流れ流れて気づいてみれば頂ちよう戴だいするは講武一番手のお給金。孝行をする親もなく、腹っぺらしの弟妹もない下女一匹が十二の春に、この御方ならと定めた主あるじはよもや〝三つ目〟の古ふる狸だぬきではございません。一いつ朝ちよう事ことある時にはこの双菜めを努ゆめ々ゆめお忘れなきよう。阿鈴様の腕っぷしには及ばずながら、はたきの剣と鍋なべ蓋ぶたの盾にて殿しんがりを守る決意にございますよ」

　甘葉は目を丸くした。

「すごい、お芝居みたい」

　双菜もおどけて見得を切り、湯気の漂う厨ちゆう房ぼうで二人は声を合わせて笑う。




　饅まん頭じゆうの出来不出来は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。ふっくらとして見るからにうまそうな右の五つが双菜の作、何やらしょぼくれた感じのする左の五つが甘葉の作である。

「でも、初めてにしては上手な方だと思いますよ。何事も最初からすべて完かん璧ぺきというわけにはいきません」

　甘芋と生地を混ぜた後にあまり練り込みすぎると膨らみが悪くなってしまうらしい。これも後学、次はもっと上手にできると甘葉カナハは気を取り直す。蒸し上がって嵩かさが増した饅まん頭じゆうはひとつが大人の握り拳こぶしにも劣らぬ大きさ、それを十も積み重ねた木皿は何事かと目を瞠みはるほどの山盛りになってしまったが、〝十〟という数字は戦事を占う上での重要な吉数なのだ。茶は黒くろ瑞ずい宝ほうの地獄出し、鈴すず碗わんは縁起物の龍りゆう虎こ紋、今日のために蔵の奥から探してきた提げ重は凋国渡りの骨こつ董とう品ひんで、引き出し式の金底に炭を入れておけば中身が冷めない仕組みになっていた。

「──あ、あの、双菜ソーニヤも一緒に来てはくれないのですか？」

「当たり前ですよ。お邪魔虫は馬に蹴けられて死ぬ運命さだめです」

「だったら、それならせめて途中まで、」

「御免こうむります。双菜はもうおねむです。明日の朝も早いのです」

　何のことはない、甘葉は夜中に外を出歩くのが怖いのである。

　が、双菜に断られてしまっては仕方がない。甘葉はひとり重を携えて、夜鳥の声ひとつにもびくびくと怯おびえながら夜道を歩いた。内弟子たちが稽けい古こをする八角房へとたどり着くには、小城と呼ぶに相応ふさわしい広大な敷地を端から端まで横断しなくてはならない。ぐずぐずもたもたと時間をかけて、目指す房まであと少しというところで甘葉はとうとう立ち竦すくんでしまった。風かぜ除よけと目隠しのための木々が暗い森となって行く手を塞ふさぎ、屋根付きの回廊が頼りない折れ線のように闇やみの奥へと続いている。

　走ったら余計に怖いと思った。

　甘葉はぎゅうっと息を詰めて足を踏み出す。風が頭上の枝葉を揺らし、古びた簀すの子こが足元できしきしと鳴いて、次第に早まっていく足取りの一歩ごとに恐怖がどくどくと脈を打った。負けるものか、自分は強くならなくてはいけないのだ。一人では夜道も満足に歩けぬ根性なしがあの父に勝てるはずなどあるものか。怖くない、怖くない怖くない、怖くない怖くない、怖くない怖くない怖い怖くない怖い怖い怖くない怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い！

　最後はほとんど駆け足になっていたが、甘葉は長い長い回廊をどうにか踏破して八角房の入り口へと転げ込んだ。安あん堵どに胸を撫なで下ろしたのも束つかの間、今度は深い軒に月の光を遮られて足元も危うい。ようやく左手が討ち入り返しの隠し戸を探り当て、恐る恐る房内をのぞき込んだ甘葉は今度こそ腰を抜かしそうになった。

　お化けだ。

　お化けがいる。

　どうにか悲鳴を堪こらえ、最初の驚きも次第に喉のど元もとを過ぎて、甘葉はそれが逆立ちをしている阿鈴アレイの姿であることをようやく理解する。

　親指と中指と薬指、左右で合計六指。それが阿鈴の体重を支えるすべてだった。鳥の足のように肘ひじを曲げ、床に着く寸前まで額を落とし、背筋と両りよう膝ひざを柔らかく使って見事に重心を保ったまま微動だにしない。人間業わざと思えぬその荒行に甘葉カナハはしばし言葉を詰まらせて、

「あ、」

　あれいさま──と呼びかけるよりも早く、阿鈴アレイはするりと逆立ちを崩して猫のような身のこなしで立ち上がった。油の足りぬ灯とう籠ろうに照らし出されたその表情には予期せぬ闖ちん入にゆう者しやに対する不審と驚きの色がある。何か言わなければと甘葉は焦り、

「──そ、それは、指を強くするお稽けい古こですか？」

「違います」

　そうか、違うのか。

　にべもなく否定されて甘葉は俯うつむく。情けない、仮にも総師範の娘ならもう少しつぼを心得た質問ができないのか。指でなければ一体何の稽古なのか言ってくれると思っていたら、

「御用の向きは？」

「え？　あ。あのっ、お夜食を、」

　甘葉は重を示して、内心の怖おじ気けをかき消すように努めて明るい声を作った。

「阿鈴様は、根連堂の一の鐘が鳴るまで居残ってお稽古をしておられるでしょう？　きっとお腹なかを空すかせていらっしゃると思って、甘芋のお饅まん頭じゆうをこしらえたのです」

　阿鈴は、その言葉を怪しむかのように眉まゆをひそめた。

　少なくとも甘葉にはそう見えた。

　疑われるのも仕方がないと思う。大仰な重を手におしかけるなど初めてのことだったし、最悪、阿鈴は自分を父と同じ穴の狢むじなのように考えているかもしれない。親父の次は娘が出張ってきたか──そんな風に思われていたら悲しい。

「父上に叱しかられますよ」

「大丈夫です。もう叱られましたから」

　捨て身のひと言にさすがの阿鈴も驚いた顔をする。殺風景な堂内には朱塗りの卓も透き彫り細工の椅い子すもなかったが構うことはない、二人で床に座って食べればいい。強引に座らせようとして阿鈴の右手を摑つかんだとき、その甲に刻まれている恐ろしい刺青いれずみがふと目に入った。薄明かりの下でもはっきりと見て取れる──大だい比ひ武ぶ出願の証あかし、武臣倫院東局二十八番の手てつ甲こう墨ずみ。

　──大丈夫。

　阿鈴こそは天下一の武達者だ。

　心配するようなことは何もない。

　甘葉は、昼も夜もそう言い聞かせて自分を騙だましている。

　しかし、

　もし、

　もし万が一、阿鈴が大比武で命を落としたら。

　それは、双菜ソーニヤにも誰にも打ち明けることのできない魔物のような不安だ。今は甘葉カナハの胸の奥に隠れて機を窺うかがっているが、たとえ否定の形であろうとそれを口にしてしまったが最後、言葉によって命を得た魔物はまっしぐらに阿鈴アレイにとり憑ついて、肝かん心じん要かなめの刹せつ那なにおいてその太た刀ち筋すじを鈍らせようと画策するに違いないと思う。

「──阿鈴様には、阿鈴様の戦いがあるのだと思います」

　幾つもの眠れぬ夜を数えた末の結論を、甘葉はぽつりと口にした。

　墨の入った阿鈴の右手を握り締めて、

「それはきっと、誰も口を差し挟むことのできない戦いなのだと思います。わたしはそのことを信じようと思います。だから、余計な心配はもうしません。余計なことも申し上げません」

　阿鈴の目をまっすぐに見つめて、

「同じように、わたしにもわたしの戦いがあるのです。それは、誰も口を差し挟むことのできない戦いです。わたしはもう、父に糸を引かれているだけの人形ではないのです。阿鈴様も、そのことだけは、どうか信じてください」

　甘葉を映すその鳶とび色いろの瞳ひとみの奥で、阿鈴が何を考えていたのかはわからない。

　やがて、

「──自分は、」

　そこで一度言い淀よどみ、

「自分は、甘葉様を人形などと思ったことは一度もありません」

　そして阿鈴は顔を上げ、慣れぬ異国の言葉を操るような慎重さで一語一語を選び取っていく。

「──大だい比ひ武ぶの踏破は、自分にとって積年の悲願でした」

　はい、と甘葉は頷うなずく。

「今後も、誰にどう言われようとも出願を撤回することはありません」

　はい、

「しかし、そうと決めたのであれば、誰をおいてもまず最初にお知らせをするべきでした。甘葉様を蔑ないがしろにするつもりなどなかったのです。──ただ、どのように説明したものやら思いもつかず、ただ徒いたずらに日を重ねる愚ぐを犯したことについては弁解の言葉もありません。今さら申し上げても詮せんのない話ですが、自分が悪くありました」

　はい。

　甘葉は、命を救われたような安あん堵どに目を閉じる。

〝三つ目〟の添え物ではない自分の存在を、阿鈴はようやく認めてくれたのだと思う。

　胸の奥に確かな灯が点ともり、その灯は空をも飛べそうな勇気となって、甘葉の白い頰ほおにかつて浮かんだことない悪戯いたずらっぽい笑みを形作っていく。

「──今となっては詮のない話、とは、どういう意味ですか？」

　不意を突く問いかけに阿鈴が口ごもる。甘葉はすかさず、

「婚約は破棄されたのだから本当は今さら謝る義理もない、とでも仰おつしやりたいのでしょうか？」

「──いや、それは、」

　隙すきあり。甘葉カナハは右手をぐいと引き込んで阿鈴アレイをその場に座らせてしまった。

「さあ、早く召し上がっていただかないとお饅まん頭じゆうが冷めてしまいます。お稽けい古こ上がりに〝冷〟の気の物をお腹なかに入れるのはよくありませんからね」

　双菜ソーニヤからの受け売りを得々と述べ立て、器の来歴を逐一説明しながら重の中身を総ざらいに床に並べた。

　が、いざとなると、初めて作った饅頭のあまりの不出来が急に恥ずかしくなってきた。自分で食べようと思って皿の片側に寄せておいたので余計に目立って見える。常と変わらぬ阿鈴の沈黙も今は針の筵むしろ、指摘されるより先に言い訳をしてしまおうと口を開きかけたとき、

「──いただきます」

　あ、

　阿鈴は一礼してずいと手を伸ばし、甘葉の手になる饅頭を摑つかんでがぶりと食らいついた。

　甘葉は慌てて碗わんに茶を注いで阿鈴に差し出す。阿鈴は見る間に一つ目を平らげ、ひと息に茶を飲み干すや次もまた甘葉の饅頭を手に取った。甘葉は目を丸くして、

「あ、阿鈴様？　そんなに急いで食べると──」

　返事の代わりに空からの鈴すず碗わんが差し出される。天あつ晴ぱれなその食べっぷりを見ているうちに甘葉は何だか嬉うれしくなってしまった。阿鈴との距離がこれほど縮まったことはかつてなく、話したいことは山ほどあって、子供のようにはしゃいでしまう胸の内をどうすることもできなかった。

「──先ほどもお約束したように、わたしは、阿鈴様がこうと心に決めたことであれば余計な口を差し挟むような真ま似ねはしません」

　空の鈴碗に茶を注ぎ、ずいと膝ひざを進めてぴしりと背筋を伸ばす。

「でも、わたしにも心の準備というものがあります。大事なことは早めに言っていただかないと困るのです。今度の大だい比ひ武ぶのことだって、双菜がうっかり口を滑らせてくれなかったらわたしは今でも知らずにいたかもしれません。この先も阿鈴様がそんな風では、いざというときにわたしが恥ずかしい思いをするのです」

　そして、阿鈴は三度続けて甘葉の饅頭を手に取った。

　もう間違いない。阿鈴は自分の作った饅頭だけをはっきりと選んで食べてくれている。甘葉はどんどん調子に乗ってますます口を軽くする。

「武人の寡か黙もくも良し悪あしです。阿鈴様は、人との間に意味もなく壁を作るようなところがあります。でも、わたしが総師範の娘だとか、結婚の約束がどうしたとか、もうそんなことは関係ないのです。これからはわたしも言いたいことを言いますから、阿鈴様も、どんなことでも遠慮なく仰ってください」

　阿鈴は三つ目の最後のひと欠片かけらを口の中に押し込み、ろくろく咀そ嚼しやくもせぬまま吞のみ下して不意に姿勢を正した。

「──自分は、」

「はい。何ですか？」

　甘葉カナハは目を輝かせ、ひと言も聞き漏らすまいと身を乗り出して、阿鈴アレイの満面を濡ぬらす冷や汗と喉のど元もとの強こわ張ばりに初めて気がついた。

「──自分は、甘いものは好かないのです」




　遠く、根連堂で日付を跨またぐ鐘が鳴る。

　新たな一日が始まる。




　　　　＊




　呼び鐘の音を聞いただけでわかった。

　いかにも気の強そうな、早く出てこいと言わんばかりの鳴らし方。




　夏が続く。日差しも熱気も相変わらずで、しかし西の空には近頃絶えて見かけることのなかった雨雲の渦がくっきりと湧わき立っている。西瓜すいかの屋台に未いまだ客足は戻らず、ふて寝にも飽きた親父の楽しみは干魚の屑くずを餌えさに近所の野の良ら猫を手て懐なずけることで、西瓜が欲しけりゃ勝手に食えとばかりにまな板を顎あごで示して珠会シユアの差し出す代金を受け取ろうともしなかった。青い目に礼を言いに行けと月華ベルカに言い聞かせたのはつい一昨日おとといのこと、さっそく首尾を知らせに来たということは大成功か大失敗のどちらかに決まっていたが、この様子では馬鹿馬鹿しくて尋ねる気にもなれない。

「ぐわああ、やられたあああ！」

　月華がまた死んだ。

　辻つじ芝居の諸しよ幕まくに通い詰めた成果であろう、月華は外け連れん味みたっぷりの仕草でその場にばったりと倒れ伏す。悪童たちは棒切れを手に手に歓声を上げ、不死身の妖よう怪かいに今度こそとどめを刺さんと総がかりで飛びかかって土煙も濛もう々もうたる袋ふくろ叩だたきが始まった。馬乗りに飛び乗って髪の毛を引っぱるくらいはまだましな方、ひどいのになると小汚い尻しりをむき出して顔にくっつけようとする奴もいて、誰の妹か、青っ洟ぱなを垂らした幼女がちんまい木の枝を振り回しながら奇声を上げて周囲を跳ね回っていた。

　──まあ、うまく仲直りできたんならそれでいいんだけどさ。

　珠会は西瓜をひと口齧かじり、木漏れ日の隙すき間まから西方の雨雲を仰ぎ見る。

　ひと荒れ来るかもしれない。

　元げん都との住人にとっては待ちに待った水神様のお恵みなのだろうが、正直なところ、珠会は夏の雨というものがあまり好きではなかった。己おのが過去を振り返ってみれば、夏に雨という組み合わせはその大抵がろくでもない出来事の記憶とともにある。落として割ってしまった形見の鈴すず碗わん、床の裂け目に蹴け躓つまずいて足の爪つめを剝はがしたこと、闇河アーガの難民集落で人買いに売り飛ばされたのも豪雨に閉ざされた夏の夕暮れだ。縁起担かつぎなど柄でもないと思う一方で、珠会シユアは遠雷の如ごとき波乱の予感に小さなため息をつく。

「──参った参った、もう降参じゃ。妾わらわはひと休みするよって」

　えー、つまんねえの新しい技教えてよ次は兵隊ごっこしよう姉ちゃんもケツ見せろ。月華ベルカは不敵な笑みでそれに応こたえて、

「よいか、先に教えた陣突の変化をよく稽けい古こしておくのだぞ。あれが駄目では次に何を習ったところでものにはならんからな」

　不満げな囀さえずりも一いつ時とき、悪童連中はすぐによそ事へ気を移してじゃれ合い始め、木陰に座り込んで見物していた薬売りたちも憂ゆう鬱うつそうに腰を伸ばして陽炎かげろうの中へと散っていく。月華はまな板に銅どう滴てきを幾つか転がして包丁を引っこ抜き、適当にぶち割った切れ端にかぶりつきながら珠会の隣に戻って来てどすんと腰を下ろした。

「──珍しいこともあるもんね。あんたが斬きられて死ぬとこなんて初めて見たわ」

　半分は皮肉のつもりで言ったのに、

「妾はお姉さんだからな!!」

　月華は鼻息を荒げてさも偉そうに胸を張る。馬鹿を笑うという真昼の白しろ蟬ぜみがじよじよと鳴き始める。

「歳としの差だけを言うておるのではないぞ。剣武の道を志こころざしてはやひと月余り、妾はすでに、あまりにも強くなってしまった。もう、下したの者を相手に軽々しく本気を出したりはせんのだ」

　月華が子供にもてる理由は単純明快で、まずひとつには人目を引くその身なりのせい、もうひとつには実際より幼く見える面おも立だちのおかげである意味舐なめられているからである。

　当人はこれも己が人徳と考えているふしがあり、これ見よがしに木剣など持ち歩くようになって以降はちゃんばらの勝負を挑まれることもしばしばで、近頃では「たのもうの姉ちゃん」などと呼ばれて悪童連中の間では知られた顔となりつつある。ところが、昨日までの月華はどんなに機嫌のいいときでも「勝負を譲ってやる」ということができず、ろくろく加減もせずに相手の頭をぼかりとやって泣かしてしまうことも珍しくはなかったのだ。

　──要するに、今までがあんまりにも子供すぎたって話だけど。

「むひ」

　思い出し笑いである。

　珠会はじろりと横目を使い、

「何よ」

　月華はすました顔で、

「何でもない。内緒だ」

「あっそ」

「しかし、どうしてもと泣いて頼むのであれば、特別に教えてやらんこともない」

「い。いいわよ別に」

「あのなあのな、珠会シユアは絵姿を描いてもらったことがあるか？」

　やっぱりか。

　どうせ惚のろ気け話ばなしの類たぐいと思ってはいたのだ。青い目の仕事は確か辻つじ絵描きだったはずである。

「妾わらわはあるぞ。四の城壁に座して落日を見るの図だ。それは見事な出来だぞ。お城の三界殿を隅から隅まで探したってあれほどのものはないぞ」

　月華ベルカは身を乗り出して、青い目に描いてもらった肖像がいかに素晴らしいかという講釈を延々と垂れ始めた。「墨筆に七色あり」だの「劣実は巧虚に如しかず」だの、よもや月華の口から聞かされるとは思わなかった薀うん蓄ちくの数々に珠会はむっつりと頰ほお杖づえを突く。──恩着せがましいことは言いたくなかったが、こっちにもせめて礼のひと言ふた言くらいはあって然しかるべきではないのか。青い目との仲直りを取り持つためにひと肌脱いでやったのは誰だと思っているのだろう。

　ふと、

「──ねえ、その絵、描いてもらったときのまま放ほうってあるの？」

　話の途中で割り込まれ、何を馬鹿なと月華は肩を怒らせて、

「誰が放ってなどおくか。ちゃんと秘密の隠し場所にしまってある。それがどこなのかは秘密だが、どうしてもと泣いて頼むのであれば、」

「違う違う、そうじゃなくてさ、干ひ紙しに墨描きしたやつをただ丸めてあるだけでしょう？」

　図星か。目を丸くするばかりの月華にため息をついて、

「昨日の今日ならそんなに慌てなくても平気だけど、辻の商売で使う紙なんてそのまま放っておけば半年もしないうちに木っ端微み塵じんのぼろぼろになっちゃうからね。この先もずっと大事にとっておくつもりなら、ちゃんとした表具職人に見せて裏張りだけでもしてもらった方がいいと思うよ」

　ぽかんと口をあけて聞いていた月華はやがて、ゆっくりと花開くような笑みを浮かべた。

「──すごいな、やっぱり珠会は頼りになるな！」

　ば、

「ばぁか。あんたが物を知らないだけでしょ」

　珠会は急に照れ臭くなってぷいと視線を逸そらす。

　そのとき、通りの向かいで何やら動物じみた悲痛な泣き声が上がった。見れば、ちんまい木の枝を手にした幼女が悪童たちの輪から離れてよちよちと駆けて来る。月華の姿を認めるなりぐにゃっと顔を歪ゆがめ、稽けい古こ着ぎの足に両手両足でしがみついて己おのが窮状を訴えかけるようにひいひいと泣く。

「何じゃ、どうした甜香テンカ。また皆にのけ者にされたのか？」

　月華ベルカは声を荒げて、

「こらぁ燕二エンジ、また拳げん骨こつが欲しいか。妹を邪魔にするなと何度言うたらわかるのだ」

　聞こえているのかいないのか、兵隊ごっこに興じている悪童たちの中にはただの一人も振り返る者がない。時代も国もばらばらの英雄が次から次へと名乗りを上げて、棒振りを仕込まれた猿さるのような身のこなしで木漏れ日の中を駆け下っていく。

「──まったく、しようのない奴らじゃな」

　月華は涙にくれる甜香の顔を優しく仰あお向むかせ、

「ほれ、もう泣くでない。甜香には特別に、まだ他の誰にも見せてはおらん奥の一手を教えてやる。後で兄者に自慢して悔しがらせてやるがよい。な？」

　そう言って月華はすっくと立ち上がる。甜香を抱き上げて長なが椅い子すの上に立たせ、傍かたわらに平置きしていた木剣の切っ先をぽんと踏んで跳ね上がった柄つかを逆さか手てに摑つかみ取る。大おお股またに三歩離れて回れ右、開立持剣の起勢を作ると稽けい古こ着ぎの蟒うわばみが銀ぎん絲しの鱗うろこをきらめかせてふわりと翻ひるがえった。

「では甜香よ、これより六りく身しん仙合門が絶ぜつ招しよう、『通つう天てん大たい嶺れい千せん仙せん皆かい合ごう』の一手を授ける！　よく見て憶おぼえるのだぞ！」

　──え？

　なんで漫談の技？　珠会シユアは声に出さないまでも眉まゆ根ねを寄せる。

　そして、西瓜すいかの荷車に寄りかかって話を聞いていた男も似たようなことを思ったらしい。

「こりゃあいいや。どんな一手かじっくり拝ませてもらうぜ」

　その声は周囲の喧けん騒そうの隙すき間まを捉とらえ、鏢ひよう打ちの曲芸のように場の空気を縫い止めてしまった。

　珠会は騒動の気配を察して腰を浮かせ、悪意を隠さぬその口調には屋台の親父までもが野の良ら猫をからかう手を止めて振り返った。その男は、たまさかの通りがかりに甜香の泣き声を聞いて足を止め、すぐに月華の姿に気づいて、癇かんの強そうなつり上がった眼まなこでじっと様子を窺うかがっていたのだ。

　月華は、振り返らない。

　振り返るまでもない。事もあろうに涼孤ジヤンゴを糞くそ虫むしと呼び、厠かわやの床を舐なめろとほざいたその声は夢にも忘れない。

　男は、名を背セ守スといった。




　それこそ稽古どころではない、昼の日ひ中なかから飲めや歌えの酒盛りが始まってしまった。

　蓮空デクーも最初は小言のひとつも言いたげな様子を見せてはいたのだが、自分の大だい比ひ武ぶ出願を道場総出で祝ってくれるとなるとさすがに悪い気はしないらしい。結局は勧められるがままに杯を重ね、禿はげ頭を茹ゆで蛸だこのように染めて車座の中で呵か呵か大笑している。

　現金なもので、能無しだの無駄飯喰ぐらいだのと陰口を叩たたいていた近所の連中も続々と宴うたげに加わりつつあった。まずは道向かいにある味み噌そ屋の蔵人くろうど衆、陶器工房の釜かま休めで暇を持て余していた出稼ぎ職人たち、さらには界かい隈わいの貧乏屋台の主あるじとその客とその知り合いとそのまた知り合い──といった具合にその数は刻々と膨れ上がっていき、いまや練武場はただ酒目当ての通りすがりさえ相当数紛れ込んでいるに違いない騒ぎである。酒も肴さかなもすでに有り余るほどの量が勝手に持ち込まれ、涼孤ジヤンゴは弟子連中から使い走りを命じられなくなると同時に身の置き所をも失なくしてしまった。

　こう大勢となると、涼孤がこの道場の下男であることを知らぬ者も大分混じっているに違いない。

　よしんば知っていたにせよ、祝いの席に貴様のような奴は縁起でもないと、そのケツを蹴け飛とばされないうちに出て失うせろと騒ぎだす奴がでてくるかもしれない。

　蓮空デクーに余計な気を使われてもかえって面倒な事になりかねないので、忘れられているうちにこっそり姿を消すのが一番だと思った。何かの用事を言いつけられたような顔をして母おも屋やの裏手へと回り込み、勝手口から路地の暗がりへと紛れ出て安あん堵どのため息をつく。背後でひときわ大きな笑い声が上がり、調子の外れた手拍子と戦勝祈願の戦いくさ歌うたが夏空に吸い込まれていく。

　──さて、

　今日は一日使い走りに終わると思っていたので絵描きの道具箱は持ってきていない。家まで取りに戻って番所巡りに精を出すか、それとも兄貴分のめでたい日くらいは意地汚い銭稼ぎも自重してのんびりするべきか。思案しつつ歩き出そうとしたとき、破れ放題の袖そでを摑つかむ小さな手があった。

「ねえ、こっち来て」

　小汚い少年がひとり。

　浮浪児と見み紛まがうひどい瘦やせっぽちだが、顔に虫切りの隈くま取どりが施されているからにはどうやらその身を案じる親もいて歳としは八つと見て取れる。

「呼んでこいって言われたんだ。銅を二粒もらった。後でもう二粒くれるって」

　世の中不公平だと涼孤は思う。人を呼んでくるだけで銅四滴とは夢のような稼ぎだ。子供を相手にどこのどいつがそんな大枚を叩はたくのかと周囲を見回してみたが、熱気のわだかまる真昼の路地にそれらしい姿は見当たらなかった。

「──誰に言われて来たって？」

「知らないおじさん。番所のお役人みたいな格好してたよ」

　役人？

　手配書の人相描きで口を糊のりする身の上である。番所の役人に顔見知りの一人や二人がいないわけでもなかったが、こんな回りくどい呼び出し方をする相手もその理由もまるで思い当たらない。しかし銅四滴の威光はさすがと言うべきで、少年はまたとない儲もうけ話をふいにしてなるものかと涼孤ジヤンゴを急せかす。半ばはその勢いに負け、半ばは好奇心が勝まさって、結局はこれという決心もつかぬままに袖そでを引かれる方へと歩き出していた。

　道々、

「ねえ、なんで目が青いの？」

　いい質問だ。

「産まれたときに、お袋が色を塗り間違えたんだ」

　少年はぎょっとして立ち止まり、

「うそだあ」

「ほんとさ。ほら、そんなに瞬まばたきするなよ。せっかく母ちゃんが塗ってくれた黒い色が剝はがれちまうぞ」

　少年は必死の顰しかめ面つらで瞬きを堪こらえながら、露天街を東西に走る馬車道の奥深くへと涼孤を案内する。轍わだちの果てに待ち受けていた男は見たところ三み十そ路じの中ごろ、番所の捕り方というより退役後も習いの抜けぬ砂漠兵のような斥せつ候こう装束で、駄賃の半金を渡して少年を帰すと有無を言わさずただ一言、

「来い」

　迂う闊かつに口など開こうものなら殴られそうな雰囲気だった。

　男に続いて路地を行く。くびれ下がった丸裸の鶏にわとり、二人がかりで搔かき混ぜる蝗いなごの大おお鍋なべ、背丈の足りぬ少女が豚の頭を踏み台にしてまな板に大包丁を叩たたきつける。歩くほどに頭上の空は狭まり、やがて油じみた天幕に覆い隠され、最後の簾すだれ戸どをくぐった先は異国語のような符丁が飛び交う旅籠はたごの厨ちゆう房ぼうで、自分がいつ建物の中に入ったのかもわからなかった。突き当たりの大戸を抜けると表通りに面した茶館風の客間、そこに二十は下らぬ卓のひとつを男は顎あごで示して、物も言わずにどこかへ姿を消したきり戻ってこない。

　卓に着いて待てということか。

　仕方なしに椅い子すを引いて浅く腰を下ろす。よくよく見ればずいぶんな上かみ座ざだが、店の者に叩き出されそうになったら何と言って申し開きをすればいいのだろう。

　裏路地の喧けん騒そうが噓うそのようだった。客間の広さは練武場の半分ほど、三方の壁を吹き抜いて透き彫りの柵さくを巡らせた真夏の店構えで、白日に静まる往来の三景をぐるりと見渡すことができる。こんな時間にも周囲の卓にはぽつぽつと茶飲みの客があって、その視線が時おり頭上へと向けられる理由は表から舞い込んでくる鵯ひよどりの姿を眺めるためだった。なるほど、天井近くの飾り柱には古めかしい巣箱が幾つも掛けられており、しばし羽を休めた鵯たちは再び梁はりの合間を縫って何処いずこかへと飛び去っていく。店側としては風流な趣向のつもりか知らないが、茶の湯の中に糞ふんを落とされたりはしないのだろうかと涼孤はつまらぬことを考える。

「──群狗グングと申します」

　床から生えてきたのかと思った。

「ああ、どうかそのまま。狗殺炎天を押してのご足労、まこと恐きよう悚しように堪えません」

　足音もなく現れたその老人は慌てて立ち上がろうとした涼孤ジヤンゴを制し、一足一刀の間合いを外した遠間に控えて同門異家の師を迎えるような尚しよう武ぶの礼をする。

「我が身の不徳が故ゆえ、手て下かの者には礼法のひとつも弁わきまえぬ輩やからが多おおございます。重々申し渡しておいたのですが、もしご無礼などありましたら来らい参さんの逆さか筋すじ共々に伏して御ご寛かん恕じよを願いたい。本来ならこちらから出向くべきところ、色々と差し障りもございまして──」

　老人は垢あか抜ぬけた動作で腰の長剣を座り差しの形へと改め、対面の席に着いてようやく頰ほおの笑い皺じわを深めた。

「──それに、またぞろ当家の姫君がお邪魔などしていたら、更なるご面倒をおかけすることにもなりかねませんからな」

　ああ、そうか、

　今さらのように思い出す。胸まで届くその白い髭にも確かに見み憶おぼえがある。件くだんの少女が初めて道場に押しかけてきた日、どこからともなく現れて事を収めてくれたあの老人だ。

「あ、あのっ」

　今度こそ立ち上がった。棒を飲んだように背筋を伸ばして、

「あのときは、本当に助かりました。結局お礼も言わずじまいで、その、」

「──もう言うて下さるな。過日の騒動はまず当方に非あっての事」

　老人は再び涼孤に着座を乞こい、歳としの割には肉の張った肩を落として細いため息をつく。

「私としても目配りを怠ったつもりはなかったのですが、よもや討ち入り紛まがいのお転てん婆ばに及ぶとは夢にも思いませなんだ。実を申せば近頃は口も利いてもらえぬ始末でしてな、後の乱行に際しても諫かん言げんひとつ差し挟めぬ体たらく──いやはや、まことに面目もない次第で」

　雲突くような大女が茶を運んできた。手て際ぎわよく茶器を並べているその右腕の付け根近く、包丁の扱いを誤るにしてもまさかという場所に得体の知れぬ刃物の傷がちらりとのぞく。老人は手ずから銚さし子なべを取って茶を注そそぎ、薄造りの碗わんは縁を打ち鳴らした響きが耳鳴りのように長く尾を引いて消えなかった。

「──御ご師し兄けいが、大だい比ひ武ぶ踏破の勇意を顕あらわされたそうですな」

　え。

　涼孤は老人の早耳に目を丸くした。自分でさえ昨晩遅く、道場の弟子連中に至っては今け朝さになって初めて知った話を、この老人は一体どこで聞き込んだのだろう。

「この国にはかつて、套とう路ろに花か法ほうを交えた咎とがで首が飛ぶ時代もありました。それを是とするは過ぎたる武弁の愚ぐ痴ちですが、奢しや侈し堕だ落らくの世相にあってまことに奇特な御師兄の志こころざし、陰ながら感服いたしておるところです。講武の庭場を同じうする諸兄方も、さぞや鼻を高くしておられることでしょう」

　はあ、まあ──、

　涼孤ジヤンゴは曖あい昧まいに言葉を濁す。下男の身の上からすれば、蓮空デクーは兄貴分の「よう」ではあっても正確な意味での「師し兄けい」では少しもなかったし、その慶事を嘉よみする言葉にあたかも同門の徒であるかのような言い草で応じるのは道理を外れたことかもしれない。──それに、社交辞令の話半分と割り引いて聞くにせよ、まるで一生涯にわたって暗くら闇やみばかりを見てきたような老人の眼奥の輝きは、「武徳」なるものの上等さをその口で言うほどには信じていない気がする。

　祝辞を述べるためにわざわざこの場を設しつらえたわけでもあるまい。

　つい底意を疑いたくなる腰の低さは一種不気味ですらあった。思い返せば最初に出会ったときからずっとこの調子だ。含みのある眼まな差ざしで樹上を見上げ、まるで古い顔見知りに対するような口を利き、挙句の去り際に曰いわく──

「──ぼくと、一度話がしたいって、」

　老人に探るような視線を向けて、

「あのとき、確かそう言ってましたよね」

　しばしの沈黙、

「──左様、確かに申し上げました」

　果たして、老人は静かに頷うなずいた。

「──双すご六ろくであれば上がりを過ぎての堂々巡り。昔せき日じつの因果が祟たたって、とうとうあの世からのお迎えにさえ見放されたとばかり思っておりました。しかし、今日という日に至るまで私の命があったのは、かくして貴方あなたと見まみえるために、どこぞの神仏が来世の寿命の前貸しをしてくれたのかもしれません」

　そんなに大層な話なのか。

　この爺じいさん本当に大丈夫か、とも正直思う。話しぶりも物腰も矍かく鑠しやくとして見えるが、耄もう碌ろくのあまり誰かと人違いでもしていたら目も当てられない。

「──あの。いいですよ、どんな話でも。ぼくが相手でよかったら」

　有あり難がたい、

　老人は黙礼して、これがために命を借りたという本題をそろりと口にする。

「──お尋ねしたいのは他でもない、貴方の、御流儀についてです」




「ほれ、どうしたよ？　その洟はなったらしに奥の手を伝授するんだろ？　勿もつ体たいつけてねえで早いとこやってみせろよ」

　こいつは頭がおかしいのか。

　あまりにも幼稚な挑発に珠会シユアは啞あ然ぜんとする。どうやら人生は奥が深い。よくよく見れば少々昼酒を喰くらっている様子だが、それにしてもまさかそんな、突然現れて性根の曲がった餓が鬼きのような因縁をつけてくる輩やからがいるとは世の中まったく油断がならない。誰あいつ？──月華ベルカの背中にそう小声で問いかけてはみたものの、名前など知ったところでどうせろくな奴ではないという直感が覆くつがえるわけでなし、ここは逃げの一手を決め込む以外に道はないと思う。

　ところが、

　案の定と言うべきか、月華ベルカは月華で一歩も退ひくつもりはないらしかった。火を噴く眼まな差ざしで相手を真っ向睨にらみ据え、口元には牙きば剝むくような笑みさえ浮かべて、

「──ほれ、珠会シユアには話したであろう。道場での悶もん着ちやくが始まりに、尾び籠ろう千万な無理事をぬかすつり目の男ありと」

　こいつが、と珠会は思わず目を見張る。

　なるほど確かにつり目だ。妙に色の薄い髪も話に聞いた通りだった。腰帯に絡からげた鍔つば留どめから木剣を吊つっており、その柄つかに巻かれている鮫さめ皮がわは打ち込みの衝撃を骨身に浸透させるやくざのやり口だと馴な染じみの客から聞いた憶おぼえがある。表情の中にほんの些さ細さいなきっかけで激げつ昂こうしそうな気配があって、口端を歪ゆがめる薄汚い笑みがその危うい均衡をぎりぎりのところで保っているように見えた。

「──なあつり目よ、あのときは機を失したのでな、後学のために是非とも尋ねたい」

　わああと珠会は思う、ばか、あたしがどうにかして丸め込むからあんたは黙ってろ、

「一体に、己おのが不浄を好き好このんで他人に舐なめさせるとはどういう趣味なのだ？　無能無才の棒振りが祟たたって、あんまりにも頭を打ぶたれ過ぎたのでそういうおかしな考えが湧わいてくるようになったのか？」

「教えてやらあ。いいか、真っ当なお頭つむの持ち主はな、下しも肥ごえ屋に貰もらい下げられた手て前めえの糞くそが豚の餌えさになろうが蛆うじの餌になろうが気にしねえもんだ。ましてや蛆虫の目ん玉の色なんぞ知ったことじゃねえ。それだけの話だよ」

　ああ、

　最悪だ。

　もうなりふり構っていられなかった。この期に及んでなお止めるとしたら月華よりもむしろつり目の方だろう。珠会は男を誑たらし込む手練手管を脳裏に総ざらいして、いよいよとなったら裏路地へと誘い込んでの只ただ働きまで覚悟する。──ああくそ、立ちんぼの真ま似ね事ごとなんて十二の冬以来だ。

「よお、何だか知らねえが、さっきからどうも穏やかじゃねえ風だなあ」

　そこに割って入った屋台の親父、西瓜すいか割りの包丁を持ち出すはさすがに物騒と思ったか、節くれだったその男手が握り締めている薪まき雑ざつ棒ぽうは月華の木剣より倍も頼もしい。親父はさりげなく月華の側そばに寄って立つと商売人らしい作り笑顔を浮かべて、

「なあ、聞いてくれや兄さん。ちょいと訳あってね、うちの所しよ場ばは近頃とんと商売あがったりなんだ。この上揉もめ事なんぞ起こされたら堪たまったもんじゃねえやな。哀れと思って、この場はひとつ穏便に済ませちゃもらえねえかなあ」

　つり目は黙して答えず、どこか焦点の定まらないような目つきで親父を見やる。

「見たとこ兄さん、講武所通いの軍隊志願だろう？　昼酒を過ごした挙句に天下の往来で立ち回りなんぞやらかしちゃうまくねえよ。下へ手た打って番所の厄介にでもなってみな、いざ仕官てときの釣り書きにけちがついちまうぜ。な？」

「──おっさんよ、」

　つり目がぽつりと、

「俺は、少しくらい飲んでた方が技が切れるんだぜ」

　知るかそんなの。

　珠会シユアは呆あきれ果てて両の目をぐるりと回す。言うことが安い芝居のようで聞いているこっちがいたたまれない。ひょっとしてこいつは口先だけの虚こ仮け脅し野郎ではないのかという疑念が頭をかすめ、親父がさらなる切言を重ねようと再び口を開きかけたとき、どういうわけかつり目の足元ばかり見ていた月華ベルカが背筋を針で突かれたように反応した。

「よせ!!」

　つり目が無造作に右手を振るう。

　突き出された二本の指先が親父の顎あごの先端を横ざまに打ち払う。白髪しらが混じりの頭が弾はじき飛ばされるように傾かしぎ、意識はすでに無く、自重を支えられなくなった身体からだが呆あつ気けなくその場に崩くず折おれる。珠会の素人しろうと目めは事の経緯を半分も追い切れず、つり目が何やら怪しげな気合でもかけて親父を昏こん倒とうさせてしまったかに見える。

　──うそ、

　目の前の出来事が信じられない。悪い夢から覚めるには猫の鳴き真ま似ねをすればいいという古い言い伝えが突拍子もなく脳裏を過よぎり、しかし地べたに這はいつくばって痙けい攣れんする親父の白目は噓うそも紛れもない現実で、物も言わずに飛びかかっていこうとする月華を背後からしがみついて引き止めるのが精一杯だった。冗談じゃない──

　こんな奴を相手にしたら命が幾つあっても足りない。

「おーおー、馬鹿を知り合いに持つと苦労が絶えねえな」

　転がって揉もみ合う女二人の無様をつり目がせせら笑う。

「いいから好きにさせてやれって。股またっぴらきが雌めす餓が鬼きにしがみついてみたって一滴の得にもならねえだろうがよ。それともあれか、手て前めえも一緒くたに踏み潰つぶされてえか？」

　ほざいてろ。砂すな蜂ばちに刺されて死ね。駱らく駝だに蹴けられて一回転してどぶ川に突き刺され。こんなくだらない喧けん嘩かは逃げるが勝ちだ。なおも身を捩よじって起き上がろうとする月華を懸命に押さえ込み、怒りに赤く染まったその耳元に向かって、

　大声で、

「落ち着きなさいよ馬鹿！　自分より弱い奴はもう相手にしないんじゃなかったの!?」

　そのとき、

「──こいつだけは別だ」

　嵐あらしを吞のんだように暴れ狂っていた月華ベルカの身体からだが、不意に静まった。

「──珠会シユアよ。過日の諫かん言げん、今にして耳に痛いぞ。砂漠でひとり野盗に囲まれるは妾わらわの勝手だが、よもやその失敗しくじりがここまで尾を引いて人に累を及ぼすとはな」

　火を噴く眼まな差ざしも牙きば剝むく笑みも決してつり目から逸そらされることはなく、腹はら這ばいに押さえ込まれた小さな身体に獰どう猛もうな戦意が膨れ上がっていく。

「つまるところ、この狼ろう藉ぜき者ものは妾と比ひ武ぶがしたいのだ。──この期に及んでおかしなことを言うようだがな、妾にはこやつの気持ちがよくわかる。そもそもの始まりを思えばそう知らん顔もできんよって、ここは一丁胸を貸してやるのが武門のけじめというものかもしれん」

　そして、月華がゆっくりと身を起こす。

　珠会の庇ひ護ごの下から離れ、己おのが足で地を踏みしめて立ち上がる。

　その腰にしがみついていたはずの両手をどうして放してしまったのか、珠会は自分でもよくわからない。らしからぬ物言いに気け圧おされたのかもしれないし、ふと猛獣の子供をかき抱いているような気がして恐ろしくなったのかもしれない。月華とつり目は再び真っ向睨にらみ合い、親父は未いまだ地に突っ伏したまま動かず、尻しりを高々と突き上げたその異様な姿に道行く人々が一人また一人と足を止め、屋台衆に雨を知らせる空読みの老婆がつり目の一いち瞥べつにひとたまりもなく拍子木を取り落とす。

　舌打ち、

「──邪魔が入らねえ所へ行くか」

　つり目が独り言のように呟つぶやいた。薄ら笑いは影を潜め、それでなくても動きの乏しかった表情が面でも被かぶったように硬く強こわ張ばっている。頭上を巨岩のような雲が流れ、真夏の陽光はその度にぼんやりとした明滅を繰り返し、一陣の風に確かな水の気配が入り混じった。

　雨が近づいてくる。

　珠会にはそれを止めることができない。

「──もう取り消せねえぞ」

　つり目が月華を睨みつける。

「そう照れるな」

　牙を剝いて月華が笑う。




　まさか掃除や洗濯の流儀ではあるまいと思った。そんな話のために命を借りたのでは神も仏もいい面つらの皮だ。

「改めてお尋ねします──」

　老人は卓上で両の手を組み合わせ、細い眼差しに静かな力を込めて、

「──貴方あなたの、武門の師は何方どなたですか？」

「──お婆ばあを、お婆のことを知ってるんですか!?」

　双方の台詞せりふが行き違ってしまった。老人はひと呼吸の合間を置いてさらに問いを改める。

「お婆ばあ、とは？」

「あ、その、」

　涼孤ジヤンゴは口ごもる。逸はやる心に頭が空回りする。老人の問いかけはそれ相応の心当たりがあってのことに違いなかったし、お婆の過去を知っているかもしれない人物に会うのはこれが生まれて初めてだった。

「名前は知らないんです、自分からは一度も名乗らなかったし、どこか異国の生まれの黒目の言愚ゴングだって以外は素性も何もわからないんだけど、貧民街の人の付き合いなんて大体がそんなもんだから、」

「──つまり、実の御祖母ではない？」

　首を振る。その可能性をかつて一度も考えないではなかったが、知り合ってまだ間もない時分に子供の軽口で尋ねてみてはっきりと否定されたことがある。やはり自分の生みの親は木の股またよりも多少はましな何かであって、お婆が兵法を授けてくれたのは単に同じ言愚の誼よしみが故ゆえのことだったのだろう。とにかく、

「とにかく無茶苦茶な婆さんで、相手の顔を見るだけで寿命を言い当てたり考えていることを読み取ったり、本人は巫ふ覡げきの血筋が聴ちよう勁けいを究めればそれくらいはできるって笑ってたけど、昔は素手で虎とらを倒したとか数え切れないくらい人を斬きったとか、」

　河原かわら石の粉を薬と称して飲んでいたことも知っている。

　牛の小便で髪を洗っている姿もよく憶おぼえている。

　食い物の蓄えが乏しくなると涼孤に魚び籠くを持たせて近所の水路に出かけ、震しん脚きやく一発で水中の蛙かえるを失神させて捕まえ放題に捕まえていた。あんなどぶ川にも貧乏漁師の縄張りというものがあって、付近の獲物を根こそぎにするお婆のやり口はとりわけ目の敵かたきにされて、蛮刀を振りかざして追いかけてくる荒くれどもから二人して逃げ回ったものだ。

「──牛の件くだりはおそらく、髪を染めていたのだと思います」

　あの頃が、一番楽しかったと思う。

「白陽の山岳民には、現在でもそうした習慣が珍しくありません。──ところで、御ご師し母ぼの左の腿ももに、目玉を並べたような模様の刺青いれずみがありませんでしたか？」

　刺青は記憶にない。しかし、

「──火傷やけどの痕あとが、」

　老人が無言で先を促す。

「左の腿に、こう、布を巻きつけたような形の痣あざがあって、若い頃に屑くず油ゆの鍋なべを落としたって言ってたけど──」

　あれは、刺青を焼き潰つぶした跡だったのか。

　お婆が一体何をやらかしたのかは知らない。しかし、己おのが肌と諸もろ共ともに消し去らねばならなかった過去がいずれ尋常なものであるはずがない。老人の心当たりはもはや正せい鵠こくと見るより他はなく、果たして仇きゆう意いか恩義か、来世を縮めても省みないという何をその胸に秘めているのかは想像もつかない。

　残る問題はただひとつ、

「──御ご師し母ぼは、今どちらに？」

　その再会はもう二度と叶かなわず、ここに来てまさか噓うそもつけないということ。




「──お婆ばあは、河を下りました。もう二年になります」




　青味のかかった翼がひらめき、一羽の鵯ひよどりが卓の端にとんと降り立った。

　彼方かなたで遠雷の轟とどろきがひとつ、地を這はう雲の影が客間の静寂を水色に翳かげらせる。鵯は羽毛の冠を誇らしげにそびやかして銚さし子なべの縁ふちにひょいと飛び乗り、無言のうちに向かい合う涼孤ジヤンゴと老人を順繰りに見つめて、餌えさのひとつも寄越さぬ不風流を悟るや朱塗りの蓋ふたをかつんと覆くつがえして頭上の暗がりへと飛び去っていく。

「そうですか」

　それは、半ば予期していた答えだったのだろう。

　心中は知れない。老人はしかし、わずかに肩を落として細い息を吐く以外に反応らしい反応を見せなかった。

「──お婆と、知り合いだったんですか？」

　老人は自じ嘲ちようの笑みを浮かべて、

「──御師母は、私のことなど憶おぼえてはおられなかったはずです。私はその昔、龍りゆうのうねりに腰を抜かした大勢のうちの一人であったというだけのこと」

　それは、つまり、若かりし日のお婆と斬きり結んだことがあるという意味なのか。

　あるいは聞けば答えてくれたのかもしれない。しかし、それが生なま半なかな敗北でなかったのは老人の面つらつきを見ればひと目でわかったし、仮にもお婆の弟子筋にあたる自分が当の敗者を相手に負け話をせがむなど不調法も甚はなはだしい。

　それでも、どうしても知りたいという思いを抑えきれなかった。

　一体、この人とお婆との間に何があったのか。

　その欲求が、知らず知らずのうちに涼孤の感覚を極限まで研ぎ澄ませていく。似顔絵の客を待ちながら背後の足音に耳を澄ますときの要領で、物思いに沈む老人のわずかな視線の動きや表情の変化に乗じてその心の内へ入り込もうとする。その遠い記憶の中に老人は一体何を見、何を聞いているのか。──闇やみ、

　夜、

　気の散り具合からしてたぶん屋外、

　四方を壁に囲まれた中庭のような場所、

　さらに深く入り込む。腕に通じる力感の長さから得物は槍やりだと知れる。胸の、


真ん中に、



　──何だこれ。

　持病？

　違う。しかし傷だとすれば相当の、

　生きているのが不思議なくらいの、


もどちらかはっきりしない、正面から突かれたのか背後から受けたのか、



　さらに、さらに深く入り込む、


自分と相手の区別を消して、



　──骸むくろ？

　誰の？　辺り一面に、


視線の位置が極端に低い、



　理屈抜きの恐怖心、


たぶん、



　追い詰められた獣みたいな、


深手の痛みに耐えながら、



　──炎？


地べたを這は、



　煙、


──厠かわや？



　轟ごう音おん、


背後を、



　──火事？


振り返、







誰かいる。



　闇やみが渦巻く、


激痛、



　骸が燃える、


身を起こす、



　死霊の犇ひしめく闇、


声がする。




槍にすがって、






　炎。


立。




誰かが泣いている。






「────女の人？」

　思考が口から漏れていたらしい。老人はぎくりと身を強こわ張ばらせ、指先を断ち切られるような感覚とともに涼孤ジヤンゴもまた我に返った。

「──お見事」

　老人は感嘆の表情、

「まさしく仙術もかくやの聴ちよう勁けい。──これは、一本取られました」

「あ、その、」

　しかし、涼孤ジヤンゴには一体何が見事なのかよくわからない。

　自分は知らず知らずのうちに大層失礼なことをしでかしたのではないか──そういう意識は辛かろうじてあるものの、具体的に「何を」「どうした」という明確な自覚がないので適切な謝罪の言葉も思い浮かばない。ひたすら口ごもって狼ろう狽ばいするばかりの涼孤を見つめ、老人はある感慨を眼まな差ざしに込めて、

「なるほど、あの方が流儀を託そうと思うわけだ」

「──え？」

「ある原理原則として身の内に溶け込んで、最後には名前も形も消えてなくなる。技が本当に身につくとはそういうことです。凡夫は黒こつ虎こ出しゆつ洞どうをようよう習い憶おぼえて『技である』と胸を張りますが、鵯ひよどりは生まれ持った空を飛ぶ術すべをして『技である』とは思いますまい。畢ひつ竟きよう、貴方あなたと私との違いもそのあたりに求められましょう」

　客間を流れる風に水が匂におう。雨の近きを知ってか、先程からしきりに舞い込んでくる鵯たちの影のひとつが卓上を斬きり払うように横切っていく。

「──結局のところ、私は、〝龍りゆうを追う者〟だったのですな」

　まただ。

　また妙なものが見えた。そのとき、卓の向かいに坐ざしているのは明あ日すをも知れぬ皺しわだらけの年寄りではなかった。──大時代な雑ぞう兵ひよう槍やりを携え、それでよくも命があるという深手を胸に抱いて、土色の戦いくさ装束を黒々と血に染め続けている歳とし若い遠征兵の姿。

「果ても知れぬ大たい望ぼうを抱いて、己おのが身の程も弁わきまえずにただひたすらに追い続けて、ふと気づいてみればこの通りの白はく髯せん白はく髪はつ。天あま駆がける龍の尻尾しつぽを摑つかむことすらとうとう叶かないませなんだ。良師好敵との縁もまた腕の内なら、どうやら私はそれに見合うだけの器ではなかったらしい」

　柔らかな笑み、

「──いや、それもこれも昔の話。本日貴方をお呼び立てしたのは、よもや御ご師し母ぼの居所を聞き出して意趣返しをしようなどというつもりだったわけではありません。これまでの精進に一片の悔いもないと言ったら噓うそになりますが、──ただ、願わくば、いま一度お会いして、お話がしたかった」

　一体、何を話すつもりだったのだろう。

　さすがに聞いても答えてはくれまいと思った。老人の面つらつきは水みな面ものように静まってもはや何ひとつ読みとれず、仮にもお婆ばあの弟子筋にあたる自分がこれ以上何を言ったところで残酷なだけではないのかという気もする。

「しかしながら、こうして貴方とお会いできたことが私の最後の救いです。すでに御師母の亡き今、御流儀の全伝を受け継いでいるのはこの世に貴方ただひとりかもしれません。門外の差し出口と承知で申し上げますが、御身に宿した技芸の数々、是非とも大切にして頂きたい」

「──それは、その、はい」

　正直なところ、少しも実感が湧わかなかった。

　青い目の意味も弁わきまえない時分の、ちゃんばら遊びの相手が欲しいという卑小極まりない動機から自分の兵法は始まったのだ。それを今さら大仰に持ち上げられても戸惑うばかりで、そうすべきときにも胸を張れない自分の意い気く地じのなさが何だか申し訳ない気持ちになってくる。

「ああ、とうとう降り出しましたな。久方ぶりの雨だ」

　老人の視線を辿たどってみれば、庇ひさしの向こうは実に奇妙な空模様だった。

　早雲の流れと夏空の青が複雑に入り混じり、日の光は未いまだ物に影を落とす程度には明るいのに、どこからともなく舞い落ちてくる大粒の雨が往来の黄土を点々と泥に変えていく。

「天てん泣きゆうとは珍しい。どこぞの鬼が宿替えの算段でもしているのかな」

「あ」

　涼孤ジヤンゴは頓とん狂きような声を上げた。

　──しまった、

　道場でどんちゃん騒ぎをやっている連中は大丈夫だろうか。

　今すぐ飛んで帰って後片付けを手伝うべきなのかもしれなかったが、せっかくの祝いの席を雨で流されて蓮空デクーが落胆してはいないか、ということの方が気がかりだった。見かけの豪胆さとは裏腹に、蓮空にはそういう縁起の良し悪あしを妙に気にするところがある。またぞろ昨夜のように、練武場でひとり酒さけ甕がめを抱えてぽつねんと雨に打たれているかもしれない。

「──いや、ひょっとすると、この雨は縁起のよい徴しるしかもしれません」

「え？」

「私の故郷では、こういう空模様のことを『鬼の瀬渡り』と呼んでおりました。めったにない瑞ずい兆ちようで、その雨粒を受けた者は立身栄達が叶かなうというので、若い男はこぞって表に飛び出したものです」

　へえ、それはいいことを聞いたと涼孤は勢い込んで、

「あの、その話、もう少し詳しく聞かせてもらえませんか？　うちの師範代に教えてやったらきっと、」

「いえ、私は御ご師し兄けいではなく、貴方あなたのことを申し上げたつもりです」

　意味がわからない。

　老人が不意に手を伸ばし、双方の碗わんの中身を床に捨てて茶を注そそぎ直した。古い茶を場の空気と見立て、それを捨てて湯気を改めることで茶席の会話を仕切り直す意味合いの所作だ。今時あまり見かけない年寄りの作法だが、碗の重また鳴ならしは凶、下しも座ざの者が上かみ座ざの指図に先んじて行うは正しい。

「──我が手下に、左右の市の裏表によく通じている男がおりましてな」

　老人が忍び足のような口調で呟つぶやく。双方の碗が新たな茶の熱に幽かすかな軋きしみを立てる。

「本日この場に先立って尋ねてみましたところ、貴方のことも存じ上げておりました。──講武所の下男を務める傍かたわら、右の袋の外れで通りすがりを相手に似顔絵を描いておられると。所しよ場ばは炭屋の道、月の守みか代じめは銅三十滴」

　だから何だ。

　一体何が言いたいのか。

「──仰おつしやる意味が、よくわからないんですけど」

　日差しが陰る。いよいよ本降りとなった雨脚を風が波立たせ、点々と床石を打つ雨漏りの滴しずくに客間の薄うす闇やみが青ざめる。気詰まりな沈黙が続き、痺しびれを切らした涼孤ジヤンゴが再び口を開きかけたとき、老人は静かに、

　まるで物を言う古木のように、

「──仕官の望みを、お持ちではありませんか」




「ねえ、たのもうの姉ちゃんは？　どっか行ったの？」

　衣の裾すそをぐいと引かれて珠会シユアは我に返る。

　途端に、褐かつ色しよくの甲皮を纏まとった芋虫の姿が目に飛び込んできて再び気が遠くなりかける。悪童の一人が鼻先に突きつけていたのは砂渡りの幼虫で、縄張りを侵す相手とは死ぬまで戦う習性があるので虫相撲の力士として少年たちの間で人気があった。幼虫の期間は五年、蛹さなぎの期間がさらに一年、合計六年の後にはそれまでの醜しゆう怪かいさが噓うそのような銀ぎん翅しを持つ成虫となって砂漠を渡っていくが、同じく六年という時を経た少年たちが実際にその光景を目にすることなどまずない。無敵の横綱を収めていた虫むし壷つぼはとうの昔に庭の片隅へとうち捨てられ、数々の名勝負に叫び嗄からしていた声は盛り場に屯たむろする尻しり軽がるどもをかき口説くようになり、「君の髪は砂渡りの翅はねみたいに綺き麗れいだ」などと真顔で囁ささやいていた虚こ仮けの一念もどこへやら、ついには近所の醜ぶ女すを孕はらませて怒鳴り込んできた親父にぶん殴られる羽目となる。かくして人生は続いていく。

「ねえってば、西瓜すいか屋のおっさんなんで死んでるの？　お役人に知らせなくていいの？」

　死んでる？

　聞き捨てならない言葉に再び我に返ってみれば、親父はそれまでと寸分違たがわぬ姿勢で地べたに這はいつくばったまま、数人の悪童にたかられて尻の穴に棒切れを突っ込まれかけている。慌てて餓が鬼きどもを追い払い、無ぶ精しよう髭ひげを揺らす鼻息と胸の鼓動を認めてひとまずは安あん堵どするが、武術のことなど何も知らない珠会にはその先の判断がつかない。放ほうっておいてもそのうち目を覚ますのか、それとも医者を呼びに走るべきなのか。場を遠巻きにする通行人どもは客から変死者が出たという「呪のろわれ屋台」の噂うわさとその主あるじの知れきった末路に恐れをなして、珠会と目が合いそうになるだけで一歩退さがって踵きびすを返す始末だ。

　ああ、どうしよう。

　──珠会はここで待っておれ。なあに、あんな盆ぼん暗くらを相手に遅れは取らん。

　それだけ言い置いて、不敵な笑みだけを残して月華ベルカは行ってしまった。

　つり目に続いて路地へと消えていくその後ろ姿を、自分はどうして馬鹿のようにただ口を開けて見ていたのだろう。気持ちばかりが焦り、しかし親父を放ほうって最も寄よりの番所に走ろうという決心もつかず、珠会シユアは居並ぶ悪童たちの顔をぐるりと見渡して、

「──あんたたち、今すぐ番所に行ってお役人を呼んできてくれない？　道端に人が倒れてて今にも死にそうだって言えばいいから」

　えー、暑いよ遠いよ面倒くせえよおっさんもう死んでんじゃん西瓜すいかみんなで山分けしようぜ姉ちゃんもケツ見せろ、

「うるさい！　何でも後で好きなだけ見せてやるから早く行きなさい！」

　駄目で元々だった。子供が束になって押しかけ騒いだところで門前の立ち番は真ま面じ目めに取り合ってくれないかもしれない。しかし珠会の勢いに恐れをなしたのか、ひと塊かたまりになってどっと走り出す悪童たちの中にあってただ一人、ちんまい木の枝を握り締めて別の方角へ駆け出そうとする小さな姿がある。

「──あ、」

　名前は確か、

「甜香テンカ、だっけか、あんたはあたしと一緒に、」

　甜香は珠会の手から逃れようとして足をもつれさせ、頭の重さに負けて顔から倒れる幼児に特有の転び方をする。しかしそれで泣き出すでもなく、青あお洟ばなを拭ぬぐって身を起こすその表情には子供なりの決然たる意思が漲みなぎっていた。

「こら、待ちなさい！」

　待たない。通りを斜めに横切り、大人なら跨またいで通る手た綱づな留どめの柵さくを潜くぐり抜け、土ど塀べいの合間の路地へと駆け込んでたちまちその姿が見えなくなる。

　──まさか、

　月華ベルカの後を追うつもりか。

　あの木の枝で助すけ太だ刀ちでもしようというのか。自分のせいで月華がとんでもないことになってしまったとでも思い込んでいるのか。

　今度こそ放っておくわけにはいかなかった。頭上には薄気味の悪い斑まだらの空、べとつく風に裾すそを乱されてどぶ板に蹴け躓つまずき、商家の番頭と思おぼしき男とぶつかって甜香の姿を危うく見失いかける。番頭はどこの運河で足を滑らせたのかという全身ずぶ濡ぬれの有様で、続いて結い髪も台無しの奥方、がぼがぼ鳴る靴底にも泰然自若を装う役人風とさらに二人の濡れ鼠ねずみとすれ違う。彼方かなたで遠雷の轟とどろきがひとつ、ある時点から水の壁を突き抜けたように大気の質が変わり、行く手に垂れ込める騒々しい気配は降りしきる大量の水が安やす普ぶ請しんの屋根を叩たたく音に違いなかった。

「待ちなさいってば！　あんたが行ったってどうにもならないでしょ！」

　月華の背中が見えているわけでもあるまいに、甜香は何かに導かれているような迷いのない足取りで一散に駆けていく。木工職人の貧乏工房が立ち並ぶ路地は切り屑くずや廃材が散らかり放題に散らかって、まるで悪い夢の中のように甜香テンカとの距離が縮まらない。

　ああくそ、

　それでなくても走るのは苦手だというのに。




　昔の人はいいことを言う。

　──武術家が十人寄ればそのうちの九人は噓うそつきで、残りの一人は口が利けない。

　まことに然しかり。

　事ほど左様に武術家というのは口先ばかり達者な連中で、ちんけな面子メンツに拘こう泥でいしては瘦やせ我慢のような見み栄えを張り、大層な建前の裏では誰よりも意地汚く、己おのが名声を高めんがためには猫に嚙かまれた話を虎とらと分けた話に膨らませて恥じない。古今の神々はみな当家の開祖、東西の絶技はみな当家が発祥、好きに突けと言われて蹴けりを入れたら「卑ひ怯きよう者もの」で、証明しろと迫る輩やからは見る目の足りない「未熟者」で、そうした言い訳と逃げ口上の集大成こそが世に言う「武徳」なるものの正体に他ならない。

　──では甜香よ、これより六りく身しん仙合門が絶ぜつ招しよう、「通つう天てん大たい嶺れい千せん仙せん皆かい合ごう」の一手を授ける！　よく見て憶おぼえるのだぞ！

　ならば、さしずめこの小娘は十一人目だと背セ守スは思う。

　その減らず口はまさしく武術家並みだが、噓つきと呼ぶのもまた少し違う。

　馬鹿すぎて、身の程を弁わきまえるということを知らないのだ。

　その奇天烈きてれつな稽けい古こ着ぎを見れば、いずれ裕福な家に生まれて蝶ちようよ花よと甘やかされてきた娘であろうことはひと目で知れる。生まれてこの方、周囲の誰からも何事もただの一度も否定されることなく育った餓が鬼きというのはこのように成り果てるのかと、背守はまるで異国の珍獣でも見るような好奇心さえ覚えつつある。

　まあいい、

　こういう馬鹿を踏み潰つぶすのも一興だ。

　思えば今日は朝から面白くないこと続きだった。そもそもの夢見がろくでもなかったし、米こめ櫃びつもじき底をつく懐ふところの寒さを思えば朝あさ糞ぐそのきれもひとしお悪く、長屋の裏から出ていくところを大家の婆ばばあに見つかって嫌味たらしく家賃の催促をされた。こう暑くては手配師の面つらなど拝む気にもならんと仕事を諦あきらめ、道場に早出して涼孤ジヤンゴのケツを蹴飛ばしてやれば銅の涙の二粒三粒は零こぼすだろう、そいつで朝飯にしよう──という計算は果たして良かったのか悪かったのか。たどり着いてみれば道場は門外まで黒山の人だかり、弟子の一人が言うことには──おい背守よ、どえらいこった、あの蓮空デクーが大だい比ひ武ぶの擂らい台たいに上るんだとよ。いや驚いた、まったく大したもんだ。これでうちもいっぱしの道場ってもんだよな。ほれ、お前も真まぶ墨ずみに触らせてもらってこいよ、きっと武神のご利益があるぜ。

　面白くなかった。

　小うるさい奴が舞い戻ってきただけでも鬱うつ陶とうしい事この上ないというのに、そいつが一夜にして英雄となっている様を見せつけられては面白いはずがなかった。祝いのただ酒を拒む理由もなかったが、鬼のいぬ間は一緒になって陰口を叩たたいていた連中までもが掌てのひらを返したように神様仏様蓮空デクー様、その腑ふ抜ぬけた面つらは到底見るに忍びず、こうなったら河か岸しを変えて飲み直す他はないと背セ守スはひとり道場を抜け出したのである。

　まったくもって面白くなかった。

　溺おぼれる者は藁わらにもすがるのだろう。独ひとつ峰みねの頂点に立ったというならいざ知らず、たかが右手の墨ひとつであれほど盛り上がることのできる弟子たちの愚おろかしさと貧乏町の幸の薄さが背守は憐あわれでならない。

　大だい比ひ武ぶへの出願など、その気になれば足あし萎なえの老婆でもできることではないか。

　字が書けないのなら代書屋に届けを書かせ、役人どもの制止にも知らぬ顔を決め込んで、後は右手に墨が入る痛みにさえ耐え抜けば「憂ゆう国こく剣士」ならぬ「憂国ばばあ」の一丁上がりだ。七番手講武所にいた時分にもそういう考えなしの馬鹿どもは飽きるほど見てきたが、連中の二人に一人はまず秋までに夜逃げをする。実際に擂らい台たいの上に踏み止とどまって善戦し、軍の将官たちに認められて何がしかの禄ろくを得た者など指折り数えるほどしかいなかったと思う。

　では、果たして蓮空はどうか。

　少なくとも夜逃げはすまい。

　世に言う「武徳」なるものを真に受けているかのような馬鹿さ加減は見ていて苛いら々いらさせられるが、肝心の腕の方はまあそれなりだ。相応の戦績を収めてお情けの禄にありついたとしても驚きはしない。

　だが、そうなれば蓮空もまた、お定まりの轍てつを踏んで腐っていくことになるのだろう。世のおめでたい凡俗どもは大比武の踏破を「武人の上がり」と考え、その華々しさに浮かれ騒いだ後にはたちまちすべてを忘れ去るばかりで、一いつ時ときの栄誉が霞かすみを食って生きていける身体からだを保障するわけではないのだという当然至極のことをいつまで経たっても理解しようとしない。かつて背守が指折り数えるほどには見てきた大比武踏破者のうち、今なお軍籍にその名を残している者などただの一人もいないのだ。もし問う者があらば「成すべき仕事は成した」だの「まだ見ぬ武の高みを求めて」だのと唇寒い能書きを垂れるだろうが、何のことはない、連中の下げ野やは妾めかけの一人も囲えぬ軍禄よりもましな稼ぎを求めてのことに過ぎない。もう二度と危ない橋は渡らぬという固い決意のもと、大比武踏破者たちは乱造した「奥おう義ぎ」を金で売りさばいて日々遊び暮らすようになり、かつてはそれなりであったはずの腕も、どぶ川に投げ捨てられた包丁のように芯しんまで錆さびついて使い物にならなくなっていく。

「──ここらでいいか」

　背守は足を止めた。

　貧乏町の裂け目のような路地だった。両側に立ち並ぶ祠ほこらの主は「汚れ童子」という職人たちの守り神で、休みなく精進する者に福を授けて怠け者には罰を当てる。だから祠ほこらも建てたきりの荒れ放題、拝んだり物を供えたりすることに時を費やすのは逆に不興を買うとされ、近隣の住人たちもこの神のいる路地はよほどの理由がない限りは避けて通るはずだった。やくざ連中もまた、街の各所に点在するこの種の場所を「島外れ」と呼んで近づきたがらない。

　小娘はぐるりと周囲を見回し、胡う散さん臭くさげに鼻を鳴らした。

「──ふん、つり目の瘦やせ猫はこういう死に場所が好みか」

　馬鹿と正直は同じものの表裏、もしくは入れ物と中身の関係にあると思っていたが、実際にその生ける見本のような奴を前にしてみると背セ守スもある種の感慨を禁じ得ない。──途中で背後から打ちかかってくるようなら少しは見直してやってもいいと思っていたのに。

「なあつり目よ。お主、住まいはどこだ」

「あ？」

「だから、お主の住まいはどこかと聞いておる」

「──何だよそりゃ。後で親父の雇ったごろんぼうが火でも点つけに来んのかよ？」

　まったく見下げ果てた奴だ、小娘はそう言わんばかりのため息を吐いて、

「よいか。お主はこれから妾わらわの剣にかかってぎったんぎったんにされるのだ。命まで取ろうというつもりはないが、手前の足で歩けぬ様ざまとなったら戸板に乗せて連れ帰ってくれる者が要り用であろう。お主のような奴でも家に帰れば身内も戸板もあろうしな、いざとなったら知らせてやるよって、これは即すなわち武人の情けで聞いている。住まいはどこだ」

　お前は怒ると無表情になる。

　人から何度かそう言われたことがある。

　本物の鏡など生まれてこの方一度も見たことはなかったが、小娘の眼まなこに今の自分の顔がどのように映っているのか知りたいと背守は思う。彼方かなたで遠雷の轟とどろきがひとつ、涙の倍もありそうな雨粒がぼたりと背守の頰ほおを刺し、頭上は晴れとも曇りともつかぬ奇妙な空模様で、ほろ酔い加減も河か岸しを変えて飲み直そうという気もとうに失うせてしまっていた。

「──恨みやしねえさ」

　腰の、鮫さめ革がわ巻きの柄つかに右手をかけた。

「そこいらにうっちゃっといてくれて構わねえよ」

　本心だった。

　鍔つば留どめの緒を解ほどき、木剣をゆるりと抜き放つ。

　弾はじかれたように小娘が構える。馬鹿の一つ覚えの陣突、初めて道場に殴り込んできたあの日からまったく進歩していないように見える。そんな絞りの足りない手の内では野の良ら犬一匹さえ打ち果たせるはずはなく、前方につんのめるような姿勢の悪さは出足の膝ひざを踏み折られたいのだとしか思えない。一向に力みの抜けない小さな身体からだがやがてぶるぶると震え出し、それでも小娘は好物を前にした猫のような目つきを改めない。

「──あ、案ずるな。これは、武者ぶる、ぶるる、」

　本当にそうなのだろう。必死で恐怖を堪こらえているのならまだしも救いがある。

「よお、早くしねえと本降りになっちまうぜ」

　小娘は答えない。もはやまともに口を利けるような状態ではないらしい。やがて、

「────────た、」

　視線が居着く。切っ先に明々白々な色が出る。

「──た、」

　来る。

「たのもう────────────────────────────────っ!!」

　意味不明の気合とともに、小娘を最後まで繫つなぎ止めていたものが弾はじけ飛ぶ。

　物を投げつけるような単純素朴な勢いで、小さな身体からだがひと息に踏み込んでくる。

　背セ守スは動かない。

　木剣を手にだらりと突っ立ったまま、予あらかじめ爪つま先さきで探り当てていた握り拳こぶし大の石を小娘の顔面に衝突する高さへと蹴けり出す。

　これが当たるようなら話にならない。身をかわそうとして隙すきが生じればそれでいい。どの道勢い一辺倒で踏み込んでくる小娘はどう足あ搔がいても急には止まれない。鎖骨かどこかに一発入れて地べたに転がしてしまうのが一番早いだろう。左肩を入れ、狐こ手しゆの握りを背後に隠して背守は沈ちん墜ついする。

　よかったな──と衷ちゆう心しんから思う。

　お前の馬鹿も今日限りだ。




「──その昔、白陽の地において、五軍と四将の命を吞のみ込む大乱がありました」

　再び遠雷、降りしぶく雨音を背景に老人の語りが続く。

「『王府問答』が洸こう猪ちよ七年の元日、観将老眞ロウマの暗殺事件が同年三月、直後に卯軍の第一次麓ろく邑おう進駐、その四年と六ろく月げつの後に王都夏禍カルカが陥落。天領──すなわち属州となって以降の道筋は更なる受難の連続と言う他はない。六十余年を経た現在も、白陽天は様々な蛮徒逆賊が思い思いの旗印を掲げて暗躍する騒乱の地です」

　何が何だかわからない。

　要するに「今も昔もろくでもない土地だ」という話なのだろうが、ひとつひとつの言葉の意味はまったく理解できない。涼孤ジヤンゴの知っている「王府問答」は真ま面じ目めも過ぎると身を滅ぼすという内容の教訓話で、「老眞」といったらつい何日か前に浮気がばれて嫁に叩たたき出された近所の屑くず屋のおっさんだった。

「つまり、苦労は多いが出世も早い。槍やり働きの覚えもない文弱が一いつ端ぱしの軍官として罷まかり通る昨今、〝三の虎とら〟方面の生え抜きといったら武臣倫院においても下足番の挨あい拶さつからして違います」

「──あの、」

　とにかく、洒落しやれや冗談の類たぐいではないのだろう。

　つまり、疑うべきは老人の頭の具合ということになる。ついに呆ぼけの毒でも回ったか。人の目を見てものを言え。

「何か、勘違いしてませんか？　ぼくは──」

「左様、貴方あなたの出自のこともある」

　老人は静かに頷うなずいて、

「かの地において『山駆サンク』、本邦において『言愚ゴング』と称される白陽山岳民は、今こん日にちでもその一部が流民と化して駐留軍との衝突を続けています。しかし、一方では恭順の姿勢を見せる氏族もあり、彼らの中には駐留軍への入隊を申し出る者も少なくありません」

　老人は涼孤ジヤンゴの青い眼まなこを見据え、まるで経でも誦ずすかのように続ける。

「──実は、駐留軍の一部に、そうした現地志願兵の中から戦技優秀な者を選抜して試験部隊を編成しようという動きがあるのです。主な任務は山岳斥せつ候こう、卯人の成員は現場指揮官である禄ろく長ちようのみ、訓練に当たるのは夏禍カルカを本拠とする武臣倫院直轄の教導団で、私は、その剣術指南役に、貴方を推挙しようと思う」

　開いた口が塞ふさがらない。

　言葉もなく、涼孤はただ呆ぼう然ぜんと老人を見つめる。

　──剣術指南役？

　まったく想像がつかない。

　あるべき話の筋道というものが見えてこない。

　近所の厩うまやの仕事を世話してやるというなら自分は一も二もなく大喜びしただろう。が、老人の申し出はあまりにも飛躍が過ぎる。老人が軍に対して何がしかの影響力を行使し得る立場にあるとしても、そもそも何を好き好このんでそんな無理無体な要求を押し通す必要が、

　──あ。

　そのとき、涼孤の脳裏にひとつの答えが思い浮かんだ。

「──そうですな、差し当たっての任地は、王都夏禍の鮎河デンガ要よう塞さいということになりましょう」

　老人はわずかに表情を緩め、彼方かなたの地に思いを馳はせるかのように眼まな差ざしを遠くする。

「士官専用の邸宅も使用人も用意されるはずですが、そういつまでものんびりと腰を落ち着けているわけにもまいりますまいな。方々の駐屯地から招しよう聘へいを受けて、次から次への旅の空を過ごす生活もしばしばとなるでしょう」

　疑問の答えは、一人の少女の姿をしていた。

　その少女は、奇妙な稽けい古こ着ぎを着て、分不相応な木剣の切っ先をこちらに向けて、今日こそ決着をつけてやるぞと言わんばかりの不敵な笑みを浮かべていた。

　──ああ、

　そうか、

「無論、士官として推挙するからには相応の支度金も当方にて用意させて頂く。突然の話で驚かれるのも無理もないが、私は、御ご師し母ぼが辛からくもこの世に伝え残した技芸を野やに埋もれさせておくのがあまりに惜しいのです」

　そういうことか。

　顎あごも足も存分につけてやるから、あの少女の前から消えろと老人は言っているのだ。

　別段腹も立たなかった。まったくの妄言でしかあり得なかった話がようやく腑ふに落ちてくれて涼孤ジヤンゴはむしろ安あん堵どする。やんごとなき方の行く手に犬の糞くそが落ちていたら、従者のすべきは「別の道を行け」と諭すことではよもやあるまい。姫のお御み足あしをこれ以上汚けがさぬよう、老人は単に己の為なすべきを為そうとしているのだろう。

　有あり難がたい話だと思う。

　皮肉でなく、本心からそう思う。

　犬の糞にさえ、これほどの道理を尽くそうという相手を涼孤は生まれて初めて見た。

　この人はきっと、蓮空デクーと同じような人種なのだろう。軍の剣術指南役という申し出は、自らが為さねばならない理不尽にただ目をつぶることを潔いさぎよしとせず、涼孤の行く末を老人なりに真剣に案じてくれた結果に違いなかった。

　老人が涼孤を見つめ、探るような口調で、

「白陽の駐留軍に与くみすれば、あるいは、ご自身と出自を同じくする人々と戦うことになるかもしれない。──そのことが、気がかりですか？」

　違う。

「非礼を承知で申し上げますが、青い目に生まれついたからには人に踏みつけにされて当たり前と、そういう考えがもしおありならたった今ここで捨ててしまうがよろしい。世の中が変わらぬ以上は、貴方あなた自身が変わるより他に道はないのです」

　──ほら、

　そういう物言いまで蓮空と同じだ。

　苛いら立だちと諦あきらめが均等に涼孤の心を閉ざす。

　この人にはわからないのだ。人の世において、ただ一種一匹の下等な獣であるかのような人生が一体どういうものか。歩いてはいけない道があり、口にしてはならない言葉があり、幸運とは十発殴られて当然のところを五発で勘弁してもらえるという意味で、それでも決して殴り返さないことだけが世の中のすべてを敵に回さないための唯一の方法だった。

　何の手加減もない蔑べつ視し、というもの。

　そこに一片の自覚も理由も必要でない、ということ。

　老人がたとえ当代卯王その人と懇意であろうとも、青い目の言愚ゴングが軍役に就くなど夢のまた夢だろう。まず三日と命はあるまい。生きて白陽の地を踏むことさえ叶かなわないかもしれない。それでも世間ではなくお前が変われと老人は言うが、尻尾しつぽの鈴を外してしまった六牙ロンガが人の世で生きる道はない。

　卓上に手を伸ばし、冷めた茶をひと息に飲み干す。

　美う味まいも不ま味ずいもわからなかった。姿勢を正して老人の黒い目を真正面から見つめる──時と場合によっては手打ちにされても仕方のない行為。

　この人は、かつて幾度となく似たような横車を押しては周囲の不興を買ってきたのだろう。

　ましてや軍門において、そんな難儀な性格を改めもせずに髭ひげの白む歳としまでよくも生き延びてきたものだと思う。が、それは同時に老人の卓抜した武技の証明に他ならず、その非凡さをもたらしたものはお婆ばあに対する一念だったのかもしれない。知らぬこととはいえ、この人ひとりを後に残してさっさと河を下ってしまったお婆は確かに「人で無し」には違いないのだろう。

「──とても、有あり難がたいお話だと思います」

　皮肉でなく、本心からそう言った。

「ですが、お受けすることはできません。お骨折りを頂いたことについては感謝します。本当に、有難うございました」

　しばしの間、老人は無言のうちに両の目を閉じていた。

「理由を、お聞かせ願えませんか」

「どぶ川の小魚が、明日から陸で生きろと言われてはいと頷うなずくわけにはいかないからです」

　老人のため息、

「そういう言い方は良くない癖くせだ。ものの例たとえであっても、あまりご自身を卑下するものではありません。──それに、貴方あなたはひとつ、思い違いをしておられる」

　そろりと呟つぶやいて、老人が目を開ける。

　卓の下、座り差しに差した長剣の柄つかには右手がすでに絡んでいる。

　そのとき、周囲の卓には降り出した雨にも腰を上げずに居残り続けている五人の茶飲みの客がいた。厨ちゆう房ぼうの戸口の陰には雲突く体たい軀くの女給、雨中の三景に人馬の行き来はすでに絶え、泥水の中をひとり悄しよう然ぜんとうろつく溝掘り乞こ食じきの姿はまるで棲すみ家かを失なくした貧乏神のようだった。

「──私は、『お願い』をしているわけではないのです」

　その全員が群狗グングの手下であり、全員が複数の暗あん器きで武装していた。




　いくら走るのが苦手といっても相手は子供、その逃げ足によもやこれほど手こずらされるとは思ってもいなかった。満面の汗に視界が霞かすみ、懸命に伸ばした手の先をあと少しのところですり抜けられるたびに憎悪さえ覚える。もう息が続かない。それでも珠会シユアは最後の力を振り絞り、目の前を逃げていく甜香テンカの襟えり首くびを、今度こそ、

「つかまえたっ！」

　力任せに引き寄せる。しがみついて押し倒す。

　下敷きになった甜香テンカは怒りの声を上げて大暴れに暴れるが、その首根っこを珠会シユアはきつく押さえ込んで放さなかった。また逃げられでもしたら今度こそ追いつけない。息は枯れ、喉のどは焼けて説教のひとつもままならず、これくらいは仕置きの代わりと甜香の背中に馬乗りになって天を仰いだ。ああ腹の立つ、

　いい女は走ったりしないんだっつの。

　果たして、番所にやった餓が鬼きどもは役人を連れてきてくれるだろうか。放ほうったままの屋台の親父も気がかりだったし、ひとまず戻って首尾を待つしかあるまいと決めたそのとき、傍かたわらのどぶ板が湧わき返る泥水にぼんと跳ね上がった。濃密な風に耳が詰まり、何事かと慌てる珠会の目に得体の知れないものが映る。──路地の奥から何やら妖よう怪かいじみた速度で迫る、まるで霞かすみを一枚に固めたような白い壁。

　晴れと雨の境目だった。

　甜香を庇かばって身を伏せ、息を止めるが早いか地を耕すような豪雨に吞のまれた。巨大な雨粒は不気味なほど生温かく、小石を撥はね飛ばして荒れ狂う雨脚に目を開けていることもできない。永遠に続くかと思われた蹂じゆう躙りんはしかし、その始まりと同じ唐突さで勢いを薄れさせ、最後にはこれという変哲もない夏の雨へと次第に収束していく。

　怖かった。

　死ぬかと思った。

　さてはあれか、水神様は自分に恨みでもあるのか。驚きのあまり虫のように固まっている甜香を助け起こして自らもようよう立ち上がり、裾すそを絞ってため息をつくと同時に今度は右手の厩うまやでがらがらどんと騒々しい物音、今度は何だと振り返る間もなく扉が一発で蹴け破やぶられ、路地へと飛び出してきた月華ベルカに戸板もろとも踏みつけられて珠会は今度こそ死ぬかと思う。

　跳躍、月華は「なんか踏んだ」という顔で両足を泥水に滑らせて踏み止とどまり、戸板の下の珠会に気づいて慌てた様子で何事かを言いかける。こっちだって言いたいことは山ほどあるのに再び迫る不穏な気配、這はって逃れた次の刹せつ那なに戸板はつり目の震しん脚きやくで踏み砕かれていた。縦振りの一撃が雨滴を撥ね散らして弧を描き、月華の危なっかしい受け太だ刀ちに狙ねらいを外されて泥水の中に切っ先を叩たたき込む。その迫力はともかく、屋台の親父を指の一いつ閃せんで昏こん倒とうさせた男のものとは思えぬ雑な攻め手の理由は明白で、つり目は右腕一本で木剣を操っており、左手は血の滴したたる額の打ち傷を押さえているのだった。

　──まさか、

　あれは月華が、

　つり目が吠ほえる。踵きびすを返して月華が逃げる。甜香がさらにその後を追い、事ここに至っては走るのが苦手などと言ってはいられなかった。つり目も手負いとはいえ身の丈の差は歴然、単なる歩幅の勝負になったら自分に勝ち目がないことを月華はどうやら百も承知で、曲がれる角は必ず曲がり、路傍のがらくたは当たるを幸い背後に撒まき散らして相手の視界から少しでも長く己の姿を消そうとする。挑発と罵ば声せいと泥水に撥はね踊る足跡、悪霊返しの飾り門と雨ざらしの洗濯物と昼なお暗い猫の通り道、行く手を阻む扉は蹴け破やぶるためにあり、とある飯屋の厨ちゆう房ぼうへと暴れ込んで鍋なべ釜かま包丁を投げる投げる投げる、それでもつり目が怯ひるまぬと見るや、料理人たちの罵声も尻しり目めに続きの客間へと逃げ延びたところでついに窮地が訪れた。ずぶ濡ぬれ泥まみれの小娘が棒切れ片手に飛び込んでくれば物もの盗とりか食い逃げの類たぐいと思われても仕方がなかったし、咄とつ嗟さに月華ベルカを取り押さえようとした数人の客の中に諦あきらめの悪い奴がいて、つり目の追い打つ一撃に白目を剝むいてもなお腰に組みついたまま離れない。無駄に肥えたその身体からだが力任せに蹴り退のけられたとき、右へ返すつり目の一刀が月華の首筋を狙ねらって振り抜かれんとしていた。

　──あ！

　その一手が月華を懐ふところに呼び込むための誘いと映ったのは、剣術のけの字も知らない珠会シユアが傍はた目めに見ればこその直感だったのかもしれない。

　案の定、月華は木剣を腰だめに構えてつり目の懐へと飛び込んだ。立ち回りの挙句に姿勢が崩れ、周囲の卓や椅い子すが邪魔で後にも退ひけず、ならば自ら内へと攻め入って骨を断つという判断に誤りがあったわけではない。肘ひじや膝ひざで迎え撃たれるにせよ、それと引き換えに渾こん身しんの一突を水すい月げつに打ち込めるのなら悪くない取り引きだという計算もあったろう。すべてを覆くつがえしたのはつり目の退き足で、身体を十字に開き、空振りさせた右腕と前方に振り出された左腕が一直線に並んで獲物を貫く槍やりのようになる。手形は虎こ爪そう、狙ねらうはやはり水月、腕力に任せて突き込むのではなく、身体の重さを真横に使って触れんばかりの距離から押し飛ばすような一撃。

　月華が死んだ。

　少なくとも珠会の目にはそう見えた。

　ものすごい音がした。月華の小さな身体が雨あま除よけの垂れ幕を突き抜け、表通りの中ほどまで吹き飛ばされてごろごろと転がった。あれで無事なら馬に蹴られて死ぬ奴はいない。逃げ遅れてその場に居残っていた客たちも一様に息を吞のみ、一人の男が声を引き攣つらせて、

「ひ、ひひっ。人殺しっ」

「──うるせえな」

　つり目は男に目もくれない、

「大して効いちゃいねえよ」

　独り言のようにそう呟つぶやいて、柄つか巻まきの鮫さめ革がわを締め直し、傍かたわらに転がっていた平椅子を無造作に摑つかんで通りへと出ていく。再び遠雷、不規則な雨脚がざんざんと地を叩たたき、そのくせ雲間から溢あふれ出る日の光に照らされて路上は噓うそのように明るい。正面は大運河の六番分流、川風に揺らぐ柳の並木と水神到来を寿ことほぐ船場衆の幟のぼり旗ばた、月華は泥水の只ただ中なかに突っ伏したままぴくりとも動かず、その後頭部をめがけてつり目は力任せに平椅子を投げつける。

　猫の子のように月華が跳ねた。

　平椅子が二つに砕けて宙を舞い、その間かん隙げきを縫ってつり目の胸元に飛び散ったものは目め潰つぶしのつもりで月華ベルカが掌中に握り込んでいた泥の塊かたまりだった。死んだふりが見抜かれていたからにはそれ以上の不意打ちなど成り立たないと割り切るべきだったのに、月華は未いまだ腰の定まらない不安定な体勢から下段の外振りでつり目の前足を薙なぎ払おうとする。拙せつ速そくに過ぎるその一手は半歩踏み込まれるだけで打点を外され、続く二度の足技に退路を限定されて、後方に跳んで逃げるしかなくなった月華を容赦のない逆ぎやく袈げ裟さが追っていく。

　思えば──

　思えば珠会シユアとて、屋台にひとつだけ売れ残った肉にく饅まん頭じゆうをどちらが買うかで大おお喧げん嘩かをしたのがそもそもの始まりだったのだ。

　目の前の光景にただ声もなく、珠会は甜香テンカとともに場を取り巻くその他大勢の一人に成り下がって路傍に立ち竦すくむ。何のことはない──月華と初めて出会ったあの冬の日がつい半年前の正月であることに思い至って他人事のような驚きを覚える。もっとずっとずっと昔からの知り合いだったような気がしていたのに。茶請けの甘豆腐に棒刺しの蜜みつ飴あめに屋台売りの西瓜すいか、記憶の中の月華はどういうわけだかいつも物を食ってばかりいて、これから先もずっと二人で馬鹿をやって笑い合っていくのだと思っていた。

　逆袈裟が振り抜かれた。

　すんでのところで仕損じたかに見えた一刀は、大して高くもないその鼻の先を真下から抉えぐるようにかすめていたらしい。背後の水みず溜たまりに転げ込み、あふれる鼻血を横ざまに拭ぬぐい、身の内に暴走する戦意を振り絞るような声で月華が吠ほえる。
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　光の雨。

　雲間が乱れ、陽光の白と夏空の青が大気に溶けて降りしぶく水の粒を輝かせる。天気雨の決闘はその場に居合わせた人々の度肝を抜いて、軒下の退屈よりもずぶ濡ぬれでの見物を選んだ連中が点々と周囲を取り囲みつつあった。手前勝手な野次が飛び、武術談義の論陣が張られ、商売の好機も忘れた雨あま笠がさ売りが賭かけ金をまとめに走り回る。傍かたわらの甜香は全身を目にする勢いで月華の一挙手一投足を見つめているが、珠会にはもうわからない。棒切れで死ぬほど殴ったり殴られたりすることの何がそんなに面白いのか。

　またも月華が仕掛ける。

　駆け引きも何もない単純さで真っ向からつり目の間合いに飛び込んでいく。緊張と興奮に引き攣つったようなその表情が珠会にはまるで笑顔に見える。

　未いまだ血の味を知らぬ牙きばを剝むき、両の目を爛らん々らんと輝かせて、生まれて初めての獲物をその手にかけようとする虎とらの子の笑顔だ。




　また逃げられた。

　背セ守スの疑念が確信へと変わったのは、返しの首打ちで小娘を誘い、直後の踏み込みを退歩で潰つぶして撞とう掌しようを打ち込んだときだった。当然あるべき手て応ごたえが途中ですうっと抜けていくような感覚。確かに放ったはずの力がどこかの時点でその持ち主をうやむやにされて、気づいてみれば相手が後方に跳んで逃げるための手助けをしているに過ぎないという転倒。

　──こいつ、

　もう間違いない。

　事ここに至っては認めざるを得ない。見る目も逃げる足も止める度胸もないくせに横から人殺し呼ばわりだけはしてくる奴がいて、うるせえな、手て前めえこそぶっ殺してやろうかと思う。

「大して効いちゃいねえよ」

　勁けい力りよくが化ばかされている。

　打ち通したつもりの力が途中で乗っ取られて防御に逆利用されている。

　背セ守スが知る化か法ほうとは根本的に違う。目に見える動作としてはまったく表に現れず、といってまさか硬いん功ごん夫ふーの類たぐいでもあるまいし、そもそも小娘自身に敵の決め手を化かしてやったという自覚があるのかどうかもはっきりしない。それまでの頭のゆるさからすれば「どうだ見たか」と得意満面で勝ち誇ってもよさそうなものなのに、大仰に吹き飛ばされて泥水に突っ伏したまま死んだふりなどしている。

　面白くない。

　手加減をされているようで無性に腹が立つ。白目まで剝むくその猿さる芝居が実に苛いら立だたしい。左手に泥を握っているのも丸見えだった。口を開けば一いつ端ぱしの武人を気取るくせに、死んだふりは得物の逆さか差ざしより縁起が悪いということも知らんのか。

　起きろ。

　平ひら椅い子すが二つに砕けて宙を舞う。泥の目潰しはかわすまでもなく、外振りの脛すね打ちは打点が深すぎて問題にもならなかった。視線の動きと二度の捨て技で退路を潰し、しかし肝かん心じん要かなめの逆ぎやく袈げ裟さが狙ねらい定めた顎あごを打ち抜くには至らず、背後の水みず溜たまりに転げ込んだ小娘と一足一刀の間合いを隔てて視線が絡み合う。まったくもって面白くない──未いまだ戦意の尽きぬその目の色が気に入らない。毎日美う味まい物を食って、綺き麗れいな服を着て隙すき間ま風かぜの入らない部屋で寝て、それでもまだ人に勝ちたいというその強欲さが許せない。
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　百年前に生まれたかった。

　問答無用で戦いくさに取られ、名も知れぬ辺土の草葉に屍かばねを晒さらすのだとしても、己の無能を噓うそ八百で糊こ塗とすることのできない世の中であれば本望だった。天てん賦ぷの才──という言葉を背守は信じない。名が欲しければ金を出せ、と公言する七番手講武所師範の醜しゆう悪あくを、その挙句に自ら腐り果てていった大だい比ひ武ぶ踏破者たちの度し難がたさを背守は嫌と言うほど見てきた。もし本当に才が天与であるのなら、連中の頭には一人残らず雷が落とされていなければならなかった。

　光の雨。肌にへばりつく濡ぬれ衣ぎぬの煩わずらわしさよりも、額の出血を目に入る前に洗い流してくれる雨脚の激しさが有あり難がたい。性しよう懲こりもない陣突、飽くなき真正面からの斬きり込みをかけてくる小娘の顔面を容赦なく踏み倒す。

　立て。

　脇わき腹ばらと見せて狙ねらうは右腕、肘ひじでも甲でもお構いなしに踏み潰つぶしてやるつもりだったのに、小娘は最後の踵しよう脚きやくをものの見事に化かして鵺ぬえのような身のこなしで逃げていく。追い込まれて技が崩れたときの方がよほど動きがいい──中途半端に教え込まれた仙合剣が、こいつにとってはむしろ身を縛る枷かせのような役割しか果たしていない。

　すでに命のやり取りだった。

　泥を蹴けって走り出す。無数の雨粒が地から湧わき出て空に吸い込まれていくような錯覚。逃げ惑う野次馬はどいつもこいつも口のあたりに穴の開いたぺらぺらの紙人形のように見える。背セ守スは無表情の仮面をかなぐり捨てて、壮絶な笑みを豪雨に晒さらして月華ベルカを追い詰めていく。




　また捕まった。

　鍔つば迫ぜまりから逃げようとして足を踏まれ、次の膝ひざは罠わな、その次の肘打ちも罠で、こちらの意識が受けに固まった瞬間を狙いすましていたかのようにつり目の圧力が遠くなった。

　引き胴。

　衝撃。月華を残して天地が一回転する。泥田のような地面が横っ面つらにぶち当たり、逃げる方向を読まれて今度は逆側に蹴り飛ばされる。胴打ちも横蹴りも芯しんを外して受けてはいるが、その戻り際ぎわを攻め返そうにもつり目がまったく順番を回してくれない。体力勝負の長丁場に持ち込んでこちらを攻め疲れさせる手もあるだろうに、まるでそうしていないと死ぬと言わんばかりの勢いでただひたすらに押し込んでくる。追い突きに迎え突きをどうにか合わせ、強引に間合いを切って月華は懸命に呼吸を整える。ひと息、ふた息、もう来た。続く上段がまたしても罠、返す一刀を膝に打ち込まれて一発で軸芯を崩された。直後に肩を押し込まれて背後に吹き飛ばされる。疲労のあまり頭がまともに働かない。雨水が頭の中にまで染み通って思考が泥にまみれているような感覚。

　むしろ月華に言わせれば、他の人はなぜぐるぐる回らないのかがわからない。

　宮中での言葉遣いやら立ち居振る舞いやら、あんな窮屈な手枷足枷を押し着せられて平気な奴こそどうかしているのだ。意味も由来もいざ尋ねてみれば誰も何も知らないくせに、自分の好きなように歩いたり笑ったりすることの一体何がいけないのか。生ぬるい豪雨、眩まぶしいほどの日の光と股またぐらに染み入る泥水の感触。早く立ち上がらないとつり目に殴り殺される。

　──え？

　動けなかった。

　地を這はう横殴りの一撃。受け太だ刀ちなど何の甲か斐いもなく、側頭部を真横に抜ける衝撃に危うく意識を弾はじき出されそうになる。踏ん張りが利かない。つり目の追い足をもう振り切れない。泣いても笑っても次の一合が最後だろう。鬼の形相でつり目が迫る。真っ向上段から斬きって落とさんとするその一撃に、もはやどういう逃れる術すべも見みい出だせない。

　ならば──

　月華ベルカは、一転して踏み込んだ。

　考えた上での行動ではなかった。いつか見た戦形──初めて道場に殴り込んだあの日の、初めて涼孤ジヤンゴと立ち合ったあのときの動きを脳裏に辿たどっていく。今度は立場が逆だ。あのときは自分が攻め手で上段だった。受け手の涼孤は、踏み込むと同時に半身になって、確か、

　こう──




　──そんなに腰を横に切るからだよ。




　そのとき、月華の中で何かが起こった。

　例えば盲めしいが突如として光を取り戻せば、あるいは啞おしの喉のどから言葉が迸ほとばしったらかくもあろうという衝撃だった。一ひと度たび始まってしまったら二度と止めることのできない不可逆な変容──それは、「理解」などという言葉では到底表し足りない、今までこうと信じていた世界観の徹底した解体さえ迫るある種の爆発だった。

　──だからさ、腰を横に回して発はつ勁けいしようとするからだよ。胴を抜くときでも、腰は横じゃなくて縦に回すんだ。

　例えば虎とらは。

　虎は、獲物を前にして如い何かに己おのが身を処するか。樵きこりが斧おのを振るうような、縦の背骨を横に捩ねじる動きと果たして何いずれが合理か。空から甕がめひとつ覆くつがえせなかった胴払いと涼孤の肘ひじの一撃。例えば人が二足をもって地に立つ。重心を前に進めて一歩を踏み出す。それを拡大すれば震しん脚きやくと沈ちん墜つい勁になる。それを足から腰に、腰から背中に、背中から腕に、腕から刃やいばに。

　足し算の力と引き算の力。

　体重を使う「生みだす力」と、姿勢を使う「減らない力」。

　わかってみれば、物心のついた時分から知っていたはずのこと。

　己が足で日々歩いている者なら本当は誰でも当たり前に身についているはずの要よう訣けつ。改めて参渦シヤンガに習うまでもなかったはずの、しかし別の言葉と別の表現で何度も繰り返し教えてくれていた答えの在あり処か──陣突とその変化形の「本当の意味」。

　一瞬でも早く踏み込もう、という考えは捨てた。

　それはもういらない。

　いらないどころか有害かもしれない。

　これ以上早く踏み込もうとすれば、むしろ速度を殺す方向に働く筋肉にまで力が籠こもってしまう。五体をもっと細かく割って使えるなら話は別かもしれないが、今の自分にはまだそこまでのことはできない。

　つり目の出鼻を封じる位置に前足を踏み下ろす。

　旋転して左半身を作る。両足の踵かかとが自分でも信じられないような力で蹴けり込まれる。それを足から腰に、腰から背中に、逆さか手てへと握り直した木剣の切っ先を肘ひじの延長と見立ててつり目の下っ腹に叩たたき込む。徒と手しゆ拳けん法ぽうで言うところの「翻ほん身しん盤ばん肘ちゆう」の形に近い。




　つり目が死んだ。




　その場にいた全員の目にそう見えた。

　鐘突きの撞しゆ木もくで迎え撃つにも似た一撃だった。真っ向上段から斬きり込もうと前傾したところを水平に撃ち抜かれ、月華ベルカの頭上を飛び越すように回転したつり目の身体からだが顔面から泥水に落ちて動かなくなった。野次馬どもの皿の眼まなこと半開きの口、激しい雨脚に晒さらされ続ける月華の濡ぬれ髪の陰に、ふと我に返ったような表情が浮かぶ。

　──やった、

　振り返る。つり目は地に突っ伏したままぴくりともしない。喉のどにからむ鼻血の味がようやく意識に上り、身体の方々がじくじくと熱っぽく痛み出す。

　──どうだ、

　どうだ見たか。安あん堵どと歓喜が交錯し、弾はじける心を大声に変えて月華は叫ぶ。

「どうだぁ───────────────────────────────っ!!」

　飛び跳ねる。両足を踏み鳴らしてぐるぐる回る。一陣の風が光の雨粒を巻き上げてゆるやかに吹き過ぎる。気でも違ったかという野次馬どもの注視も知らず、宮廷の女官たちからすれば未開人も同然の野蛮さで、月華は五体を使い切って思うさまに激情を表現する。

　まるで、精霊の類たぐいを見ているようだと珠会シユアは思った。

　遠い呉ゴ洲ズの砂漠に氾乎バンコという雨と水場の精霊がいるらしい。瞬まばたきひとつでもすれば、月華の姿はたちまちかき消えてしまうのかもしれない。




　　　　＊




　龍りゆうの末まつ裔えいを斬ろうと思った。




　自分でも想像の埒らち外がいだった。そんな無体な考えが、この老いぼれた頭の一体どこから湧わいて出たのか。

　手下の者たちは内心でさぞ慌てていることだろうと群狗グングは思う。意趣返しではないと、手出しは無用ときつく言い渡していたはずの自分が今こうして得物に手をかけているのだから。人ひとりを殺あやめるための事前の用意があるわけでもない。穏便に話をするだけなら完全な人払いの必要などなかったし、こうしている今も誰がどこから見ているかわからない。目と鼻の先には来砂の番所、この茶館の主あるじは旧知ではあっても群狗グングの素性については何ひとつ知らず、骸むくろの始末に至ってはこの場で一から算段を立てねばならない。群狗の生きてきた世界においては無策こそ最大最悪の禁忌だった。今日の今日まで命があったのは、目の前で何が起ころうとも一時の感情に流されぬよう自らを厳しく律してきたが故ゆえのことではなかったか。

　しかし、もう先は長くない。

　六十と七年の彷ほう徨こうに自らの手で幕を引きたい。

　それは、己おのが胸奥の深みに潜んで生き延びていた老ろう虎この最後の一念だった。

　身勝手極まりない話であると自分でも思う。道理も何もあったものではない。第十八皇女を守るためには後こう顧この憂うれいは断たねばならない──そんな後付けの大義名分と、腰に差したひと振りの長剣。ただ、その二つがあるのみだった。

　涼孤ジヤンゴが、

　困惑した顔で、

「──あの、」

　抜刀。

　座り技が格別な得意手であるという意識はない。この戦形を選んだのは分厚い経験によって裏打ちされた乱破者としての必然と言うべきで、似たような状況下で群狗はかつて何人の相手を屠ほふってきたか知れない。全身全霊をかけた抜き打ちの一刀は卓を両断し、相手の利き腕を殺す軌跡を描いて切っ先を喉のど笛ぶえに滑り込ませ、顎あごから額にかけてを指一本ほどの深さで走り抜けていくはずだった。

　爆音。

　斬きり裂かれた卓が左右に吹き飛び、碗わんや銚さし子なべが床に跳ね落ちて形を失なくし、残ざん勁けいの流れた椅い子すの脚が内側から破裂したように砕け散る──それらが一いち時どきに混じり合った音。脅しはしても抜きはすまいと侮っていた手下たちは決定的に反応が遅れ、七対の眼まなこをもってしても事の経緯を正確に捉とらえることはできず、各々の暗あん器きが四方八方から狙ねらいを定めたときには何もかもが終わっていた。

　卓を二つに裂いた長剣は、すでに操る者の手を離れて頭上の梁はりに突き刺さっている。

　群狗は体を開いてわずかに腰の引けた姿勢。両の腕にはすでに攻めや守りの意志もなく、細い眼を見開いて至近の一点を見つめている。対する涼孤は力みの抜けた半身の構え、その双そう眸ぼうは夢見ているかのような半眼で、正面に打ち出された右みぎ拳こぶしには人差し指が突き立っており、絵墨の染みたその爪つめの先が群狗の睫まつ毛げに触れたところで時を止めたように静止していた。

「──動くなよ、お前たち」

　ぽつりと、群狗の口が細く低く言葉を紡ぐ。

　己おのが身を惜しんでの言葉ではまさかない。

　こうなっては最後、たとえ手下七人が七十人でも何の違いも生じない。攻め寄せる一切を鏖みなごろして顧みない暴ぼう龍りゆうに、すでに刃やいばを向けてしまっている手下の命を救わんがためだった。

　そのとき、

「──────あ、」

　まったく唐突に、涼孤ジヤンゴが憑つき物が落ちたような顔で頼りなげに視線を泳がせた。

「──え？　わ！」

　事もあろうに貴人の眼まなこに指を突きつけている自分に気づいて跳び上がらんばかりに狼ろう狽ばいする。殺気に満ちた周囲の空気を誤解してその場にへたり込み、熊くまが暴れ込みでもしたかのような惨状に慌てふためいて、

「ぅあ、ああ。あ、あああああの、」

　そのあまりの豹ひよう変へんぶりに手下一同は毒気を抜かれた表情、涼孤は転げまろびつ表に飛び出して路傍の水みず溜たまりの中に這はいつくばった。吹き寄せる雨にその背がたちまち濡ぬれそぼっていく。

「あ、あの、すいません！　こ、ここ壊した物は何とかして弁償します！　だからその、本当にその、今日のところはその、あの、すいませんごめんなさいっ！」

　そう一方的にまくしたてて、踵きびすを返して雨脚の霞かすみの彼方かなたへと走り去ってしまった。

　群狗グングは、その場を一歩も動かない。

　動けない。

　溝掘り乞こ食じきがちらりと群狗を一いち瞥べつ、地を這うような足取りで涼孤を追って姿を消した。雲突く大女は即時撤収を決断、二人を見張りに一人を後詰めに割り当て、残りはこの場を引き払うべく無言でそれぞれの作業に散っていく。

　客間に残された群狗はやがて、手近な椅い子すの向きを正して大儀そうに腰を下ろした。

　空からになってしまった鞘さやを指で探り、篠しの突つく往来の光景をただ静かに見つめる。どれくらいの間そうしていたか、泥にまみれた軍足の金底がごつごつと背後に近づいて、それでも群狗は眼まな差ざしの向きを変えようとはしなかった。

　涼孤をこの場に案内した、斥せつ候こう装束の男だった。

　雨中を馬もなしに大分急いだのか、水の滴したたる分厚い体たい軀くにはまるで戦場帰りのような熱気がわだかまっている。相手が一軍の将であろうと挨あい拶さつも前置きもなしに用件を切り出すのはこの男のいつもの流儀だった。

「──実は、『門番』から虫の知らせが」

　男は火急であることを匂におわせ、相手の肩を濡らすのも構わず身を寄せて、その耳元に何事かを囁ささやいた。

　石を吞のんだような群狗の沈黙。

　やがて、ただひと言、

「──相手は？」

「幾度か名を変えているようですが、飲み仲間の間では『背セ守ス』と。三年ほど前まで、七番手講武所の助教をしていた男だそうです」

　上がらぬ雨はない。

　この天てん泣きゆうも程なくして地平の彼方かなたへ去りゆき、後には何事もなかったような夏の日が続くのだろう。そこに二度と元へは戻らぬものがあったとしても、老い先短い己おのが身を棚に上げて嘆くは矛盾であるかもしれない。

　わかっていたはずだ。

　参渦シヤンガに何をどう諭されるまでもなかった。

　波打つ雨が往来に降り乱れ、雨漏りの滴しずくが鈴すず碗わんの欠片かけらをちりちりと踊らせる。臨終の際にも似た吐息をひとつ、群狗グングは背もたれに深く身を預けて呟つぶやく。

「──つくづく思うよ」

　頭上の梁はりに突き立った長剣。

　あれが、六十と七年に及ぶ彷ほう徨こうの終着点だ。

「私は、間に合わなかったのだな──」




　刃やいばは自分に、切っ先は下に。

　月華ベルカはそのままくるりと掌てのひらを返し、鮫さめ革がわ巻きの柄つかを握り直して背守に差し出した。以前、涼孤ジヤンゴが何気なくやってみせたその動作がものすごく格好よかったのでいつか自分も真ま似ねをしてみたかったのである。得意満面の、しかし何ひとつ裏のない笑みを浮かべて、

「いい雨だな！」

　雨中にへたり込んだまま、背守はつり上がった眼まなこを丸々と見開いて月華を見つめた。

　──くっ。

　やがて、その口の端に苦笑が浮かぶ。背守は差し出された柄に右手をかけて、光の雨が舞う夏空を仰ぎ見る。




「──ああ、いい雨だ」
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　　　　六牙は幸せだった。

　　　　娘は事あるごとに話しかけてくれて、花の種を食わせてくれて、

　　　　猫が嫌うという厩の隅に綿の寝床を作ってくれた。

　　　　娘の行く先々に付き従い、何でも言うことを聞く小鼠に里の人々も驚いて、

　　　　六牙も言われるがままに見事な芸をして皆を楽しませた。

　　　　娘の笑顔のひとつひとつが六牙の喜びだった。







賛賛壱家無名筆『真説 六牙風哭』























　天てん泣きゆうのあった日の夜遅く、女中部屋に参渦シヤンガが顔を見せて翌朝の馬車の用意を言いつかったとき、伊イ仁ニはまた贅ぜい沢たくの虫がぶりかえしたのだろうと思っていた。

　外西門の近くに交易商人相手の大浴場があって、そこの蒸し風呂が参渦はいたくお気に入りだった時期がある。年寄りにしてもよほど朝が早い質たちなのか知らないが、まだ真っ暗なうちから馬車を用立てて連日のように通い詰めては「これでまた寿命が延びる」などと嘯うそぶいていた。今度もそれに違いない──ぐずる馬丁を叩たたき起こして仕度を言いつけ、自らも欠伸あくびを嚙かみ殺しながら離れの客間を訪れた伊仁は、掃除の要もないほど片づいた室内と旅支度を終えた参渦の姿を目にしてぽかんと立ち尽くすことになった。

「この参渦、本日ただ今をもってお暇を頂きます」

　つい、

「──お給金は上がりませんよ？」

　はっは、と参渦はおかしそうに肩を揺らす。伊仁の口から漏れ出たそのひと言は、屋敷の使用人たちの間で流は行やりの掛け合いのようなものだった。一人が仕事の辛つらさを大げさに愚ぐ痴ちって「お暇を頂きます！」と言うと、皆で一斉に「給金は上がらんぞ！」と応じて笑うのだ。そういう手口で参渦シヤンガが剣術指南の禄ろくを吊つり上げているらしいとの噂うわさを、近頃では御用聞きに出入りする商家の番頭たちまでもが口伝えに知っていた。

「いやいや、今度という今度は本当の話。死にに帰るのです。この肺病ともずいぶんと長い付き合いになりますが、昨日の昼あたりから腹の底がきゅるきゅるしよるのですわ。これはもういけません」

　意味がわからない。

　侍従たちの集まりでも参渦が帰るなどという話はひと言も出なかったし、近く客の出入りがあるなら鍋なべ釜かまを預かる自分の耳に入らぬはずがない。大体、ものの見事に血色のいいその丸顔で「腹がきゅるきゅるするから死にます」と言われても誰が信じるかという話であって、これまた禄を吊り上げるための芝居ではないのかという疑いさえ頭をもたげてくる。ともかく、

「──月華ベルカ様は？　月華様はこのことをご存知なのですか？」

　まさか、と参渦は悪びれる風もなく肩をすくめて、

「忘れられているうちにケツをまくるの一手です。今の姫君にそんな話をしたら帰れるものも帰れんようになってしまいますわ。覆水盆の喩たとえの通り、今後はどこの誰であろうとあの姫君のお遊びに付き合うのは容易ではありますまいよ。──そう思えば実にいい潮時だ。長患いというやつもしまいには何かこう、肝胆の知れた連れ合いのような気がしてくるもんですな」

　わけがわからない。

　とは言うものの、月華の様子がおかしかったというのは伊イ仁ニも頷うなずく事実であって、夕刻遅くに鼻息も荒く舞い戻ってくると飯も食わずに打ち込みの稽けい古こを繰り返してはぐわーぎゃおーと雄お叫たけびを上げていた。何かあったのではないか──そう噂し合う者もいないわけではなかったのだが、月華がおかしいのは今に始まった話ではないので使用人たちの多くは気に留とめていなかったのである。──ひょっとして、参渦はそのあたりの事情を知っているのか。

「だったら、せめて鴉あ眼がん様に挨あい拶さつのひと言くらい、」

「それこそ冗談ではない。今のあの方にかけるべき言葉を私は持ち合わせておりません」

　一転、参渦は丸顔をにっかりと綻ほころばせ、

「それにね、鴉眼様は私の病状などお見通しですよ。──なに、お若い貴方あなたが考えるほど大層な話ではない。ひと足先に地獄巡りのとば口でお待ち申し上げるだけのこと、参渦めは死にに帰ったと聞いても『ああそうか』てなものでしょう。この件で貴方が叱しかられるようなことは間違ってもありません。それは請け合います」

　どうしたらいいのかわからない。

　しかし、女中の分際でまさか「帰るな」とも言えなかった。

　未明の闇やみは深夜にいや増して深い。足の悪い参渦のために離れの前庭まで馬車を回し、荷物らしい荷物は大小の行こう李り一対があるきりで、馬丁を死ぬほど驚かせた闇間の人影は月華が庭師に無理を言ってこしらえさせた青石の目の木もく人じん[image: ]とうだった。芝草の匂においと夏虫の声、別れの段にも常と変わらぬ参渦シヤンガの穏やかな表情が手下げ灯とう籠ろうの光にぼんやりと浮かび上がる。

「貴方あなたには今日まで大変お世話になりました。形見分けに何か気の利いた物でも差し上げたいところですが、──弱ったな。何分急なことで」

「形見分けなんて、そんな、」

　伊イ仁ニの恐縮をよそに黙考しばし、丸顔がふと明るんで、

「──そうだ。これをぜひ貴方に」

　大だい行こう李りの金隠しから取り出されたものは、俗に「鎧よろい通どおし」と呼ばれる刃長一尺余りの短刀だった。手形を持つ旅人が一本に限って携行を許される「道中差し」と姿形は似ているが、鞘さやに隠れた刀身の造作はより重くより分厚い。その斬ざん撃げきの威力もさることながら、本来は甲かつ冑ちゆうの隙すき間まを貫いての刺殺を用途とする戦場の武器である。

「腕前を別にすれば、刃物が敵を殺傷する力は刀身の重量と鍛えの厚さで決まります。街の仕立て屋が礼装のおまけに付けてよこす匕あい首くちよりはお役に立つと思いますよ」

　気安く手渡された短刀の華麗な装飾に伊仁は息を吞のむ。刃長一尺といったら女性が普段から持ち歩くには大げさすぎる代物だが、鞘の彫刻や柄つか糸いとの織り目の細やかさは確かに女物の仕立てのように見えなくもない。一体どれほどの大枚がかかっているのか、本物の螺ら鈿でん細工に指を触れるなど伊仁にとっては生まれて初めてのことだった。

「聞くところによると、卯ウーの女性が身に帯びる刃物は護身が目的ではなく、辱はずかしめを受けそうになったときに自害するための道具だそうですな。天あつ晴ぱれ軍国女性の潔いさぎよさ──と言いたいところですが、私ならそういう根性は感心しない。刃やいばとは、降りかかる理不尽に屈することなく己の意志を貫徹するための手段であるべきです」

　大おお袈げ裟さな身ぶり手ぶりは相も変わらず、ただし、と参渦は人差し指を立てて、

「──ただし、それは同時に最後の手段でもある。その短刀も、貴方の婚礼衣装の腰を飾る守り刀となって、ただの一度も人身に向けられることのないまま朽ちていくならこれに勝る幸甚はありません。しかし、もし八方に道なき危急の時が訪れたら、その鞘を払う前に柄飾りの三葉の紋を突きつけて、『これは〝乞おも食らいの参渦〟が残ざん勁けいを込めた短刀だ』と言ってやりなさい。私の威光など知れたものですが、古い話を知っている賊ぞくなら少しは効き目があるかもしれない」

　伊仁は舌を失なくしたような顔でただ呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。いかにも古参の女中らしいその荒れ果てた手を、年老いた剣人の大きな手が優しく包み込んだ。

「──さて、あまりもたもたしておるわけにもいかん。それではしばしのお別れです。砂漠の雨風が貴方にいつまでも優しくありますよう。遠く川下から幸福を祈っていますよ」

　二頭立ての馬車はもともと屋敷の雑事をこなしていた一台で、参渦の浴場通いの足だった頃には荷台に敷かれていた紛まがいの凋国絨じゆう毯たんもすでに取り払われている。仮にも皇女の師を送り出すに相応ふさわしい乗り物ではなかったが、参渦はまるで頓とん着ちやくすることなく荷台に手持ちの座布団を敷いて車上の人となった。幌ほろの幕間から一度だけ振り返り、短刀を抱いてぽつねんと佇たたずむ伊イ仁ニの姿に見送り無用と手を振って車輪の揺れに身を任せる。大運河の船着き場に着くのはどんなに早くても昼過ぎ近くにはなるはずで、ひと眠りしようと外がい套とうを胸にかき合わせ、蹄ひづめの音が表通りの敷石を嚙かむそれに変わってしばらく経たった頃、

「──よかったんですかい？　あんな大層な代物を女中なんぞにくれちまって」

　馭ぎよ台だいの帳とばり越ごしに馬丁が話しかけてきた。

　参渦シヤンガは顔も上げず、座布団の上でもぞりと尻しりの位置を正して、

「──ん、ああ」

　その生返事をどう解釈したものか、馬丁は肩越しに荷台をちらりと振り返ってじわりと話の間合いを詰めてくる。

「いえね、先生は科那のお人と聞いておりやすが、実はあっしもそうなんで』

　途中から故国の言葉へと切り替わった馬丁の物言いに、ほう、と参渦は馭台を振り返った。自らも舌を改め、

『──これは、いや、驚いたな。お生まれはどちらですか？』

『江がつ封ぽうは大だい蓮れん山。もうあんまり憶おぼえちゃあいないがね、「六の沢」っていやあひでえ貧乏な開拓村で、町場の奉公におん出されるまでは平らな地べたなんぞ歩あるったこともなかったてえ山やま猿ざるでさあ。その巻き舌の喋しやべりからするてえと、先生のお生まれもそう遠かあねえとお見受けしやすが』

　ああ、と参渦は懐かしさに顔を輝かせて、

『韓かん鄲たんは御ご堂どうの町です。こちらもあまり憶えてはいないがね、物心もつくかという時分に家業の失敗で一族が散り散りになって、最後まで町に残ったのは叔お母ばの家に身を寄せていた私一人きりでした。──しかし奇遇だな、江封なんて馬があれば日帰りできる距離じゃないか』

　馬丁は後ろ頭をごりごりと搔かいて束つかの間言いあぐね、

『とまあ、そんなわけでね、同郷者としちゃあ僭せん越えつながらさっきの一幕にゃ物言いのひとつもつけたくなるって次第で。横から言うのも差し出口と思って黙ってたけど、あの短刀の拵こしらえは嫁入り装束の斬魔刀でしょう？　ひょっとして、誰ぞお身内が輿こし入いれするんでその土産みやげにするつもりだったんじゃねえんですかい？』

　それに参渦は即答せず、重ね合わせた両の掌てのひらを臍へそのあたりに置いて、腹の虫の機嫌でも伺うかのようにしばし目を閉じていた。

『──こう見えても、孫が七人いてね』

　ぽつりと、

『御明察の通り、売れ残りの一人が近々嫁に行くんだが、どうやら婚礼の日取りには間に合いそうもないんだよ』

　馬丁は荷台を振り返り、未いまだ得心がいかぬといった風で、

『──そりゃあ、先生くらいのお人ともなると何やかやと忙しいんだろうけどねえ。孫っ子の晴れ姿を拝めねえたあ御愁傷さまだが、それにしたって、せっかくの土産みやげを女中にくれちまうこたあねえでしょうに』

　構わんさ、と参渦シヤンガは笑う。

『この歳としになると、うら若い女性がみな孫のように見えて困る。──それにこの足だ。あの広い庭を毎度毎度の食事まで運んでもらった。妥当な礼物だよ』

　そんなもんですかねえ、と納得半分の呆あきれ半分で馬丁は嘆息する。そのとき、

『──孫の自慢を聞いてくれるかい？』

『はいよ。あっしでよければなんぼでも』

『──近々嫁に行くというその孫なんだが、一体誰に似たんだか、女だてらにずいぶんな乱暴者でね』

　参渦は行こう李りに背中を預け、頭を仰あお向むかせて幌ほろの天井に遠い眼まな差ざしを据えた。

『先に息子夫婦から相談をされて、知り合いの武人の元に預けさせたのがかえって悪かったのかもわからない。韓かん鄲たんで十七といえば立派に行き遅れの部類だが、手は早い口は汚い酒さけ癖ぐせは悪いの三重苦じゃあお声がかかっただけでも有あり難がたいという話でね、息子夫婦は婿殿のいる方角に足を向けて寝られんというので大工を呼んで寝台の向きを変えたらしい。蓼たで食う虫も好き好きというのはそういう虫だからであって、人の身で何を血迷ったか知らんがあれを嫁にしようという男がいるんだからつくづく世の中は広いよ。──まあ、婚礼の土産なら前々から別口の用意もあることだし、刀やつぱの一本くらいは仕方がないと諦あきらめてもらうさ。式では槍やりでも担かついでおる方がずっとあの子らしい』

　馬丁はのっけの言い草にまず目を剝むいて、手た綱づなも取り落とす勢いで腹を抱えて笑いこけ、やがて聞くほどに真顔になった。

『──まあ、そこまで言えるくれぇの間柄なら、約束にちっとばかし遅れたって心配するこたねえでしょうよ』

　後ろ頭をごりごりと搔かくのは照れ隠しの癖くせなのかもしれない。馬丁は垢あかじみた掌てのひらに手綱を握り直し、未明の闇やみに馬車の行く先をしかと見定める。

『みんな待っててくれるに違ちげぇねえよ。きっと式の段取りも日延べして、先生のお帰りは今か今かと首を長くしてるはずでさあ』

『──ああ。だといいな』

　馬丁は破顔一笑、馬の背にぴしりと手綱を当てて行き足を急せかした。車輪が深い轍わだちをごろりと踏み越え、馬車は行李の蓋ふたが踊るほどの勢いでがたごとと動き出す。

『だったら急げや急げだ。このおんぼろで来たのもかえって都合がいいや。屋敷に五台ある中で一等軽いし、普段から乗り慣らしてる分だけ車輪の回りもいいからね。ここだけの話、思い出し笑いが乗る杏あんず色いろのやつなんか年に何度も使わねえから手入れも何もあったもんじゃねえ』

『──はは、人も人なら車も車か』

『そうだ、大仙の渡し屋のことだけど、お上の旗印が突っ立ってるとこはよしにしといた方がいいよ。近頃の腐れ役人どもは人渡しの便にも横流しの荷をごってり積み込みやがるから、足は遅いわ調べは長なげぇわでろくなこたあねえ。紛まがい墨の世話になるのが嫌じゃなかったら、寧ね馬まの運び屋連中にちょいと伝つ手てがあるんで口をききやすぜ』

『──面倒をかけるね、よろしく頼む』

『車には酔う質たちですかい？　とても寝られたもんじゃねえだろうけど、目ぇだけでもつぶって身体からだを休めてておくんない。昼前には川っぺりまで神み輿こしを運んでみせまさあ』

　悔いなら常にある。

　卯人冷薄──などと誰が言い出したのか知らないが、自分がこの異邦の古都で出会ったのは皆優しく気のいい者たちばかりだった。自分ももっと人に親切にしていればよかったと、まるで幼子に教える徳目のような後悔が老いさらばえた胸に募る。あれこれと心を砕いてくれる馬丁の後ろ姿を横目に眺め、ふと、その身ぶり手ぶりがひどく大げさなものに思えて参渦シヤンガは密ひそかに得心をした。

　なるほど、皆が言っていたのはこのことか。

　科那国の人間は蠅はえを追いながら話をすると、気が入ったときの身体遣いが大仰すぎて下へ手たな芝居でも見ているようだと方々で言われたが、自分では少しもぴんとこなかったのだ。

　ところが、自分の眼まなこもいつの間にやら卯ウーの流儀に染まっていたらしい。

　旅の暮らしが長過ぎた。

　そろそろ休息の時だ。

　粗末な荷台に参渦を乗せておんぼろ馬車は家路を急ぐ。まずは大運河の船着き場に着くまで半日、諸もろ々もろの手続きでさらに半日、天候に恵まれたとして大仙の渡河に水行七日。そこから十と三日をかけて雁かんの水系を遡さかのぼり、呉ご藍らんの町から美び遠おんの関、さらに陸行五日で宗そう閑かん、さらに三日で陳ちん海はい、さらに行くこと二日目あたりでようやく駅馬の蹄ひづめは韓かん鄲たんの黒土を踏むが、懐かしい大だい蓮れんの山々が見えてくるのはもうしばらく先だ。その頃には夏の熱気も遥はるか下界に遠のいて、村々の小道には養よう蜂ほうの網あみ笠がさを着た人々が行き交い、山肌一面の葡萄ぶどう棚だなには風車を繕う職人たちの鎚つちの音が響いているかもしれない。

　孫の衣装は赤だろうか。それとも紺だろうか。




　　　　＊




　春が過ぎ、夏が過ぎた。




　鎌れん皇こうは成長すると四十貫にも達する大仙江の大魚で、正直なところ大して美う味まくもないその干し身が縁起物として有あり難がたがられる理由を甘葉カナハが知るわけもない。世人曰いわく、長く突き出た下した顎あごが刀とう槍そうにも似て見た目に勇ましいからだとか、卵ではなく大量の稚魚を産み落とす習性が女性の安産に通じるからだとか、

「他にも、旅の偉いお坊さんが川に落ちたところを助けたっていう伝説に由来するとか、国造りのお祝いに詩し水し王さまが自分で包丁を振るって宴うたげに供したのがそもそもの始まりとか。要するに本当のところは誰も知らないってことですねえ。ひょっとすると売れ残りをなくすための商売人の陰謀かもしれません」

　かかかと魚売りの男が笑う。遠慮会釈のない双菜ソーニヤの物言いが嫌いではないらしい。

「よぉし、旬は旬でも縁起でなしに味をお求めってんならこっちの粘でい呆ほうはどうだい。ほれ見てくんな、船場の女房連中が干潟からほじくり出してきたばっかりのぴっちぴちだぜ」

　そう言って笊ざるに山盛りの泥魚を薦めてくるが、甘葉の目は看板代わりに吊つり下げられた鎌れん皇こうの巨体に釘くぎづけだ。握り拳こぶしほどもある目玉、子供ならひと吞のみにされそうな口、丸々と太ったその胴回りは双菜との二人がかりでも抱えきれるか怪しい。お伽とぎ話ばなしの中でなく、こんな大きな魚が本当にいるなんて今日の今日まで知らなかった。

「──おっと、迂う闊かつに触らねえ方がいいぜ」

　ぎざぎざの鱗うろこに手を伸ばそうとした甘葉を魚売りが見み咎とがめて、

「そいつの鱗は荒くれ漁師どもが髭ひげ剃そりの代わりにするくらいに鋭いからね、そんなお上品なお手々じゃあ爪つめごとすっぱりいっちまうかもわからねえよ。それでなくてもこの図ずう体たいとくりゃ捕まえるのもひと苦労てなもんで、川向こうの連中は柑かんの筋糸を編み込んだ特製の置網で待ち伏せをかけるらしいが、この国の漁師は城壁より倍も長なげぇ延はえ縄なわを使って──」

「ねえ甘葉様、道草も大概にしておかないとまた権ゴン婆ばあの雷が落ちますよ。あの人が臍へそを曲げると面倒くさいですからね。ほらほら」

　まだ話し足りない様子の魚売りをその場に残し、甘葉は双菜に背中を押されるようにして市場のさらに奥へと分け入っていく。権婆というのは双菜のかつての雇い主で、現在は甘葉の南なん邑おう料理の師でもある。饅まん頭じゆうと黒茶の夜食を持って八角房を訪れたあの夜からすでにふた月、三日断食の戒律を守る律儀者など今時そうはおるまいに、流りゆう秋しゆうの三日が明けた魚市は何やら鬼気迫るほどの賑にぎわいだった。

　一般に、延縄は網漁と比べれば労多くして益の少ない漁法である。

　にも関かかわらず、卯ウーの漁師たちの間で鎌皇の延縄漁が発達した理由は、特製の網を作るのに必要な柑の繊維がこの国ではまず手に入らないからだ。柑は湿潤な断だん崖がい等に繁殖する蔦つた状の植物で、人の手による栽培も難しく、僻へき村そんの住人らによる山歩きにその収穫量のほとんどすべてを頼っている。武臣倫院の告令により、彼らが集めた柑は最も寄よりの役所で右から左へと買い上げられ、城内の大おお御み蔵くらに集積されて「慰魂イコン」という香の原料となる。延覇エルハ山を下った九十九人の無明僧が元げん都とに到着するのは流秋初日の未明のことで、彼らは専用の地下水道から洞幡ドーハンの演武場に入り、禁きん呪じゆの封印を暴いて敗者の霊が犇ひしめく闇やみの中へと踏み込んでいく。それから三日三晩、僧たちは不眠不休で慰魂イコンの護ご摩まを焚たき、慰魂の香炉を振り歩いて擂らい台たいの露と消えた者たちを鎮める祈き禱とうを行うのだ。──及ばなかった者たちよ、至らなかった者たちよ、願わくば恨みを忘れ、夷い狄てきを恐怖せしめる護国の鬼とならんことを。

　流りゆう秋しゆう明けまでに、一年をかけて用意された慰魂のほぼ全量が燃やし尽くされる。演武場の闇から市し井せいに延々と漂い出るその香は独特でいつまでも風に残り、それこそが大だい比ひ武ぶの近きを告げる元げん都との秋の匂においだ。双菜ソーニヤはふと歩みを緩めて小鼻をうごめかせ、鐘しよう楼ろうの先くらいは拝めるかと南西の方角を振り返ってみたが、洞幡ドーハンの演武場は周囲の屋並みと人の頭に隠れて影も形も見えなかった。

「──あ、」

　そのとき、甘葉カナハが不意に足を止めて頭を巡らせ、たった今すれ違ったばかりの男二人の背を不思議そうに見送った。

「？　どうかしました？」

「いえ、あの。──気のせいかな」

　その視線を辿たどって双菜も振り返る。男二人は見るからに飲む打つ買うのろくでなしといった風体で、総師範の娘ともあろう甘葉があんな連中と顔見知りのはずがない。別の誰かと人違いでもしたのだろうと双菜は大して気にも留とめず、再び足を踏み出そうとすると甘葉がまた、

「──あ！」

「もう！　何なんですさっきから！」

　甘葉は首をすくめて、

「ご、ごめんなさい。でも、さっきから、周りの人たちの話の中に『あれい』って名前が出てくるような気がして──、」

　ああ、

「何かと思えば。そんなの双菜だって何べんも聞いてます」

「──。あの、それはつまり、同じ名前の別の人じゃなくて、」

「あの阿鈴アレイ様ですね。ほら、しばらく前に、大比武出願者の全名が公布されたでしょう？」

　甘葉は目をぱちくりさせる。

「されたんです。武臣倫院の前庭に大高札が立って毎年ものすごい人出になります。その大高札の最上座、つまり一番上の一番右に一番大きく書かれている名前が人の噂うわさになっていたってちっとも不思議なことはありません。一番手講武所の一番弟子が大比武に出てくること自体が前代未聞ですからね、実際、そのへんを歩いてる人の二人に一人くらいは阿鈴様の名前を知ってるんじゃないですか」

　感嘆とも憂うれいともつかない、複数の感情が入り混じった吐息が甘葉の口から漏れた。

　阿鈴の武名が知れ渡っていることを誇らしいと思う反面、それだけでは割り切れない複雑な思いが胸中に溶け残って消えなかった。悲願成就の邪魔はしないと神明に誓いはしたものの、阿鈴アレイの翻ほん意いなど夢にも見ないと言ったらそれは明々白々な噓うそである。阿鈴の大だい比ひ武ぶ出願はすでに動かし難がたい事実ではあるのだが、今の甘葉カナハには、人々の口くち端はに上る噂うわさのひとつひとつが阿鈴の退路にかかる橋を打ち落とさんとする戦せん斧ぷの響きのように思える。

　──ああ、だめだめ、

　甘葉は腹の底にぎゅっと力を込める。

　思い人の蹉さ跌てつを念じるとは心得違いも甚はなはだしい。弱気の虫と仲良くするのはやめたはずではなかったか。大比武こそが阿鈴の行く道である以上、自分のすべきは微力ながらも陰に日向ひなたにその背を励まし支えることだ。まさか稽けい古この相方は務まらなくとも、例えば──そう、せめて好みの夜食を作れるようになるとか。だからこそ今日もこうして、

「でもまあ、その噂も半分以上は下世話な陰口みたいなものかもしれませんけどね」

「──もお、」

　せっかく気を取り直したのに。しかし双菜ソーニヤは涼すずしい顔で、

「世の中そういうものです。大体、一番手の一番弟子なんてどう猫をかぶったところで妬ねたみ嫉そねみの的になるんです。同道の徒が悔しまぎれに言うならまだしも、普段は興味も関かかわりもないくせに出る杭くいはとにかく叩たたけ叩けっていう人もいっぱいいます。諺ことわざに曰いわく、厨ちゆう房ぼうのごきぶりを一匹残らず退治しようと思ったら肝心の鍋なべを振る手がままならないわけです」

　そこで双菜はくるりと踵きびすを返し、探るような目つきで甘葉の顔をのぞき込む。

「他人事ではありませんよ？　天あつ晴ぱれ大比武踏破の暁あかつきに、阿鈴様が百官ごぼう抜きの大出世を果たすのは想像に難くありません。おまけに口さえ閉じていればあの美丈夫です。その奥方になろうというからには生なま半なかではない風当たりを覚悟すべきで、まあせいぜい今のうちに慣れておくことですね」

　お、

「お、お、お、奥、」

「うわー。仮にも一度は許婚いいなずけだった人が何を今さら赤くなってるんですか」

　当たり前だ。父の定めに諾々と胡あ坐ぐらをかいていた頃とはわけが違うのだ。

「もおっ！　双菜はいじわるですっ！」

　幼少の頃からろくろく戸外で遊ぶこともできなかった色白の顔は、心の臓の轟とどろきがそのまま透けて見えているようなものだった。両の拳こぶしを振り上げてやると双菜は大おお袈げ裟さな悲鳴を上げて逃げ回り、それを追いかける甘葉の叫びも次第に笑い声へと変わっていく。

　勇気を出してよかったと心から思うのは、夜食を持って八角房を訪れたあの夜を境に、阿鈴のみならず双菜との距離もまた近づいたということである。

　双菜は以前から人に言えない様々な相談に乗ってくれてはいたが、それでも総師範の娘に対する何かしらの遠慮のようなものがあった。こちらが心胆を残らず打ち明けたことで、双菜も自ら定めた下女としての一線を踏み越えてきてくれたのだろう。もしあそこで挫くじけていたら自分は今ごろ生きていないのではないかと甘葉カナハは冗談抜きに思う。婚約破棄の失意に沈み込んだまま、またぞろ病の発作が起きても闘おうという気力すらなく──

　どん。

　甘葉の肩に、ひどく固くて重くて大きなものがぶつかってきた。

　ひとたまりもなくよろけてその場に尻しりもちをつく。土ど塀べいの端か並木の幹か、いずれにしても謝罪は要るまいと無言で顔を上げてみれば、

「──悪わりぃな」

　熊くまが口をきいた。

　熊と見み紛まがう巨きよ軀くの男だった。波打つ髪にいかつい髭ひげ面づら、筋肉のうねりに薄紙を張ったような肌は辺土の異人かと思うほど浅黒く、とうに季節外れの夏衣の腰には甘葉の身の丈ほどもありそうな木剣を吊つっている。双菜ソーニヤがすぐさま駆け寄ってきて、恐れるよりも呆あきれたように見上げている甘葉に代わって謝罪の言葉を口にした。

「ごめんなさい、お怪け我がはありませんでしたか？」

　あろうはずもない。男の側からしてみれば、雑踏の中で浮かれ騒ぐ甘葉の存在にはとっくに気づいており、立ち止まってやり過ごそうとしたものが向こうから勝手にぶつかってきた、という格好である。ぼそりとひと言謝りはしても助け起こそうとまではせず、肉屋が野菜を見る程度の目つきで甘葉を見下ろして、ゆらりと踵きびすを返した草履ぞうり履きの足が巨軀の背中を悠然と運び去っていく。

「大丈夫でした？　お怪我は？」

　双菜が今度は甘葉に問うが、甘葉は心ここにあらずの眼まな差ざしで大男の背中を追い続ける。

　──すごい、

　道場の演武会でもあれほどの大たい兵ひようは見たことがない。

　出会い頭がしらの驚きに見逃していたが、巨軀に付き従って歩く三人のやくざ者はどうやら大男の連れであるらしい。一団は往来を横切り、とある胡こ同どうの入り口で見張りと思おぼしき男と二言三言を交わして奥へと踏み込んでいく。さすがの甘葉もその後を追うだけの勇気はなく、胡同の入り口に刀身を交差させて突き立てられた二本の木剣は「余人立ち入るべからず」という印のように見えた。

「──辻つじ比ひ武ぶですねえ」

　ようやく腕を引かれて助け起こされ、甘葉はその耳慣れぬ言葉を童女のように呟つぶやき返した。

「『比武わざくらべ』なんて言うと聞こえはいいですが、要するにいい歳としこいた大人が裏路地でやらかすちゃんばら遊びですよ。毎年、大だい比ひ武ぶが近くなると素人しろうと相手の武具商とか兵法指南とか演武の芸人とか、そういう手合いが大挙して都に押し寄せます。持ち慣れない木剣なんか買って、その気になった連中がみんなして集まって『やぁやぁ我こそは』とやるわけです。賭かけ場が立つような大場所は一年じゅう街のどこかしらにありますけどね、この時期特に多いです」

　遣やる方なし、と言わんばかりのため息とともに双菜ソーニヤは自らの高説を締め括くくった。

「──まったく、男の人ってどうしてああなんですかね」

　知らない。

　双菜でも知らないことを自分が知るはずもない。

「さあさあ、道草はおしまい。権ゴン婆ばあが待ってます。あんまり遅くなると弟子入りの許しを取り消されちゃうかもしれません」

　ぐいと手を引かれて道行きを急せかされ、それでも甘葉カナハはもう一度だけ背後を振り返る。

　あの大男の右手の甲には、紛まがいの墨も本物の墨もなかったと思う。

　果たして大だい比ひ武ぶとは、あれほどの男をしても踏破の叶かなわぬ狭き門なのか。

　だとすれば、遠からずそれに挑む阿鈴アレイは一体、洞幡ドーハンの擂らい台たいでどれほどの怪物と見まみえることになるのだろう。




　熊くまと見紛う巨きよ軀くの男が「大猫ダーマ」と名乗れば大抵の相手は命懸けで笑いを堪こらえる。それが喧ゴ嘩ロ屋の二つ名とくればなおさらで、「大」はともかく「猫」はあるまいと誰でも思うし、「これがほんとの猫っかぶり」──などと口を滑らせる奴がいたらその後の運命はお気の毒と言う他はない。

　これがあるいは「小猫シエンマ」なら逆に洒落しやれも効いてそれらしく響くのかもしれないが、よろず引き受けの荒事稼業もすでに十年となると磨いた看板は捨てるに惜しい。〝屑くず屋の夜蛇ヨンダー〟の配下で用心棒を半年、挙句の内ゴ紛タで頭目殺しの片棒を担かつぎ、残暑の時分に陽やん都とから流れてきた大猫はその傍はた迷めい惑わくな二つ名でそれなりに知られる暴れ者だった。寧ね馬まの三下どもをちぎって投げた昨夜の大立ち回りも原因は例によって例の如ごとしである。

　たまたまその場に居合わせた若造に腕を見込まれ、河か岸しを変えた奢おごりの席で辻つじ比ひ武ぶ荒らしの話を持ちかけられた大猫は当初、くだらねえな、とひと言呟つぶやいて杯さかずきを傾けてばかりいた。物好きの素人しろうとを小突いて稼げる額など知れている。そもそも真ま面じ目めに話を聞いてやろうという気もあまりなかったし、この場は適当に気を持たせてひとつでも多くの酒さけ甕がめを空からにできればそれでいいという考えだった。

　──いや、違うんだって。そこの独どつ峰ぽうってのがとんでもねえ奴で、俺と仲間の三人がかりでも歯が立たなかったんだ。狐きつねの面めんで面つらぁ隠してて正体は知れねえんだが、ありゃあどこぞの名のある使い手に違ちげぇねえよ。それでもあんたならその上をいくと踏んで頼んでるのに、くだらねえたぁあんまりな言い草じゃねえか。

　どちらだ、ふと酒を注つぐ手を止めて大猫は問うた。果たして「三人がかり」とは、やっとう道場の囲み稽げい古このように三人が合間を置かず連続で挑んだという意味か、それとも三人が一度に飛びかかったという意味か。

　──一度にだよ。決まってんだろ。面倒だからいっぺんにこいなんてぬかしやがって、本当にそうしてやったんだが手も足も出なかった。なんでも百人斬ぎりの誓いを立てて、願が叶かなった暁あかつきにゃあどっかの仇かたきだか何だかを殺やりに行くらしい。まっしぐらの負け知らずで、もう四十がとこは抜かれてるって話だ。

　信じられんな、と大猫ダーマは言った。そのくらいすごいという意味ではなく、お前の言うことが信用できないという文字通りの意味だった。

　──なあ、四十連勝の辻つじ独どつ峰ぽうだぜ？　これに土をつけりゃあそれだけでも積もり積もった賞金が転がり込むんだ。俺らは賭かけ場に有り金を張っ倒すから、その儲もうけの半分もご苦労賃ってことであんたが取りゃいいさ。この通りだ、頼むよ、俺はあいつが地べたに這はいつくばってるところがどうしても見てえんだよ──

「もう一度聞いておくぞ。取り分は七三だな？」

　昨日の今日で話はそう変わったらしい。昼なお暗い胡こ同どうに響く胴間声の問いかけに、先頭を歩いていた三人組の一人が不承不承といった様子で「ああ」と頷うなずく。独峰の首くび代しろはもちろん大猫の総取り、さらに賭け場の上がりの七を取って残りの三を三人が割る──そういう意味なのだろうが、俺がこの大男と話をつけたのだから取り分を多めに寄越せと別の一人が言い出してたちまち醜みにくい言い争いが始まる。大猫にとっては食い残しに群がる鼠ねずみの喧けん嘩か、そもそも道案内が済んだ時点で三人組にもう用はなく、この場で全員を叩たたき伸ばして有り金を巻き上げようと思わないのは単なる虫の居所の問題にすぎない。

「──こいつぁいいや。どっかで見た顔だと思やぁお前めえら、先にえらい勢いで乗っ込んできてこてんぱんにぼこられた三人組じゃあねえかい」

　路傍の酒飲みが声をかけてきた。

　三人組は忌々しげに視線を逸そらす。酒飲みは赤ら顔を間延びさせて大猫の巨体を見上げ、

「んであれか。今日は丸腰でお財布持って、このでかぶつを代打ちに立てて意趣返しってわけかい。けっ、性しよう懲こりもねえ。やめとけやめとけ。家帰って屁へぇこいて寝ちまいな」

　そのとき、行く手に粗野な歓声が上がった。

　大猫は酒飲みの足を跨またいで胡同のさらに奥へと踏み込んでいく。薄うす闇やみに蠢うごめく見物人たちの数は歩くほどにいや増し、彼らの眼まな差ざしの多くは新参の大猫に対する不審よりも見知った三人組に対する侮ぶ蔑べつを隠さない。挑戦者だ、挑戦者が来たぞ──山やま猿ざるの群れのような叫びが口から口へと逓てい伝でんされ、最後の人垣はかき分けるまでもなく左右に退ひいて、その頃には三人組の分け前争いも悔しい気持ちは皆が同じだと三等分する線で話が落ち着いていた。思いやりの精神。

「──いよう、お三方」

　真正面に、稽けい古こ着ぎの下した穿ばきだけを身に付けた半裸の男がいた。

　大猫にこそ劣るものの相当な巨漢だ。得物は双そう手しゆの拐かい、胸元から右肩を覆う焰えん肩けんの刺青いれずみ、丸太のような四肢の肉付きは船ふな曳びき人足のそれに違いなく、武術の心得がどうこう以前に仕事で毎日身体からだを苛いじめて酒場で毎日殴り合ってきましたという口だろう。──過去、大猫ダーマを多少なりとも手こずらせた連中には、ご大層な流派の門人よりもむしろこの手合いが多い。

　貧民街を切り取って持ってきたような古い胡こ同どうの一角だった。勝負の土俵は人垣に囲まれた楕だ円えんの空間で、広さに不足はないが足元は方々の敷石が浮いて万全とは言い難がたい。両の塀へい際ぎわに積み上げられた土ど囊のうや木もく樽だるは見物のための雛ひな壇だんであると同時に、もし役人の手入れが入ったら塀を乗り越えて逃げるための逃走路をも兼ねているのだろう。頭上にはご丁寧にも雨あま除よけの天幕まで張り渡され、箒ほうきで殴り書いたような「忘文尊武」の大文字が通り風に揺られていた。

「いいときに来たなあお前ら。ちょうどひと勝負終わったところでよ、これがまた存外に意い気く地じのねえ相手で、力が余っちまってどうしようかと思ってたんだ」

　安物の丸まる兜かぶとをからりと蹴け飛とばして刺青いれずみの男が不敵に笑う。飛び入りが前提の辻つじ比ひ武ぶという場において「見る側」と「戦やる側」の区別などそもそも明めい瞭りようではないが、まず一見して身体の違う刺青と、さらにその周辺に屯たむろする十人あまりがこの場の主だった面々ではあるらしい。その中の一人、反卯活動の壮士といった風ふう貌ぼうの男が三人組をじろり見つめ、挑みかかるように身を乗り出して底意地の悪い挑発を口にする。

「──なあ、明日にも戻ってきそうな口ぶりだったのに、随分とご無ぶ沙さ汰ただったじゃないか。奥おう義ぎの書とやらは見つかったのかい？」

　風呂桶おけで浴びせかけるような哄こう笑しようが巻き起こった。前回の三人組が一体どういう法ほ螺らを吹いてどんな負け方をしたのか、すべてはそのひと言で知れてしまったようなものだった。それでもめげない三人は口惜しさに目をぎらぎらと輝かせ、やおら一人が一歩前に出て、

「うるせえ、黙りやがれ!!　今日は俺らじゃねえ、こいつが──」

　こいつが、と胸元へと伸ばしてきたその手を、大猫は半ば無意識のうちに上腕で絡め落とすようにして払い除のけていた。

「痛いてえな、何すんだ。──いいか、今日はこいつが俺らの代打ちをやる！　『小狐丸』と試し合あわせてもらいてえ！」

　あまりにも仁義を外れた要求に怒号と罵ば声せいが渦を巻いた。刺青に至っては呆あきれ顔で、

「あのなぁお前ら、相手が優しいからってあんまり調子くれてんじゃねえよ。見てるこっちがどきどきすらあ。問答無用で袋にされねえだけでも有難えって場面だろうが」

　わざとらしい欠伸あくびをひとつ、刺青は大猫の向かいに立ってその巨体をじろりと睨ねめ回す。

「──手て土産みやげはまあまあってとこか。よお、手て前めえらなんざ川っぷちに穴掘って埋めちまうのが世のため人のためってもんだがな、生あい憎にくと来る者拒まずがこの辻場のお定めだ。ほれ、抜きな熊くま公。まずはこの馬児バジー様が相手してやっからよ」

　面倒なことになった、と大猫は思う。

　独どつ峰ぽうひとりを片づければそれで終わりだと思っていたのに。三人組がこれほど嫌われているというのも想定外だったし、この馬児とやらを畳んでみせたところでその次には必ず本命が出てくるとも限るまい。二人三人とやり合っているうちにこっそり逃げられでもしたら骨折り損である。

「おら、せっかく待ってやってんだからさっさと抜けよ。人よりちっと図ずう体たいがでけえからって大物ぶってんじゃねえ」

　背伸びをするように顔を近付けて馬児バジーが凄すごんでくる。──どうやら、身体からだの大きさが看板であるらしいこの男にとって、自分より頭ひとつでかい相手に見下ろされているというのは大層面白くないことなのだろう。

　いくらだ、場末の女郎に尋ねるように大猫ダーマは問うた。

「──あ？」

「それだけの口を叩たたくからには番付に名のある身分だろう。お前の首はいくらだ」

　おおお、恐れを知らぬ言い草に見物人たちがどよめいた。大猫は腰の柄つかに手を触れようともせず、馬児は両手の拐かいを握り直して全身の筋肉を膨れ上がらせる。

「そいつを聞いてどうすんだよ？　熊くまのお頭つむじゃ銭を数えられんだろ」

「俺は高いぞ。お前があまり安いようなら遊んでやらん」

　獰猛な笑み、

　横殴りの一撃が、大猫のこめかみを皮一枚で捉とらえ損なった。

　大猫は軽く退ひき足を合わせたのみで未いまだ柄を握らない。やれやれぶっ殺せと双方を煽あおる野次が飛び、馬児は二の打ちの初動に背筋をたわめて吠ほえる。

「銭の話はツキが落ちるぜ！　人の首より手て前めえの首を心配しな!!」

　馬児の兵法は確たる構えを持たない。後手をひたすら悪手と信じ、間合いの押し引きも虚実の探り合いもすべて猥わい褻せつな搦からめ手と断じて顧みない。その声がもう一瞬でも遅れていたら、馬児は自らの攻め手を止められなかったかもしれない。




「苦しゅうないぞ」




　若い女の声だった。

　この場にまったく似つかわしくないそれは、大猫の背後から確かに聞こえた。

「大儀であった。馬児は下がっておれ、その者の相手は妾わらわがする」

　──妾、だと？

　罠わなだとしたら杜ず撰さんに過ぎる。馬児の驚きの表情も演技とは思えない。それでも大猫は慎重に二歩退さがって左後方に間合いを外し、目の前の敵にへばりつけた視線を引き剝はがすようにして背後を振り返る。

　天から降ったか地から湧わいたか、そこに狐きつねの面をかぶった一人の少女がいた。

　身の丈など大猫の胸元にも届くかどうか。ひどく金のかかった様子の稽けい古こ着ぎを着ている。蚊母の削り出しと思おぼしき木剣を背負い、尺の足りない双そう節せつ棍こんのような得物を束ねて腰帯に差し、小こ脇わきに抱えている竹皮の袋の中身はあろうことか、そこらの屋台で買い込んできたに違いない焼き芋だった。その薄べったい身体からだには到底収まりきると思えないほどの量である。

「──あ、あああ姐あねさん。つまり、これはその、参ったな、」

　そして、馬児バジーの狼ろう狽ばいぶりは悪戯いたずらの現場を押さえられた子供のそれだった。番付を差し置いて勝手に場を仕切ったことが掟おきて破やぶりだと言えばそうには違いない。予期せぬ真打ちの登場に、見物人たちの間にもある種の期待を帯びたざわめきが拡ひろがっていく。

「いや、あの、これは姐さん。今日はまた随分とお早いお出ましで」

　うん、少女は面を鼻の下まで押し上げて焼き芋の半切れにあんぐりとかぶりつく。すたすたと場を横切って馬児の腹を邪険に押しやり、

「ほれ、いいから下がっておれと言うに」

「ちょ、ちょいと待ってくれよ姐さん！　そりゃあねえよ！」

　馬児必死の抗弁、

「芝居の緒しよ幕まくじゃあるめえしよ、野郎二人が啖たん呵か切ってさあこれからってときによお。そいつはあんまりにも殺せつ生しようってもんじゃねえか」

　そのあまりの往おう生じよう際ぎわの悪さに方々から荒くれた笑いが起こった。少女は焼き芋の袋を馬児にどさりと押しつけ、

「妾わらわの分も残しておけよ。なあ、近く初子ができると憐レンに聞いたぞ？　余計な怪け我がなどせぬが利口だ」

　馬児は情けなさに顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて、

「──お、俺じゃあ勝てねえとおっしゃるんで？」

　うん、

「触らせてもくれんじゃろうな」

「そ、それは、あの野郎が俺よりちっとばかし身体がでけえからですかい!?」

「ちがう」

　そして、仮面の少女はくるりと向き直る。

　背中の木剣ではなく腰帯の双節棍を抜いて場の中央へと歩みを進める。この国で連接兵器といったら伸長五尺を越える大型のものが主流だが、少女のそれはやはり奇妙に短い。まるで、ごく一般的な二尺四寸五分の木剣を真ん中で二つに切って縄で繫つないだ程度のものに見える。恐れる風もなく頭をもたげ、世にも稀まれなる巨きよ軀くと対する様はまさに狐きつねと熊くまの睨にらみ合いだった。不公平極まりないその体格差は小が大に挑むある種の悲壮感など遥はるかに通り越して、いっそ大道に並べて立たせておけば金が取れそうな珍妙さすら漂って見えた。

　大猫ダーマが、

「──おい、」

　ようやく、

「──────こいつは、一体何の冗談だ」

　ついに来るべき時が来た、と三人組は揃そろいも揃って視線を逸そらす。昨夜の酒席で大猫ダーマを口説いた張本人が左右から肘ひじで小突き出され、ふてくされたような口調で、

　ぼそりと、

「──言えば来なかったろ？」

「当たり前めえだ！　今からでも帰けえってやらあ！」

　天幕を圧する怒声に三人組は跳び上がった。逃げ出す間もあらばこそ、大だい蛇じやのような腕が伸びて手近な一人の胸倉をぐいと摑つかむ。

「なあ、一体どういうつもりだ？　俺を嵌はめようって魂胆だったのか？　十やそこらの雌めす餓が鬼きを相手にするほど俺の腕は安く見えたのか？」

「ち、違うってば、そうじゃねえって」

「妾わらわは十四だぞ」

「いいか！　手て前めえら屑くずどもと違ってこちとら名前が命の看板商売なんだ！　餓鬼の小銭を巻き上げて喜んでるような野郎に仕事を頼もうなんて奴がいると思うか!?　そんなみっともねえ噂うわさが立ったらこの稼業は飯の食い上げなんだよ！」

「ならば、お主にはもう勝って帰るより他に道はあるまいな」

　背後から狙ねらい撃つようなそのひと言に、大猫は額の青筋を蠢うごめかせてゆっくりと振り返った。

「──何だと？」

　少女は肩で笑い、

「守るべき名があるならこの場にのこのこ出張ってきたのが運の尽きだ。──見よ、これだけ大勢の口にどうやっても戸板など立てられん。女一人に恐れをなして逃げたと噂になるくらいなら、相手構わず本気を出す大人気のない奴だと言われた方がまだしもであろう？　蟬せん爺じい！」

　賭かけ場の卓で煙管をふかしていた老人が、あいよ、と答える。

「妾の首はいくらになった!?」

　蟬爺は物もの憂うげに帳簿を眺めて、

「──さあて。ここんとこ場代を塩で払う奴も多かったしなあ、他にも負けた連中が担か保た代わりに置いてった剣だの槍やりだの、みんなひっくるめて銭に換えるにしたって相場ってもんがあるからはっきりしたこたあ言えねえが──まあ、ざっと、銀六流に銅粒三百。それよりも下ってこたあねえと思うよ」

　おおおお、

　周囲の人垣が大きくどよめいた。まだ日もあるうちから辻つじ比ひ武ぶ見物に入り浸るような穀ごく潰つぶしどもにとって、銀流六枚といったらそれこそ夢にさえ見たことのない大金だ。羨せん望ぼうと嫉しつ妬との入り混じったため息はやがて、血を見ずには到底収まりのつかない熱狂へと噴き上がっていく。

「──さあ、どうする？」

　少女が問う。面の奥に輝く賢さかしげな瞳ひとみ、

「銀を手て土産みやげに名を救うか、尻尾しつぽを巻いて逃げ帰るか」

　大猫ダーマは動かない。

　対する狐きつねの面と無表情を競い合うかのように眉まゆひとつ動かさない。

　やがて、

「──馬鹿くせえ」

　嘲あざけるように口の端を吊つり上げて、大猫は足元にべっとりと唾つばを吐いた。

「とても付き合いきれねえや。野郎と棒遊びがしてえならせめて乳のひとつも膨らませてからにしな」

　そう言い捨てて巨きよ軀くを翻ひるがえす。八方から吹き荒れる罵ば声せいと嘲ちよう笑しよう、姉貴分への暴言に怒り心頭の馬児バジーとそれを必死で押し留とどめようとする取り巻きの面々、敵中に見捨てられたも同然の三人組はまさに身も世もないという狼ろう狽ばいぶりで、それら一切を眼中から締め出した大猫は悠然と歩みを進めながら脳裏に数を数える。──一、二、三、

　四。

　大猫の歩幅で四歩。

　俗に言う「一足一刀」の遥はるか外。少女がどうやってもひと息には詰められず、長大な木剣と強きよう靭じんな臂ひ力りよくによる抜き打ちのみが一方的に相手を捉とらえることのできる必殺の間合い。

　震しん脚きやく。跳ね返ってきた体重のすべてを上体の旋転に使い切る。相手の生死などすでに念頭にない。右手の握りに粘りを利かせ、龍りゆう腰ようの単手抜刀から振り向きざまの一撃を放とうとした大猫が見たものは、その顔面に衝突する高さへと蹴けり出されていた敷石の断片だった。

　──!!

　咄とつ嗟さに上体が泳いだ。大昔の鏃やじりのような形をした石片がのろのろと回転しながら左耳のすぐ横をすり抜けていく。随意の途中に不随意がねじ込まれ、双方が混ぜこぜになった挙句の果てに自分でもわけのわからぬ体軸の乱れとなって暴発し、目標を捉え損なった視線の動揺が上下の感覚さえも危うくして太た刀ち筋すじを絶望的に鈍らせる。──迷うな、今さら手を止めるよりも最後まで振り抜いて切り返した方が早い。爪つま先さきに体重を集中させ、二の太刀の軸を作ろうとした右足のすぐそばを狐きつねの面が双そう節せつ棍こんを手に恐ろしい早さで踏み込んできた。膝ひざを合わせることも蹴りですくい上げることもできなかった。

　かん！

　分厚い肉に鎧よろわれている大だい腿たいの、まるで骨だけを打ち通したような打撃音。

　気がついたときには体を覆くつがえされていた。もんどりを打って倒れ込み、片手片足で地を摑つかんで勘だけを頼りに背後を薙なぎ払う。少女はその弧の外まで一気に退ひいて、面に隠れた表情は知れず、ただ喉のど元もとに微かすかな笑みの気配があった。

「──なりはでかいのに気は小さいな」

　にはは、

「石くれのひとつやふたつ、構わず踏み込んで自分から当たってしまえばよかったのだ」

　周囲の人垣が一挙に沸ふつ騰とうした。

　暴風のような歓声の只ただ中なかで、大猫ダーマは中ちゆう瀆とくを打たれた右足に力を込めて慎重に立ち上がる。痺しびれが溶けて熱と痛みに置き換わっていく感覚──通り一遍の立ち回りならそう支障もあるまいが、迂う闊かつに大技の軸を通すと肝心なところで裏切られるかもしれない。

「まいったをするなら許してやるぞ。どうする？」

　殺す。

　出入りの早さはすでに身に沁しみている。もう足が利かぬと見て嵩かさにかかって攻めてくるなら得物を捨てて組み打ちに引き込むつもりでいたが、どうやらこの糞くそ生意気な小娘はそこまで読んでいるらしい。──流儀はおそらく六りく身しん派か明めい山ざん派の仙合剣、棍こんを右手にだらりと下げた左半身の捨て構え、止水に舟を漕こぐような呼吸と自分からは決して間合いを切らない好戦的な足遣い。余裕綽しやく々しやくたる態度で左へ左へと回り込みながら、時おり片足を大猫の抜き打ちの距離に入れてくる。

　二度目を見送り、三度目で誘いに乗った。

　踏み込む。出足の脛すねを薙なぐと見せ、その寸前で逆ぎやく袈げ裟さに跳ね上げて股こ間かんの動脈を狙ねらう。即座に狐きつねが反応、面の隈くま取どりが尾を引いて真横に流れ、少女はひと息に大猫の左後方にまで回り込んで諸もろ手てに構えた一撃を脇わき腹ばらに打ち込もうとする。

　咄とつ嗟さに肘ひじで受けた。

　連接武器とは到底思えぬ打撃の重さに指の先々まで痺れが走った。本当は脇を締めて得物を捕らえ、回身動作で少女を一気に振り飛ばしてとどめを刺すつもりだったが考えが甘すぎた。餌えさのつもりで脇腹など殴らせたら肋ろつ骨こつをへし折られかねない。苦し紛れに振り込んだ返しの一刀が空を切り、間合いを外そうとするあの手この手に悉ことごとく追従される。小娘を視界の真正面に捉とらえ続けることがどうしてもできない。

　──落ち着け、

　体格差がある分だけ懐ふところの深さはこちらが上だ。このまま退ひき足と追い足の勝負が続けば小娘はどこかで再びこちらの動きを止めにくる。そこに罠わなを張り、低い姿勢の踏み込みを誘って真上から脳天を叩たたき割ってやればいい。横振りの一撃を捨て置いて頭上を制圧、さらに退くと見せて半歩残した右足に小娘がまんまと喰くいついた。──ここだ！

　大猫は両の小手を返し、真剣であれば握れるはずのない刀身の中央まで右手を滑らせ、木剣全体を棍の術理で翻ひるがえして少女の頭ず蓋がいへと打ち下ろした。

　完かん璧ぺきな脱力と万ばん斛こくの沈ちん墜つい。

　そこに鉄があれば鉄を拉ひしぎ、岩があれば岩を砕いたであろう一撃だった。

　手て応ごたえは、

「──二重の罠わなか。今のは良かったぞ」

　ない。

「独う活どの大木の長なが竿ざお好みと思えばさにあらず。お主のそれは遠きにおいては剣となり、近きにおいては棍こんとなる。間合いを離すも懐ふところを閉ざすも変幻自在か。──ひとつ利口になったぞ、真剣ではなく木剣であることに利を見る兵法とは恐れ入った」

　低く身を伏せ、双そう節せつ棍こんを後ろ頭で水平に構え、少女は大猫ダーマの一撃を連接部の縄で受けて落雷のような勁けい道どうを柔らかく殺していた。

「なあ、ここらでやめにせんか？　この先となると妾わらわもそう加減はしてやれんでな」

　生皮を剝はいでやる。

　五体を裂いて生き肝を喰くらってやる。

　大猫は狂える一頭の熊くまとなって諸もろ手てを振り絞った。血と汗で購あがなった技は最後まで大猫を裏切らず、凄すさまじい発力で直下に放った押し斬ぎりの一手に最後まで定かな手て応ごたえはなく、丸太で殴られるような衝撃に足首を攫さらわれて巨体がその場に片かた膝ひざを突く。少女が旋転、返しの勁を腰に溜ため、横ざまに放たれたその一撃を大猫は左の拳こぶしで迎え撃った。

　迎え撃とうとした。

　目にも止まらぬ棍の先端が、眉まゆから上を斬り飛ばすような角度で大猫の側頭を打ち抜いた。

　両の膝が落ちた。いつまでも倒れぬかと見えたその巨体が次第に傾かしぎ、神像を前に叩こう頭とうするような姿勢でゆっくりとうつ伏せる。物音ひとつで再び目を覚まして暴れ出すとでも思うのか、居並ぶ男たちは固かた唾ずを吞のむばかりで一人として声を上げる者がない。

「──ああ、大事なことを聞くのを忘れたな」

　少女は双節棍を首にかけ、ただ呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ三人組を振り返って、あたかも芝居の決め台詞ぜりふのような勝利の言葉を口にした。

「──お主ら、この男の住まいを知らんか？」

　馬児バジーが叫ぶ。

「すげえっ、やっぱり姐あねさんは天下一だあっ!!」

　狂喜乱舞して走り出す取り巻きの面々。散り乱れる投げ銭と踏み鳴らされる足音、発散の機を逸していたその場の興奮が息を吸い込むように膨れ上がって、今まさに弾はじけようとした、

　そのとき、




「月華ベルカっ!!」




　若い女の声だった。

　その場の誰もが度肝を抜かれ、何事かと集中する視線の先に安ぴかの腕輪をじゃらじゃらと絡みつかせた女郎丸出しの女がいた。鉄火帯の風流姿で腕組みをして仁王立ち、歳としの頃は色いろ気けのある十五にも幼おさな気げのある二十にも見えてはっきりしないが、その胸元や太ふと腿ももの白さに口笛も野次も上がらぬ理由はただひとつ──

「──しゅ、珠会シユアか？　そ、そのなりは一体何のつもりじゃ？」

「あ、あああああんたに言われたくないわよっ!!」

　女郎が、こともあろうに狸たぬきの面をかぶっていたからである。

「ど、どうしてここがわかったのだ？　まさか、芋屋の親父が口を割ったのか？」

　そして、少女の狼ろう狽ばいぶりは悪戯いたずらの現場を押さえられた子供のそれだった。ちなみに「芋屋の親父」というのは少女がかつて入り浸っていた西瓜すいか屋の親父と同一人物で、夏から秋への商売替えを境に遠のいていた客足も今ではすっかり、

「いいのよそんなことはどうでもっ！　──ったく、近頃どうも付き合いが悪いと思ったら案の定だわ。右の袋であたしの目をごまかそうなんて十年早いっつの」

　伝でん法ぽうな舌打ちをひとつ、女郎が一歩足を踏み出すと少女ばかりか周囲の男たちまでもが腰砕けになって逃げ惑う。「狐きつねの姐あねさん」が熊くまをも倒すのなら「狸の姐さん」には鬼でも敵かなわぬに違いない──そう思い込むのも無理からぬ状況ではあった。

「ねえ月華ベルカ、あたし前にも言ったはずよね？　こんなことばっかりしてたらいつか絶対、」

「ひ、人違いでもしておるのではないか？　月華などという娘は知らんぞ？」

　少女は面で隠した顔にそっぽを向かせて子供のようなしらを切る。女郎は呆あきれて、

「──は!?　あ、あんた今さら何言ってんの？　馬鹿なの!?」

「そ、そっちこそ、こんな大勢の前で説教を始めんでもよいではないか！」

　少女は地じ団だん駄だを踏んでぐるんと一回転、襟えり首くびを摑つかもうとする女郎の手から跳んで逃れて焰えん肩けん柄の刺青いれずみの陰に隠れてしまった。板挟みになった馬児バジーこそいい迷惑、しかし人前で番付の序列に公然と逆らうわけにもいかず、

「──あー、その。狸の姐さん。お初にお目にかかりやす」

「何あんた」

「は。自分は、この辻つじ場ばで二の峰みねを預かりおりやす馬児てえケチな船ふな曳びきで」

「船曳きでも股また引ひきでもいいからさっさとその馬鹿こっちに寄越して」

　まいったな、と馬児は頭を搔かいた。女郎に気持ち身を寄せ、声を潜めて、

「──いえね、実を言うと、御高名はかねがね伺っておりやして。辻場なんぞに出入りしてると知れたら叱しかられるってんで、万一お見えになったら口裏をんぎゅううううう!?」

　人は背筋に透とう骨こつ拳けんを打ち込まれるとそういう声を出す。背後からの衝撃に墨の入った分厚い身体からだがずしんと揺れて、馬児はたちまち噴き出す脂汗に目を瞬まばたき、小便でも堪こらえているように身を捩よじりながら、

「……あああ、あの、やっぱその、人違いてことで……了見しちゃ、もらえませんか……」

　ああ面倒くさいなあもう、

　女郎は腕組みをして黙考しばし、ここは真っ向からの押し相撲だけが能ではあるまいと攻め手を変えた。

「──まあいいわ、つまり、あんたはあたしの知ってる月華ベルカじゃないわけね？」

　馬の背後から狐きつねがちらり、

「だ、だから、最初からそう言うておるっ」

「ほんとに？　その木剣にも稽けい古こ着ぎにも見み憶おぼえがある気がするんだけど」

「そ、そんなのたまたまじゃ。似たような代物など他に山ほどあろう」

「じゃあ、あたしはこれから三福館の昼座に行って黒くろ蜜みつの団子をお腹なかいっぱい食べるつもりだけど、知り合いでもないあんたには奢おごってやる義理なんかないってことだよね？」

　達人同士の戦いは一瞬で決まる。

「──あ。う、」

「月華って子とは前から約束してたんだけどな。あの黒蜜は仕込みが特別だからいつ行っても食べられるってわけじゃないのよねー。ぐずぐずしてると売り切れちゃうかもなー」

　少女はまったく餌えさに釣られた狐のように巣穴から這はい出てきた。くるりと踵きびすを返す女郎の周囲をおろおろと歩き回りながら、

「──待て、待て待て！　なあ、一人で食うてもきっと旨うまくないぞ？　何なら妾わらわが一緒に、」

「いやですうー。朋ともにあらざると茶席を同じくすべからず。あーあ、残念だけど仕方ないよね月華がいないんだから。二人分頼んであたし一人で食べええええ!?」

　少女がいきなり女郎の襟えりを摑つかんで背後に引き倒したのだ。わずかな差で空を斬きった長大な木剣が敷石の破片を飛び散らせ、地に突っ伏していたはずの大猫ダーマが周囲の見物人たちを跳ね飛ばしながら咆ほう哮こうした。

「があああっ!!」

　未いまだ意識はあるまい。戦意の残り火に炙あぶられた身体からだが死霊のように駆動しているのかもしれない。それまでの緻ち密みつさなど見る影もない足取りで地を踏みしめ、倒すべき「面の女」を探していた視線が女郎へと行き当たって、穴ぼこのような両の眼まなこにひどく単純な意味の光が宿る。

　少女が先制する。

　物が真横に落ちるような速度で大猫の腕の内に自ら入り込む。出足の腿ももを踏んで跳躍、顎あごに跳び膝ひざを入れて髭ひげ面づらを仰あお向むかせる。双そう節せつ棍こんの片側を奥襟に突っ込み、喉のど笛ぶえに縄を巻きつけ、頭ごと捩ねじ切るような動きで大猫の背後へとすり抜けて地蔵背負いで締めを入れた。

　ぐむうっ、

　大猫の顔面がどす黒く変色する。口角から泡が飛び、大きく反そり返った背筋が波打つように痙けい攣れんする。身長差が大きすぎて、少女は背中合わせに襟を取って摔なげを打つような姿勢のままぶら下がっている格好だ。大猫の左手が指先を震わせながら首の縄へと伸びていき、それを背中越しに感じ取った少女は両足を大きく振って反動をつけ、靴底を大猫ダーマの腰に打ち当てて全身の力で棍こんを引き絞った。

　がおうっ、

　大猫の喉のどが最後の呼気を吐き出した。

　斧おのの入った巨木のように大猫の身体からだが後方へ倒れていく。これだけ上背のある男が受け身もなしに後頭部を地に落としたら致命打になりかねないが、少女は棍を引き抜くと同時に大猫の上体に螺ら旋せんをかけて頭ではなく肩から落ちるように落下の方向を制御する。巨きよ軀くがどうと倒れ伏す瞬間と少女の着地はほぼ同時で、大猫は敷石に食らいつくような形相のまま今度こそ動かない。

「──まったく、最後まで世話の焼ける男じゃな」

　誰もが顔色を失い、咳しわぶきひとつない沈黙の中で少女は何事もなかったように振り返った。

　女郎は大おお股またを開いてその場にへたり込んだまま。

　そのあられもない姿を前に、少女はさも偉そうに胸を張る。

「まあ何だ。礼には及ばんぞ。貸しは貸しだが、団子で返してくれればよい」




　　　　＊




　当の月華ベルカは顔を隠して正体さえ割れなければそれでいいという考えだったが、「言ごん賢げん同どうの小狐丸」はすでに界かい隈わいの武人くろうとたちの間でも口くち端はに上る存在となっていた。

　多くの兵法道場において無許可の他流試合が固く戒いましめられているのは、事態がこじれて面子メンツに関かかわる問題となったら一門を挙げての殺し合いに発展しかねないからである。ましてや素人しろうと相手など沙さ汰たの限り、勝って当たり前と言われ、万一負けでもすれば大いに面目を失う彼らが辻つじ比ひ武ぶというものを敬して遠ざけるのは当然──であるはずなのだが。目と鼻の先で勝ち星を四十も積み上げられたら好奇心を抑え切れない跳ね返りの一人や二人は出てくる。昨夜遅く、とある槍そう術じゆつ道場の門人が金灯楼に登って馴な染じみの女郎を呼んだ。無沙汰を詰なじるお決まりの睦むつ言ごとにも男は浮かぬ様子、聞けば遡さかのぼること数日前、慶事あって武友数人と昼酒を過ごした折につい魔が差して他流試合の禁を破ってしまったらしい。曰いわく、音に聞こえし「小狐丸」がよもや十四十五の小娘とは思いもよらず、無礼千万な挑発を受けて比武に応じた挙句に素手であしらわれてしまった、と。自分一人の破門で済むならまだいいが、師は常から古来のしきたりにやかましい血の気の多い人物で、もしこんな話が耳に入りでもしたら弟子全員を引き連れての報復に乗り出しかねないという。

「──あのさあ月華、しつこいようだけどさあ、ちょっと強くなったからっていい気になってるといつか大おお怪け我がするよ？　負かした相手が仲間を連れて仕返しに来たらどうすんの？　命を取られたらお団子だって食べられなくなっちゃうんだよ？」

　無理にでも連れ帰るつもりが助けられたような形になってしまったせいだろう、結局は食い気に話を落とすあたり、珠会シユアの説教にもいつもの切れというものがない。月華ベルカにすればまったく恐るるに足りぬと見え、団子の竹たけ串ぐしを咥くわえたまま右手の筆を黙々と動かして、

「仕返しというならさっきの大男だって似たようなものだぞ。よしできた、ほれ見ろ見ろ」

　誇らしげに掲げて見せたのは、四辺に刺し繡しゆうが施された角盆ほどの大きさの白布だ。宮廷装束の故事来歴など憶おぼえる気もない月華にとっては普段から「きれいな模様の手て拭ぬぐい」という扱いだが、正式な名を「懐かい巾きん」といって、古くは貴族女性が詩を──多くは恋詩を──したためて意中の男性に贈る用途に用いた呪じゆ札さつの一種である。その刺繡の紋が馬ば厨ず卯家の角流星であると見てとるだけの教養はさすがの珠会にもなかったが、そこに描き込まれているものが意味するところは誰の目にもまさしく一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　縦に十個が横に十列、合計百個の丸印。

　うち、四十七個はすでにバツ印で消されている。

　さらに、百と一個目の丸印はご丁寧にも青い絵の具を使って描かれている。

「百勝ちまであと五十と三人だ。本当はもっと大きな布に描いて旗印にしようと思うたのだが蟬せん爺じいに止められてしもうた。金に細かい奴は気が小さくていかんな」

　よくぞ止めてくれたと珠会は思う。仮面の少女剣士が百人斬ぎりの幟のぼりを背負って街を練り歩く様を思うだけで頭痛がしてくる。ところでその蟬爺というのはどこの誰なのか。

「本名は知らん。昔の博ばく徒との言葉で、賭かけ金の取りまとめをする者のことを歳としに関係なくそう呼ぶらしい。方々の素人しろうと比ひ武ぶを荒らしておった頃にひょんなことから知り合おうてな、今の辻つじ場ばの主だった連中の中でもあの爺じじいだけは妾わらわの素顔を知っておる」

　二人とも面はすでに外している。煙管の煙と若い貝ばい抱ほうの匂におい、三福館の客間は綴つづれ織おりの壁掛けで飾り立てられて祭りのように賑にぎ々にぎしかった。茶葉が最も甘くなる午後遅くに一席を嗜たしなむ貴人の習慣を「昼座」と呼ぶが、粋も風情も知ったことではない月華は通りすがりの女給に団子のおかわりを何度も注文し、卓を囲む衝つい立たてに彫り込まれた魔ま除よけの三獣神交合図に気づいて目を丸くしている。──隙すきあり、珠会は自分の皿から竹串をつまみ上げ、月華の横っ面つらをめがけて指先でぱちんと弾はじき飛ばしてみる。

　魔法のようなことが起こった。

　月華の首に掛かっていた双そう節せつ棍こんがするりと引き抜かれ、卓上に扇を立てるような軌跡を描いて竹串を天井高く払い飛ばしていた。右手は両りよう棍こんを束ねて真横に残ざん心しん、ようやく振り返った月華はしてやったりという笑みを浮かべて、

「──そっちこそ十年早いぞ。妾から簡単に一本取れるなどと思うな」

　うわ、なんか腹立つ。

　辻場で「十年早い」と言われたことのお返しのつもりなのだろう。珠会は絶技に驚くよりもむっとして頰ほお杖づえを突き、何でもいいから言い返してやりたいという負け惜しみがぐるぐると頭を巡って、

「──そのへんてこな得物、初めて見るけど。また御用達の武具屋から召し上げたの？」

「いや、これは妾わらわが自分で作った。名前は〝寝歩き〟だ」

「は？」

　寝歩き？

「庭掃除の箒ほうきの柄で丁度いいのを見つけてな。縄で繫つなぐ細工は庭師に手伝わせたが」

　そこを人に手伝わせたら他にやることないだろう、と思ったが言わずにおく。要領を得ない話しぶりに逆に興味をくすぐられ、

「なんで？　いつもの木剣じゃ駄目なわけ？」

「駄目なことはないが、わかりにくい」

「何が？」

「勁けい道どうが、武器の先端まで達しているかどうか」

　わかりにくいのはお前の話だ、と思ったが言っても始まらない。月華ベルカはやおら〝寝歩き〟を肩口に構え、ひゅん、と一直線に振り下ろしてみせる。

「ほら」

　何がほら？──という珠会シユアの視線。月華はしばし言葉を探して、

「あー、つまりだな、『得物も身の内』であるからして、手首の先にもうひとつおまけの関節があると思えばよい。把棍から打棍へと流れていく力の感覚もまだわかりやすい」

　そうなの？──という珠会の視線。月華は棍全体を生き物のようにうねらせ、今度は左から右へと空を斬きり払う。ひゅん、

「これが木剣となると敷居が一段高くなる。最初から折れも曲がりもせぬ一本の棒は、固くて丈夫であることに気持ちが寄りかかって手の内から先への意識が雑になりやすい。力の使い方に噓うそがあってもごまかしが利いてしまう。格好だけなら馬鹿でも振れるが、肝心の勁道が途切れていたら遠間から木剣をただ投げつけておるのと一緒だ。実に届かぬ稽けい古こなどいくら積んでも身にならん故ゆえ、木剣はしばらくお預けにしてこいつ一本で精進をしようと思うてな」

　ひゅん、

「馬児バジーが言うには、双節やら三節やらの棍術を得意として名を残した達人もあるというのだがどうも納得がいかんのだ。そもそもこの種の連接兵器は稽古のために考え出されたもので、真剣勝負の場に持ち出すのはひどい心得違いという気がするのだが珠会はどう思う？　『よちよち歩きの達人』などというものはその存在自体が矛盾ではないか」

「し、知らないわよそんなこと」

　珠会は目を白黒させて、

「──でもさあ、そう言うあんただって、そのよちよち歩きの得物で辻つじ殴りの番付守ってるんでしょ？」

　うん、と月華ベルカは真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

「だって、あんなのは真剣勝負でも何でもないからな」

　うわあ、そういう自信過剰は相変わらずなのか。珠会シユアは苛いら立だたしげに身を乗り出して、

「だったらさあ、わざわざつまんない奴を相手にして恨み買い続けるのやめなよ。いつか本当に闇やみ討うちされるよ？　しまいには命が百個あっても足りなくなっちゃうよ？」

　また始まった、と月華は不満げに口を尖とがらせる。

「──珠会の説教はくどくてかなわん。言うておくがな、真剣勝負ではないということと、相手を軽んじていい加減な気持ちで戦うこととは違うのだぞ？」

　いいや違わない。少なくとも相手はその負けに納得していない。あんな大勢の見ている前でなけなしの矜きよう持じを叩たたき潰つぶされる側の気持ちにもなってみるがいい。

「じゃあどうして仕返しにくる奴がいるのよ？　さっきの大男だってそうなんでしょ？　あんな化け物みたいなのと真正面からやりあって、それでもまだ『真剣勝負』じゃないって言うんなら今の世の中一体どこに、」

　そのとき、いきり立った駱駝らくだの嘶いななきと客引きの太鼓囃ばや子しが珠会の耳に入った。

　何気なく振り返った途端に、通りから客間をのぞき込んでくる巨大な顔と真正面から向き合う羽目になって思わず声が出る。三眼独角、色とりどりの隈くま取どりが施されたそれは武神「焰えん耀よう」の憤ふん怒ぬの相だ。路傍に溢あふれる大勢の見物人、風に揺れる吉祥の幟のぼりと巨大な神顔の張りぼて、車七台を連ねた芸人一座の行列は賑にぎやかしの綺き麗れい所どころや軽かる業わざ師を満載し、高座の弁士が大だい比ひ武ぶ道中の枕まくら口上を滔とう々とうと述べ立てた。

「ああ遥はるかなり洞幡ドーハンの擂らい台たいよ馬手に青刺す熱血の滾たぎりよ！　その赤せき心しんに一芸添え奉たてまつらんと罷まかり越しましたる我ら三光旅団、今こん年としも御当地大だい元げん都との皆々様にお目通り叶かないましたること光栄至極に存じまする！」

　台詞せりふはいかにも仰々しいが、要は大比武の「写し芸」を行う旅芸人たちの宣伝行為である。

　琉河ルンガ刑場を血に染めていた昔ならいざ知らず、洞幡演武場が完成して以降の大比武は市し井せいの庶民が気安く見物できるようなものではなくなってしまった。場内「一の間」を埋めるのは王族に貴族に軍属、「二の間」の末席にでも座ることのできる平民がいるとしたらよほどの賂まいないを積んだお大だい尽じんである。

　そこで、複数の芸人一座が金を出し合って話の通じそうな貴族や豪商に渡りをつけ、武術の心得を持つ若手を従者として場内に送り込んで試合内容を特殊な速記術で記録させる。場外で待ち構える役者衆はその記録を元に即興の台本を組み上げ、芝居の演目という形でその日の戦いを客の前で再現してみせるのだ。脚色の度合いは演じる一座によってまちまちで、武人筋の客を相手に試合内容の精密な再現を追求するところもあれば、酔漢たちの投げ銭を目当てに面白おかしい話に仕立て直して笑いを取ろうという連中もある。彼らは流りゆう秋しゆう三日の明け日を境に続々と都入りし、こうして隊列を組んで大路を練り歩いてはその華々しさを互いに競い合うのだった。中でも三光旅団の道中は車飾りの奇抜さと口上の巧みさが有名で、弁士は語り口調を伝でん法ぽうな煽あおり調子に改めて曰いわく、

「さあさあ皆様もご存知の通り、此こ度たびの大だい比ひ武ぶは一の一──大だい元げん都と一番手講武所の一番弟子が名乗りを上げるてえ初しよっ端ぱなからの大波乱。こいつを見逃したらあの世で土産みやげ話ばなしのひとつもできやしねえ、どうかお迎えは待ってくれろと老い先短みじけぇ爺じじぃ婆ばばぁが土間の柱にしがみつくてえ死神泣かせの騒動だ。血風しぶく武の頂いただきに勇躍挑むは南なん邑おう流れの伊だ達て男、その剣舞を写す役者がそんじょそこらの茄なすび大だい根こんじゃあ恐れ多いや。さてお立ち会い、畏かしこくも阿鈴アレイ武尊を演じまするは当団きっての荒事役者、〝砂さ塵じんの黄鳴ホウメイ〟！　どうかお見知りおきを！」

　中央の車の仕掛け舞台から筋肉の塊かたまりのような男が飛び出して四方に見得を決めた。万雷の拍手と大歓声、時おり挙がる「百万手！」という声は黄鳴十八番の演目『雁花の関』の主人公の二つ名である。

　──そうか、

　朝夕が冷えるはずである。もうそんな時期かと珠会シユアは思う。改めて指折り数えてみれば、大比武が挙行される秋しゆう天てんの一日まであと半月もない。

　それにしても、まずいときにまずい所へ誘ってしまったものだ。

　この店の前を大比武道中が通ると知っていたら絶対に月華ベルカを連れてきたりはしなかったのに。教育上まことに好ましくない。ただでさえ手がつけられないほど増長しているところへこんな刺激の強いものを見せたら何を言い出すか知れたものではなかった。ここは説教を重ねてきっちりと釘くぎを刺しておかねばなるまい。珠会は眦まなじりを決して振り返り、

「ねえ、あんたまさか──」

　そして、そのときにはもう、卓の向かいはもぬけの殻だった。

　──逃げられた。

　ああくそ、慌てて腰を浮かせるが、道中見物の客で混み始めた店内に月華の姿は影も形も見当たらない。底なしの徒労感に珠会はがっくりと椅い子すに尻しりを落とす。

「──もう、これじゃ食い逃げよ」

「そいつは聞き捨てならねえな。碗わんの湯気に銭も打ぶてねえ野暮天は極楽往生できねえぜ」

　珠会は卓に顎あごをつけたまま身動きもしない。その声の主が店の主人の論ロ戸ドであることくらいは顔を上げなくてもわかったし、東方萬行詩篇を引いているらしいその口くち癖ぐせについても解釈の誤りを指摘しようと思い続けてはや丸二年が過ぎてしまった。──正しくは「貧茶の香を知らずんば天上楽土の奏楽にも飽息あくびす」、禍福もつまるところは気の持ちようで、自分がすでに分相応の幸福の中にいるのだと思えない奴はいつまでたっても不幸なままだという話である。

「──こっちの話。せめて奢おごった分の説教はしようと思ってたのに当てが外れただけ」

　あれまあ、と論戸は目を丸くして、

「てこたあ俺も無駄足ってかい。団子は品切れだってのに杏歌アンカが注文を受けちまってな、ここは頭のひとつも下げにゃなるめえと思ったんだが当人が帰っちまったんじゃ埒らちもねえや。お代は要らねえからよ、もしよかったら食ってくんな」

　窮余の一品とは思えぬ飾り餅もちの皿がごとりと卓に置かれた。論ロ戸ドは向かいの席を顎あごで示して、

「──なあ、厨ちゆう房ぼうからちょいと御尊顔を拝しただけだがよ、さっきの子があれだろ？　お前がよく話してる、」

「月華ベルカ」

「『野郎が好き』と『やっとうが好き』の区別がつかねえっていう」

「そう」

　へえ、と論戸はからかうような笑みを浮かべて、

「──まあ、お前の心配もわからんじゃねえが、節介を焼くのもほどほどにしとくがいいぜ。ああいう手合いは周りがやいのやいの言ったって結局んとこはなるようにしかならねえさ」

　よくよく考えてみれば、大だい比ひ武ぶ出願期限の三十三日間もとうの昔に過ぎているのだ。

　空回りも甚はなはだしい。馬鹿馬鹿しいと思いながらも狸たぬきの面まで用意して、荒くれ辻つじ場ばに殴り込んで団子まで奢おごった挙句に逃げられていれば世話はなかった。そう言えば今日も島しま内うちで葬式が出ていたなと、泥臭い現実が不意に思い出されて珠会シユアは細いため息をつく。




　楽しい。

　一いつ時ときもじっとしていられない。

　生まれてこの方こんなに楽しい日々はなかった。かつての自分は死体も同然だったのだと月華は思う。今日の勝ちで四十と七──いよいよ折り返しも間近となった星の数と、首尾よく珠会の説教から逃れた解放感がその足取りを一層軽くする。

　誰でもいい。

　本気で向かってきてくれるのならそのへんの犬猫が相手でも構わない。夕刻の路地をどこへ行くという当てもなく、急せき立てられているような足取りで歩きながら月華は熱を帯びた視線を周囲に泳がせる。稽けい古こ帰りと思おぼしき武人、小山のような荷を運ぶ強ごう力りき、演武の大道芸人と食い物屋の店先に屯たむろするむくつけき人足たち、

　──お前か。

　それともお前か。

　そんな見かけ倒しの力こぶで「小狐丸」に勝てると思うのか。ひと思いに全員まとめて勝ち星の足しにしてやろうか。さしもの涼孤ジヤンゴも百戦百勝の証あかしを突きつけてやったら瞠どう目もくするより他はあるまいと思う。

　器の違いを思い知らせた上で勝つ。

　泣かす。四つん這ばいで股またをくぐらす。「月華様の功こん夫ふーには遠く及ぶものではありません」と百回くらい言わせる。どうしてもと泣いて頼むなら開門弟子に取ってやってもいい。もちろん屋敷に住まわせて、毎日二人で稽けい古こをしてどこへ行くにも何をするにも傍かたわらに置いて、

　──それとも、

　ぞくん、と月華ベルカの背筋を走る狂気がある。

　行き足が止まる。つむじを照らす西日の影で、黒々と濡ぬれ光る両の眼まなこが瞳ひとみの大きさを増していく。

　──それとも、今すぐ戦やってやろうか。

　もう我慢することなどないのではないか。いじましい星稼ぎなど今すぐやめにして、この足で道場へと乗り込んで今日という今日こそ白黒をつけてやろうか。

　手加減なんかしない。

　参ったをしても絶対に許してやらない。もう逃げられぬように両の足を砕いて、もう拒めぬように両の腕をへし折って、お前など眼中にないと言わんばかりだったあの顔をぐしゃぐしゃに踏み潰つぶしてやったらどんな気分だろう。唐突に湧わいて出たその内なる声に脳のう味み噌そをねろりと舐なめ上げられる。

「──んうう、」

　思わずへんな声が出る。むず痒がゆい歯の根を食い縛り、両の拳こぶしを握り締めて尋常ならない武者震いを押さえ込む。頭の中が熱くて冷たい。興奮のあまり鼻血が垂れそうだった。その傍かたわらを田舎いなか貴族の二号といった風体の女が物狂いでも見るような目つきで通り過ぎていく。

　──落ちつけ、

　冷静になれ。こんなに頭に血が上っていては辻つじ場ばのど素人しろうとにも勝てはすまい。震える呼吸をひとつ、再び動き出す両の足を他人事のように感じながら、月華は今日まで積み上げてきた血肉のすべてを残らず脳裏にぶちまけてみる。

　──もし仮に、

　もし本当に涼孤ジヤンゴと真っ向勝負をするとしたら、どう攻めるか。

　二刀に対する場数をろくろく積めなかったのは不運だったと諦あきらめるより他はない。四十と七戦のすべてを顧みても双手兵器の使い手など数えるほどしかいなかったし、馬児バジーも含めてその全員が話にならない下へ手たくそばかりだった。腕前だけで言うなら今日の大男でようやく上の部類、忘れ得ぬ大金星といったらやはり背セ守スを下したあの一戦ということになる。単純な強さで比べるなら大男の方が上かもしれないが、開眼の契機となったあの雨中の勝利はまさしく百万言の教えに等しかった。

　──例えば、

　例えば、背守にやられて嫌だったことは何か。

　真っ先に思い浮かぶのは徒と手しゆの技の数々である。あの男は木剣を攻撃よりもむしろ囮おとりとして使い、さあ今にも殴るぞと見せていきなり本命の突きや蹴けりを打ち込む──といった駆け引きが実に上う手まかった。言葉にしてみるといかにも単純なやり口のようだが、いざ勝負という場において相手が得物を手にしていたらどうしてもそこに注意が偏かたよる。ましてやそれを振り上げられたら石を投げつけられそうになった野の良ら犬のような怖おじ気けが誰の心にも抜き難がたく生じる。そうした反応を完全に消し去るのはよほどの達人であっても難しいはずだ。今にして思えば、あの男の本門は徒と手しゆ拳けん法ぽうのいずれかの流派で、刀とう槍そうの扱いはその中における武器術──という位置づけだったのだろう。

　その手でいくか。

　しかし、相手はあの涼孤ジヤンゴである。

　あの大男が見せた騙だまし技はどうだろう。握りを刀身へと滑らせて剣術を棍こん術へと変化させる奇襲の一手。そもそもあれほどの体たい軀くをもってすればどんな長なが物ものも思いのままに操れるのだろうが、間合いを欲張れば欲張った分だけ懐ふところに潜り込まれた際の対処は困難なものとなる。最悪の敵は匕あい首くちを手にした捨て身の馬鹿で、あの一撃は大たい兵ひようが故ゆえの泣き所を封じるために編み出された守りの技だ。あくまでも真剣をもって敵を制するのが「正しい」剣術、その代替物に過ぎない木剣をあるがままに捉とらえていきなり刀身部を握り込むことなど凡夫は考えつきもしない。本職の喧ゴ嘩ロ屋が身に帯びる得物としてもまさに格好で、場合によっては役人に見み咎とがめられかねない真剣をこそこそ持ち歩くよりも都合がいいのだろう。十分な臂ひ力りよくと長尺の得物の両方が揃そろってはじめて意味を持つ技ではあるが、二重三重の伏線を張った上で一回だけ使うならうまくいくかもしれない。

　その手でいくか。

　しかし、相手はあの涼孤である。

　あの。

　──くそ、しっかりしろ、

　月華ベルカはぶるぶると頭を振って弱気を追い払った。いつの間にやら目と鼻の先には三十六番手講武所の正門、いつまで経たっても修繕されない土ど塀べいの裂け目や野放図な柳の枝ぶりが今の月華にはまるで悪の根城のように見える。──思い出せ、今日の今日まで寝ても覚めても修行に明け暮れてきたのは一体何のためか。

　そうとも、

　涼孤はさぞかし強かろう。

　そして、自分はそれ以上に強かろう。

　──よし、

　月華は気を取り直す。難しく考えることはない──戦やるか戦らぬかは顔を見てから決めても遅くはあるまい。涼孤の奴め、このところ少しも構ってやらなかったのでさびしい思いをしていたに違いない。口元に不敵な笑みが戻ってくる。腰の寝歩きに右手をかけて、三歩下がって勢いをつけて扉を力任せに蹴けり開けて、腹の底から元気よく、

「たのも────────────────────────────────う!!」

　ところが、

　勇んで踏み込んだ道場は、まったくのもぬけの殻だった。

　──な、

　がらんとした練武場には弟子連中はおろか猫の子一匹の姿もない。箒ほうき目めも真新しい地べたには稽けい古こに踏み荒らされた様子も散らかった武具のひとつも見当たらない。禁欲的かつ婉えん曲きよく的な礼法教育の反動なのか、こういうときの月華ベルカは最初に頭に思い浮かんだことがそのまま口に出るのでとんでもない馬鹿に見える。

「なんで誰もおらんのじゃあ!!」

　とはいえ──

　よくよく思い返してみれば、正門の前に立った時点でいつもと様子が違うことに気づくべきだったのだ。稽古のかけ声や得物の打ち合う音が聞こえていなかったし、そもそも過去の殴り込みにおいても正門の扉が閉まっていたことなど一度もなかったのである。自分では冷静さを取り戻したつもりでもやはりお頭つむがどこか普通ではなかったらしい。戦いくさの巷ちまたの六割頭、というのは群狗グングの言葉だったか。

　それにしても──

　何だかすごい損をしたような気がする。心だって使えば腹は減ると思うのだ。道々あれほど思い悩みながら出張って来た自分の気持ちは誰がどう埋め合わせてくれるのだろう。無人の練武場は記憶にあるそれよりもただ漫然と広く、地べたの箒目を素早く横切ったものは夕日が落とす磊せき鷖れいの影だった。鴉からすをひと回り大きくしたような鳥で、夜明けとともに巣を発たって一路西へと向かいながら餌えさを探す習性がある。夕刻の磊鷖は高い位置をまっすぐに飛ぶから見つけるのも簡単で、連中が巣に戻っていく方角を見ればそっちが東とわかる──そう教えてくれたのも群狗だったと思う。

　このまま帰るのも癪しやくである。

　かくなる上は悪戯いたずらでもしてやるか。

　木もく人じんに顔でも描いて厠かわやの中に立たせておくか。その場にしゃがみ込んで腰に提げた物入れの中身を地面に空あけてみる。狐きつねの面、ずっと前に四番壁で拾ったかっこいい形の石、得物の手入れに使うぼろ布と椿つばき油の小瓶、皮かわ鑢やすりに柄つか糸いとの束に縄切り刀が一本。ないないと探していた筆巻きは願かけの懐かい巾きんと一緒に懐ふところの中だった。

　思い知れ。

　無駄足を踏ませた罰だ。

　狐の面を阿あ弥み陀だにかぶり、まったく子供じみた笑みを浮かべて月華は行動を開始する。




　その後の蓮空デクーはといえば、まさしく貧乏町の生き神様という扱いだった。

　街を歩けばたちまち黒山の人だかり、誰もがその口から出る言葉を聞きたがり、誰もがその武威に肖あやかろうと右手の真まぶ墨ずみに触りたがった。飲み食いに金が要らないのは無論のこと、それにいつまでも甘えておれぬと思えばわざわざ遠くの店まで忍んで行かねばならない始末で、夏の終わり頃を境に蓮空デクーの足は再び道場から遠のき始め、やがて「武者修行に出たらしい」との噂うわさを涼孤ジヤンゴは他の弟子連中の口から聞いた。

　無理もない。

　蓮空への賞賛を我が事のように誇らしいと思う反面、その度があまりに過ぎていた時分にはおちおち稽けい古こもしておれない有様だったし、ひとまずこの騒ぎから逃れてひとり技を磨きたいと思うのは当然の考えだろう。

　最初の雲隠れから戻ったときには右手に墨を入れていた蓮空である。

　今度も余計な心配は要らないと涼孤は思っている。生き神様がいなくなった貧乏町はいつも通りの落ち着きを取り戻していき、師範代がいなくなった道場では弟子連中がいつも通りのさぼり癖ぐせをぶり返させつつあった。

　ともあれ、稽けい古こがない日にも掃除はする。

　何が何でも下男の座にしがみついていたい涼孤にとって、それは半ば以上は義務である。

　練武場を掃き清めて武具の手入れをして、厠かわやの糞くそ壺つぼを抱えて正門から外に出た。

　弟子連中の目があるときには裏の勝手口を使っているが、鹿ろく郷ごう水路の先にある不浄物の洗い場まで行くには正門から出た方がほんのちょっとだけ近い。すぐ戻ってくるつもりだったし、絵描きの道具さえ残していかなければ盗とられて困るような物もなかろうと高を括くくっていたことは否いなめない。糞壺磨きを済ませ、道場に帰りついてみれば一体どういうわけか、物置に片づけておいたはずの手て桶おけが正門の扉に挟まっていた。

「──、何だこれ」

　何もくそもない。知らずに扉を開ければ手桶が頭に落ちてくる仕掛けである。

　まさか蓮空が戻って来たわけでもあるまい。弟子連中の仕業にしてはあまりにも子供じみているし、近所の悪童たちの中にも高々の悪戯いたずらが目的でこの荒くれ道場に近づくような命知らずがいるとも思えない。

　爪つま先さきで扉を軽く押してみる。

　手桶が外れ、高い音を立てて地べたに弾む。

　と、練武場の奥で「どんがらがん！」というものすごい音がした。さらに大慌てで走り出す足音、咄とつ嗟さに練武場へと踏み込んだ涼孤の目に映ったものは、厠へと逃げ込む何者かの後足とぴしゃりと閉まる扉と、その手前に投げ出されている木もく人じんとうだった。

　──泥棒？

　まさか。

　恐る恐る厠へと歩み寄る。目の前に転がっている木人は練武場に二体据えられているうちの片方で、苦労してここまで引きずってきたらしい跡が地べたにはっきりと残っている。頭の部分の巻き革が外されて絶妙に下へ手たくそな鬼の顔が描かれており、宙に差し伸べられている短い腕木が「早く助け起こしてくれ」と訴えかけているようで何だか妙に憐あわれっぽい。厠かわやの中からは咳しわぶきのひとつも聞こえないが、継ぎはぎだらけの戸板の隙すき間まからのぞいていればこちらの姿は相手に見えているはずだった。

「──誰かいます？」

　がたん、と扉が揺れる。

　桶おけを挟む手口といい木もく人じんの落書きといい、やはり子供の悪戯いたずらか。餓が鬼き大将に度胸試しでも命じられたのか。

「──なあ、そこにいるのはわかってんだからさっさと出て来いよ。あんまり手を焼かせると裸にひん剝むいて逆さ吊づりにして目ん玉ほじくり出すぞ」

　厠の扉がかたかたと震え出す。まことにわかりやすい。小僧一匹を相手によもや大立ち回りもあるまいが、念のために糞くそ壺つぼと絵描きの道具を脇わきに置いた。慎重に厠へと近づいて、

　扉を、

「す、隙ありいいっ!!」

「わああっ!?」

　やけくそのような気合とともに一匹の「狐きつね」が飛び出してきた。

　咄とつ嗟さに身をかわした涼孤ジヤンゴの鼻先で双そう節せつ棍こんが空を斬きる。返しの一撃が来るかと思いきや、その何者かは厠の戸口に撒まかれていた大お鋸が屑くずに足を滑らせて顔から地面に突っ込むような転び方をした。すぐさま跳ね起きるも武者震いは治まらず、ばんばんと地じ団だん駄だを踏みながら一人で勝手にいきり立って、

「──よ、よくぞかわしたな！　まずは褒ほめてつかわすっ！　今こ宵よいの月が赤きは貴様が流す血潮の色だっ！」

　誰かと思えば。

　顔にはなぜか狐の面。下げ緒を掛けて背負った蚊母の木剣、見み憶おぼえのある稽けい古こ着ぎに聞き憶えのある声に忘れようもない馬鹿さ加減。名前は確か、

「──ええと、」

「念のために言うておくが、妾わらわは月華ベルカという娘ではないぞ！」

　正直意味がわからない。少女は昂こう然ぜんと面をもたげてぐるんと一回転、

「禁呪迷魔発っ！　邪心なくば近く寄って目にも見よ！　天を降りし大稲妻の霊威を受くるは九尾万丈、末法苦界に悪あく業ごう挙こぞりて断だん誅ちゆうせんと一跳無影、人世有情の義心を助く六国無双の仮面の剣士っ！　姓は『雷らい鳴めい』妖よう名なは『萬ばん戒かい』、迷魔を結する結ゆい名なの儀を『九尾小狐丸』！　いざ尋常に勝負っ!!」

　磊せき鷖れいが巣に帰っていく。

　呆あつ気けに取られている涼孤を見つめて少女は地団駄をひとつ、

「もう！　乗りの悪い奴め、妾わらわが名乗ったら次はお主が返す番であろう！」

　また変な遊びを始めたなあ、と涼孤ジヤンゴは思った。

　小難しい物言いは芝居の台詞せりふか何かだろう。──どうでもいいけど荒事役者の見得切りで足を四回踏むのは駄目なんじゃなかったっけ。王族の戦いくさ名乗りの「四言四踏」と同じ数じゃ畏おそれ多いんで一回減らすのが作法だと思ってたけど違うのか。

「──ああ、その。久しぶりだね」

「久しぶりって言うな！　誰と勘違いしておるのか知らんが、妾とお主とは初対面だ！」

　まあいいや、と涼孤は思う。

　その昔、〝神剣〟恵布エトロフが人の恨みを買って絶体絶命の窮地に追い込まれ、突如尻しりを剝むき出して裸踊りをしてみせたら相手は毒気を抜かれて命を取らずに帰ったという話がある。少女自身の意図はともかく、「頓とん狂きよう」というやつも時と場合によっては立派に兵法のうちと言えるのかもしれない。木もく人じんの顔の落書きは巻き革を元通りに巻いておけばしばらくの間はごまかせるだろう。あとは砂で磨いてどこまできれいに擦こすり落とせるか。ため息混じりの笑みを少女に向けて、

「──ほら、手を貸してよ。木人こいつを台座に戻すから」

　いざ抱えてみると、木人は相当な重さだった。

　まさに端たん倪げいすべからざるは馬鹿の一念、よくもこれを一人で厠かわやの前まで動かせたものだと涼孤は妙な感心の仕方をする。二人がかりで台座に押し込んで掛け金を下ろし、ようやくひと息をついたところで面の奥の瞳ひとみと間近で視線が合った。少女は木人に背中を預けてへたり込んでおり、涼孤はその上に両手を突いてのしかかっているような格好だ。貴人に言愚ゴングの汗が垂れたらまずい。三歩離れてぼろ着の袖そでに顔を擦りつける。啜すする洟はなに秋の風が匂におう。

「なあ、今日はどうして他の連中がおらんのだ？」

　がらんとした練武場を見回しながら改めて少女が問う。正直に答えたものかと涼孤はしばし迷ったが、今さら体裁ぶってみたところでこの道場の惨さん憺たんたる悪評を繕えるわけもなく、

「──それは、だって。余よ所そはどうだか知らないけどさ、うちの連中が三光旅団の大だい比ひ武ぶ道中がある日に稽けい古こになんか来るわけないよ。役者の良し悪あしとか誰がどの役を演やるとか、もう何日も前からそんな話で持ちきりだったし」

「──あのな、実は、そのあたりがもうひとつよくわからんのだが、」

　少女は何やら考え深げに面を傾かしげ、慎重にそう前置きをして、

「近頃は、街に出ると誰も彼も二言目には大比武大比武と言うが、あれはそんなに大層なものなのか？」

　馬鹿かこいつは。

　さすがに白はく痴ちを見るような表情が顔に出てしまったのだろう。少女はびょんと立ち上がって、

「ば、馬鹿にするなっ！　大比武の何たるかくらい知っておる！」

　ああそうですか、と鼻で笑いかけてふと思い留とどまった。──確かにこの少女は、そこいらのどぶに吹き溜だまっているひと山いくらの貧乏人とは氏うじも素性も違う。

「──ひょっとして、場内で直接見たことがあるとか？」

　少女は狐きつねの面をこっくりと頷うなずかせ、

「ずっと昔に一度だけな。まだ小さかったので何が何やらほとんど憶おぼえておらんが」

　なんだ。

　見てきた者ならではの話が聞けるかと思ったのに。

　とはいうものの、少女が洞幡ドーハンの演武場にたとえ一度でも足を踏み入れたことがあるというのは確かに羨うらやましかった。生まれの差を嘆いても始まらないが、なに、大だい比ひ武ぶがらみの自慢の種ならこっちにだってある。涼孤ジヤンゴは傍かたわらの長なが椅い子すに腰を下ろして自信ありげな横目をひとつ──「──うちの師範代がさ、今度の大比武の擂らい台たいに上がるんだ」

　ふと思う。

　蓮空デクーは今頃、どこで何をしているのだろう。

　山奥で滝にでも打たれているか、はたまた麓ふもとを荒らす人ひと喰ぐい虎とらにでも挑んでいるか。根連堂の鐘が鳴り、天頂には気の早い星が湧わいて、西日の沈みゆく先は断だん崖がいをのぞき込むような紫と藍あい色いろの雲だった。涼孤は誇らしげな笑みを浮かべながら、

「すごいだろ。いきなり右手に墨を入れてきたときにはびっくりしたな。それからはもう街の英雄みたいな扱いで、そのへんをちょっとひと回りするだけで山ほど祝儀をもらって帰ってきたりしてさ。あの人を見てると『武徳』なんて言葉もただのお題目じゃないのかもしれないって思うよ」

　祝儀といってもそこは貧乏町、大抵は露店売りの果物やら乾物やら、多少気の利いたところで幾らかの銅粒を包んだ武運長久の守り札くらいが関の山だったが、これが蓮空ではない別の誰かだったらここまでの賞賛は集まらなかったと思う。──それに、正直に言うと、食い物のおこぼれにあずかることができたのも涼孤としては本当に有あり難がたかった。

「本当にすごいよな。大高札の一番下の隅っこの方に小さく名前が載ってるだけだし、大比武道中に写しの役者が立ったりもしないけど、でも、絶対に、絶対にいいところまで勝ち上がると思うんだ。ほら、ぼくみたいなのは世の中を斜に見ることしか知らないからさ、今まで考えてみたこともなかったけど、『人に憧あこがれる』ってのはこういうことなんだって生まれて初」

　靴の裏？

　蹴けられた。顔面を真っ向踏み抜かれ、長椅子から無様に転げ落ちたところを何度も何度も踏みつけられる。わけがわからない。ようやく蹴り足を摑つかんで力任せに押しのけてやると少女はひとたまりもなく体勢を崩し、二歩も三歩もたたらを踏んでぺたんと尻しりもちをついた。その隙すきにどうにか身を起こして、

「痛いてえなもう！　何すんだ馬鹿！」

　少女もすぐさま立ち上がる。子供のように腕を振り回して再び突っかかってくる。まったく喋しやべらない。面の内から漏れ出る激しい息遣い、でたらめに打ちつけられるだけの拳こぶしも当たればそれなりに痛くて、しかしまさか本気で殴り倒すわけにもいかず、事態のあまりの不条理さに走って逃げようという気にもなれなかった。何発も殴られながら襟えり首くびを捕らえて少女を突き飛ばす。大して力を入れたつもりもなかったのに、猫の子のように生ぬるいその体重が呆あつ気けなく宙を飛んで木もく人じんの台座に後ろ頭をがつんと打ちつける。

「──あ、」

　少女は動かない。

　両の手足を投げ出したまま狐きつねの隈くま取どりをうつむかせている。もそりと尻しりが浮き、手足を不器用に操りながら立ち上がって、

「──な、何だよ」

　少女はもうこちらに顔を向けようともしない。ただその場に立ち竦すくんでむっつりと爪つま先さきを見つめるばかりだ。

「何だよ？」

　面に隠れた表情は窺うかがい知れず、地を這はい伝ってくる得体の知れぬ毒気に威圧されてつい口調が荒くなった。少女はびくりと身を震わせ、いかにも怨おん念ねんに満ちた足取りで練武場を横切って正門の向こうへと姿を消す。

　──何なんだよ、もう。

　ひとり残されてようやく怒りが湧わいた。木人に八つ当たりの足あし蹴げを一発、すでに夕日も地平に隠れた貧乏町は肌寒い薄うす闇やみの中へと沈みつつある。少女をこのまま一人で帰して大丈夫だろうか、という余計な思考がちらりと頭の隅を過よぎった。物騒な話ならこの界かい隈わいでも事欠かない。ついこの間も、店じまい中の露店の主を殴り殺して売り上げを奪ったという物もの盗とりの人相を描いたばかりである。

　知るか。

　そんなつけまでこっちに回されてたまるか。

　ふと視線を感じた。顔を上げてみれば、木人に描かれた絶妙に下へ手たくそな鬼の顔が、何だか物言いたげな目つきでこちらをじっと見下ろしている。




　絵描きの道具箱は死んだ蛇楊ダヤンの形見と言えば形見だが、後の度重なる改造を経て当時のままの部分はもう底板くらいしか残っていない。

　改造の目的は「逃げるが勝ち」にある。青い目を晒さらして街中を歩けば見ず知らずの相手から因縁をつけられることなどいくらでもあって、全力で走って逃げる際に引き出しが外れたり墨すみ壺つぼが割れたりといった苦い経験を繰り返した成果なのだが、これが一転「人を追いかける」となると走り方も微妙に違ってくるものらしい。さっきから背板が右に左にゆさゆさと踊ってどうにも据わりが悪かった。邪魔な人波をかき分け、夕と夜との境に少女の姿を探しながら涼孤は走る。

　いた。

「──ねえ、ちょっと待ってよ」

　稽けい古こ着ぎの背中がびくりと反応した。

　聞こえているくせに振り返ろうともしない。道中見物帰りの客を当て込んでか、常ならぬ数の露店が居残る宵よいの大路は異国の祭りのような光景だった。狐きつねの面に不審げな視線を向ける者もなく、篝かがり火びが揺らす人影の群れの中を少女はぐいぐいと歩いていく。

「待てってば、何か気に障ったんなら謝るからさ」

　ようやく摑つかんだ手が邪険に振り解ほどかれた。振り向きざまの怒鳴り声、

「うるさい！　ついて来るな！」

　──そ、

「そういうわけにもいかないだろ。頼むからさ、機嫌直してよ」

　追えば追うほど意地になるのかもしれなかったが、放ほうっておけば寄り道せずにまっすぐ家に帰るという雰囲気にも見えなかった。普段より人出があるといっても日も暮れた貧乏町の只ただ中なかである。道筋を一本違たがえるだけでも酒の回った荒くれの二、三人くらいはすぐに襲いかかる。

「じゃあ、どうすれば許してくれる？」

「お主のことなどもう知らん。これ以上ついて来たら手打ちにしてくれるからな」

　そう言い放って少女は踵きびすを返す。涼孤ジヤンゴは弱り果てて夜空を仰いだ。──こうなっては仕方がない、機嫌が直るまで少し離れてついて行こうと腹を決め、しばし間を置いて足を踏み出しかけたとき、

「だぁ～っはっはぁ！　ふられちまったなあ若人わこうどよ！　まあそう気を落とすなって、女なんて他にいくらでもいらぁな。ぉお？」

　最低だった。

　酒の匂においも芬ふん々ぷんたる酔っ払いがいきなりしなだれかかってきた。

　右手には「大河に鳳おおとり」の紛まがい墨、この界かい隈わいの地回りなら大抵は知っているはずだがまったく見たことのない顔である。これだけ暗ければ目の色も気取られまいと甘く見たのが間違いで、男はいきなり涼孤の前髪を摑んでぐいと顔を仰あお向むかせ、

「ぅお、触んじゃねえよ汚ねえなあったくよお、んだよてめえ！　言愚ゴングなら端はなっからそう言えこの馬鹿が！　ちったあ気ぃ使えってんだ！　ぉお!?」

　その場に突き転がされ、平伏した後ろ頭を踏み抜くように蹴けりつけられて「すいません」と涼孤は謝った。男は酔うと鼻が詰まる質たちらしく、それでなくても獣じみた喋しやべりは一言一句に注意していないと聞き取りにくかった。

「わかりゃいいんだよわかりゃあよ。──なあ、俺っち学があるから知ってんだ。お前、その歳としからするってえとあれだろ、運河掘りに連れてこられた白陽蛮徒の餓が鬼きかそのまた餓鬼なんだろ？　かわいそうだよなあ、ぉお？　お前らみたいなのは本っっっ当に気の毒だと俺っちは思うの。だからよお、俺っちは目ん玉が青い奴の前を素通りしたことはただのいっぺんもねえわけ。わかる？」

　男は酔うと鼻が詰まる上に泣き上戸らしい。ぐしゅんぐしゅんと洟はなを啜すすりながら懐ふところに手を入れて、平伏する涼孤ジヤンゴの目の前にひとつまみの銅どう滴てきをばら撒まいた。

「そいつで何かあったかいもんでも食え。乞こ食じき歌は『天恩大人』な。大きな声で元気よく」

　断言してもいい。

　この男に悪意はまったくない。

　盛り場でからんでくる手合いの中では最も優しい部類だ。辺りを憚はばからぬ男の大声に人の流れが淀よどみ、周囲にはすでにいくらかの人垣ができつつあった。──とにかく、今は早くこの場を収めて少女の後を追いかけねばならない。

「──御有難うございます、旦だん那な様の恩情にて露命を繫つなぐが叶かないます」

　男は自らの善行に涙を浮かべてうんうんと頷うなずく。涼孤は拾い集めた銅滴を捧ささげ持ち、『天恩大人』の歌詞をざっと脳裏に反はん芻すうする。

「我が名は言うも愚おろか、我が口より出る言ことの葉はも即すなわち毒言にて御耳に入れるは大罪なれど、御恩に背くもまた落獄必定、旦那様には神仏の加護ありと心得まして、天恩大人を歌います」

　背後から、

「歌うな」

　──うわ。

　頼むよ、勘弁してくれよ、

　振り返らなかったのは涼孤ただひとりで、背後の闇やみ間まに忽こつ然ぜんと現れた狐きつね面めんの少女はその場の全員の目を丸くさせるに充分だった。紛まがい墨の男はたちまち喧けん嘩か腰ごしになって、

「──あ、あんだあこいつはぁ!?　ぉお？」

「それはこちらの台詞せりふだ。妾わらわの家中がどうかしたのか？　何ぞ無礼でもあったのなら有り体に申せ。言い分に道理あらば妾が代わっていくらでも頭を下げよう」

　情に訴えかけるならまだしもだったろう。酔っ払いに理屈を説くのは火に油を注ぐのと何も変わらない。

「てめこら！　適当抜かしゃっると殺やったんっだるああ！　ぉお!?」

「全然わからん。洟をかんではっきり喋しやべれ」

　突然の出来事だった。

　素人しろうと丸出しの前まえ蹴げりが、少女の下っ腹を真っ向からぶち抜いた。

　小さな身体からだがひとたまりもなく弾はじけ飛び、尻しりから落ちて二回転半して地にうつ伏せる。

　へえ──、と感心するような表情を見せたのも涼孤だけだった。場を囲んでいたその他大勢はあまりの暴挙に度肝を抜かれ、誰かが「馬鹿、女の子だぞ!?」と声を荒げる。そう言われてふと酔いの醒さめたような表情を返すあたり、男はどうやら相手を小生意気な「少年」だと勘違いしていたらしい。

　不意に、

「──なるほど、随分と気が合うではないか」

　少女がむっくりと身を起こす。

　面めんを傾かしげて首をこきんと鳴らす。何事もなかったかのように立ち上がって腰の双そう節せつ棍こんを引き抜く。男もその他大勢も、まるで下法の業わざでも見るような顔で喉のど笛ぶえを凍えつかせている。

「白状すると妾わらわもそっちが好みでな──ときにお主、住まいはどこだああっ!?」

　盛り場における大おお喧げん嘩かが大抵そうであるように、この場の騒ぎも当初の目的などたちまちのうちに失われた。

　人違いともののはずみが交錯し、夜の闇やみと人出の多さにその混乱はいや増し、ようやく応援の地回り連中が到着したそこには「とにかく目の前にいる奴は誰でも殴っていい」という阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたがあるばかりだった。右に肩かた紐ひもの切れた絵描きの道具、左に少女の腰を抱えて涼孤ジヤンゴは一目散に逃げる。少女が追手を罵ば倒とうしようとして身を捩よじるので走りにくい事この上ない。とうとう息が切れ、両手の荷物と共に倒れ込んだ先は不浄物の洗い場にほど近い水門の畔ほとりだった。極道と悶もん着ちやくを起こした場合は手近な運河を渡って他の島しま内うちへとずらかるのが鉄則である。

「──まったく、そもそもお主がだらしないからいかんのだ！　あんな半端者にいいように舐なめられおって、お主には誇りというものがないのか？」

　あるかそんなもの。

　貴族やお大臣にしか許されない贅ぜい沢たく品だ。

　涼孤は大の字に寝転がったまま呼吸を喘あえがせている。水車の鼓動と橋はし桁げたの軋きしみ。頭上に遠のいた祭りの喧けん騒そうと草葉の陰からこちらを窺うかがう狸たぬきの気配。

「なあ、お主のあんな様ざまは初めて見たぞ？　いつもああいう真ま似ねをさせられておるのか？」

　苦笑が滲にじむ。あの程度で驚かれてしまったら普段の様子はとても見せられない。先の一幕にしても、本当に危険なのは紛まがい墨の男ではなく周囲で見ていた連中の方だ。あの中には乞こ食じきの上うわ前まえを撥はねようと狙ねらっている奴がいて、歌を歌い終わって解放されたら数人で後をつけてきて「聞き賃をよこせ」と言ってくる。今度こそ刃物も出てくるし成り行きによっては身ぐるみも剝はがされる。手っ取り早く難を逃れようと思うなら、歌の後に適当な世辞をつけ足して貰もらった金をその場の全員に分けてしまった方がいい。

　そこまで考えて、乾き切った喉から不意に笑いが漏れた。

　だったら、今はもっと素直に喜ぶべきかもしれない。

　どさくさに紛れて、歌の聞き賃に分けてしまうつもりだった銅どう滴てきを丸々懐ふところに突っ込んだまま逃げてきてしまったのだから。

　ざまあみろ。

　丸まる儲もうけだ。

「こら、ひとりでにたにた笑うな。言いたいことがあるならはっきり申せ」

　旋毛つむじをこつんと蹴けられた。夜空を背景に、逆さまになった狐きつねの面が身の丈の高さからのぞき込んでくる。

　自分でも意外なことが起こった。

　これも面の功徳と言うべきか、素顔と向き合っていたら皮肉へとねじ曲がってしまいそうな胸の内がするりと口を突いて出た。

「──戻ってきてくれてありがとう。助かったよ」

　ひゃ。

　少女の喉のど元もとが妙な音を立てた。

　狐の面がしゅっと引っ込んで、視界の外でくどくどと理屈を捏こねる声がする。

「──か、勘違いするな。つまり、その、妾わらわはただ喧けん嘩かがしたくて、虫の好かん相手を探しておったら丁度いい奴がたまたまお主に絡んでおったのだ」

　ようやく呼吸が落ち着いてきた。涼孤ジヤンゴはその場に胡あ坐ぐらをかいて、命の次に大切な絵描きの道具を手元に引き寄せる。引き出しも紙筒も外れてはおらず、騒ぎの渦中で切られたのは使い古しの腰帯で代用していた左側の肩かた紐ひもだけだった。またぞろ極道と追いかけっこをするならともかく、右肩に下げて歩いて帰る分にはひとまず支障はないと思う。

「しかしお主という男もあれだな、いざ走るとなるとそこらの有象無象に少々毛が生えた程度だな。走法の功は未いまだ成らじか。世の中には妾を抱えてさっきの倍も飛んだり跳ねたりする爺じじいがおるというのに」

「──そう言えば、あれすごいね」

　不満げな鼻息、

「まあな。しかしあの爺は呆ぼけの毒が回った噓うそつきなので、あっちから土下座をして来ぬうちは絶対に、」

「？　──いや、そうじゃなくてさ、ほら、さっき酔っ払いに蹴られたときに脱力して勁けい道どうを切ったやつ。あれどうやるの？」

　ぴくん、と狐の耳が跳ねた。

　少女は、ゆっくりと振り返る。面の奥に輝く瞳ひとみが何だか怖いような光を放ち始める。

「──今、すごいと言うたか？」

「え？　ああ、うん」

　少女は三歩歩いて涼孤の前に立ち、涼孤の青い目をまっすぐに見つめて問う。

「妾の技がすごいと言うたのか？」

　何やら気け圧おされつつも、涼孤は正直に答える。

「──うん。すごいと思う、よ？」

　面の奥の視線がわずかに泳ぎ、少女はその場に突っ立ったまま動かなくなってしまった。

　表情は知れない。しかし襟えり元もとからのぞく首筋は夜目にも明らかなくらいに真っ赤に染まっている。なんだか面の隙すき間まから湯気でも立ち昇ってきそうな塩あん梅ばいだ。

　なんだこいつ。

　褒ほめられて嬉うれしいのは犬でも同じだろうが、それにしたってこの有様は一体何なのか。

「──だ、大丈夫？　ねえ、」

　熱でもあるのかと伸ばした指先に少女はびくりと反応し、好物をせしめた野の良ら猫のように身を翻ひるがえして距離を取った。

「すごいと言うたな!?　確かに聞いたぞ!?　もう取り消しはきかんぞ!?」

　くるるんと踊るように二回転、むふむふと忍び笑いを漏らしながら、

「そうかそうか。妾わらわはそんなにすごいか。まあお主がそう言うのも無理もない。妾は誰かと違ちごうて日々精進を積んでおるからな！」

　──まあ、

　言われてみれば確かに、近頃はあまり焼き場で剣も振っていない。

　しかし、それは同時に日々の暮らしがまずまず平穏に過ぎているという証左でもあって、涼孤ジヤンゴ自身はそのことを少しも悪いとは思っていない。少女の浮かれぶりについ引き込まれ、冗談めかした笑みを浮かべて、

「──はいはい、確かにすごいと思います。もう取り消しません。だから、さっきの柔法の秘ひ訣けつを教えてください」

「ならん」

　え？

「技芸は不出が武門の習いであろう。絶対にならん。ただし、どうしても知りたくば、お主も知っておるあの月華ベルカという娘に頼むがよい。あの娘も妾と同じ心得があるよって、さっき妾に言うたのと同じように──、もとい、妾に言うたよりも倍ほめて、どうしてもと泣いて頼めばきっと教えてくれるであろう。あれは心清い優しい娘だからな」

　──な、

　なんだこいつ。

　あの少女とこの狐面の少女とは別人である──という決め事があったことなどすっかり忘れていた。お前だってたった今思い出したんだろ、と喉のどまで出かかったが言うも詮せんない。教えて欲しくば倍ほめろ云うん々ぬんも果たしてどこまで本気なのやら、次に面なしで会ったときに言われた通りにしなかったら臍へそを曲げたりするのだろうか。

　対岸から振り鐘の音が届いた。幼い子供が「魔法使い」と恐れる河原かわら乞こ食じきの夜回りだ。

　絵描きの道具箱を担かついで立ち上がる。すでに夜も更けて、水路の闇やみは焼き場のそれと同じ色だった。今度こそ少女を家に帰そうと心に決める。言愚ゴングと一緒では体裁が悪いというならお屋敷町の手前まで。こんなに遅くまで遊び歩いて、帰ったらさぞかし大目玉を喰くらうのだろうがそこまでの責任は持てない。

「──ほら、もう帰ろうよ。行けるところまで送っていくからさ」

「にゃはは、流浪の剣士『小狐丸』に帰る家などないぞ」

　さすがに声を荒げかけたその先を制して、双そう節せつ棍こんを手にくるくる舞い踊っていた少女は涼孤ジヤンゴの隣にぴょんと跳ね戻ってきた。得物をふりふり先に立って歩き出す。

「冗談じゃ。そんなに怖い顔をせんでも帰り時くらいは心得ているよって。あのなあのな、屋敷におる白髪しらがの侍従はな、己の頭のことを人のせいにして、妾わらわが何かしでかすたびに白髪が増えるというのが昔からの口くち癖ぐせでな」

　当初とはうって変わってえらく機嫌がいい。まるで何年も人と会っていなかったかのような喋しやべりっぷりである。

「ある時、その侍従が何やらしょげ返っておるので妾は言うてやったのだ。すでにお主の頭は勝負は見えたと。禿はげと白髪の挟み撃ちでは万巻の兵書に逃れる術すべなしと。真まっ青さおになって怒りおってなあ、さりとてこの先の戦いくさ場ばなどもう無いではないかと言うたら、いきなり指先で摘つまんでいたものを突きつけてきて、大声で『これを御覧あれ！』」ぷっ、くく、「な、何だと思う？　──と、途中まで、白くなった、はな、鼻毛、」ぷあはははははは。

　下の毛でなくてよかった──途中からどきどきしながら話を聞いていた涼孤は内心で胸を撫なで下ろす。その鼻先に双節棍がびゅんと突きつけられて、

「さあ、次はお主の番だ。何か面白い話をしろ」

　え。

「──そんな、急に言われても」

「もう！　お主は放ほうっておけばずうっと黙ったままではないか。何でもいいから喋れ！」

　面白い話と言われてつい構えてしまったが、何でもいいならまあ何とかなる。少女の双節棍にふと目が止まって、

「──それ、元は箒ほうきだよね？」




　然しかり。

　箒である。

　月華ベルカは慄おののいた。功成ると相手の得物の素性までひと目で見抜けるようになるものなのか。

　──え？　ああ、違うよ、

　聞けば、最初から気になってはいたのだという。今は暗くて判然としないが、西日の中で見たときには道場の掃除に使う箒の柄とよく似た手て垢あかの付き方をしていた、と。自分の見立てに間違いがなければ、掃除を日々の仕事としている誰かが長年使い込んだ愛用の品だろう、とも言った。

　その通りだった。

　背セ守スとの一戦の後、手の内から発する勁けい道どうの流れを模索しているうちに木剣を二つに切って縄で繫つなぐことを思いつき、即すなわち連接兵器かと武具商人を呼んだがどれも長すぎたり重すぎたりして理想からは程遠く、ならば自分で作るしかあるまいと材料を探し歩いていたところ、納屋の隅に立てかけられている古びた大だい箒ぼうきが目に止まったのである。

　それが、よもや女中の伊イ仁ニが長年にわたって大切にしてきたお気に入りの一本であるとは夢にも思わなかったのだ。

　泣かれてしまった。

　──まあ、箒もいいやつになると十年二十年と長持ちするからね。使ってるうちに癖くせがついて手に馴な染じんでくるってこともあるし。

　そう聞くといよいよ罪は重い。考えてみれば当然の話で、お気に入りの木剣を誰かが勝手に持ち出して真っ二つにちょん切ったりしたら自分だって怒ると思う。何度も何度も謝ったつもりなのだが伊仁は未いまだに許してくれない。やってしまったことは今さら取り返しがつかないので、この双そう節せつ棍こんは伊仁の分身と思って大切にする、名前は〝寝歩き〟にする──と言ったら口も利いてくれなくなった。日が落ちるまで街を遊び歩く癖がついてしまったことの半分くらいはそのせいでもあるのだ。夕ゆう餉げに間に合う時間に戻ったら間違いなく伊仁と顔を合わせる羽目になってしまうから。なんとか伊仁と仲直りする手はないものか──そう尋ねると涼孤ジヤンゴはしばし考えて、

　──じゃあさ、お詫わびに贈り物のひとつもするとか、何か喜びそうな物でも買って帰るとか。

「お主は本当に馬鹿だな」

「は？」

　背後の怪け訝げんそうな声に月華ベルカはくるりと振り返って、

「物を買って帰るという考えはよい。しかし、誰かに贈り物をするのなら一つではなく三つだ。まったく、お主も作法というものを心得ておかんと肝心なところで恥をかくぞ」

「──なにそれ。どこの作法？」

　ため息をひとつ、お前の無知にもほとほと呆あきれたと月華は大仰に肩を落としてみせる。本当は涼孤にものを講釈できる得意さに満面の笑みを浮かべているのだが、面のおかげでそれを見られる気遣いはない。道もよく知らぬくせに再び先に立って歩きながら、

「よいか、人の身体からだの中には三匹の蟲むしがいるのだ。彼奴きやつらは互いに仲が悪くて、三すくみで睨にらみ合っているうちはよいが、どれか一匹がのさばり始めるとそれが人の心の乱れとなって表に現れる。だから、誰かに贈り物をするなら一いち時どきに違うものを三つ贈って三蟲の機嫌を取るのが正しい作法なのだ」

　ほんとかよ、聞いたことないぞ──とでも言いたげな顔つきで涼孤が後をついてくる。辻つじの絵描き風情が知らないのも当然で、下か賜し献上における「三蟲鎮ちん撫ぶ」は皇族の間に古くから伝わる贈答の作法なのだった。三匹が司つかさどる悪徳は「傲ごう慢まん」と「虚きよ飾しよく」と「嫉しつ妬と」。月華ベルカの言う「違うものを三つ贈れ」──即すなわち「三品三様」が正しいとされる理由は、さもなくば「傲慢」の蟲むしが他と同列の扱いに怒って暴れ出すからだと説明される。ところが、実はそれも比較的歴史の浅い一解釈に過ぎず、素仏朝の中期ごろまでは「三品合一」、三つとも同じものにしないと「嫉妬」の蟲が他を羨うらやんで暴れ出すと言われていた。義理事の由緒などいつの時代でもその程度にはいい加減なものである。

「──じゃあ、一つは新しい箒ほうきでいいとして、あと二つは？」

「それを考えるのがお主の役目であろう。それに箒はいかん。件くだんの女中はもうとっくに新しいやつをこしらえてしもうたからな。第一、同じ物を返すのでは面白味というものがない」

　お詫わびの印に贈り物をする──という手があることを、月華ベルカは涼孤ジヤンゴに言われるまで思いつきもしなかった。

　月華にとっての「贈り物」とは自分がただ一方的に貰もらうものであって、「自分が誰かに物を贈る」という行為は思考の埒らち外がいにあったのだ。

　ともかく、そうと決まれば襟えりを正さねばならない。珠会シユアと買い食いをしながら奢おごったり奢られたりするのとはわけが違う。一つではなく三つ──嫌々習い覚えた面倒な知識を持ち出してきたのもそれが皇女としての正式な作法だからであって、涼孤と一緒にいられる時間をほんの少しでも引き延ばしたいからでは決してない。

「──面白味って。あのさあ、女の子が喜びそうなものなんてわかんないよ、ぼくはその女中の子に会ったこともないんだし」

「ぐずぐず言うな。直感を信じろ直感を。ほれ行くぞ」

　実際のところ、月華は伊イ仁ニのことはよく知っていても街のことには詳しくない。一方の涼孤はその反対なのだろうから今は二人で一人前、互いに知恵を出し合えばどうにかなるだろうと思っている。つい先刻も、大運河の水み際ぎわに走るこの石敷きの道がなぜ「落としの道」と呼ばれているのかを涼孤は説明してくれた。交易船が遥はるかな異国より大仙江を旅して近くの船着き場へと戻ってくる。歯茎から血を滴したたらせ、虱しらみにまみれた船ふな人びとたちは我先にこの道へと転げ出て大地の感触を満身で確かめ、関せき守もりに容赦なくぼろ着を剝はぎ取られて煮え湯を浴びせられ、遥か波間に葬ってきた仲間の記憶と生きて再び地を踏むことができた喜びに狂い叫ぶ。

　虱を落とすから「虱落とし」。

　転じて「落としの道」。

　大遠路交易の拠点が麓ろく都とへと移されたのはもう二十年も昔のこと、そんな芝居のような光景も今では絶えて見られなくなったというが、落としの道の船着き場は近隣諸国の窓口としては今も現役で、「洗いの桟橋」「流しの浦」といった類似の地名もまたこの街には方々に残っているらしい。そうした場所にはまず例外なく公然たる闇やみ市いちが立って、正式な積み荷とは別口で密ひそかに持ち込まれた舶来の品々が商あきなわれている。陸おかの商人たちも負けじと船人が求める事物をそこに持ち込む。大たい比ひ武ぶ道中に煽あおられたお祭り気分はこの道にも波及して、ありがたいことに数多くの露店がこの時刻になってもまだ商あきないを粘っていた。故郷と異邦とが交錯する道。船ふな人びとと陸おか人びとが宣伝文句の幟のぼり旗ばたで語らう場所。「科那国織物安価」「伊達男の髪切り所　香水有り　花売り紹介」「凋国器名品大小」「洗濯請負随時受け渡し　おっかあみたいにいい匂い」。灯とう籠ろうと篝かがり火びが立ち並ぶ橙だいだい色いろの光の隧すい道どう。

「──すごいな」

　月華ベルカが呟つぶやく。

「──いや、普段はこんな派手じゃないんだけど」

　涼孤ジヤンゴが呟き返す。

　雲を踏むような足取りで月華は歩き出す。そこに通りかかった歌い口上の飴あめ売りにたちまち引き寄せられて涼孤に首根っこを摑つかまれる。散々に駄々を捏こね、歩きながらでも食べられる棒刺しの白玉を二本買って一本を涼孤に押しつけた。本当はすべての露店を隅から隅まで見て回りたかったが、そんな真ま似ねをしていたらきっと途中で夜が明けてしまうだろう。着物に金物に食い物、色も匂いも様々な茶葉、鯨くじらの髭ひげだけを商う店、風見の凧たこだけを商う店、西方の馬うま鎧よろいと恐ろしい顔つきの仮面、水を入れると鳥の模様が現れる透かし入りの壺つぼ、製紙技術を持たない国々で書かれた木板や竹巻きの書物。

「どうだ？　ほれ見ろ見ろ」

　大おお鷲わしの羽根飾りを頭に巻いて涼孤に見せつける。狐きつねの面から八方に羽根が突き出たその様は闇やみ夜よに馬鹿の花が咲いたように見える。店の親父に嫌がられるのも構わずあれこれといじくり回しているうちに、牧まき人びとが野営に使う鍋なべ釜かまに混じって鞘さやもなく捨て置かれた古い銅剣が目に入った。刃長およそ一尺五寸、刀身と柄つかが一体となった素朴な造作で、小便も垂れる端から凍りつく北方の蛮土では、冷えると砕けやすくなる鉄剣よりも粘りのある銅剣の方が好まれるのだという。順手へと握り直して軽く振ってみる。




　──？




　いま、何か、

　勁けい道どうに奇妙な流れが、

　もう一度、

「ねえ、こういうのどうかなあ」

　そう言って、涼孤がまず手に取ったのは木製の匙さじだった。何かの縁起物なのか、柄の部分にいかにも厄やく除よけらしい緻ち密みつな模様が彫り込まれている。

「いかん。ごちゃごちゃして目が回りそうだ」

　月華はにべもなく駄目を出す。もちろん隠れた表情は裏腹で、三つの品物を買い終えたら屋敷に帰らない理由もなくなってしまうのだから、よほど納得のいく代物でなければ首を縦に振るわけにはいかなかった。面の下から飴あめを舐なめ舐め踊るように店々を渡り歩く。

「──じゃあこれは？」

　爪つめ切り用の丸刀。身分の高い女性の化粧道具のひとつである。鞘さやを兼ねた当て木と組み合わせて使えば手元を誤っても指先を傷つけることがない。

「いかん。お高くとまっているようで感じが悪い」

「──これは？」

　刺し繡しゆう入りの筆巻き。異朝の女官たちを描いた図案。

「いかん。柄が気に入らん」

「これは？」

「いかん」

「──あのさあ、ちゃんと真ま面じ目めに選んでる？　さっきから自分の好みだけで言ってない？」

「そ、そんなことはないぞ、つまりその、妾わらわは真剣に考えればこそふあ、」

　ぶしん。

　急に白玉の薄はつ荷かが回ってくしゃみが出た。飴の挿し棒が当たって鼻の上までずれてしまった面を慌ててかぶり直し、恐る恐る視線を戻すと涼孤ジヤンゴがさも可お笑かしそうに笑っていた。その笑顔にふと引き込まれ、鸚おう鵡むの鳥とり籠かごを指差して何か言うその口元を上目に盗み見ながら、その二歩に三歩歩かなければ追いつけないもどかしさを月華ベルカは今さらのように持て余す。

　思う。

　たぶん、涼孤は夜が好きだ。

　なぜだろう。

　あの日、城壁に登ったときもそうだった。夕刻が近づいてくると涼孤はほんの少しだけ表情を緩める。天地が闇やみに閉ざされると、ふとしたはずみに日の下では決して見せないような顔で笑うことがある。ほら、また──

「ああ、これなんかきれいだよね」

　その簪かんざしは、南国の小間物を扱う露店で竹筒に入って売られていた。

　銀器に見えるが紛まがい物である。しかしそのわりに細工は上等で、桜色の貝を薄く削った飾りがついている。店の主あるじは通りすがりの遊女とそこらの路地へでもしけ込んだに違いなく、代わりに店番をしているのは髭ひげと眉まゆ毛げに顔じゅうを埋もれさせたような年寄りだった。小汚い座布団にじっと腰を下ろして、ばか長い煙管を吹かしながら始終ぶつぶつと何事かを呟つぶやいている。

　月華は、その簪を手に取って目の前にかざしてみた。

　ものすごくきれいだった。

　篝かがり火びの炎が弾はじけるたびに、貝殻の飾りが光を照り返して虹にじ色いろに輝いた。

「──幾らだ？」

「うんにゃ、死ぬんなら船の上で死にたいね」

「決めた。ひとつ貰もらうぞ」

「ああ、千尋の殺し屋どももわしが運んだのさ。ありゃあひどい戦いくさだった」

　博ばく徒との言葉で、銀流を叩たたいて延ばしてぶつ切りにしたものを「潰つぶし銀」と呼ぶ。

　せめて分相応の金は懐ふところに吞のんでいないといざというときに恥をかく──かつて珠会シユアからそう諭されたこともあり、近頃の月華ベルカは辻つじ比ひ武ぶで稼いだ金の一部を潰し銀に換えて持ち歩いている。良家の子女に相応ふさわしい行いでは到底なかったが、細かな銭勘定など端はなから性に合わない月華にとってはむしろお誂あつらえ向きである。

「──!?　ええ!?　これ、ちょっと待、」

　いくらなんでも払い過ぎだろう、木皿に転がされた銀粒に涼孤ジヤンゴが目を丸くした。それを尻しり目めに踵きびすを返そうとした月華はふと足を止め、

「待った。やっぱりふたつ貰う」

　木皿に銀をもう一粒並べ、簪かんざし二本を懐に収めて月華は意気揚々と歩き出す。涼孤はおろおろとその場を右往左往し、皿の上の銀粒を老人の膝ひざの上にぽんぽんと放ほうり投げて慌てて月華の後に続いた。

「ねえ、ちょっと気前が良すぎない？　きれいな簪だと思うけどさ、せいぜい──」

　月華は面の下で大物ぶった笑みを浮かべ、

「──まあよいではないか。固いことを申すな」

　素人しろうとの商人を相手に潰しを打ぶつからには釣り銭など貰わないのが博徒の流儀らしい。金遣いの荒さを得意がるなど決して褒ほめられたことではあるまいが、涼孤の前ではどうしてもいい格好をしたかった。それに、貝飾りの輝きは本当にきれいだと思ったし、他ならぬ涼孤が選んだ品であることを思えば潰しの一粒が払い過ぎという気はまったくしない。

「──でもさ、なんで同じのを二つ買ったの？」

　む、

「贈り物はそれぞれ違うのにしなきゃいけないんだろ？　同じでいいなら三つ買えばよかったのに」

　むむ、

　咄とつ嗟さに言い繕おうとしたはずが、つい、

「──それは、つまり、ひとつはあの月華という娘への土産みやげだ。あの娘も、きっと同じ物を欲しがるだろうからな」

　実は──、

　本当に本当のところを言えば、

　よもや涼孤を相手に、たかが面の一枚で正体を隠し通せるとはさすがの月華も思わない。

　ところが、月華はその認識に蓋ふたをして心の奥底へと追いやってしまうことで、信じもしない都合のいい噓うそに自ら乗っかっているようなところがある。道場での悪戯いたずらの現場を押さえられて止やむに止まれず始めてしまった他人のふりではあるが、「小狐丸」でいるのは面白かったし、「小狐丸」なら好きなことが言えたし、「小狐丸」なら涼孤ジヤンゴに無暗矢や鱈たらな勝負を挑まなくてもよかった。

　そして、

　これも面の功徳のうちか、あるいはすでに呪のろいの範はん疇ちゆうか。「小狐丸」はとうとう、

「──なあ、お主は、あの月華ベルカという娘のことをどう思っておるのだ？」

　涼孤の足が止まった。

　目を丸くして月華を見つめている。

　光の隧すい道どうの只ただ中なかで、狐きつねと言愚ゴングは一足一刀の間合いを隔てて向かい合っている。川風に揺らぐ篝かがり火びの炎、道端にまで供く物もつが溢あふれた水神の祠ほこら、牛鬼やら天てん狗ぐやらの面をかぶったひと群れの子供が闇やみ夜よの物ものの怪けのように行き過ぎる。

　不意に、涼孤が表情を緩めて、

「炭屋の所しよ場ばで、似顔絵の仕事を始めて最初の夏にさ、──────何だろ。たぶん、鼠ねずみ退治の薬か何かだったんだろうと思うんだけど」

　青い眼まなこが闇間に遊ぶ。その口調はただ訥とつ々とつと、すでに痛みも枯れた旧知の古傷を懐かしんでいるかに聞こえた。

「──ものすごい美人だったな。二十八って言ってた。道端の顔描きなんてもともと女相手の商売だけど、あんな綺き麗れいな人は後にも先にも見たことない。駄賃もたっぷりはずんでくれて、土産みやげにって饅まん頭じゆうの包みまでくれて、家で食べて気がついたら三日くらい経たってた。そこら一面血ち反へ吐どまみれでさ、足腰が立つようになってからも舌の痺しびれがなかなか抜けなくて、それからひと月くらいは『なに言ってんのかわかんねえ』ってよく殴られたっけ」

　口元に浮かぶ遠い笑み。遥はるか沖を行く夜行船の太鼓の音、どこかで金きん木もく犀せいが匂におう。

「悪気じゃなかったんだと思うんだ。それこそ鼠退治と一緒で、言愚がひとり減ればそれだけ世の中がましになると思ったのかもしれない。それとも、苛いじめられ続けて一生を過ごすくらいならいっそ楽にしてやった方がこいつのためだとでも思ったのか。──ひょっとしたらその両方かもな。それっきり顔も見てないけど、ぼくは、あの女の人のことならよくわかる」

　──ああ、

　そうか、と月華は思う。

　光と闇なら涼孤は必ず闇を見つめる。

　夜の只中にあっても、目の前を人が通りかかると微妙に顔を逸そらすような仕草を見せる。

　こいつも面をかぶっているのだと月華は思う。それは、生きんがために心の一端を自ら磨ま滅めつさせ、あってしかるべき表情を封じ込め続けているうちにとうとう自分でも素顔と区別がつかなくなってしまったような何かだ。

　ならば──

「だから、あの子のことは全然わからない。──初手から木剣かついで殴り込みだもんな、本物の道場破りなんて生まれて初めて見たよ。こいつ頭がおかしいんじゃないかって思ったし、今でも時々そう思う。他人事に横から首を突っ込んできて、何かあれば自分のことみたいに怒って、とにかくやることなすこと傍はた迷めい惑わくで、でも、いなきゃいないで何だか気になるんだ。道場の掃除をしながら、今日も来なかったな、今どこで何してるのかなって。──あれは心清い優しい娘だ、ってさっき言ったよね。本当にそうなのかもしれない。だったら尚なお更さら、そんな子がどうしてぼくなんかに構うのか聞いてみたい」

　教えてやろうか、それを。

　人のことは言えない──自分だって涼孤ジヤンゴにありのままの姿を晒さらしてはいない。白地に隈くま取どりの狐きつねのそれのみならず、「饅まん頭じゆう屋の娘」などという愚ぐにもつかない面をかぶり通して本当の素顔を隠している。

　いっそのこと、すべてを明かしてしまおうか。

　心を開かぬ怯きよう懦だを責めるからには自ら率先して範を示すが道理というものだろう。狐の面を外して、もうひとつの面もこの場でかなぐり捨てて、正真正銘の捨て身になって真正面から斬きり込んでやろうか。──当代尊王「康倫ゴルム」が十八女、姓は「元げん卯う」門号は「珀びやく礼れい」、迷魔を結する結ゆい名なを「清姫ジーニ」。まだ見ぬ「六牙ロンガの鈴」の結末は、幸福な日々に微睡まどろんで正直さを忘れた者の悲劇ではないのか。鼠ねずみの大たい妖ようの告白を聞いたとて、あの心優しき娘がその途端に態度を翻ひるがえしたとは思えない。しかるべき時に一歩を踏み出す勇気さえあったなら、六牙と娘の物語にはまったく別の結末が有り得たのかもしれない。

　掌てのひらに汗が滲にじむ。

　心の臓が踊る。両の膝ひざが震え出す。どう転ぶにせよ二度と取り返しはつくまいが、結果に対する怖おそれよりも得体の知れぬ衝動の方が遥はるかに勝まさっていた。

　狐の面に手をかける。

　そのとき、日の下にあっては決して見せない顔で涼孤が笑う。




「──まあ、こんな話、あの子の前じゃとてもできないけどね」




　涼孤は、そのひと言を口にして初めて己の矛盾に気づいた。

　──あれ？

　自分は一体何を言っているのか。

　あの子の前もへったくれもあるものか。

　またもや狐の面に誑たぶらかされていたらしい──いつの間にか「あの少女ではない別の誰か」と対しているような気になっていた。顔の見えぬ気安さについ甘えて、蓮空デクーにさえ明かしたことのない弱音を得々と晒さらしていた自分が信じられない。

　馬鹿か。

　この子ならわかってくれるとでも思ったか。

　少女は面に右手をかけたまま、打たれたように身動きを止めている。涼孤ジヤンゴは内心の動揺を押し隠し、照れ隠しの笑みを浮かべたまま泥舟に乗り続ける。

「──ええと。その、さっきの話、あの子には内緒にしといてくれないかな。不幸自慢してるみたいで何だか格好悪いし」

　少女は慌てたように右手を背後に隠し、くるりと身を翻ひるがえして涼孤に背を向ける。

「──そ、そうだな！　確かに格好悪いな！」

「そもそも女の子に聞かせるような話じゃなかったよね。何だかごめんね色々」

「う、いや。その、苦しゅうないぞ！」

　涼孤はそこで言葉の接つぎ穂ほを失なくし、少女もまた背を向けたまま振り返らず、話はそれきり有う耶や無む耶やになった。

　残りふたつの贈り物は大した面倒もなく決まった。ひとつは掌てのひらに乗る大きさの丑うしの彫刻、針で彫ったのかと思うほどの精妙な象ぞう牙げ細工で、各々の護神に合ったものを枕まくら元もとに置いて寝ると福を招くらしい。もうひとつは白びやく雷らい苔たんの膏こう薬やく。名前ばかりが有名で万病を退けると持て囃はやされてはいるが、古くは──つまり「本物」は──薬効のある苔の煎せん液えきに油を練り合わせた傷薬である。古参女中の荒れた手肌にはそれなりの効能が期待できるに違いなく、しかし小袋ひとつがとんでもない値段で、三つの贈り物の中で潰つぶし一粒でも足りなかったのはこれだけだった。

　買い物の間、少女は終始口数が少なかった。

　面に隠れた表情は知れない。また何か気に障ることでもあったのかと思ったが、こちらが話しかければ答えもするし時折は笑いもする。むしろ、生きるか死ぬかの土壇場から生還して気が抜けている風にも見える。

「──ねえ、ひょっとして何か怒ってる？」

　念のために探りを入れてみると、少女は小さく肩を揺らして、

「──いや、よい。これも妾わらわの不徳だ。きっと次の機会もあろう」

　鹿ろく郷ごう水門から歩いた落としの道は、大運河の河口にほど近い水軍桟橋のたもとで終わる。

　ひとりで帰れる、と少女は言った。せめて送れるところまでは送って行くと主張する涼孤であるが結局は押し切られてしまう。別れの言葉もそこそこに少女は踵きびすを返そうとして、

　ふと、

「──なあ、」

「ん？」

「もし、もしもだぞ。あの月華ベルカという娘が──」

　少女はそこで言い淀よどみ、面の視線を逸そらしたまま、

　ぽつりと、

「──もしあの娘が、大だい比ひ武ぶの独ひとつ峰みねを極めたら、お主はすごいと思うか？」

　また子供っぽいことを言い出したなあ、と涼孤ジヤンゴは思った。

　もし、自分が天下の富をその手に握る大富豪だったら。

　もし、自分が世に並ぶ者のない美び貌ぼうの持ち主だったら。

　少女の問いかけは、そうした無意味な空想と何も変わらない。

「いや、無理だと思うよ独どつ峰ぽうとか」

「なんでじゃあ！」

　振り向きざまの地じ団だん駄だ、

「まったくお主という奴はっ！　あれほど師範代のことを自慢しよったくせにっ！　妾わらわのことになるといつもいつもっ！」

「──いや、だって、大比武出願の期限なんてもうとっくに過ぎてるもの。どうしてもって言うなら別に止めやしないけどさ、どんなに早くても来年の今頃の話になるよ？」

　ぐうの音のひとつもない沈黙。面の下ではぽかんと大口を開けた間抜けな顔をしているに違いなかった。──ほれみたことか、「大比武の何たるかくらい知っておる」などと嘯うそぶきながら蓋ふたを開けてみればやっぱりこの程度の、

「うるさいっ！」

「痛いっ!!」

　いきなり向こう脛ずねを蹴けられた。片足立ちになって飛び跳ねる涼孤の前で少女はぎゅるるるんと大回転、

「うるさいうるさいうるさいっ！　ならば見ておれ、来らい年としの大比武には独ひとつ峰みねまで一足飛びに駆け上がってお主をぎゅうと言わせてくれる！　その時になって吠ほえ面づらかくな！」

　まるで子供の喧けん嘩かのような捨て台詞ぜりふを残して少女は走り去っていく。片足立ちで飛び跳ねているうちに絵描きの道具が肩からずり落ちそうになり、その場に尻しりもちをついた涼孤はひとり遣やる方かたのないため息を漏らした。

　まったく──、

　馬鹿は仕方ないにしても粗暴は恥ずべきだろう。

　それにしても言うに事欠いて独峰とは。もしこれが弟子連中の前だったらそれこそ袋ふくろ叩だたきにされているところだ。どうせその場の思いつきを口にしただけなのだろうし、来年どころか明日の今頃にはもう忘れているかもしれない。

　しかし──

　もし、万一、少女が本気で右手に墨を入れようというのならやはり止めるだろうなと思う。

　第一意味がない。仕官の望みとてあるでなし、衣食に不満のひとつもあるまい大金持ちの娘が、まず五人に一人は生きて戻らぬ洞幡ドーハンの擂らい台たいに一体どんな用があるというのか。女性の大比武踏破者は過去にもいくつか例はあったはずだが独どつ峰ぽうとなるとさすがに聞かない。

　いや──

　涼孤ジヤンゴはぼんやりと考えを巡らせる。実際どうなんだろう。自分が知らないだけなのか。歴代独峰の名前なら琉河ルンガ刑場の頃まで諳そらんじているが、古い時代のものになると性別はおろか個人名さえはっきりしない呼び名も多い。涼孤が知っている最も古い峰名は「嶺平函五来門南強家武尊」で、「嶺平函」は地名、「五来」以下は流派の名前で最後の「武尊」は武人に対する尊称だから、せいぜい「平函出身で五来門南強派の技芸を学んだ尊敬すべき武人」という程度の意味でしかない。そうした古いにしえの独峰たちの中にはひょっとすると、

「ひとつ聞き忘れていたことがある」

　うわびっくりした、

　いつの間に戻って来たのか、狐きつねの面がすぐ間近からこちらをのぞき込んでいた。

「──な、なに？」

　少女はずいと一歩前に出て、

「妾わらわの胸はそんなに小さいか!?」

「は!?」

　少女はさらに一歩詰め寄って、

「──あ、ある男にそういう意味のことを言われたのだ。なあ、正直なところを申せ！　お主もやっぱり妾の胸は小さいと思うか!?」

　し、知るかよそんなこと、

「え、いや、あの、君の歳としだったら、そのくらいで普通だと思う、けど」

　しどろもどろで答える涼孤を少女はじっと睨にらみつけていたが、

「──うむ！」

　一体何をどう納得したのやら、少女はその胸をさも偉そうに反そらしてきっぱりと頷うなずいた。二の句が継げぬ涼孤にびしりと指を突きつける。

「それではしばしの別れだ！　武神の導きあらば再びどこかで見まみえることもあろう。──だが心せよ、もしあの月華ベルカという娘の悪口を言ったり意地悪をしたりするようなことがあれば、小狐丸はどこへでも現れていやと言うほど尻しりを引ひっ叩ぱたいてやるからな！」

　面の下の、まるで子供のような不敵な笑みが透けて見えるようだった。

　それも一瞬のこと、面の白地を闇やみ慣なれた目に焼きつかせ、くるりと踵きびすを返したその姿が深い夜に吞のまれてかき消えていく。路傍にへたり込んだまま、涼孤は呆ぼう然ぜん自失の態ていでその場を一歩も動けない。

　何なんだ、あいつ。

　それこそ狐にでも化かされていたような気がする。

「──どけよ」

　振る舞い酒の大おお甕がめを運ぶ男に邪魔くさそうな舌打ちをされた。

　のろのろと立ち上がる。絵描きの道具を担かつぎ直して尻しりの埃ほこりを払う。青い眼まなこは未いまだ小狐の幻術に囚とらわれてしかとは定まらず、闇やみ市いちは百の篝かがり火びに千の薪たきぎを投げ込まれていつまでも眠らない。酔っ払いの歌声と所しよ場ば争いの大おお喧げん嘩か、辻つじの拝み屋と裏路地の見世物小屋、南方の香辛料だけを商あきなう店、六国時代の盗掘品だけを商う店、「名山招福図画格安」「代書代読　康先生の筆先便利」「毒蛇乾物薬効覿面」「強力仕事よろず請負　おっとうみたいに力持ち」。

　ふと、少女の最後の言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　今こん生じようの別れでもあるまいに。武門における「しばしの別れ」とは、「来世で再び会おう」の謂いいだ。










　　　　＊




　例えば、ここに一人の禿はげがいるとする。

　そんじょそこらの禿とはものが違う。恐れ多くも右手の甲には五十と八の棒数字、武臣倫院東局にて大だい比ひ武ぶ出願を受理された万ばん夫ぷ不ふ当とうの禿である。所しよ詮せんは熱病の猖しよう獗けつに拾った命、泣く者も残す髪もないと思えば擂らい台たいに散るはいっそ清すが々すがしい。二十と二歳、護神は未ひつじ、天より高い武の頂いただきをその身で押し測らんとする不ふ惜しやく身しん命みようの出陣である。天あつ晴ぱれ踏破の暁あかつきには軍門へと身を投じ、戦場にて剣技に更なる磨きをかけ、ゆくゆくは卯国にその人ありと称たたえられる武人たりたいと、禿は心底から願っている。

　少なくとも、人に問われればそう答える。

　英雄の出現に貧乏町は沸わき返り、引きも切らぬ祝儀の山に気楽な散歩もままならず、是非にと乞こわれて禿はすでに二人の赤子に名をつけている。弟子に説くは武人の矜きよう持じ、酒宴で語るは報国の志こころざし、たとえこの身は果つるとも慰魂イコンの風は吹き止やまじ──とでも弁舌を打てば、頑がん迷めい固こ陋ろうで鳴らした長屋の長老までもが涙ぐむ。

　噓うそである。

　己の口から出る言葉が空くう疎そなお題目であり、体面を繕うための薄皮一枚にすぎないという自覚が今の禿にはすでにある。

　禿は死ぬのが恐ろしい。

　真剣試合が恐ろしい。

　それでも、夏の頃には禿にもまだ多少の勢いというものがあった。知り人の前で平静を保つだけの意地も未いまだ底をついてはいなかったし、自らを追い込むような精神論を口にすることは一方では自らを鼓舞することに繫つながりもした。しかしそれも残暑の時分まで、顔を洗う川水の冷たさに、稽けい古こ上がりの懐ふところを冷ます涼風に禿は怯おびえるようになる。日一日と鎧よろいが剝はがれ、命がむき出しになっていくのだと禿は思う。

　禿はげはまたぞろ家に閉じ籠こもり、師範代としての責務も夜回りの仕事もかなぐり捨てて修行に専心することを決意する。飯も食わずにただ剣を振り続ける一日もあり、酒を浴びて物に当たり散らす一日もあり、戸口にひっそりと置かれた祝儀を見つけて涙する朝もあれば腸はらわたを焼く後悔に七転八倒する夜もある。戦せん形けい譜ふを買い漁あさることを覚えたのもこの頃で、人目を忍びながら酒を買いに出た飲み屋で売人の男と知り合ったのがきっかけだった。「戦形譜」「比ひ武ぶ録」「勝敗筆記」──流派によって呼び名は様々だが中身は同じで、要は過去に行われた試合内容の速記録である。武人同士が正式な他流試合を行う際には、後々物言いがつくことのないように証人と譜筆を立てて、勝ち負けとそこに至る経緯を特殊な速記術で記録しておくのが作法だ。大だい比ひ武ぶも近いこの時期になると、古今東西の戦形譜の写しがある種の虎とらの巻として闇やみに出回って高値で取り引きされるようになる。出願者たちの反応は様々で、予断に左右されることを嫌って一切興味を示さない者もいれば、強敵となるであろう相手の譜を師匠の代まで遡さかのぼって買い集めようとする者もいる。

　禿は、紙切れにとり憑つかれた。

　大枚を叩はたくことがあたかも前向きな努力であるかのような錯覚に陥った。敵を知れば修行は要らぬと無意識にせよ思い込んだ。もはや剣を振る日など一日もなく、酒を浴びぬ日もまた一日もなく、身辺を整理して作った金はわずかの間に見る影もなく目減りして、空からの酒さけ甕がめと干ひ紙しの巻物に埋もれた部屋の中で禿は知れ切った往生を遂げる。

　すでに、今日が何日なのかもわからない。

　知りたいとも思わない。知りたいことといえば、ごきぶりは果たして食えるのか、雨漏りの染みが女の裸に見えるのはどういうわけか、首をくくるのと運河に身を投げるのとでは果たしてどちらが楽か。どうしてこんなことになってしまったのか。自分は、本当は何がしたかったのか──

　その夜の出来事を、禿は明確には記憶していない。

　あるいはすべてが深酒にうなされた末の悪夢だったのかもしれず、ひと振りの真剣と樫かし材の木ぼく槍そうに身を固めて家を発たったのが何い刻つ頃であったのかもはっきりしない。当初は正々堂々の勝負を挑むつもりだったはずが、夜道を下って貧民街へと分け入る頃には寝首をかこうと意を翻ひるがえしていた。何恥じることはない──常在戦場、油断を突かれて敗れた者に同情の余地があろうはずもない。胡こ同どうの闇を迷い、ようやくたどり着いた川辺のあばら家は、記憶にある言愚ゴングの家とはまったく様相を異にして禿の目に映った。

　恐ろしかった。

　足が震えるほどだった。

〝龍りゆう〟の巣は、ぼろ屋根を黒々と夜空に聳そびえさせ、壁の隙すき間まから得体の知れぬ瘴しよう気きを漂わせて指呼の間にあった。

　東の空が微かすかに白み始める頃、命からがら逃げ帰った水路の畔ほとりに座り込んで、禿は己の意い気く地じがとうとう最後の一片まで尽き果てたことを知った。何を思ったか、仕掛け網を上げに来た小汚い身なりの少女が瘦やせ蛙がえるを一匹恵んでくれた。たとえすべてが夢幻であったにせよ、この頃を境に禿はげは真剣に夜逃げを考えるようになる。

　魚心あれば水心、大だい比ひ武ぶ出願者の夜逃げが専門であるらしいその飛ばし屋は、禿がこれから決行しようとしていることを「武者修行」と呼んだ。新天地として陽やん都とを選んだことに理由らしい理由はなく、家財の類たぐいはすべて残して行くことを指示され、初日は荷台の隠れ場所から顔を出すことも禁じられて陸路を西へと向かう。話してみれば飛ばし屋も気のいい男で、次から次へと飛び出す軽口には随分と救われもしたが、元げん都とを発たって三つ目の乃南ノアンという街で役人の手入れを受けた際に「ここで待て」と路傍の廟びように禿を残したまま二度と戻らなかった。危険すぎて迎えに来られなかったのだろう──とは自らの不遇を欺あざむくための方便、手入れにかこつけて途中で放ほうり出されたのだと心の底では禿も気づいている。夜逃げの志願者が引きも切らぬ今の時期、一人の鴨カモに拘かかずらって時間と労力を費やすよりは前金だけをせしめてさっさと次を漁あさった方が効率がいいのだろう。一路山奥へと連れ込んで身ぐるみを剝はぐような手合いもいることを思えばまだしも良心的だったと言えるかもしれない。禿は目についた娼しよう館かんに転げ込み、有り金を使い果たして用心棒に蹴けり出されるまで束つかの間の豪遊をし、結局は砂漠の道をひたすら歩いて元都へと戻って来た。

　例えば、ここに一人の禿がいるとする。

　そこらの禿ともう何も違わない。家にも帰れず人にも会えず、寄せ場のぼろ宿に寝泊まりをして人足仕事で日銭を稼ぐ。誰とも口を利かず、仕事にあぶれた日には土間の隅で破やぶれ筵むしろに包くるまって身動きもしない禿のことを、同室の古株たちは「きっと頭がおかしいのだろう」と噂うわさし合っている。二十と二歳、護神は未ひつじ、金が溜たまった暁あかつきには大酒でも喰くらってせめてもの憂うさを晴らすか、あるいは墨屋の裏戸を叩たたいていよいよ極道へと身を落とすか。古株たちが三光旅団の役者の良し悪あしについての議論を戦わせている。筵の中で背中を丸めて、禿はもうじき溜まる金の使い道を考え続ける。

　酒か。墨屋か。




「──じゃあ、ということは、貴方あなたが売った戦せん形けい譜ふはすべて偽物というわけですか」

　呆あつ気けに取られることしばし、口くち髭ひげの男がその生白い顔に隙すきだらけの驚きを滲にじませる。

　いかにも上流の喋しやべり方。「萬封マロウ」と名乗ってはいるが下げ賤せんに対するこの場限りの捨て名かもしれない。上物の雅が帽ぼうも羽は織おりも似合っているとは言い難がたく、口に髭など蓄えるにはその身に滲にじむ貫かん禄ろくというものがまず十年から足りない。まるで早変わりに失敗した大根役者だ。どこぞの大だい尽じん酒家で女給の尻しりでも撫なでていればいいものを、こんな場末の飲み屋にあえて足を運ぶその通人ぶった根性もまことに洒落しやら臭くさい。

　みっともねえ野郎だ。

　普段なら、珂心カシムはこういう奴は相手にしない。身の穢けがれとばかりに碗わんを砕いてすぐさま席を蹴けっているはずが、店先の卓で同じ提ちよう灯ちんの火を分け合ってすでに半刻あまり。自分が頼んだ家鴨あひるに萬封マロウが箸はしをつけても嫌な顔ひとつしなかった。酒の酔いと懐ふところの温ぬくさが珂心を優しくする。

「わけですかって、あのなあ。常識で考えりゃわかんだろうがよ。そもそも武人なんてのは手て前めえらの芸が秘中の秘で、稽けい古こを覗のぞき見してる奴がいたらとっ捕まえてふん縛って蛆うじが湧わくまで逆さ吊づりにしとくような連中だぜ？」

　喩たとえにしても大おお袈げ裟さなようだが事実である。幼少の時分、閃閣武林の傍流にあたる拳けん法ぽう道場の裏庭で、珂心はまさしく文字通りの光景を見たことがある。

　そんな武人たちが戦せん形けい譜ふを作成するのは、技術の秘ひ匿とくと他流試合における面子メンツとを両天てん秤びんにかけたぎりぎりの妥協点だ。流派間の対立において沈黙が美徳であるはずはなく、勝ったはずの試合に難なん癖くせをつけられたらそれが尋常な勝負であったことを証明しなければならない。そのためには公開もされるし速記術の公用語である畔河バンガ文字で書かれもする戦形譜が、しかし秘匿すべき技術の「実際」が記された隠書の類たぐいであることにやはり変わりはない。ましてやその写しと称する代物が無断で巷ちまたに出回っていることを当の流派が面白いと思うはずはなく、血の気の多い門人に取り引きの現場など押さえられたが最後、売人も買い手も雁がん首くびを並べて蛆が湧くまで逆さ吊りにされるかもしれない。

「俺が言うのも何だがな。相手の道場に忍び込んで盗んできたんならともかくだ、そこいらの路地で銭出しゃ買えるような紙っ切れが本当に信用に足ると思うのかっ」

　ばん、と卓を叩たたき、

「てえ話よ。今の時期なあ、ど素人しろうとが適当にこしらえたような屑くず譜ふだって掃いて捨てるほど出回ってんだ。技う術でも経験おぼえもねえはずの堅気が場に入ってきてるってこたあ、今は騙だましやすい相手がそれだけうじゃうじゃいるってこったろうが。なに使っても入れ食いなら漁師はみんな安い餌えさばっかり針につけて高いのはしまっとくだろうがよ。『本物』は、そんなもんがもし本当にあったとしても、今の時期は場に出てこねえの」

　本物など巷には絶対に存在しない──とは珂心も思わない。

　武人も所しよ詮せんは生身の人間、金に困った内部の誰かが秘伝書に手をつけるというのはしばしばあることで、珂心自身もそうした物ブツを何度か扱ったこともある。しかし、

「──なるほど。つまり、絶対確実な本物を手に入れるためには、街の闇やみ屋やを通すのではなく関係者から直接買い付けなければ駄目だ、と」

　頭悪わりいなこいつ、と珂心は思った。──自分はさっきから、「絶対確実」などということはこの世にない、という話をしているのに。

「──さあてな。それだって怪しいもんだ」

「どうしてです？」

「罠わなを仕込んだ『本物』を手て前めえらで一年中流してる流派もあらぁな。あんたの言う『関係者』とやらがその手の回し者じゃねえってなぜわかる？」

　萬封マロウは絶句してしまう。珂心カシムはさらに、

「まあ、仮にそうじゃなかったとしようか。誰もあんたを騙だまそうとはしてねえ。しかも、手に入った戦せん形けい譜ふは写しじゃなくて原本だ。──でよ、その大元の内容からして間違ってたらどうすんの。実際の試合の場で原譜を速記した野郎がどうしようもねえ下へ手たくそで、ちゃんとした記録を残すことに失敗してたらそれまでじゃねえか」

　双方初見にて闘う──というのが大だい比ひ武ぶの建前だ。

　洞幡ドーハンの演武場に入った出願者たちはまず全員が地下の独房に押し込められ、試合ごとに二名ずつ番号を呼ばれて擂らい台たいの上へと引き出されていく。残された者たちは、その勝負を見ることもできなければ情報を交換することもできない。

　戦形譜の密売はその建前に触れる行為ではあるから、武臣倫院の告令によって一応は禁止とされている。が、それが単なる形式のみに留とどまっている理由は、闇やみ流れの戦形譜というものの実態を──そんなものに千金を費やしたところで大比武での勝利が買えるわけではないということを、武臣倫院の側もよく知っているからだった。

「お役人もそこまで暇じゃねえのさ。俺がおっかねえのは所しよ場ばを見回ってるやくざ者と、手持ちの物ブツに名前が書いてある流派の本家筋の連中だけだ」

　いやはや、

　これだから下しも々じもの連中は、とでも言いたげな表情で萬封は首を振った。提ちよう灯ちんに集まる蛾がの軌跡にしばし目を遊ばせていたが、

「──いや、よくよく考えれば妙ですな」

　萬封は卓に身を乗り出して、

「戦形譜など無用の長物であるということがそれほどまでに周知なら、貴方あなたの稼業もそもそも成り立たないのでは？　先に鴨カモにしたという──名前は何でしたか、その禿はげ頭の武人は、そのあたりの事情を知らなかったのですか？」

　ようやく話がここに来た。

　珂心の笑みに、小悪党たるその本性が浮かび上がる。

「もちろん知ってたろうさ」

　思わず目を瞠みはる萬封の碗わんに、ゆっくりと銚さし子なべをかざして酒を注そそぎ足す。

「まあ、そこらへんがこの稼業の面おも白しれぇところよ。いいかい、ずぶの素人しろうとや金持ちの旦だん那な衆をいくら相手にしたって大した小遣い稼ぎにもなりゃしねえ。一番の上客は何と言っても大比武の出願者、それもな、大高札の隅っこにどうにか名前が載ってるくらいの奴がいい」

　大高札の名前の記載順は、出願者自身の前評判や所属する流派の知名度、あるいは出身道場の格の高低によって決められる。それは武門の縮図であり、ひいてはその武人に対する世間の評価そのものであると言っていい。

「何がいいって楽でいい。そういう奴はちょいと小突くだけでころんといくからな。大した腕もねえくせに、一いつ時ときの気の迷いで崖がけっぷちから飛び降りちまって毎晩がたがた震えてる。眠れねえ夜に野郎が出かけていく所ったらふたつっきりで、女郎屋を張り場にしてる奴もいるが俺はもっぱら飲み屋だな。もう時期が外れちまったが、ちょいと前にはこの店にも怪我した右手に包帯を巻いてる野郎がずいぶんいたもんさ」

　売人であることは最初から隠さない。

　しかし売り込みは急がない。見せろと言われたらまず渋る。くれと言われたらもう買い手のついた品だとまた渋る。

　鴨カモは人前で虚勢を張り続けている反動から常に孤独に苛さいなまれている。だから声をかけてもまず拒絶はされない。大だい比ひ武ぶ出願者であることを自ら告白するように仕向け、そこから先は慰め励ます風を装いつつ恐怖を煽あおる方向へと持っていく。

「わかるかい？　鴨カモにしてみりゃあ本物かどうかなんてこたあ関係ねえんだ。それで少しでも楽になれると思ったら下しものゆるい爺じじいの尻布しりかくしでも必死になって信じるさ。連中は家財やら何やらを整理してまとまった金を持ってるが、あんまり欲かいて刀やつぱ片手にかち込まれてもつまらんからな、適当なところで夜逃げを吹き込んで一丁上がりって寸法よ。──まあ、言ってみれば、修行の足りねえ野郎をちょいともんでやって礼金を貰もらうってとこか」

　そうとも──

　奴らは修行が足りないのだと珂心カシムは思う。世の中の何事にも「格」というものがあり、その格を決めている世間の評判というやつは何だかんだと言いつつも大抵は正しい。皆がきれいだと言う物は大抵きれいだし、皆がうまいと言う物は大抵うまい。変にひねくれて、そこに「一発逆転」といった夢を過剰に見い出そうとするのはそいつもまた負け犬の側にいるからだ。

　畢ひつ竟きよう、皆が強いと言う者が強い。

　珂心は鴨カモに同情しない。紛まがいと知りつつ紙切れにすがる様は醜しゆう態たいと言う他はない。そういう奴は一度と言わず何度でも痛い目を見て「人の世」というものを学んだ方がいい。大比武道中に自分の写し芸人が立たない理由を真剣に考えたことがあるか。常在戦場、「比武」とはただ擂らい台たいの上の臂ひ力りよくのみを競うものであるとはよもや言うまい。生まれてこの方負け通しに負けておきながら、言い訳など持たぬはずの武人のその口で今さらに何をほざくか。

　珂心に言わせれば、全名公布の大高札が立った時点で大比武はすでに終わっているのだ。

　萬封マロウが、碗わんを傾けることも忘れて、

「じゃあ、今、その、禿はげ頭の武人は──」

　珂心は笑う。南なん京きん豆まめの皮がどうしても剝むけない。

「飛んだよ。鴨カモだからな」

　ふと、

　萬封の視線が、ゆっくりと仰あお向むいて、珂心の背後へと注がれる。

　その生白い顔が間延びしたまま動かなくなり、何事かと訝いぶかしんだ珂心カシムは萬封マロウの視線を辿たどって背後を振り返る。

　そこに、一人の禿はげがいた。

　そんじょそこらの禿ではなかった。落ち武者のようにやつれ果て、垢あかじみたその風体は異臭芬ふん々ぷんたる有様だが、上得意だった鴨カモの顔をよもや見忘れる珂心ではなかった。暗く落ち窪くぼんだ双そう眸ぼう、ひたすら底の読めぬ無表情、果たしていつからそこにいたのか、どこまで話を聞かれたのか、

「──旦だん那な、」

　頭がまともに働かず、身動きのひとつもできず、自分の声を他人のもののように聞いた。

「──だって、陽やん都とに行ったはずじゃ、」

　それが駄目押しだった。

　飛ばし屋に鴨カモを転がしたことを白状したようなものだった。

　掌しよう打だ。中指と薬指を口の中に突っ込まれ、すぐさま尻しりの下の椅い子すを蹴けり外されて、珂心は頰ほお肉にくを摑つかまれたまま右腕一本で横ざまに摔なげ飛ばされた。ひと抱えもある卓が覆くつがえり、家鴨あひるの皿が煮汁の尾を引いて庇ひさしよりも高く宙を舞い、路上に叩たたき落とされた珂心は禿の右手をかきむしるように振り解ほどいて転げまろびつ逃げ始める。ようやく女給の悲鳴、痛みなどまったく感じなかったし、口の端から頰がばっくりと裂けていることにも気づかない。陸りく吋とうの番所まで逃げ延びれば命が助かる──自分では風のように走っているつもりだったが傍はた目めに見れば杖つえを失なくした不具の年寄り、十歩も行かずに襟えり首くびを摑まれ、布地を引き毟むしらんばかりの力に抗あらがって泣き喚わめきながら身を捩よじる。振り返りたくないのに振り返ってしまう。

　肩越しに、追いすがってくる禿の顔が見えた。

　ものすごい顔だった。

　恐ろしい顔だった。

　感情が炸さく裂れつしていた。目も口も、人の身でよくもそこまでという大きさに開かれて心火を発散していた。

　怖すぎて腰が抜けた。肛こう門もんを蹴られ、地べたに突き転がされて干ひ乾からびた馬ば糞ふんを舐なめる。もう這はうこともできない。どうにでもすればいいのにどうしても顔を殴りたいらしい、いきなり肩を踏まれて仰あお向むけに身体からだを伸ばされた。もはや技の片へん鱗りんもなくなった左右の拳こぶしがでたらめな力で降り注ぐ。血と涎よだれと涙が珂心のすべてになって、しかし痛みは最後まで関心の埒らち外がいで、たちまちのうちに破壊されていく自分の身体が何だか着古したぼろ着のようにつまらないものに思えてくる。もういい、気絶したいと珂心は思った。難しいことは何もなかった。

　萬封は椅子からずり落ちたまま指の一本すら動かせず、目の前の光景に息の根も奪われて呆ぼう然ぜんとするばかりだった。禿が馬乗りになって珂心を殴り続けている。殴りながら泣いている。泣きながら何か叫んでいる。珂心にはすでに意識はなかったが、その身に時おり走る凄すさまじい痙けい攣れんを必死の抵抗であると萬封マロウは誤解する。

「もうよせ！　やめろ！」

　力で敵かなわぬは承知の上だった。それで果たして幾度目か、珂心カシムの顔に打ち下ろされんとする拳こぶしに無我夢中で摑つかみかかる。

「やめなさい！　それ以上やったら本当に殺してしまうぞ！」

　唸うなり声を上げて禿はげが抗あらがい、文弱の矮わい軀くなど物ともしない剛腕に萬封は案か山か子しのように引き回され、その拳にしがみついていた両腕を振り払われた瞬間──

　ずるり。

　まるで、皮膚がめくれて剝はがれ落ちるような感触。

　何事かと萬封は思う。

　禿もまた凍えついたように動きを止める。

　珂心を殴り、萬封と揉もみ合ううちに縛りが緩んだのだろう。禿の右手に巻かれていたぼろ布が解ほどけてだらりと垂れ下がっていた。手の甲の肌が露あらわになって、そこに刻み込まれた略式の棒数字が萬封の目に入る──大だい比ひ武ぶ出願の証あかし、武臣倫院東局五十八番の手てつ甲こう墨ずみ。

　ぼろ布を染めているのも、手肌にこびりついているのも珂心の血には違いない。

　しかし、それは禿自身の身に深々と穿うがたれた、膿うみ爛ただれた傷口のように見えた。

　ひと皮めくれば骨身がのぞく、腐臭を発して人を遠ざけ、耐え難がたい苦痛に心を狂わす自業自得の傷口だった。

　憐あわれな奴だ、と萬封は思う。

「──行け」

　そのひと言に、禿はふと悪い夢から覚めたような表情を見せた。

　しかしそれも束つかの間、怒りとはまた別種の狂気に侵された目の色がどろどろとかき曇る。右手の墨を見られたことに狼ろう狽ばいし、転げるように退しりぞいて一歩、また一歩と後ずさる。愚ぐ昧まい極まるその態度に萬封は苛いら立だって、

「逃げろ。早くしないと役人を呼ぶぞ！　──おおい!!　誰かあっ!!」

　禿は「役人」という言葉のみに反応し、声にならない悲鳴を上げて一目散に逃げ始めた。

　泥沼を泳ぐようなその無様が闇やみにかき消え、いっぺんに気が抜けてしまった萬封は両の膝ひざを地に落として路傍にへたり込む。不意に珂心の呻うめき声、ひとまず息の根は止まってはいないようだが、頰ほおを裂かれて幾十も殴られたその顔は正視に絶えぬ有様だ。

「──お連れさん、ずいぶんやられたねえ」

　飲み屋の主あるじが背後からのぞき込むようにして声をかけてきた。場末が故ゆえの冷静さか、他の客にもさして慌てた様子は見えず、先ほどの大声にも役人を呼びに走ろうという者もない。

「──ああ、いや、」

　別に連れというわけでは、そう告げるよりも早く、

「伸びてる野郎の懐ふところを探るってのも気が引けるしな。壊したもんの弁償もひっくるめて、勘定はあんたにつけとくことにするよ」

　萬封マロウの凝視もどこ吹く風、飲み屋の主あるじは乱らん杭ぐい歯ばを剝むき出してにんまりと笑ってみせる。

　──いやはや、

　嘆息、萬封は観念し切ったように胡あ坐ぐらをかいて傍かたわらの雅が帽ぼうを拾う。場末の夜遊びを快こころよく思わない妻の小言が今日という今日は身に沁しみた。まったく──

　下しも々じもの連中には付き合い切れん。




　蓮空デクーは逃げた。

　裏路地の底そこ闇やみを迷い、轍わだちに蹴け躓つまずき、異臭の満ちたどぶ川に頭からはまり込み、立ち枯れた水草をかき分けながら獣のように走り続けた。間近に吐きかけられた「役人」という言葉がありもしない幾多の足音となって背後に迫り、蓮空にほんの一いつ時ときたりとも立ち止まることを許さなかった。

　──いやだ、

　捕まるのはいやだ。

　大だい比ひ武ぶを踏破すればすべてが変わると思った。こんなはずではなかったのだ。功成った暁あかつきには軍門へと身を投じ、戦場にて剣技に更なる磨きをかけ、ゆくゆくは卯国にその人ありと称たたえられる武人たりたいと、半ば冗談で、

　しかし半ば本気で、

　吠ほえる。

　両の拳こぶしを振り回す。汚水を撥はね散らして泥でい濘ねいを転げ回る。

　深みに足を取られて溺おぼれかけ、命からがら這はいずり上った土手で寒さに身を縮めながら、蓮空はぼろ着の懐に右手を差し入れる。用心帯の中から取り出されたものは、未ひつじの文様と「大比武登第」の文字が刻まれた五角銭だった。飛ばし屋に見捨てられ、転げ込んだ娼しよう館かんで身上を使い果たして後もなお、この一枚だけは今日の今日まで肌身離さず持ち歩いていたのだ。

　裏面の文字を指先で探っているうちに、目も眩くらむほどの憤ふん怒ぬが湧わき起こった。

　──こんなもの、

　潰つぶしたところで冷や飯の一杯も食えはすまいに。

　弾はじかれたように身を起こし、蓮空は五角銭を目の前のどぶ川に投げ捨てようとした。

　できなかった。

　どうしても捨てられなかった。

　寒さと激情に震える喉のど元もとから悲壮な笑いが漏れた。

　笑わずにはいられなかった。この期に及んでまだ何かにすがり続けようとする自分があまりにも滑こつ稽けいすぎた。

　振り上げた腕が萎なえてその場にうずくまる。それでなくてもみすぼらしかった風体は今や隅々まで汚泥にまみれ、堪こらえ切れぬ笑いにその背を震わせている様は千年も万年も死ぬのを忘れ続けて図ずう体たいばかりでかくなった泥どろ亀がめのように見える。闇やみの中でひとり、五角銭を固く握り締めて蓮空デクーはいつまでも泣き笑う。




　　　　＊




　右の袋に一いつ本ぽん独どつ鈷この掏す摸りなどまずいない。手て癖くせの悪い素人しろうとは別として、「親」の下について技術を学んだ者であれば必ずどこかの「家」に身を置いてなにがしかの上納金を収めている。その島割りは極めて厳格で、流れ者の仕事師が相応の仁義もなしに通りすがりの袂ぼたなど叩はたけば腕の一本では到底済まない制裁が待っている。

　もはや当人も憶おぼえてはいまいが、布蛮ウルマンがその財布を掏すり取ったのは今を遡さかのぼること数ヶ月前の春の日の夕刻、大たい香こう河原衆南路分家の一座が「一指力剛」の芝居を演じる緒しよ幕まくの客場においてのことだった。生あい憎にくと外身は上物でも肝心の中身は雀すずめの涙、それでケチがついたか後の稼ぎも常になく振るわず、やがて締めの日を迎えた布蛮は足取りも重く「貸し馬屋の魏甚ギジン」の元へと参じ、所定の半分にも満たない額に現物を幾つか上乗せして地べたに平伏する羽目となる。

　これだけか。

　へえ。足らねえ分は、次の締めまでに何とか。

　殴るだけで済ませる魏甚も人がいい。故買に流す手間も引き合わず、莨たばこ盆ぼんの引き出しに放ほうり込まれたその財布はひと夏を越した遠えん月げつの二日、島しま内うちの顔役が集まる茶会の席において再び日の目を見ることになる。乎鵬オルホウは常日頃から胡ご麻まをすっておくべき寧ね馬ま幇はんの若頭で、女房と大おお喧げん嘩かをして近頃家に帰っていないらしいとの噂うわさを聞き込んでいた魏甚は、さも苦労の末に手に入れた逸品であるかのような顔をして件くだんの財布を差し出したのだった。

　もういっぺんよく話してみちゃどうです？　ほら、こいつは奥方への土産みやげってことで。

　結果は凶と出た。わずか三日の後には光り物まで飛び出す大騒動、もう金輪際同じ屋根の下になどおれるかと女房は荷物をまとめて出て行ってしまった。もともと三み十そ路じも半ばの女が持つには少々似合わぬ柄、腹いせにどこぞの運河へとぶん投げられても不思議はなかったはずの財布はしかし、玲倫レイリンという私し娼しよう窟くつ時代からの妹分によって辛からくもその命運を救われる。二つ返事で払い下げられた上物の財布を玲倫は大層気に入って、はったりを利かせて周囲の目を引きたい場合には──つまり四六時中という意味だが──いつも懐ふところに入れて持ち歩くようになる。掏り泣かせの紐ひもをつけないのは自分がすでにその筋の庇ひ護ごの下にあると強調するための情婦バシタの流儀だ。数年前から寧馬の若い衆の間をつまみ食いするように渡り歩いていたが、姉貴分に遠慮をする必要もなくなった今は眞艮マコンという島頭と仲がいい。今日も今日とて、地回り衆の連絡場所となっている南忠道の酒家で眞艮が迎えに来るのを待っている。日もあるうちから当たり前のように酒を飲み、一口二口つけただけの血豆腐を箸はしで突つつき回してはため息をつく──仕入れを変えたと聞いて頼んでみたが相変わらずだ。この店ときたら酒は良くても肴さかなは食えたものではない。周囲に屯たむろするのは眞艮マコンより遥はるかに格の劣る三下ばかりで、連中を顎あごでこき使うことには何の痛つう痒ようも感じなかった。

「──ねえ、そこのあんた。どっかそのへんの屋台で粘でい呆ほうでも買ってきてくれない？」




　やはり一年は長すぎる、と月華ベルカは思った。

　来年の大だい比ひ武ぶでは独ひとつ峰みねまで一足飛びに駆け上がる──涼孤ジヤンゴの前でそう啖たん呵かを切ったはいいものの、やっぱり次の回かい暑しよの日まで大人しく待とうという気にはなれない。

　辻つじの比武ならいつでも誰でも飛び入りができるのに。

　これだから役人という奴は。どこのどいつかは知らないが、自分に断りもなく今年の出願を締め切ってしまうとは何たる大逆か。

　この秋の大比武に、どうにかして滑り込む手はないものか。

「簡単なこった。背中に担かついだその木剣でもってよ、そこらを歩いてる奴の頭をどれでも適当にかち割ってやりゃあいい」

「──は？」

　行きずりの気安さで、名案など期待するでもなく考え事を口にしてみた月華は思わぬ答えに目を丸くする。稽けい古こ着ぎに得物を二本差しといういつもの姿、木陰の茣ご蓙ざにしゃがみ込んで差し出された右の腕には鹿しか皮がわの小手。鳥屋の親父はそこに一羽の河原かわら鳩ばとをとまらせて、何やら複雑な印を結んで決まり事の口上を唱える。

「さあ天の大神もご覧あれ、これなる御方の道行きに良風神羽の導きあらん！」

　目隠しを外すや否や、河原鳩は褐かつ色しよくの翼をはばたかせて月華の腕から飛び去っていく。

　ただそれだけのことに銅十滴もの金を取る。河原鳩はその羽根の導きで仙女となった詞し丹たん姑この眷けん属ぞくで、金を払って籠かごから解き放ってやれば功徳になるという触れ込みだ。客の腕から飛び立った鳩は西方の神山へと旅して主に恩人の名を告げる──ということになっているがそこは大事な商売道具、別の場所に設置された巣箱へ戻ってくるように仕込んであるのは言うまでもなく、途中で猛もう禽きんにやられた分は当然損失となるので算そろ盤ばん勘定が引き合うのは元げん都とのような都市部においてのみである。今どきよほどの田た吾ご作さくでも引っかからないおのぼり狙ねらいの商売だがさすがに口はうまかった。月華は騙だまされ放題に騙されてすでに六羽も放している。

「──あ、頭をかち割るのか？　そんなことをしたら、」

「当然役人がすっ飛んでくるわさ。後は素直にお縄を頂ちよう戴だいしてだな、何を聞かれても『お裁きは武神の思おぼし召しにて』とか何とか言ってりゃいいんだ。昔の大比武には囚人の枠ってもんがあったんだよ。悪事を働いた咎とがで虎とらの巣穴におっぽり込まれる分にゃ出願期限もへったくれもねえやな」

　──首を失なくすか大だい比ひ武ぶか。

　詮せん議ぎの場において、判決を受けた罪人が最後にそう問われた時代が確かにあった。

　武技優秀なるを証明すれば罪一等を減じる、という素仏朝晩期の制度である。よって、当時の「大比武道中」とは「琉河ルンガ刑場へと連行されていく罪人たちの市中引き回し」を意味する言葉で、随伴する芸人たちも単なる賑にぎやかしの道化役に過ぎなかった。

「時代の流れってやつだわな。洞幡ドーハンの演武場なんてもんまでぶっ建ててよ、さあこれから国を景気づけようってところに凶状持ちがぞろぞろじゃあ格好が悪すぎたんだろう。とっくに廃すたれちまった条おさ目だめだがひょっとしたら今でも通用するかもわからんぜ。下へ手たすりゃ右から左で打ち首獄門だけどな」わははは。

　なんだ。

　結局はからかわれていたのか。月華ベルカは鼻息を荒げて遠く秋の空に考えを迷わせる。辻つじ殴りで稼いだ程度を賂まいないにしてどうにかなるような話とも思えず、そもそもお城の馬鹿どもに大枚を積んで頭を下げ回るなど業腹の極みだ。迷走を繰り返した思考はいつも同じ場所へと戻ってきてしまう。

　やはり群狗グングか。

　駄目で元々、あの爺じじいに相談してみるしかないか。

　──よし、

　気合を入れて立ち上がる。やおらその場でぐるるんと二回転、む、と力を溜ためてさらにもう一回転するかと見えたが結局しなかった。本人としてはくしゃみが出そうで出ない感覚に近い。

「帰る」

「お、おう」

　潰つぶし銀を投げ渡して鳥屋をさらに驚かせ、月華は中途半端な決意を胸に木漏れ日の射さす道を下っていく。素仏の時代の店並みと落ち葉の匂におい、虎とら縞じまの瘦やせ猫が土ど塀べいの上を気だるげに並走する。軒から軒へと吊つり渡された吹き流しがのろまな風に騒がしい。

　──さて、

　どうしたものか。

　相談をするにはまず群狗に話しかけねばならない。

　あの耄もう碌ろくじじいとは口を利かぬの一いつ本ぽん槍やりで今日まで押し通してきたが、それが道理の通った態度でないことくらいは自分でもわかっている。兵法指南の約束を反ほ故ごにされたことについても、こちらがすでに天下無双の剣豪となってしまった今では取るに足りない過去の話とみなすべきではあるまいか。

　つまり、残るは気持ちの問題だけである。

　そして、一番の問題はまさにそこである。

　そこに至ると月華の頭は決まってその場の足踏みを始めてしまう。胸奥に燻くすぶり続ける子供の泣き事のような感情を自分ではどうしても抜き去ることができない。物心のついたときから群狗グングは側にいた。天上天下のすべてが敵に回ることがあっても群狗だけは味方についてくれると思っていた。

　おはじきの遊び方もあやとりの技も教えてやったのに。

　虫切りの餅もちを分けてやったこともあるのに。

　そう、二人で一緒に悪戯いたずらをしたことだってあるのだ。この話になると群狗はいつも困った顔をしてしらばくれるのだが──ああもう、何だかまた腹が立ってきた──叔お母ば上のことは自分も苦手だと前々からこぼしていたではないか。臣たるその口からわざわざ建前の咎とがめ立てを言わせるほどにこちらも無粋ではなかったし、蛙かえるを捕まえてこいと命じたその目的によもや思いが至らなかったとは言わせない。あのときもし自分が口を割っていたらその老いぼれたケツも今ごろきっと、

「黙ってないで何とか言いなさいよ！　親分衆の莨たばこ銭くらいはいつも懐ふところに入れとくのが下げ駄た番の務めってもんでしょう!?」

　何事かと思った。

　酒さけ甕がめが山と積まれた店先の卓で、化粧気の濃い女が若い男を叱しかり飛ばしていた。

「──ああそうか、さてはあれか。あんたあたしのこと舐なめてんのか。もっと大事なお客人の使いなら兄貴分の名前でつけにするくらいの知恵は働きますってか！　あんまふざけてると河に沈めんぞこの野郎！」

　自分の言葉に自分で興奮してどんどん口調が荒くなっていく。使い走りを命じられたのに手持ちが足りず、そこで気を利かせるでもなしに手ぶらで戻って来るような役立たずは三日三晩苦しんで死ね。女の説教はどうやらそういう話に聞こえる。男はひたすら保身と諦てい観かんが入り混じったような無表情、女も最後には怒鳴り疲れたと言わんばかりのため息をついて、塗り爪づめもけばけばしい右手を卓上の財布に伸ばした。

　絶対に間違いなかった。

　布地のほつれ具合にまで見み憶おぼえがあった。




「返せ」




　気がついたときには寝歩きを右手に下げて、呆あつ気けに取られたような女の顔を目と鼻の間近に見下ろしていた。

「大人しく返すならそれでよし。次は痛くするぞ」

　まさしくその名の如ごとく、月華ベルカを押し止とどめようとした男は白目を剝むいたまま通りの反対側まで歩き続け、楠くすの並木に抱きつくようにずるりと沈み込んでようやく身動きをしなくなる。

　女には、一体何が起きたのかわからない。

　何を返せと言われているのかも理解しない。しかし咄とつ嗟さに卓上の財布だけは握り締め、衝つい立たてを蹴け倒たおしながら店の中へと転げ込む。

「大変だよ！　かち込みだよ！　なにぼさっとしてんだいこの愚ぐ図ずども！」

　かち込みだ？

　その場に屯たむろしていた男たちは顔を上げ、悠然と敷居を跨またいで店の中へと踏み込んでくる小娘の姿を見て一様に「なわけあるか」という顔をした。道具こそ担かついでいるが所しよ詮せんは木剣、泣く子も黙る寧ね馬まの屯とん所じよに雌めす餓が鬼き一人を先せん鋒ぽうに立てて仕掛ける馬鹿が一体どこの世界にいるかと思う。稽古着の裾に翻る蟒うわばみの刺繡、小娘は居並ぶ雁がん首くびを右から左へと見回して、

「掏す摸りの一味はこれで全部か？」

　はあ？

　一体何をぬかしているのだこいつは。たまたま近くにいた三下が面倒臭そうに立ち上がって、

「なぁ嬢ちゃんよ、何だか知らねえけどよ、」

「痛くすると言った」

　そう痛くはなかったろう。行く手を塞ふさいだ男の頭が真横に弾はじけ飛び、双すご六ろく博打ばくちの卓を覆くつがえして死体のように倒れ込む。即座に巻き起こった凄すさまじい怒号は動くものには何にでも吠ほえかかるちんぴらの本能のようなもので、自分たちの身に降りかかった事態が如い何かに容易ならざるものであるかを正確に理解している者などただの一人もいなかった。囂ごう々ごうたる罵ば声せいを発し、卓やら椅い子すやらを景気づけのように蹴散らしてみせる威勢の裏で、いざとなれば俺でなくても誰かが飛びかかるだろうと全員が思っている。月華ベルカが再び歩き出す、白が黒へと裏返ったような敵意の只ただ中なかで、怒りに燃えるその眼まなこには床にへたり込んで後ずさる女の姿しか映っていない。

　凛、

「返せっ！　それは妾わらわの財布だっ！」




　地べたに胡あ坐ぐらをかいて目の高さを合わせ、胡コ久ク梨リは小さな手が差し出した一匹の雀すずめを両手でそっと受け取った。

「──おもしろいことって？」

　少女が問う。まことに貧乏たらしい身なり、歳としの頃は五歳か六歳か、それにしても足りぬ背の丈は片手に下げた雀取りの籠かごを極端に大きく見せている。静かに──と胡久梨は合図をして、右手にやわらかく握った雀を少女の目の前にゆっくりと差し上げる。

「このまま手を広げたら、どうなると思う？」

「逃げちゃう。飛んでっちゃうよ」

　それのどこが面白いのかと少女は不満げだ。しかし胡久梨は得たりとばかりに頷うなずいて、

「見ててごらん」

　少女の抗議にも関かかわらず、胡久梨は親指から順に指を解いていく。

　そして、最後の小指が解かれても、雀すずめは掌てのひらから逃げなかった。

　いや──、どうやら逃げようとはしているらしい。小さな羽根を忙せわしなく動かして、両の足を蹴けって踏み切ろうとするたびに胡コ久ク梨リがほんの少しだけ手を下げてしまうので、雀は最初の一歩を化ばかされ続けて掌の上から一向に逃げ去ることができない。知らぬ者の目にはまるで、胡久梨が神通力でも発して雀を手中に留とめ置いているかに見える。

「──ふしぎ！　どうして!?」

「練習したんだ」

　さすがに集中しているらしい。少女の問いに胡久梨は寝言にも似た調子で答え、きわどい瞬間を切り抜けるたびに、おっと、そっちか──まるで掌を通じて雀と対話しているような呟つぶやきが漏れる。

　そのとき、

「──若先生っ！　せんせーっ！」

　舌打ち、危うく逃げられそうになった雀を上から押さえ込むようにして捕らえた。肩越しに背後を振り返ってため息をつく──土ど塀べいと竹林に挟まれた長い路地を顔見知りの地回りが必死の形相で駆けて来る。

「──ごめんな。これから仕事おつとめだわ」

　膝ひざを伸ばして立ち上がり、手中に握った雀をそっと少女の目の前にかざして、

「この子、放してやってもいい？」

　少女は唇を嚙かんでしばし考え、約束は約束だ、という眼まな差ざしをしてこくこくと頷うなずいた。

　途端に翼が閃ひらめき、雀は秋空に舞い上がってたちまちのうちに見えなくなった。銅を幾つか握らせて頭を撫なでてやると、少女はくすぐったそうに胡久梨を見上げて欠けた前歯をのぞかせる。くるんと翻ひるがえった小さな姿が雀取りの籠かごを引きずりながら路地を駆け下っていく。

「──せ、せんせ、──ずいぶん、──探、」

「仲間喧げん嘩かの仲裁ならもう御免だよ。どう分けたって絶対どっちかに恨まれるんだから」

　汗みどろで息も絶え絶え、それでも地回りは居ずまいを正して嗄かれ声を振り絞った。

「出入りです！　お出まし願いやす！」

　うん、胡久梨は気安くひとつ頷いて、

「いいけどさ、それにしたって情けないなあ。極道者が女に負けてちゃ渡世が立ち行かないんじゃないの？」

　地回りは驚いたように顔を上げて、

「──先生、なんでそれを、」

　え、と胡久梨も驚いた顔をする。

　本当に女だったのか。

　地回りの横っ面つらに印しるされた不ふ明めい瞭りような靴跡が男の足にしては小さい気がしただけで、野郎ばかりを相手にするよりはその方が少しは面白くなるか、というふざけ半分の当てずっぽうに過ぎなかった。一体どこの莫ばく連れんだか知らないが、姉貴分自ら手勢の陣頭に立って敵の三下に蹴けりを入れるなど素人しろうと芝居の筋書きである。

「相手の素性はいいや。やること変わんないから。どこにかち込まれたの？　数は？」

「南忠の、三の組が屯とん所じよにしてる酒家で、数は、その──」

　地回りはそこで、恥を忍ぶかのように言葉を濁して、

「──一人、です」

　沈黙があった。

「──それも、せいぜい十四か十五ぐれえの。見たとこ堅気じゃねえかと思うんですが」

　言うべきをひとまずは言い尽くし、両膝両拳を地に落とした姿勢のまま、地回りは恐る恐る視線を上げて若先生の顔色を窺うかがった。

　笑みがあった。

　常と変わらぬ貧乏書生の笑みの、その眼奥に潜む喜悦など地回りは知りもしなかった。

　甘味を含んだようなその口元が、ぽつりと、

「──強いんだ？」

　地回りは自らの不ふ甲が斐いなさを弁解するかのように、

「いや、その、何て言うか、財布がどうこう抜かしながら乗っ込んできて、騎馬倒しを縮めたような得物をぶん回してそりゃあもう──、」

　言葉が立ち消える。喉のど元もとを過ぎて驚きも薄れたか、顔まで蹴られてその目に焼きついたはずの光景を地回りは自分でも信じられなくなりつつあるらしい。その肩に胡久梨の右手がぽんと乗って、

「さ、行こうか。早くしないとまた無駄飯喰ぐらいの何のって陰口叩たたかれちまうよ」

「あの、」

　先に立って歩き出したその背を地回りが呼び止める。当初の慌てぶりはどこへやら、さすがの若先生も女相手に手荒な真ま似ねをするのは後ご生しようが悪いのではないかと言いたげだ。しかし胡コ久ク梨リは満面の笑みで振り返って、

「大丈夫だよ。やること変わんないから」




　萬那バンナの飯屋は飯屋に見えない。その場所からして南忠道の大路を外れた苔深い裏路地の奥にあり、その見てくれも両隣よりは庭木が多少は多いくらいが変哲の古びた民家である。一見の客にとってはそもそもたどり着くこと自体が難しく、それらしい看板もなければ幟のぼりも立たない門をくぐるのにはそこそこの勇気が要る。

　そんな店の裏口で涼孤ジヤンゴが賄まかない飯を食わせてもらえるようになったのは、数年前の夏に番所巡りの途中で腹が減りすぎて半ば行き倒れていたところを助けられたことがきっかけだった。店も店なら人も人、賄まかないを食わせるというのもその実は野の良ら猫の餌え付づけにどこか似て、山盛りの器を戸口にどんと置いたら物も言わずに奥へ引っ込んでそれきり姿を見せないというのが萬那バンナの常である。箸はしを出すのも三回に一回くらいは忘れている。金は適当な額を食い終わった器に入れておく。

「あのなあ、」

　だから、一度奥へ引っ込んだ萬那が再び戸口に戻って来るのみならず、滅多に開かぬその口を開いて何事かを言いかけるというのは大変に珍しいことなのだった。今日の賄いは饂う飩どんと雑炊とその他よくわからない何かのごちゃごちゃの混ぜ合わせ、残り物を端からぶっ込んでかき回しただけに違いないのに出てきたものが不ま味ずかったためしはかつてなく、涼孤ジヤンゴは口から麵めんを垂らして萬那を振り返ったまま返事のひとつもできない。

「──いや、やっぱ食い終わってからにするわ」

　ますますらしくない。涼孤はずず、と麵を啜すすり込み、

「なに」

　あの萬那がここまでする以上はよほどの事に決まっていた。その白髪しらが混じりの眉まゆ根ねに深々と皺しわが寄り、萬那は覚悟を決めるようにひとつ息を吸い込んで、

「お前、蓮空デクーが今どこで何してるか知ってるか？　姿を消す前に、奴の口から直接何か聞いてないか？」

　え？

「──なんでそんなこと。別に、何も聞いてないけど、でも前にも同じようなことあったしさ、たぶんどこかの山にでも籠こもって、」

　その反応は萬那の予想の範はん疇ちゆうを少しも越えるものではなかったらしい。いきなり、

「お前んとこに背セ守スっていたろ？　蓮空よりもちょい前に急に道場に来なくなって、やっぱりそのまま消えちまったって奴」

　涼孤の目が丸みを帯びる。

　久しぶりに聞く名前だった。その通り、背守は暑い盛りのある一時期を境にふっつりと顔を見せなくなってそれっきりである。弟子連中の言げんによれば住んでいた長屋の一室も同じ頃に引き払われていたという。蓮空が武者修行の旅に出たらしいとの噂うわさは今やこの界かい隈わいに知らぬ者もあるまいが、道場とさして深い付き合いがあるでもない萬那の口から背守の名前が出るというのはそれ自体が奇妙だった。

「──何の話？」

「知らんよ。そんなこと俺にだってわからん。──又聞きもいいとこだしな、途中でどれだけ話がねじくれ曲がってるかは知れたもんじゃねえ。いいか、一応はそのつもりで聞いてくれ」

　楽しい話とは思えなかった。

　楽しくない話に蓮空の名前など出てきて欲しくはなかった。

「つい何日か前の事らしい。誡かい壕ごうの飯はん場ばで蓮空デクーを見た奴がいる」

　青い眼が見開かれた。

　先の先を取られたその口から、実に間の抜けた声を返すが関の山だった。

「──は？」

「遠目に見かけただけで、面を突き合わせて話をしたわけじゃねえ。その日暮らしの流れ人足でもここまでひでえ奴はそういねえってくらいの落ちぶれようだったが、ともかくひと目見て蓮空に間違いねえとそいつは思ったそうだ。禿はげ頭で不細工な人足がこの広い元げん都とに何人いるかは知らん。知らんが、右手に布を巻いてる奴となると──さて、どうなんだろうな」

　それは、と涼孤ジヤンゴは思う。この時期に大だい比ひ武ぶから逃げて飯場に落ちる奴など掃いて捨てるほどいるはずだ。右手の布はそれで説明がつく。そういう連中なら人目を忍ぶために変装のひとつも企たくらむだろう。禿げ頭もそれで説明がつく。そもそも蓮空が夜逃げなどするはずがない。いるはずのない蓮空を見たというその腐った目玉は何色なのか。持ち主は一体どこのどいつだ。

「背セ守スだよ」

　それでなくても北向きの裏口、この時期になると庭木の陰には夜でもないのに秋虫が鳴く。

　鈴虫が運を盗むなどと真顔で言うのは今時よほどの年寄りだけである。萬那バンナは涼孤の隣にどかりと腰を下ろして、足元の小石を拾い上げては気のない手つきで虫の音のする茂みへと放ほうり始める。

「──漏れ聞くところによるとお前、あいつにはずいぶんとやられてたらしいがな、あんな奴でも岳がく深しんに帰れば身内がいるそうだ。ずいぶんいい所らしいぜ」

　涼孤は答えない。萬那はわずかに肩をすくめて、

「──理由は知らんが、夏頃に講武所通いをすっぱり止やめた背守は、長屋も引き払って、人足寄せ場の安宿に住み込んで田舎いなかに帰る金を溜ため始めた。そもそも岳深ったら遠いしな、いくら身内がいたって帰った先ですっからかんってのもうまかねえし、冬になって河が凍りついたら人足の用向きも減っちまう。最初は楽な仕事を選んでたが、そのうち焦り出してきつい現場にも足を運ぶようになったらしい。苦労の甲か斐いあって、もうじきキリの額が溜まるってところで蓮空を見たと、背守はそう言ってる」

　季節のせいか日和ひよりのせいか、斜めに落ちる日差しにかつてのような温かさはとうに無い。石投げの手を途中で止めて、萬那はようやく終わりの見えた長ちよう広こう舌ぜつの疲れに細いため息をつく。

「──奴は悩んだ末に、この話を吞のみ込んだまま万里の彼方かなたに帰っちまうわけにはいかねえと考えた。そこで、元都を落ちる前の晩にある男を酒家に呼び出してそのことを話した。その男が俺に話して、今こうして俺がお前に話してる。──その男ってのは、普段は俺の店には来もしねえ奴だから、俺の口からお前に伝えてくれと、そういう意味だと思う」

　ぽつりと、

「──誰、その男って？」

「道場の奴だよ。名前は、言わねえ方がいいだろう」

「うん」

　貧乏町である。

　それ故ゆえの赤心が──どこか鬼気迫る風さえあった英雄への賞賛が、一転して裏返るとすれば果たして何が起こるのか。

　萬那バンナの話がすべて本当だとしたら、それはまさしく毒薬のような醜しゆう聞ぶんだった。

「──すまんな。やっぱり、食い終わってからの方がよかったよな」

　湯気も薄れた丼どんぶりを一いち瞥べつし、萬那はのっそりと立ち上がって戸口の奥へと姿を消した。

　しばしの間、涼孤ジヤンゴは呆ほうけた顔で視線を宙に漂わせていた。

　泣いた記憶というものがない。

　不幸を呼吸しながら生きてきた。物心のついてよりこの方、大切なものを失くして悲しみのあまり落涙したという憶えがただの一度もない。「泣きたい」という気持ちは少しもわからないが、「人に憧れる」という気持ちを知ったのはついこの間の話である。思い出したように饂う飩どんをたぐり、馬鹿らしいほどの量を一気に口の中へとねじ込もうとして火ク辛シ殻の刺激に噎むせ返る。まったく味がしない。西向きの風が運ぶ根連堂の鐘の音も、ぼろ着に染み入る肌寒さも隣の家の鼻歌のような余よ所そ事ごとだった。

　──いつかおん出てやる。

　事あるごとにそう言い続けていた肥こえ溜だめから、蓮空デクーはとうとう足を踏み出す決意を固めたのだと思っていた。

　それがどれほどの勇気を必要とすることであったのかはよくわかっているつもりだったし、飯まま事ごとじみた生ぬるい心配などしようとも思わなかった。

　貧乏人がその境遇から抜け出そうと足あ搔がくのなら安い命のひとつやふたつを賭として戦うのは当たり前の話で、蓮空はその身と剣一本で武の頂いただきを勝ち上がり、望むだけの結果を手にして古巣を去っていく。

　もし黒い目に生まれついていたら、自分もあんな風に生きていけたのかもしれない。

　その姿を胸に刻みさえすれば、青い目に縛られたこの身はいつか肥溜めの底で行き倒れようとも笑って死んでいけると思っていた。葬式帰りに貰もらってきてくれた厄落としの札、苛いじめられていれば庇かばってくれた背中の広さ、共に笑い合ったときの禿はげ頭の輝き、酒を酌み交わした欠け月の夜。

　端はなから捨てるに惜しいわけでもない人の世に残された、たったひとつの「良きもの」。

　その蓮空が、逃げた。

　二度とは戻るまい。

　それでいい。

　何の不満もない。

　腹の底でそう唱え続けて自分を納得させるにも限度があった。

　すべては自分の一方的な思い入れには違いない。恨む筋合いではないとも思う。芯しんまで痺しびれた頭の片隅にふと、路地を騒々しく駆け抜けていく複数人の足音が紛れ込む。火事場を見物にでも行くような興奮した気配──かち込み、寧ね馬まの屯とん所じよ、女の子、そういう言葉が繰り返し耳に届く。

　何事か。

　我知らず立ち上がり、複雑に入り組んだ塀へいの木戸から表をのぞき、人の流れに引き寄せられるようにして歩き出す。達人に首を斬きり飛ばされてもなお二歩三歩と歩みを刻むが如ごとく、涼孤ジヤンゴは己の受けた傷の深さをまだ自覚していない。

　唯一の憧あこがれさえ失った青い目の言愚ゴングにとって、この人の世に思いを残すべき縁よすがなど果たしてあるのか。

　その自問に未いまだ思いが至らない。




　飾り格子の大窓をぶち抜いて、摔法に飛ばされた男が真っ逆さまに秋空を舞った。

　暴力を生業なりわいとするはずの荒くれたちが次々と床を舐なめさせられていった。その多くは寝歩きの一いつ閃せんに食われて案か山か子しのように転がされ、ある者は蹴けり足に誘導されて自ら円柱に激突したまま動かず、別のある者は天井から落ちてきた吊つり灯どう籠ろうの下敷きになったまま動かない。余よ所その屯とん所じよから駆けつけてきた応援もたちまち総崩れの体たらく、天井が抜けて庇ひさしが傾いて、暴風の渦中へと吞のみ込まれたありとあらゆる物が微み塵じんに砕かれて形を失っていく。

　玲倫レイリンは逃げた。

　右手に握り締めた財布のことなどもう自分でも忘れている。身を潜めていた厨ちゆう房ぼうから裏手の路地へと転び出て、たちまち脱げてしまった高たか木ぼく履りも裾すその乱れも顧みずに無我夢中で走った。そのとき背後で凄すさまじい怒号と破壊が巻き起こり、恐怖のあまり腰を抜かして後ずさりながら戸口を振り返る。息をもつかせぬ沈黙しばし、よろぼい現れた応援組の三下は精も根も尽き果てたという腑ふ抜ぬけの有様で、敷居に蹴け躓つまずいて両の腕を泳がせながらばったりと倒れ伏す。ああくそお、やってられるか畜生──地べたに頰ほおをつけて毒づくその顔と、十歩にも満たない距離を隔てて視線が合った。

　両者の間にふと、立場の違いを越えて通い合うものがあった。

　次の瞬間、三下は万歳をしたまま戸口の中へと引きずり込まれて姿を消した。

　──ひ。

　ひいいっ、

　声にならぬ声に喉のど元もとが引き攣つった。次は自分がああなるのだと思えば悠長に腰など抜かしておれず、行く手の路傍にぶらりと立つ若い男の姿もまるで目に入らなかった。

「おおっと待った」

　南方趣味の皮かわ草履ぞうりにいきなり足元をすくわれる。あわや顔から転げ込むという寸前で奥おく襟えりを摑つかまれ、宙へと投げ出された財布が待ち構えていた掌てのひらの中にすぽんと収まる。ははあ──皮草履の男は何事かを納得したような顔で背後の地回りを振り返って、

「ひょっとしてさあ、その子が言ってた財布がどうのってこれのこと？」

　いきなり話を振られた地回りは顔の靴跡を歪ゆがませて、さあ──と首を傾かしげる。

　どこの貧乏書生だこいつは。

　あたしを誰だと思っているのか。この手を放せ、財布を返せと声を上げようとした瞬間、

「うるさいよ」

　胡コ久ク梨リの右手が襟えり首くびを引き絞るように動き、ひゅう、と聞こえたそれが自分の喉のどから漏れ出た声であると知るよりも早く玲倫レイリンの意識が途切れた。手荒く投げ出されたその身体からだに地回りが大慌てで駆け寄って、

「せ、先生！　こ、この人は、」

「島頭の情婦バシタだろ？　いいから放ほっときなよ、若い衆を残して一人でケツまくるなんて極道の女の風上にも──」

　そこで胡久梨は不意に言葉を途切れさせ、路地を流れる風の匂においに頭を巡らせたまま身動きをしなくなった。

「あの、先生？」

　恐る恐るの呼びかけに、胡久梨は驚き半分の呆あきれ半分といった口調で、

「──信じられん。蟲むし屋がいるわ」

「は？」

　何ひとつ理解できないという地回りの顔、胡久梨は爪つま先さきで路面の表土を探ってその湿り気を確かめ、風が運ぶ砂さ塵じんの量から虫の活性を大雑把に推測して、

「──使えそうな奴を何人か集めて風上の路地を徹底的に調べて。建物の中は見なくていいし鳥が集まるような水路も渡らなくていい。香炉は荷物の中に隠してるかもしれないけど、近くに行けば干し葡萄ぶどうみたいな匂においのする奴がいるはずだから捕まえて袋ボコにしちゃって。もし手に余るようなら無理は禁物、大勢で取り囲むなり追いかけ回すなりして蟲を飛ばすのを妨害してくれればそれでいいから。道具」

　地回りは慌てて筵むしろに包んでいた長剣を差し出した。さっさと行けよ、という横目に突き動かされて回れ右、その後ろ姿が辻つじを折れてたちまち見えなくなる。

　長剣を腰に差して、胡久梨はおもむろに厨ちゆう房ぼうの戸口を振り返った。

「──お待たせ」

　戸口は答えない。

　四角く切り取られた薄うす闇やみからは物音ひとつ聞こえない。

　胡久梨が行く。厨房の壁に左手をかざしながら気負う風もない足取りで歩みを進め、戸口の手前でぴたりと立ち止まる。その顔に墨の滲にじむような笑みが浮かび、盲者のそれに似た動きで左手が空を泳ぎ、親中薬の三指の先が静かに、壁板のある一点に、

　触れた。

　戸口の縁に縄をかけ、斜めに弧を描いて回り込んできた寝歩きの打だ棍こんが壁板越しに胡コ久ク梨リの頭を襲った。

　しかしそこに頭はすでになく、胡久梨は足裏を平らげて身を沈め、左肩の背面を押し込んで同じく壁越しの靠こうの一撃を叩たたき込む。しかしそこに相手の身体からだはすでになく、内臓狙ねらいの発力は壁面をただ素通りして大おお袈げ裟さな破壊を巻き起こすでもなく、戻しの寝歩きが今度は逆さか手ての刺突となって壁の裂け目のひとつから胡久梨の脇わき腹ばらを抉えぐろうとする。ならば頭はここ、という位置に胡久梨が右の貫ぬき手てを返す。

　壁板がとうとう木っ端微み塵じんに砕けた。

　即座に踏み込む。日の下から虎とらの巣穴へ、夜行術を知らぬ目にはただの暗くら闇やみとしか映らない死し屍し累るい々るいの厨ちゆう房ぼう、立ち消えた竈かまどの煙とまるで掃除の足りぬ腐敗臭と、脅された猫のように跳躍して一気に間合いを外そうとする少女の姿。その首筋に狙いを定め、四指三刃の鏢ひよう打だを放とうとした胡久梨の右手が不意に動きを止めた。

　宙にあって汗に濡ぬれ乱れた前髪の隙すき間まから、眼光鋭くこちらを睨にらみ据えてくるその顔に見み憶おぼえがあると胡久梨は思った。

　不潔の極まる石敷きの床に少女が音もなく着地する。妙に金のかかった様子の稽けい古こ着ぎも、その背に担かついでいる蚊母の木剣も、どこかで──

　──あ、

　ひょっとして。胡久梨は邪魔な鍋なべ釜かまをがらりと蹴け散ちらして一歩間合いを詰めながら、

「君さあ、まだ暑い盛りの頃に、西瓜すいか売りの屋台で箒ほうき振り回して踊ってなかった？」

　何言ってんだこいつ。

　瞳ひとみに兆す不審の色、少女は続きの客間へと滑るように後退する。その背を隙すきありと見た馬鹿が一匹、死ねやあ、と擂すり粉こ木ぎで打ちかかる無謀さ加減にお前が死ねやと胡久梨は思う。少女はろくろく背後を振り返りもせず、胡久梨に対する守勢を崩すこともせずに肘ひじの一いつ閃せんで男を真横に弾はじき飛ばしてのけた。熟ずく柿しを投げつけたような鼻血が飛び散り、壁に残されたおどろおどろしい顔形に方々の物陰から恥も外聞もない悲鳴が上がる。

　──別人？

　姉か妹？

　功こん夫ふーの違いたるやまさしく虎とらと猫だ。たかだか数ヶ月前の箒踊りとは比べることすら無意味に思えた。なるほど確かに歳としの頃は十四か十五、その短尺の双そう節せつ棍こんを見れば「騎馬倒しを縮めたような」という地回りの言げんも腑ふに落ちる。さては兵隊上がりに違いないあの男の目には、先陣の雑ぞう兵ひようたちが敵の馬脚を叩たたき折るのに使う「大掃子」に近縁の代物と映ったのだろう。

　──まあいい。

　懐ふところに収めていた財布を取り出す。

　あ、と少女の目が丸くなる。財布を持つ手の表裏を晒さらして飛ひ鏢ひようを騙だまし打つ気がないことを示し、動線が相手の身体からだに触れぬようゆっくりと手首を返して足元へ放り投げてやる。それでも少女は構えを解かず、爪つま先さきで天井高く蹴り上げた財布を横ざまに咥くわえ込んで受け止めた。こちらの意図を測りかねたような疑り深い目つき──これほどの修羅場に身を置きながら、ほんのちょっとしたことでくるくると変わるその表情が見ていて実に面白い。

「他意はないよ。余計なことが気にかかってたら存分に戦えないだろうと思ってさ」

　少女の眉まゆ根ねに皺しわが寄る。さらに半歩後退して脇わき構がまえに守りを落とし、空あいた片手と右の八重歯で紐ひもを長々と引き解ほどいて財布の中身を一滴残らず振り捨てる。

「──これさえ戻ればもう用などないわ。鼠ねず公こうの巣に長居するなど身の穢けがれじゃ」

　胡コ久ク梨リが笑う、

「逃がすつもりがないから返したに決まってるだろ？　君の方に用はなくてもね、ここまで舐なめた真ま似ねされたらどっちが悪いとかきっかけが何だったとかもう関係ないんだわ。そういう建前って雇われの身分には結構重たいのな」

　──そっちだって、本当は今さら逃げるようなタマじゃないんだろ？

　眼まな差ざしに乗せた意味を読み取ったのだろう、少女の小さな身体からだに燃え立つような戦意が凝集していく。目を閉じれば本当に火の玉があるように感じられるかもしれない。すっかり風通しの良くなった客間からは木漏れ日の射さす表通りと幾いく許ばくかの野次馬たちの姿が見えた。常から悪名高き極道酒家、しかも殴り込みの最中ときたらさすがに恐ろしいのか随分遠巻きで、数人の三下が見世物じゃねえぞと怒鳴り散らしながら飛び出していく。

　いきなり、

「──その得物をまっすぐに振り込んで、剣で刺すみたいに相手を突ける？」

　虚を突く問いかけに、少女は騙だまし打ちを喰くらった猫の子のような顔をした。こういう搦からめ手であまり揺さぶるのもかわいそうかとは思ったが、胸の内を大声で叫んでいるに等しい表情の変化が面白くてついからかいたくなってしまう。

「さっきから見てるとね、やりたいことはわかるし頑張ってると思うんだけどさ、道筋を通す方にばっかり気を取られて抜けが甘いんだわ。身体ぜんぶを土砂崩れみたいにわっと動かせば力の色が無拍子で変わるだろ？　そこに呼吸を合わせれば君の腕なら一直線に突き込めると思うよ。それができたら連接兵器はもう卒業でいいんじゃない？」

　──あ、

　怒った。

　こんなひどい辱はずかしめはないと言わんばかりの怒り方だった。百も二百も言い返したいのに頭も口もろくに回らず、そのことに更なる怒りを煽あおり立てられて身体ばかりがぐるんぐるんと回転する。箒ほうき踊りの子もこんな風に回っていたような気もするがやはりそこは虎とらと猫──悔し紛れの打突に食い込まれたら笑いごとで済まないのは百も二百も承知だった。

「──もう手加減せんからな」

　少女が胡コ久ク梨リを睨にらみつける。

「俺はするけどね」

　牙きばを剝むいて胡久梨が笑う。




　離リ寄イ虫ムは科那国の雁かん湿原に湧わく羽虫の一種で、ひと口に「掌てのひらほどの大きさの蜻蛉とんぼ」と言えば当たらずといえども遠くはない。交尾の時期には特定の雄おすと雌めすでつがいになって他の個体には見向きもせず、この二匹をそれぞれ遠く引き離してから片方を放してやると、遥はるかな彼方かなたからでも匂においを辿たどって相方のところに戻ってくるという習性がある。ある種の香薬を使うとこの虫を常に交尾期の状態に保つことが可能で、尻尾しつぽの先に色分けした細糸でも結んで放てば相方の虫の持ち主と連絡を取る手段として利用することができる。途中で鳥や獣に攫さらわれる可能性も考慮すれば一度の連絡に複数匹を使わなければならず、手紙の類たぐいはたとえ小さく切っても羽ばたきを乱すので遠くまで運べないが、互いにあちこち動き回っていて居場所がわからない状態でもある程度の情報のやり取りができるという利点は大きい。

　その離寄虫が定時になっても戻らない、との報が入った。

　現在斥せつ候こう組の続報待ち、潜伏組には待機を発令、最後に月華ベルカの姿が確認された地点は右の袋の南南東、南忠道と鹿ろく郷ごう水路が交差する付近。

「失礼します鴉あ眼がん様、お茶の支度が──」

　そこで言葉を途切れさせ、伊イ仁ニは茶器の盆を手にしたまま不思議そうに書斎を見回した。室内に人の姿は文ふ机づくえに向かう群狗グングの背中がただひとつ、伊仁はそれでも得心がいかぬという顔を改めず、

「あの──いま、誰かとお話をされていませんでした？」

　群狗は声音に微かすかな笑みを含ませ、

「──さて、どうだろうな。伊仁が間違いなく聞いたとなると私もいよいよだ」

　あは、と思い直したように伊仁も笑う。月華あるじの気風が故ゆえか、群狗が時おり口にするこの手の冗談を家中の者たちはみな素直に笑うことができる。群狗は机き上じようの筆ふで枕まくらをかたりと鳴らして、

「そこに置いてくれればいいよ。ありがとう、後は自分でするから」

「いいえ、お茶の席では側そばに控えてお世話をするのも女中の務めです」

　貝飾りの簪かんざしを挿した伊仁は近頃まことに機嫌がいい。作法通りに最後の三歩を膝しつ行こうし、文机の側卓に盆を置いて布ぬの蓋ぶたを外す。鈴すず碗わんは無柄、撥ばちは黒こく檀たんの細ほそ曲まがり、碗に合わせた平型の銚さし子なべに茶請けの豆菓子。

　ともかく、初手からあまり大おお袈げ裟さに動くべきではあるまい。

　その方針は動かない。

　第十八皇女が供も連れずに一人で街をうろついているというだけでもそれなりの醜しゆう聞ぶんには違いない。今や宮中に知らぬ者なき「珀びやく礼れい門の独こ楽ま姫」にこれ以上落とすべき評判もありはすまいが、分家筋に揚げ足を取られて思わぬ方向に政治利用されるといった事態は避けねばならない。

　月華ベルカに「虫の門番」をつけたのは剣術に血道を上げるようになった春以降のことで、午前と午後の定時に戻るはずの虫が戻らないという局面はこれまでにも三回あった。いずれの場合も理由ははっきりしない──放った虫が鳥の群れにでも出くわして全滅したのかもしれないし、何かの拍子に相方の匂においを嗅かぎ損なってどこかへ飛び去ってしまったのかもしれない。思えば虫屋とは科那の道摩教鎮圧以来の腐れ縁、今でも酒など飲みながらその職分についてうっかりしたことを言うと烈火の如ごとく怒り出す面倒臭い男だが、そもそも「虫の知らせ」の最大の利得は双方が居所を拘束されないという点にこそあって、人間の伝令のような確実さを求めるのは心得違いだという群狗グングの見解は今も変わらない。

　斥せつ候こう組もすでに動いている。

　指揮官たる者が軽々な即断を下すべきではない。

　ひとまずは坐ざして続報を待つ。

　その判断に誤りはないはずだが、何故こうも胸が騒ぐのか。

「──それからはもう取っ組み合いの大騒ぎで、構いすぎたのがいけないとか餌えさをあげ忘れたのが悪いとか、しまいには『曲がり尻尾しつぽ』なんてへんてこな名前にしたせいだとか。いくらなんでも名前は関係ないと思うんだけどなあ」

　伊イ仁ニが女中部屋から姿を消してしまった迷い猫の話をしている。それに遺い漏ろうのない相あい槌づちを返しつつも、六十と七年前に見た夕日の色がなぜか脳裏から離れない。

　あの日もまた蜻蛉とんぼの日だった。

　一体どこから湧わいたのか、前日までは一匹たりとも見かけることのなかった紅色の蜻蛉が我が物顔で辺りを飛び交っていた。

　群狗グングは今も昔も占いなど信じない。

　合理に照らせば羽虫の気まぐれなど何事をも意味しない。

　しかし──

「本当に大変だったんですから。みんな仕事中も気もそぞろで、夜中にしくしく泣いてる子もいるし、今でもご飯残して戸口に置いてる子もいるし。一番平気そうな顔してた洸コアンさんだってそう、あの人がお皿を落として割るところなんて初めて見ました」

　果たして、老骨の無駄足が何程のものか。

　指揮は奉冬ホウトウあたりに丸投げすればいい。眠る時さえ斥候装束を脱がないあの男ならそれなりにうまくやるだろう。もはや先も長くはないこの身を盾に取れば、後進の力を不意打ちに切って試すも老いが故ゆえの酔狂もそうそう難じられはすまい。今はただ、この胸の傷を疼うずかせる不穏な予感を黙らせることさえできればそれでいいと思った。──何のことはない、伊イ仁ニの苦労性を少しも笑えた話ではなかった。

「だからね、みんなに言ってやったんです。あの子には帰る家があったんだろうって。野の良ら猫にしては毛並みも良かったし、今ごろきっと──、」

　傍はた目めに見れば、不思議なことなど何ひとつ起こっていない。

　群狗グングが不意に立ち上がり、踵きびすを返して書斎から出て行った。

　それだけのことである。

　ただし、その挙動には音や気配といったものがまったく伴わなかったために、薄茶を注ぎ終えて振り返った伊仁には群狗が煙のようにかき消えてしまったとしか思えない。手にしていた鈴すず碗わんが転がり落ちて座布団に扇状の染みを広げていく。伊仁は側卓の傍かたわらに座り込んだまま声もなく、そこに通りかかった白髪しらがの侍従長が戸口から顔をのぞかせて、

「──なんだ、誰かと思えば伊仁か」

　その口調に滲にじむ小言の気配、侍従長は不思議そうに書斎を見回しながら、

「──お前、さっき誰かと話してなかったか？」




　それは、月華ベルカの劈へき掌しようから始まった。

　寝歩きの威い嚇かくに初動を隠した一撃だった。目的は右鎖骨の破壊による抜刀の阻止、胡コ久ク梨リの双もろ手てがそれを巻き込み、両の腕を絡めて凄すさまじい速度で月華の肘ひじ関節を追ってくる。逃げ切れないと見た月華は左腕を餌えさに残して胡久梨の変化に逆らわず、肘を引かれるがままに懐ふところへと入り込んで水すい月げつに肩を打ち込もうとする。

　言葉も顔色も追いつかない。

　それらは「昨日の天気の話」に過ぎない。実際には双方ともに無言でもなければ無表情でもなかったが、攻防の進行速度があまりにも早すぎて相手の腹を読む手段としてはまったく信頼に値しない。恃たのむは聴ちよう勁けいただひとつ、拳けん脚きやくを伝い来る意念のみが激流の如き状況との同時性を残しており、相手を子供扱いしてせせら笑うかのような胡久梨の気配に月華はどうにも我慢がならない。水月に靠こう、胡久梨が軸芯を半身に逃がし、惜し気もなく拿だ法ほうを捨てた右手が月華の上腕を撫なでさするようにして這はい上ってくる。手形は鶴かく嘴し、狙ねらうは左の頸けい動どう脈みやく、指先を敵の肌身に滑らせている理由は「随」と「虚」──前者に曰いわく、相手が途中で身をかわそうとしても腕を辿たどれば地続きの首筋へと必ず行きつく。後者は即すなわち月華の意識を触覚へと集中させて本命の膝ひざ蹴げりから注意を逸そらすため。

　勝った、と月華は思う。

　胡久梨の仕掛けに一切付き合わなかった。引き込まれるばかりだった戦形に自ら前進する力を足し合わせ、迂う闊かつな膝蹴りに片足立ちとなった胡久梨の軸芯をふわりと押し込んだ。

　胡コ久ク梨リが仰あお向むけに倒れていく。

　即座に追従する。より頭に近い位置にとりついて体重を浴びせる。胡久梨がこのまま倒れ込めば天幕留どめの重石に後頭部がぶち当たる。曲きよつ骨こつには膝を、壇だん中ちゆうには肘ひじを食い込ませて駄目押しの寝歩きを振りかぶる。その四手のいずれもが充分に雌し雄ゆうを決して余りある一撃だった。四度死ね。貴様が小馬鹿にしている功こん夫ふーが一体どれほどのものか思い知れ。

　──じゃあ、こんなのはどうよ？──

　突然、死角から伸びた右手が月華ベルカの頭を横よこ摑づかみに捉とらえた。

　胡久梨の引き込みは力と力の衝突を毫ごうも生じさせなかった。月華はその薄雲の如ごとき無抵抗をすでに両足の浮いた単なる落下であると信じ込まされて、ほとんど水平になるまで反り返った胡久梨が膝蹴りの軸足を床に残していることに最後まで気づかなかった。

　震しん脚きやく。

　背筋で片足を踏み抜き、足裏から力を吸い上げ、胡久梨はその身で増幅した強大な螺ら旋せんに月華を巻き込んだ。手中の頭を床に叩たたきつけようとした瞬間に得体の知れぬ違和感、胡久梨の勁けい道どうに別の力が接触して交こう叉さを作り、それまで宙にあって一切の支点を持たなかったはずの月華の身体からだが胡久梨とは逆方向にぎゅるりと回転する。

　双方の身体が、喧けん嘩か独ご楽まのかち合いのように弾はじけ飛んでどうと床に落ちた。

　凡骨が横から手を出せる戦いでは到底あり得なかった。客間に生き残った三下どもは一人残らず顔色を失って物陰に縮こまり、不意に落下した二つ目の吊つり灯どう籠ろうがそれらの耳目をひとたまりもなく驚かす。濛もう々もうたる煤と土煙のむこう、のそりと上体を起こした瘦そう軀くがその場に胡あ坐ぐらをかいて、

「──参ったな。今のはすごいわ」

　胡久梨の独白。

　呆あきれ返ったような半笑い。肩越しに背後を振り返って、

「よりにもよってとんでもないのに能書き垂れちゃったな。──これはもう少々天てん狗ぐになっても仕方ないわ」

　薄笑いを浮かべながら胡久梨はゆらりと立ち上がる。螺旋の勁力を盗まれて充分な受け身が取れず、予想外の角度で落ちた左肩を軽く回して感触を確かめる。

　一方の月華はすでに、床を転がって大きく距離を空あけている。

　事の経緯など自分でもまるで理解していない。そもそも地ち躺しよう系の技術をまったく知らない月華には、今にも地に倒れ込みそうだったあの姿勢から片足一本であれほどの発はつ勁けいが可能であるとは想像すら及ばない。ひとまずは両の腕も足も無事、左の耳の穴の出血は頭を打った衝撃ではなく胡久梨に人差し指を突っ込まれたからで、しかし少々の痛みなどすでに意識の遥はるか埒らち外がいだった。

　寝歩きを構える。

　次も自分からいく。

「意識してやってないよね？　さっきのができるってことはさあ、よほどの奴に殴られたって痛くも痒かゆくもないんだろ？」

　未いまだ腰の物に手を触れようともしないその態度が許せない。舐なめきっているのか、あるいは竹たけ光みつか、あるいは不得手な得物でも脅しになると思ってこれ見よがしに挿してきたのか。

「うちの流派じゃ『天てん嶮けん吞どん月げつ』って呼んでたな。教わってできるもんじゃないって聞いたけどそのへんどうよ？　君の場合もやっぱり最初からできたの？」

　どうでもいい。抜かぬなら抜かぬまま死ね。

　いく。

　崩れ陣突から横よこ面めん狙ねらいに斬きり込む。

　いきなり胡コ久ク梨リが前に出てくる。殴るでもなく蹴けるでもなしに、ただ間合いに踏み入って月華ベルカが自由に使える空間を潰つぶそうとする。体格差を圧力の差として押し込まれ、放つ前から封じられた二の打ちの左ひだり拳こぶしを月華はあえて突き込んだ。当たるとも利くとも思っていない。胡久梨の反応を引き出して「本命」から気を逸そらすことができればそれでいい。脇わき腹ばらを狙ねらったその一撃に胡久梨の肘ひじが接触して性しよう懲こりもない拿だ法ほうが一気に絡みついてくるが、月華は応じることも逃げることもせずに後足の勁けい力りよくを秘ひ匿とくし続けた。あと数瞬もすれば左腕の靭じん帯たいや関節は破壊し尽くされているかもしれない。間に合うか──

　──とん、

　間に合った。

　打点を外されて空を斬った寝歩きが、背後から胡久梨の左肩に追いついた。

　横面狙いの打だ棍こんが大きく弧を描き、蠅はえの一匹も潰せるか怪しい力でゆるりと胡久梨の首に巻きついて持ち手と交差した。あたかも、借り物の双そう節せつ棍こんを相手の首にかけて返そうとしているかのような塩あん梅ばいだ。

　今度こそ勝った。

　後足を踏み込む。拿法を一気に外して左腕を背後に振り伸ばし、踵かかとを通じて地に跳ね返った力を胸奥で十字に展開する。狙うは頸けい椎つい、意念は鋸のこ──縄のように細く自在な刃やいばが相手の首に巻きついているのだと考える。

　喰くらえ、

　これが妾の「通つう天てん大たい嶺れい千せん仙せん皆かい合ごう」だ。

　月華は回転した。

　どういう手加減もなしに寝歩きを引き打った。両棍へと流入した螺ら旋せんは「粘」と「縮」の混合勁となって筋骨に喰くらい込み、頸椎どころか首そのものを捩ねじ切らんばかりの合力でその虎こ口こうを閉ざすはずだった。辻つじの素人しろうとが相手であれば本当に首が落ちていたかもしれず、暴走する戦意の奥底で、月華は胡久梨をそれだけ恐れていたのだとも言える。

　即ち、首のひとつも捩じ切らなければ勝てる相手ではない、と。

　そのとき、

　──こん。

　死の回転を舞う月華の後ろ頭をかすめ、早い速度で真横にすり抜けていくものがあった。

　聴ちよう勁けいは、それを外回しの肘打ちだと言った。

　明らかに相手を倒す気のない一撃であり、背中越しに振り込んで彼我の距離を測るための探り打ちだった。

　怖おぞ気けがぞわりと背筋を這はい上り、左回りに体を滑らせて背後を振り返った月華ベルカはそこに信じ難がたいものを見る。自らも回転して寝歩きの引き打ちに追従し、虎口から脱出した胡コ久ク梨リが二の打ちを構えて振り返ろうとしている。

　いけない。

　軸芯の立て直しが間に合わない。

　貧乏書生のようだったその相そう貌ぼうには鬼神もかくやの笑みが浮き、直後に右肩へと突き込まれた二の打ちは相手の軸芯をさらにぐらつかせるための一撃で、選択肢のほとんどを喪失した月華はなりふり構わぬ粘り足でどうにか体を残して最後の賭かけに出る。三の打ちを狙ねらって迫り来る胡久梨の頭部、その守りにぽつりと開いた針の穴のような無策が本物の隙すきなのか、あるいは誘いのひとつに過ぎないのか。それを見定めているだけの時間はなかったし、縦振りでも横振りでも捉とらえられない「針穴」を突き通すにはひと振りの「剣」が今すぐ手中に必要だった。

　──その得物をまっすぐに振り込んで、剣で刺すみたいに相手を突ける？

　言葉も表情も、思考さえも背後に取り残されていく。

　縮身しつつ喧けん嘩か上歩する。前足をかち合わせて胡久梨の前進に歯止めをかける。

　寝歩きを肩口から疾はしらせる。勁けい道どうの終点を打だ棍こんの先端へと振り落とし、小魚の群れが一気に方向を変えるように全身の力を翻ひるがえす。内の三合がすべての矛盾を解消し、制御し切れなかった残勁が雷声へと形を変えて自然に口から溢あふれ出た。寝歩きはひとすじの剛体と化して、刹せつ那なの真剣となって針穴を貫いていく。

　最後の一合は、あたかも城攻めの様相を呈して進行した。

　結局のところ、胡久梨の「針穴」は誘いだった。開戦前に送りつけていた書状を伏線として蒸し返し、月華の残存兵力を挑発してがら空あきになった本丸を鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに蹂じゆう躙りんする腹だった。如い何かな絶ぜつ招しようの一手であろうと事前にそれが知れていれば対処は難しくない。棒の一本に首振りひとつ──俗人にはおよそ成し得ぬ直突が空を穿うがった顚てん末まつも、後知恵でそう語るのなら大して驚いた話でもない。

　ところが、その直突もまた陽動にすぎなかった。

　ぶっつけ本番で成功させた絶技を月華は囮おとりに使い、打ち手の肘ひじを折り畳んで胡久梨の顔面に突き込もうとしたのだ。自陣を顧みぬ突撃は謂いわば挑発の真意を引き出す露払い、その後曲に隠れていた精兵が勝ち気に逸はやる敵将の首をめがけて殺到した。少なくともこの一合の「軍略」において月華ベルカは勝まさっていたと言ってよく、その一撃が胡コ久ク梨リの命に届かなかった理由は明快な説明が難しい。体格差、耳への攻めによる平衡感覚の混乱、胡久梨の侵攻速度を低く見積もりすぎていたこと──逐一挙げていけばきりはないが、あえて突き放して語るのなら修練と経験による地力の差、即すなわち「功こん夫ふーの違い」とでも言う他はない。懐ふところへと滑り込んだ両の掌が月華の横隔膜を捉とらえる。

　それは、胡久梨の翻ほん身しん虎撲こぼくで終わった。

　それは、月華が生まれて初めて喫する敗北だった。




　──あ、




　双そう把はの衝撃が骨身に浸透した。

　腹の中に力の焦点を作り込まれてしまったような感覚があった。

　気がついたときには客間の端まで打ち飛ばされて、壁にぶち当たって跳ね返って三回転して床に這はいつくばっていた。今までそこにあることも知らなかったような深部の筋肉がぎりぎりと痙けい攣れんし、途方もない臓ぞう腑ふの重苦しさに身体からだが怯おびえて両手で腹を庇かばい込む。

「ぇぼっ!!」

　生なま温ぬるい吐と瀉しや物ぶつは血の味がした。背筋が歪ひずみ、自分の頭を支えることもできなくなって反へ吐どの中に顔を掏りつける。

　寝歩きがない。どこに落としたのかもよくわからない。

　皮かわ草履ぞうりの足音が近づいてくる。

　動けない。

　それでも動けと身体に命じる。背中に担かついだ木剣の下げ緒を手探りする。涎よだれの糸を垂らしたまま大きな内息を繰り返し、震える両足に力を込めて立ち上がろうとする。

「──ああ、やっとこさ捕まえた」

　一方の胡久梨も随分な有様だった。

　とりわけ、その首に今もありありと残る千せん仙せん皆かい合ごうの爪つめ跡あとが凄すさまじい。首くび吊つりに失敗したかのような青黒い痣あざが顎あごの下をぐるりと一周し、皮膚の破れた個か所しよから伝い落ちる血が両の襟えりを汚している。左の瞼まぶたを真横に裂いた傷口には気づいている風もなく、見かねた三下のひとりが物陰から身を乗り出して、

「せ、先生、そっちの目ぇは、あんましこすらねえ方が、」

　言わないことではない。たちまち出血が激しくなり、はたはたと床に零こぼれる血の滴しずくを見た胡久梨は不思議そうな顔で三下を振り返る。

「──何これ。最後の肘ひじ打ち？」

「いや、その、俺っちにはもう何が何だか──ってうわああっ!?」

　胡コ久ク梨リの背に陣突で斬きり込んだ。

　途端にその背がどこかへ逃げていき、振り向きざまの右足に横っ面を弾はじき飛ばされた。自分の歯が自分の頰ほお肉にくの中をぞりぞりと切り進んでいく感触、悲鳴を上げる間もなく側頭部が床にぶち当たり、しかし意識が途切れていたのは一瞬のことだった。引き足に絡め取った木剣を背後に滑らせながら胡久梨が子供のような笑い声を上げる。

「すごすぎるなあ。今ので顎あごが砕けないんだもんなあ」

　血みどろの口を押さえながら床を這はいずる。皮かわ草履ぞうりの足音が容赦なく後を追ってくる。

「まったく信じられないわ。才能があんまり並外れて自分じゃ飼い慣らせないってのも困ったもんだよなあ。ええ？」

　また蹴けられた。今度は脇わき腹ばら、双そう把はの衝撃も冷めやらぬ身の内を横から揺さぶられる苦しさは尋常なものではなかった。

　もういやだ、と月華ベルカは思う。

　両足を漕こいで懸命に後ずさる。その背がたちまち壁に詰まる。

「来るなばかあっ！　殺すぞ！」

　泣き声だった。

　胡久梨が近づいてくる。その一歩一歩が身じろぎを抑えられないほど恐ろしい。いきなり襟えり首くびを摑つかまれ、目の前にしゃがみ込んできた胡久梨と息をかけ合うような近間で視線が合った。

　限界だった。

　悲鳴を上げた。

　焼やけ火ひ箸ばしでも押しつけられたかのように、どうやっても耐えられないものから身体からだが勝手に逃れようとした。もはや糞くその役にも立たなくなった主あるじを見捨て、骨身に染みついた拳けん訣けつがこの場を生き延びるための決死の反撃を試みる。上体を捩よじり、襟首に絡む左手を肘ひじの外がい纏てんに巻き込み、二指を立てた平拳で胡久梨の右の目を、おもいきり、

　──がつん。

　異様な感覚。

　生きた肉に包まれている二本の指と、その根元に上下からきりきりと食い込む痛み。

　知るより知らぬ方が恐ろしい。月華は恐る恐る目を開けて、己がしでかしたことの顚てん末まつに今度こそ身が竦すくむ。

　至近より突き込まれた二指の目め潰つぶしを、胡久梨が真正面から喰くらいついて受け止めていた。

　右の逆さか手てに抜き放たれた長剣が月華の脇と肩口を結ぶ線上に押し当てられている。人毛の房飾りが抜刀の残ざん勁けいにちりちりと焼け焦げるような音を立て、凄すさまじい喜悦を湛たたえて輝く双そう眸ぼうはもはや人目も憚らずに獲物を凌辱しようとする獣のそれだった。

　喉のど奥おくまで達している月華の指を分厚い舌がねろりと舐なめ回す。

　上下の歯に食い破られた傷口から血が滲にじみ出し、獣の顎あぎとがそれを唾だ液えきに絡めてじゅるじゅると啜すすり込む。

　小便が漏れた。

　なけなしの意い気く地じが股また座ぐらからひり出されて下した穿ばきを濡ぬらしていく。

　心が折れた。

　自分は、この男に食われてしまうのだと思った。

　胡コ久ク梨リの目がうっとりと細められる。

　身に押し当てられた長剣が微動し始める。刃やいばに通じた勁道がいきり立つ魔ま羅らのように脈を打ちながら充実していく。

　そのとき。

「──何してんの？」




　野次馬に流されてたどり着いてみれば、騒ぎの中心は萬那バンナの店から通りを一本隔てた目と鼻の先だった。看板の文字は「葵水園」、界かい隈わいでも知られた極道酒家で、普段の涼孤ジヤンゴであれば二倍三倍の遠回りをしてでも避けるであろう地回りの溜たまり場である。戸板も衝つい立たても残らず吹き飛んだ客間は表通りから裏路地の塀へいまで筒抜けの有様、そこで誰が誰に何をしようとしているのかも、凶行を止めるに止められない三下たちの頭数もすべてが丸見えだった。

　足の右左もなく敷居を跨またぐ。

　どうするという考えもなく、不浄の目を伏せることもなく客間に踏み込んでいく。

「──何してんの？」

　そのひと声に、三下全員がどういうわけか安あん堵どの眼まな差ざしで振り返った。上役の器量持ちが事を収めに来てくれたのだと誤解したのかもしれない。そこにいたのがぼろ着の青い目とくれば驚きや失望を隠せないのも無理はなく、次第に嫌悪の色さえ浮かびつつあるその眼差しがふと涼孤の胸元へと集中して、

「──あ、」

　初めて気づいた。

　萬那の店の丼どんぶりを持ってきてしまっていた。

　箸はしの刺さった中身もまだ半分以上残ったままだ。

「──何だぁこの馬鹿は。門かど付づけならどっかよそ行けよそ」

　困窮の果てに気の触れた言愚ゴングがお貰もらいの器を手に紛れ込んできた──そう思われても当然の状況ではあった。ましてや丸腰、無む暗やみにでかい丼も能天気な縁の花柄も傍はた目めの馬鹿さ加減を一層際立たせていた。

「──思い出した、こいつうちの島場の茣ご蓙ざ持ちだわ」

　顔に十文字の刺青いれずみを入れた男が一歩前に出て、

「ほら、南場の兄貴衆ならいっぺんくらい小突いたことあるんじゃないすか。こいつ、炭屋の道の石段下で女スケ相手にしのいでる顔描きっすよ」

　素性が割れた。

　ここで問題を起こせばどうなるか。

　あのしみったれた所しよ場ばに、一枚三滴の醜ぶ女すの顔描きに今さらどういう未練があるか。

「おうこら、誰に断って屯とん所じよの敷居跨またいでんだ？　ああ？」

　ぐいと顔を近づけて十文字が凄すごんでくる。寝ている間に落書きでもされたようなその刺青を、並びの悪いその前歯に溜たまる唾だ液えきの泡をぼんやりと見つめて涼孤ジヤンゴは考える。

　蓮空デクー。

　思い返すだに薄っぺらい説教。青い目に映る人の世の何たるかなど知りもせず、売れない似顔絵描きなど大概にしろと、人間扱いしてほしかったらお前は武の道でのし上がるしかないのだと説教を垂れたあの男。

　自分は逃げたくせに。

　自分は逃げたくせに。

「──聞いてんのかよ。こちとら取り込み中なんだよ、さっさと出て失うせろよ」

　二度三度と肩を小突かれ、四度目で何もかもが面倒になった。

　それ以上考えるのをやめた。肩を虚きよにして力を素通りさせ、視線で視線を誘導して縦の螺ら旋せんをかけた。

　やらせの大道芸のようなことが起こった。

　縮身に吸い寄せられ、螺旋に吞のみ込まれた十文字の身体からだが涼孤の肩の上で一回転した。

　俗人が考えるところの「攻防」というものが一切成立していない。一対一で閉じた動きの中に、自由な意志を以もって動いている者が涼孤しかいない。そうした不自然さがまるで「事前の約束事」のように見える。接触した瞬間に全ぜん勁けいを読み切られた十文字はもはや涼孤の身体の一部でしかない。肩の動きひとつにその瘦せっぽちな五体すべてを支配され、自分一人では飛ぼうと思っても飛べない距離を飛ばされて頭から路面に激突する。

　──な。

　呆あつ気けに取られるとはまさにこのこと、残りの雁がん首くびはただ黒い目を見開くばかりで真っ当な驚きの声のひとつも上がらなかった。涼孤が仕掛けたということさえ吞み込めていない者が大半、十文字のあまりの飛び方に半笑いの奴までいる。

「おい、てめえ──」

　物問いたげに腕を伸ばそうとした二人目が命も危うい速度で壁に叩たたきつけられ、横合いから殴りかかった三人目は掌てのひらに拳こぶしを取られて卓の残ざん骸がいの中に放り込まれる。こうなると四人目はさすがに現れず、丼どんぶりの中身は汁の一滴たりともこぼれることはなく、涼孤は頭を巡らせて客間の奥にその青い眼まなこをひたりと据える。

　二本の指を深々と咥くわえ込み、床に落とした片かた膝ひざに勁を溜ためて横目を光らせている長剣の男。

　その刃やいばに組み敷かれ、心の中のすべてが砕けたような表情でこちらを見上げている少女。

　問う。




「──弱い者いじめして楽しい？」




　びくん、

　胡コ久ク梨リの口の中で、二本の指がまるで命を取られるような痙けい攣れんをした。

　──へえ、

　横目を細めて胡久梨は笑う。名な残ごりを惜しむかのように唇をすぼめ、最後のひと啜すすりに首を反そり返らせて口中の指を舐ねぶり落とす。三下三匹をたちどころに片づけた摔法三手を脳裏に反はん芻すうし、薄ら笑いに裂けたその口元から囁ささやくような独白が漏れた。──ほらみろ、

「禄ろく長ちようのへそ曲がりめ。やっぱりそうだ、どこからどう見たって千尋五来の龍形じゃないか」

　ゆらりと立ち上がる。

　抜き身の刀身を肩にかけ、三歩歩いて青い目の男と向かい合う。

　──なるほど、

　薄れかけていた記憶が次第に蘇よみがえってくる。青黒く見えた夏の空と西瓜すいか売りの屋台。五来第二路の箒ほうき踊りと滴を飛ばして語られたある春の夜の顚てん末まつ。

　そういうことか。

　こいつが噂うわさの「焼き場の男」か。

　藪やぶをつついてこの男が出てきたということは、あの日の「猫」と今日の「虎とら」もやはり同じ一人の少女であったと見るべきだろう。これほどの変わりようはたとえ数ヶ月が数年であったとしても容易には信じ難がたい。その柔らかい身体からだをばらばらに切り開いて調べてみたい──誇張でも比ひ喩ゆでもない、まさしく文字通りに「猫が長じて虎になる」だけの才とは果たして、どのような形でどのような色でどのような味がするのか。

　──ああ、

　本当に得難い一日だと胡久梨は思う。

　千尋衆の解体より七年、よもや「虎」に続いて「龍」に出くわす日が来ようとは。

　しかし──

「──お前さあ、ここに来て丸腰はないわ」

　それだけに些さ細さいな瑕か疵しも苛いら立だたしかった。無刀の腰に武人の胆なし──などと柄にもない言葉が思い浮かぶ。

「どうする？　自慢の二刀を取って来るなら待っててやるけど。──それともあれか、借り物が嫌じゃなかったらどこかそのへんの、」

「いらない」

　青い目がぽつりと呟つぶやいた。

　背後の三下に有無を言わせず丼どんぶりを押しつけ、器の縁から金かな箸ばしを抜き取って横ざまにひと舐なめする。

　右手に一本。

　左手に一本。

　それぞれを親中薬の三指で挟み持ち、何をどう身構えるでもなくぶらりと向き直る。立身中正を絵に描いたような立ち姿、ただ深々と静まった碧へき眼がんからはどういう気色も意念も読み取れなかった。

　──こいつ、

　まさか、あの箸で戦うつもりか。

　正気と思えなかった。

　さすがに腹が立った。

　その腹立ちは苦笑となって面おもてに現れ、ついには肩を震わせずにおれない哄こう笑しようへと膨らんで胡コ久ク梨リを苛さいなんだ。青い目が無造作に歩き出す。近づいてくる。その爪つま先さきがあと数瞬もすれば一足一刀の間合いを割り込む。それでも胡久梨は笑うのをやめられない。落ちつけ、冷静になれ、ひたすら内息に集中して相手の流れに乗るな。

「──怖い？」

「じゃああっ!!」

　胡久梨は蛇へびになる。低い沈ちん墜ついから鎌かま首くびを疾はしらせるような一刀を送り込む。深い出足は剛打を装う目くらまし、真の軸は後足に隠した引くも残すも自在の一撃だった。青い目が左に回身、接近しつつ側面に回り込もうとするその動きを胡久梨の刃やいばの変化が追っていく。すでに間合いは肘ひじの距離で、目前に迫った首筋を鎺はばき元もとから撫なで斬きってやろうとしたとき、後足の踵かかとにとん、と触れてくるものがあった。

　そこから先は、何がどうなったのかまったくわからない。

　視界一面に、油煙に汚れた木目が広がった。

　壁でもなければ床でもなかった。

　箸はし一本で真上に飛ばされた胡久梨は天井板に顔面を打ちつけ、途中で梁はりに片足を引っかけてきりきり舞いしながらどうと落下した。魂たましいが抜けそうな衝撃、受け身もへったくれもなければ手中の柄つかを捨てることもできなかったし、自分の刃で自分を傷つけずに済んだのは単なる幸運に過ぎない。間合いも空あけずに起き上がろうとして即座に空間を潰つぶされ、箸を握り込んだ縦の拳こぶしに顔のど真ん中をぶち抜かれて再び天地が回転する。鼻血が喉のどに絡んで呼吸ができない。視界の左半分がやけに心細い。小娘にやられた左の瞼まぶたが今になって腫はれてきたのかもしれない。ふらり、くらり、と青い目の頭が揺らぎ、一切の支点を持たないその運足がいきなり渦を絞るように間合いを詰めてくる。応じるより他にない。ここで何が何でも一手先んじないことには二度と立ち上がらせてもらえない。胡コ久ク梨リは両の膝ひざに軸芯を定め、青い目の胸元を目がけて座り技の一突を放り込む。

　今度は見えた。

　青い目がさらに左へ逃げて、片手の箸を腕の背に沿わせ、胡久梨の一突に籠こ手て払いをかけてさらに内へと入り込んできた。

　これなら押し切れると思った。手の内を返すが早いか二本目の箸に肘ひじを押さえられ、岩が飛び乗ってきたような凄すさまじい重みを感じて、そこから先がまたわからなくなった。

　どん！

　激痛と灼しやく熱ねつと、在るべきものが失われたという身の毛もよだつ無感覚。

　斬きられた。

　箸の一刀に、左腕の肘から先が斬り落とされて床に落ちた。

　──あ、

「ぁあ！　あぁあああああ!!」

　自分でも信じられないような声が出た。直後の摔法に絡め取られて壁まで飛ばされ、血潮を撥はね散らして床を転げながら胡久梨は絶叫した。温かいものがどくりどくりと脈打ちながら肘ひじの先へと噴き出していく。もはや敵前であることも忘れ、背中を丸めて命の流出を押さえ込もうとした胡久梨はそこに信じ難がたいものを見る。

　ある。

　斬きられたはずの左腕がある。

　どういう気脈の擾じよう乱らんか、箸はしの一刀を受けた肘の先から一切の血の気が失われている。まるで死人の腕を切って繫つないだかのような光景だ。それが自分の腕であるという感覚も肌の温ぬくもりも次第に戻りつつあったが、未いまだ痙けい攣れんの引かぬ指先は意のままに動かすことが難しい。

　わけがわからなかった。

　恐怖などすでに通り越していた。一体、確かに宙を舞ったはずのあの腕は、床に撥ね散ったはずの夥おびただしい血の滴したたりは何だったのか。

「もういい」

　そのとき、青い目の呟つぶやきを聞いた。

　両の膝ひざを落としたまま、胡久梨はおよそ武人にあるまじき緩み切った視線を上げる。

　その様を、遥はるか一足一刀の彼方かなたから無慈悲な青い眼まなこがじっと見下ろしている。

「面白くない。まだ続けるなら次で終わらせる」

　胡久梨は答えない。

　答えられない。ただ青い目を凝視するばかりで眉まゆのひとつも動かすことができない。

　──待てよ、

　待ってくれよ。

　違うだろ。いいことねえだろ。ちょっと待ってくれよ、

　青い目の決断は早かった。胡コ久ク梨リのしばしの無言をある種の意志表示と見なし、目の前の相手に対する一切の興味がその表情から抜け落ちていく。破やぶれ窓から差しかかる夕の日の中で、最後まで戦意の含みを残していた両の足がとうとう踵きびすを返そうとする。

　それに胡久梨は耐えられなかった。

　床を蹴けった。

　狂気のような声を上げて、どこかへ落としてしまった得物を探そうともせずに、まるきり子供の喧けん嘩かのような風をして頭から突っ込んでいく。それひとつで命を十回取っても余りあったはずの突進を青い目は別段かわそうともしなかった。その碧へき眼がんに浮かぶ煩わずらわしげな色、もはや真ま面じ目めに相手をしようという意志もない雑な運身。

　摔なげた。

　触れていたとすれば左の箸、胡久梨はまるで目に見えぬ巨大な手に突き転がされるような塩あん梅ばいで一回転して顔から床に叩たたき落とされた。その背が膝ひざに縫い止められ、逆さか手てに構えた両の箸が首筋と後頭部に押し当てられる。その手の内に幾いく許ばくかの勁けい力りよくを握り込み、右を左に左を右に、青い目は両の腕を交差させて二本の箸を無造作に引き打った。

　胡久梨の頭が左に傾かしぐ。

　背筋が大きく反そり返る。

　まったくの無言のまま額をがつがつと床に打ちつけ、次第にその痙けい攣れんも小さくなって、とうに意識のなかったその身体からだから戦意の残ざん滓しが消えていく。

　不意に、両の手から離れた箸が床に落ちて転がった。

　青い目は頭を仰あお向むかせ、微動だにしなくなった胡久梨の傍かたわらに悄しよう然ぜんと座り込んだ。

　遠くまで遊びに出て帰れなくなってしまった迷い子のような目をしていた。

　もうすぐ日が暮れる。すっかり風通しの良くなってしまった客間は謂いわば十年も昔に見捨てられた廃墟の有様で、最後に五、六人は残っていたはずの三下連中もすでに遁とん走そうしてしまっていた。うっかり持ち逃げでもしようものなら命が危ないとでも思ったか、萬那バンナの店の丼どんぶりが唯一無事に残った壁かべ際ぎわの小卓にちょこんと残されている。騒動の終息を察したらしい野次馬たちが恐る恐る近づいてくる気配がある。

　ふと、夢から覚めたような顔で涼孤ジヤンゴは少女を振り返る。

「──ねえ、大丈夫？」




　いつかこんな日が来ると、心の底ではわかっていたのかもしれない。

　本当は、初めて出会ったあの日から、涼孤が果たして何者であるかを自分は知っていたのだと思う。

　人ひと魂だまの舞う運河の畔ほとり。

　この世の果ての焼き場の闇やみ。

　今も目に浮かぶ。毎日夢に出てくる。呆あきれるほど巨大な月と名も知れぬ神々の祠ほこらと、双剣を手に水際に立つ青い目の男。沈肩墜肘、含胸抜背、氣沈丹田虚靈頂勁鬆腰円襠虚實分明上下相隨用意排力内外相合意氣相連動中求靜動靜合一式式均匀。龍りゆうに人語など通じない。付け焼き刃の要よう點てんなど毫ごうの意味も運びはしない。波立つ月光と泥の匂においのする風、男が動き出す、二筋の白はく刃じんが万ばん敵てきを滅ぼす境界の形成を開始する。起式。

　あの日、触ろうとして触れなかった遠い背中。

　懐かい巾きんに記された四十七の勝ち星。誰に頼まれたわけでもない百人斬ぎりの名分。龍りゆうを追うふりをして、今日にでも追いつけるという顔をして、狐きつねの面の陰に引き籠こもって一日でも先延ばしにしようとしていたこと。

　弱い者いじめ、と涼孤ジヤンゴは言った。

　弱い者。

　弱い者。

　涼孤に子供扱いされたあの男に、自分はとうとう柄つかを握らせることもできなかった。

　小便まで漏らして負けた。

「──ねえ、大丈夫？」

　月華ベルカは答えない。

　答えられない。その場を動くこともできない。肩へと伸びてきた涼孤の手を力任せに振り払う。放ほうっておいてほしい。いっそのこと消えてなくなってしまいたい。床の染みよりも泣き顔を見られたくなかったが、震える息をどうしても堪こらえることができない。

「──すぐ近くに知り合いのおっさんの店があるからさ、そこで何か着替える物を借りて、」

「うるさいばかああああ！」

　吠ほえ声で抗あらがう。滅め茶ちや苦く茶ちやに足あし蹴げをくれて涼孤を追い払う。

「ねえ頼むよ、送って行くから、途中まででもいいから──、」

　そして最後のときが訪れる。懇願一色だった表情をふと緩ませ、涼孤はむしろ月華を喜ばせようとしているかのような口調で、この人の世に唯一残された縁よすがをたぐり寄せようとする。




「──あのさ、名前、何だっけ？」




　殺してやる、と月華は思った。

　よもやこんな日が来ようとは、心の底にさえ思ったことはなかった。

　震える足で立ち上がる。蚊母の木剣を拾い上げ、壁かべ際ぎわに引っかかっていた胡コ久ク梨リの長剣を蹴倒して涼孤の足元に滑らせる。下した穿ばきの冷たさにも野次馬たちの視線にも、救いを求めていたのはむしろ涼孤ジヤンゴの方であることにも、月華ベルカは最後まで気づかなかった。

「──剣を取れ」

　涼孤は棒立ちに突っ立ったまま、

「──は？」

　呆ぼう然ぜんと見開かれたその眼まな差ざしの、まるで風の音や水の流れのような噓うその無さが月華をさらに傷つける。泣き声を振り絞って、

「愚ぐ弄ろうするかあっ！　早はようその剣を取れっ！」

「──待ってよ、前にも言ったと思うけどさ、女の子相手にそんな、」

　それ以上は聞くに堪えなかった。

　我慢にも限度があった。

　こいつは人で無しだ。

　人でない者に思いを伝える術を月華は他に知らなかった。

　構えも考えもなしに躍おどりかかる。胡コ久ク梨リに打たれた腹の重苦しさに歯を食い縛り、とにかくどこかに当たればいいという太た刀ち筋すじで右手の柄つかを振り回す。

「わああっ!?」

　涼孤が転げまろびつ逃げ回る。それを月華が追いかける。客間を恐々とのぞき込んでいた野次馬連中が「また始まった」と言わんばかりの慌てぶりで散っていく。

「危な、ちょ！　待てってば！　何も今じゃなくてもいいだろ!?」

「まだ言うかあっ！　いざ尋常に──」

　そこで月華は椅い子すの脚に蹴け躓つまずく。

　両足を反そり返らせるような姿勢で顔から倒れ込む。最後のひと太た刀ちも涼孤の背中には遥はるかに届かず、それでも起き上がろうとしたところで腹の底が疼うずき、内息が抜けてぺたんとその場に座り込んでしまう。涼孤が逃げ足を止めて気遣わしげにこちらをのぞき込んでくる、その口がものを言おうとする気配、

「──あの、」

　もう何も聞きたくない。

　嚙かみつくように顔を上げてすべてを拒絶する。

『──控えよっ!!』

　馬ば厨ず方言だった。

　あれほど嫌っていたはずの宮中の公用語が、血を吐くように溢あふれ出た。

『この下げ賤せんめが!!　無礼であるぞ!!　寄るな汚けがらわしい、もう顔も見とうないわ!!』

　何もなくなってしまった。

　畏おそれ多くも第十八皇女──すがるべきは、もうそれしか残っていなかった。

　新たに湧わき出す涙が視界を生なま温ぬるく潤うるませる。堪こらえようもなく震える喉のどから怒鳴る以外の言葉の術すべが失われていく。考えてもみなかった──あの日、触ろうとして触れなかった背中との隔たりがよもやこれほど遠いものだったとは。そこまで眼中にないのなら、どうして最初から冷徹に突き放してくれなかったのか。

　自分は、涼孤に無視されてさえいなかったのだ。

　蚊母の木剣を床に叩たたきつけて胸の内を根こそぎにする。死屍累々の客間の只中で月華ベルカは泣き叫ぶ。




「剣などやめじゃああああ───────────────────────っ!!」




　一足一刀の間合いの先に立ち竦すくんで、涼孤ジヤンゴは最後にただ一度だけ、何事かを言おうとするような素振りを見せた。

　激戦が蹴り立てた土つち埃ぼこりはいつまでも宙にあって通り風に吹かれ、件くだんの芝居と違うのは破われ窓から差し込むものが月光ではなく夕日であったことくらいで、尻尾の鈴の音が途絶えた後には別れの言葉とお定まりの筋書きがあるばかりだった。

　涼孤が笑う。

　月華を見つめて、青い目を細めて呟つぶやく。

「──また、会えるといいね」

　独り言だった。

　馬ば厨ず方言など解さなくとも、あの眼まな差ざしの言わんとするところを読み違えるようではとても今日まで生きてはこられなかった。

　その場に膝ひざを落とす。

　声を嗄らして泣き続ける月華に正対し、知る限りにおいては最も上等の、道端で僧そう侶りよと出くわしたときくらいにしかやらない作法で虫けらのように這はいつくばる。

　床に額を擦こすりつける。

　悪名高き極道酒家の、廃墟のような客間の只ただ中なかで、青い目の言愚ゴングは第十八皇女に叩こう頭とうする。

　大きく静かな呼吸を三つ、両の拳こぶしを突いて背後に三歩膝しつ行こうし、面おもてを伏せたまま立ち上がる。

　そして、言愚はその場を後にする。

　二度と振り返らない。




　床に叩たたきつけられた蚊母の木剣は切っ先を弾ませてあらぬ方向へと跳ね返り、厨ちゆう房ぼうの暗がりに潜み立つ群狗グングの右手に受け止められた。

　とうとう〝龍りゆう〟に追いつけなかった己おのが半生を顧みれば、この一件を止められなかったことについても今さら格別な驚きなどありはしなかった。自分はよくよく「一大事に間に合わない」という星の下に生まれついているらしい。──そんな物言いで、よもや皇女を危機に晒さらした咎とがが軽くなるとも思わないが。

　群狗グングの見るところ、客間に横たわっている有象無象の中に気脈を失なくして骸むくろとなっている者は一人もいなかった。これは明らかに、あの青い目の男が最初から最後まで自制をして「龍を吞のまずに」戦っていたということを意味する。さもなくば、この場に潰ついえた命は一つや二つでは済まなかったはずで、事と次第によっては月華ベルカもまた人の形を留とどめぬ有様となり果てていたかもしれない。屋内や城郭内のような逃げ道の限定された閉鎖状況において、密集した敵集団の只中に〝龍〟が出現したら一体何が起こるのか──群狗はそれを、誰よりもよく知っていた。

　そうとも──

　老いさらばえた胸に遠い記憶が蘇よみがえる。

　白陽天動乱の最後の夏。

　蜻蛉とんぼの群れと占術の幟のぼりと右端の厠かわや。物も言わずに事切れた赤ら顔と砂まみれに転がった膳房長。迂ウ琉ルがいかに嫌な奴であったか。十人十人また十人、雑兵の意地と兵長の槍と刀身に踊る龍の文様と、今も疼うずくこの胸の傷。

　そして、確かにこの目で見たと思う炎の夜の光景。

　あのときは、〝龍〟の方が泣いていた。

　その涙の意味は今でもよくわからない。

　しかし、月華の涙の意味はよくわかる。

　あれは、六十と七年前の自分の姿だと群狗は思う。

　青い目の〝龍〟がその場に膝ひざを落とす。

　薄うす闇やみと夕日の斑まだらの中で皇女に叩こう頭とうする。──どこで誰に習ったのか知らないが、皇位の僧籍者を拝する「忌霊礼」の指置きだけを省略したような形だ。後退して立ち上がり、最後まで作法を違たがえることなしに極道酒家を後にする。

　残された皇女は、いつまでも、いつまでも泣き続ける。




　六牙ロンガが正体を現すときが、娘との別れのときだった。







あとがき




『武道は礼に始まり礼に終わる』──なんて言葉が日本にはありますが、中国にあるかどうかは知りません（おい）。

　知りませんが、きっとあるんじゃないかなあと。勿もつ体たいつけの精神論みたいに響くのは現代社会であればこそ、『礼に始まり礼に終わる』という言葉はかつて、極めて現実的かつシリアスな武人の処世術だったのではないか──と思うのです。

　例えばですね、大昔の兵法道場なんてそりゃあもう、シャレにならないくらいおっかない所だったろうなと思うのですよ。「スポーツ」などという概念は無論のこと、「ダイエット」だの「ストレス発散」だの「運動不足解消」だの、現代の格闘技指導がその本分と同時に並べていそうなお題目など影も形もなかった頃の、「ウチは強いよ」というメンツだけが唯一の看板であった時代の道場が一体どのような場所であったか。そんなところにうっかり入門してですな、ちょっと才能があるからってそれを鼻にかけたりしてですな、諸先輩方に対してめちゃくちゃ失礼な態度を取り続けたらどうなるか。マジな話、三日と生きちゃおれなかったのではないかと思うのですよね。まあ殺されはしないまでも、寝込みを襲われて袋にされて腕の一本や目玉のひとつくらいは取られて「命が惜しけりゃ田く舎にに帰れ」なんて脅されるとか。いくら私刑が理不尽であるといってもそこはもう理屈ではありません。つまり、道場という場において人を舐めくさった態度でいたら命がいくつあっても足りないので、「礼」を失している者はそもそも武道を始めるスタートラインに立てない。即すなわち、まず護身の術として『武道は礼に始まる』。ひと口に大昔の道場と言ってもそれぞれに温度差はあったでしょうが、ガチでやってる所ほどそうした傾向は強かったのではないかと思います。

　では、礼より始めて幾星霜、そろそろ下の毛にも白髪が見つかるお年頃。とうとう功成って牛一頭を素手で撲なぐり殺せるくらいの実力を手に入れたとします。でもね、牛一頭を倒せるようになったらなったで今度はこう思うわけですわ。「牛二頭を同時に相手にしたら果たして勝てるのか」。あるいは三頭だったら。もしくはインド象十頭とハシッシでリキを入れた暗殺者百人に囲まれたら。馬鹿馬鹿しいとお思いかもしれませんが、実際に現代武道の達人と言われる方々のインタビュー等を読むとしばしばこの種のパラノイアじみた発言が出てきます。曰いわく、地下の喫茶店でおどおどと周囲を見回しながら「キミィ、ここでもし大地震がきたらどうするんだね？」。曰く、飛行機での移動中に「もしこの機がハイジャックされたらオレはどう動くべきか？」。「喧けん嘩かの恐怖とは突き詰めて言えば、ひょっとしたらこいつはダイナマイトでも持ってるんじゃないか──という恐怖だ」と自著に書いておられた方もいました。仮想敵とは文字通り「仮想」であり、例外の可能性はそれこそ無限に存在し得るので、「闘って相手を倒して切り抜ける」という考え方を取り続けている限りはまさしく少年マンガ的な強さのインフレが永遠に続くことになるわけです。なにしろ下の毛にも白髪が見つかるお年頃、鍛え抜いた肉体だっていつかは衰える。東洋武術には「強さと年齢とは無関係」とする流派も数多くありますが、仮にそれを真に受けたとしても、「無限の強さの敵」と闘うには「無限の修行時間」が必要だという話になってしまう。このスパイラルから降りるには考え方を変えるしかありません。つまり、牛や象には最初からちょっかいを出さない。思えば不可避な事故やら天災やらで何い時つ終わるとも知れない命、ならば、「良き人間」としてできるだけ悔いなく生きて、他の人々に対しても礼を尽くして「あいつを殴ってやろう」といった動機をそもそも誰の心にも生じさせない。そのことをもって「最強」とする──即すなわち、『武道は礼に終わる』。

　結局のところは、そこに回帰していくのだろうと思うのです。

　オチは特にありません。

　スペースが押してるので詰め込み気味だけど、本作の内容にまあまあ関かかわる話をしたつもり。




　というわけで、『DRAGONBUSTER 02』なのでした。

　というかあれだ、どうして俺はこの内容で「全二巻」とか言ってたんでしょうな。

　次こそ絶対終わらす。二人の道が再び交差します。季節がめぐり、「龍ドラゴンの日」が再びやってきます。
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秋あき山やま瑞みず人ひと

１９７１年生まれ、山梨出身。東京都某所在住。『Ｅ．Ｇ．コンバット』（原案・イラスト／☆よしみる）で作家デビュー。その独自の文体とキャラ描写で人気を博す。最近は古橋氏、藤城氏とskypeでいろいろお話している模様。
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藤ふじ城しろ 陽よう

神奈川在住。「ストレイト・ジャケット」（富士見ファンタジア文庫）などの挿絵を手がける。好きなものはあんことオモチャ屋さん。実年齢と精神年齢のギャップに……悩まない！
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龍りゅう盤ばん七なな朝ちょう
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